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Microsoft Dynamics CRM 2011 インストール ガイド 

このガイドは『Microsoft Dynamics CRM 2011 実装ガイド』の一部であり、次の 3 種類のドキュメントで構

成されています。 

 『Microsoft Dynamics CRM 2011 Planning Guide』: Microsoft Dynamics CRM について計画する必

要のあることを決定する場合は、このガイドを使用します。このガイドでは、サポートされるトポロジ、

システム要件、インストールの前に対応する必要のある技術的な考慮事項について説明されていま

す。 

 『Microsoft Dynamics CRM 2011 インストール ガイド』: Microsoft Dynamics CRM アプリケーション

のインストール方法について調べる場合は、このガイドを使用します。このガイドでは、セットアップ

の詳細な実行手順、コマンド ラインを使用したインストールの方法、および Microsoft 

Dynamics CRM の削除方法などが説明されています。 

 『Microsoft Dynamics CRM 2011 Operating and Maintaining Guide』: Microsoft Dynamics CRM のデ

ータをバックアップおよび復元し、システムの復旧を実行する方法について説明します。また、既知

の問題に対するトラブルシューティング手順についても説明します。 

Microsoft Dynamics CRM のエディションとライセンス 

エディション 
 Microsoft Dynamics CRM Server 2011.このエディションに対するユーザー制限はありません。複数

の組織、複数のサーバー インスタンス、および個別のロール ベースによるサービスのインストール

のサポートなどの機能が追加されています。ロール ベースのサービスを使用することで、複数のコ

ンピューターへのコンポーネント サービスのインストールが可能となり、パフォーマンスが向上しま

す。 

 Microsoft Dynamics CRM Workgroup Server 2011.このエディションは、5 ユーザーまでに制限されて

います。また、Microsoft Dynamics CRM Server 2011 を実行できるのは、1 台のコンピューターに制

限されています。 

 

ライセンス 

Microsoft Dynamics CRM の展開は、単一のプロダクト キーによって機能します。Microsoft Dynamics 

CRM 2011 では、クライアント アクセス ライセンス (CAL) を追加するなどの変更を加える場合に、追加

のプロダクト キーは必要ありません。1 つのプロダクト キーに Microsoft Dynamics CRM バージョン、サ

ーバー ライセンス、および CAL が含まれています。展開マネージャーでライセンスを表示およびアップ

グレードできます。展開マネージャーはシステム管理者が、Microsoft Dynamics CRM の展開に含まれる

組織、サーバー、およびライセンスの管理に使用できる Microsoft 管理コンソール (MMC) スナップイン

です。 
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クライアント アクセス ライセンスの種類 

各ユーザーのクライアント アクセス ライセンスの種類は、Microsoft Dynamics CRM Web クライアントの 

[設定] 領域にある [ユーザー] 領域で表示および変更できます。Microsoft Dynamics のライセンスの詳

細については、Microsoft Dynamics の購入方法に関する説明を参照してください。 

このセクションの内容 
Microsoft Dynamics CRM Server 2011 のインストール手順 

Microsoft Dynamics CRM 2011 E-mail Router のインストール手順 

Outlook 用 Microsoft Dynamics CRM 2011 のインストール手順 

Microsoft Dynamics CRM 2011 言語パックのインストール手順 

コマンド プロンプトを使用した Microsoft Dynamics CRM 2011 のインストール 

Microsoft Dynamics CRM 2011 のインストール後および構成のガイドライン 

このドキュメントに関するコメントを送信する (インス

トール ガイド) 

このドキュメントに関するご質問やコメントがある場合は、リンクをクリックして Microsoft Dynamics CRM 

コンテンツ チームに電子メール メッセージをお送りください。 

このガイドの内容以外の Microsoft Dynamics CRM 製品についてのご質問は、Microsoft サポートで検

索してください。 

Microsoft Dynamics CRM Server 2011 のインスト

ール手順 

このセクションでは、Microsoft Dynamics CRM Server 2011 のインストール方法について説明します。ま

た、インストールのトラブルシューティング情報と、Microsoft Dynamics CRM Server 2011 のアンインスト

ール方法についても説明します。 

最新情報については、「Microsoft Dynamics CRM 2011 および Microsoft Dynamics CRM 

Online Readme」を参照してください。 

重要  

http://go.microsoft.com/fwlink/?linkid=111388
mailto:mscrmdf@microsoft.com?subject=Microsoft%20Dynamics%20CRM%202011%20Installing%20Guide%20%20(/1:IG/2:V5.0/3:V5.8/4:print_doc/5:none/6:en-us/7:OP)
mailto:mscrmdf@microsoft.com?subject=Microsoft%20Dynamics%20CRM%202011%20Installing%20Guide%20%20(/1:IG/2:V5.0/3:V5.8/4:print_doc/5:none/6:en-us/7:OP)
http://support.microsoft.com/
http://go.microsoft.com/fwlink/p/?LinkID=144915
http://go.microsoft.com/fwlink/p/?LinkID=144915
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Microsoft Dynamics CRM Server のセットアップ中にイン

ストールされるコンポーネント 
ここでは、Microsoft Dynamics CRM Server セットアップ中に何がインストールされるのかについて説明

します。 

Microsoft Dynamics CRM Server 2011 でインストールされる構成コンポー

ネント 

Microsoft Dynamics CRM Server 2011 をインストールすると、セットアップ によって、次の表に示す既定

のフォルダーが作成されます。 
 

フォルダー コメント 

システム ドライブ:\Program Files\Microsoft 

Dynamics CRM\ 

Microsoft Dynamics CRM Server 2011 のプログラ

ム ファイル 

システム ドライブ:\Program Files\Microsoft 

Dynamics CRM\LangPacks\<言語 

ID>\Reports\MSCRM 

既定の各レポートの .rdl ファイルを格納する 

Microsoft Dynamics CRM サブフォルダーがありま

す。 

システム ドライブ:\Program Files\Microsoft 

Dynamics CRM\LangPacks 

言語パックのインストール場所。言語パックは別々

にダウンロードされインストールされます。 

システム ドライブ:\Program Files\Microsoft 

Dynamics CRM\Trace 

トレースが有効な場合にトレース ファイル ログが

格納されます。 

システム ドライブ:\Program Files\Microsoft 

Dynamics CRM\CRMWeb 

Microsoft Dynamics CRM Web サイトと Web サー

ビス 

システム ドライブ:\Program Files\Microsoft 

Dynamics CRM\CRMWeb\CRMReports 

Microsoft Dynamics CRM レポート サービス 

 

次の Web コンポーネントが追加されます。 
 

コンポーネント 名前 内容 

アプリケーション プール CRMAppPool Microsoft Dynamics CRM 

Server セットアップ によって、

Microsoft Dynamics CRM アプリ

ケーション用のアプリケーション 

プールが個別に作成されます。 

アプリケーション プール CRMDeploymentServiceAppPool Microsoft Dynamics CRM 

Server セットアップ によって、展

開 Web サービス アプリケーショ
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コンポーネント 名前 内容 

ン用のアプリケーション プール

が個別に作成されます。 

サービス拠点 Microsoft Dynamics CRM Microsoft Dynamics CRM の 

Web サイト。 

アプリケーション XRMDeployment xRM 展開の実装を促進します。 

アプリケーション ヘルプ アプリケーションの Microsoft 

Dynamics CRM ヘルプ システム

を提供します。 

 

次の Active Directory グループが追加されます。Active Directory ドメインがネイティブ モードに設定さ

れている場合、このグループは、ドメイン ローカル セキュリティまたはユニバーサル セキュリティのいず

れかの種類である必要があります。 
 

グループ 内容 

PrivReportingGroup レポート作成機能に関する特権を持つ Microsoft 

Dynamics CRM ユーザー グループ。このグループ

は Microsoft Dynamics CRM Server セットアップ中

に作成され、Microsoft Dynamics CRM レポート拡

張機能セットアップ中に構成されます。 

PrivUserGroup 特殊な管理機能用の特権を持つ Microsoft 

Dynamics CRM ユーザー グループ。CRMAppPool 

ID (ドメイン ユーザーまたはネットワーク サービス) 

が含まれます。Microsoft Dynamics CRM Server 

2011 を構成するユーザーをこのグループに追加

する必要があります。 

SQLAccessGroup SQL Server へのアクセスを必要とするすべてのサ

ーバー プロセスまたはサービス アカウント。

CRMAppPool ID (ドメイン ユーザーまたはネットワ

ーク サービス) が含まれます。このグループのメン

バーは、Microsoft Dynamics CRM データベースに

対する db_owner 権限を持ちます。 

ReportingGroup このグループにはすべての Microsoft 

Dynamics CRM ユーザーが含まれます。このグル

ープは、Microsoft Dynamics CRM に対してユーザ

ーが追加または削除されると自動的に更新されま

す。このグループには既定で、すべての Microsoft 

Dynamics CRM Reporting Services レポートに対す
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グループ 内容 

る参照権限が付与されます。 

 

次のサービスが追加されます。 
 

サービス 内容 

Microsoft Dynamics CRM 非同期処理サービス 電子メール広告、ワークフローなどのサービス非

同期プロセス。 

Microsoft Dynamics CRM 非同期処理サービス (メ

ンテナンス) 

認証用の暗号化キー生成、データベース削除のク

リーンアップなどのサービス非同期メンテナンス。 

Microsoft Dynamics CRM 解凍サービス データ インポートの圧縮ファイルの圧縮解除を処

理します。このサービスは Web アプリケーション 

サーバー の役割の一部としてインストールされま

す。 

Microsoft Dynamics CRM サンドボックス処理サー

ビス 

サンドボックス処理サービス サーバーの役割によ

って、プラグインなどのカスタム コードを実行でき

る隔離された環境を使用できるようになります。 

 

次の SQL Server コンポーネントが追加されます。 
 

コンポーネント 名前 内容 

データベース MSCRM_CONFIG 

OrganizationName_MSCRM 

Microsoft SQL Server セット

アップ によってシステム ドラ

イブ:\Program 

Files\Microsoft SQL 

Server\MSSQL<バージョン

>\MSSQL\Data\ フォルダー

が作成され、その中に 

Microsoft Dynamics CRM 

Server セットアップ によって 

Microsoft Dynamics CRM 構

成データベースと組織データ

ベースがインストールされま

す。 

SQL Server ジョブ OrganizationName_MSCRM.CreateAuditPartition 

MSCRM_CONFIG.HardDelete 

MSCRM_CONFIG.SiteWideCleanup 

Microsoft Dynamics CRM 

Server セットアップによって、

メンテナンス用の 3 つの 

SQL Server ジョブが作成さ
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コンポーネント 名前 内容 

れます。 

ログイン PrivReportingGroup 

ReportingGroup 

SQLAccessGroup 

MSCRMSqlLogin 

Microsoft Dynamics CRM 

Server セットアップ によって

、作成される 

PrivReportingGroup、

ReportingGroup、

SQLAccessGroup Active 

Directory グループ用として、

いくつかの SQL Server ログ

インが作成されます。 

MSCRMSqlLogin は、ダッシュ

ボードやグラフを使用する場

合や、高度な検索を使用して

クエリを実行する場合に、タイ

ム ゾーンを変換するために

使用されます。Microsoft 

SQL Server で共通言語ラン

タイム (CLR) の使用を有効

にしている場合は、これらの

機能のパフォーマンスが大幅

に向上します。 

メモ  

既定では、Microsoft 

SQL Server で CLR 

は有効になっていま

せん。CLR を有効に

する方法の詳細につ

いては、、「CLR 統

合の有効化」を参照

してください。 

 

セットアップ中にインストールされるその他のソフトウェア コンポーネント 

次のコンポーネントがインストールされていない場合は、Microsoft Dynamics CRM Server セットアップの

際にフル サーバーにインストールされます。 

 Microsoft SQL Reporting Service Report Viewer コントロール 

 Microsoft SQL Server Native Client 

 Microsoft アプリケーション エラー報告ツール 

 Microsoft Visual C++ ランタイム ライブラリ 

http://go.microsoft.com/fwlink/p/?LinkId=246768
http://go.microsoft.com/fwlink/p/?LinkId=246768
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  Windows Identity Foundation (WIF) Framework 

 Windows Server 2008 Web サーバーの役割 

 インデックス サービス 

 Microsoft .NET Framework 4 (次のコンポーネントが含まれます) 

Microsoft .NET Framework のインストールでは、コンピューターを再起動してからでないと、

Microsoft Dynamics CRM セットアップ を続行できない場合があります。 

 Microsoft .NET Framework (Microsoft Dynamics CRM Server 2011 に必要) 

 Windows Workflow Foundation (Microsoft Dynamics CRM Server 2011 に必要) 

 Windows Presentation Foundation 

 Windows Communication Foundation (WCF) (Microsoft Dynamics CRM Server 2011 に必要) 

 Microsoft Chart Controls for Microsoft .NET Framework 

 Windows Azure AppFabric SDK V1.0 

 Windows PowerShell 

 Microsoft URL Rewrite Module for IIS 

 ファイル サーバー リソース マネージャー 

次のトピックでは、Microsoft Dynamics CRM Server 2011 をインストールするか、以前のバージョンから

アップグレードする具体的な作業手順について説明します。 

このセクションの内容 

Microsoft Dynamics CRM Server 2011 のインストール 

Microsoft Dynamics CRM 4.0 からのアップグレード 

インストールとアップグレードのトラブルシューティング 

複数のコンピューターへの Microsoft Dynamics CRM Server 2011 のインストール 

Microsoft SQL Server クラスター環境を使用するための Microsoft Dynamics CRM Server 2011 のイン

ストール 

組織データベースでの SQL Server 2008 データベース ミラーリングの構成 

関連項目 
Microsoft Dynamics CRM 2011 インストール ガイド 

Microsoft Dynamics CRM Server 2011 のインストール手順 

メモ  
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Microsoft Dynamics CRM Server 2011 のインスト

ール 

このセクションでは、Microsoft Dynamics CRM が未インストールのコンピューターに Microsoft Dynamics 

CRM Server 2011 をインストールする手順について説明します。 

1. 必要な計画が完了し、ハードウェアおよびソフトウェアの必須コンポーネントがインストール済み

で実行されていることを確認します。詳細については、Microsoft Dynamics CRM 2011 Planning 

Guide を参照してください。 

2. Microsoft Dynamics CRM Server セットアップを実行します。 

3. Microsoft Dynamics CRM レポート拡張機能セットアップを実行します。Microsoft Dynamics 

CRM Server 2011 と Microsoft Dynamics CRM レポート拡張機能を同じコンピューターにインス

トールする場合は、Microsoft Dynamics CRM Server セットアップの実行中に、Microsoft 

Dynamics CRM レポート拡張機能セットアップを起動するチェック ボックスが表示されます。 

4. Microsoft Dynamics CRM Server 2011 にインターネット アクセスを構成する場合は、展開マネ

ージャー を起動し、クレームベース認証の構成ウィザード を実行して、インターネットに接続す

る展開の構成ウィザード を実行します。詳細については、展開マネージャーのヘルプ を参照し

てください。 

5. 1 人以上の Microsoft Dynamics CRM ユーザーの電子メールが E-mail Router または転送用メ

ールボックスを使用するように構成される場合は、E-mail Router をインストールして、Microsoft 

Dynamics CRM の電子メール メッセージの追跡を有効にする必要があります。詳細については

、このガイドの「Microsoft Dynamics CRM 2011 E-mail Router のインストール手順」を参照してく

ださい。 

Microsoft Dynamics CRM のインストール ファイル 
CD または DVD ドライブ、あるいは Microsoft Dynamics CRM のインストール ファイルのある場所で、次

のファイルを使用します。 
 

セットアップ ファイル 場所 

Microsoft Dynamics CRM Server 2011 用の 

SetupServer.exe 

..\Server\amd64 

Microsoft Dynamics CRM レポート拡張機能用の 

SetupSrsDataConnector.exe 

..\Server\amd64\SrsDataConnector 

Outlook 用 Microsoft Dynamics CRM 用の 

Setupclient.exe 

 ..\Client\amd64 (64 ビットの場合) 

 ..\Client\i386 (32 ビットの場合) 

 

Microsoft Dynamics CRM Server 2011 をインストールするには、以下の手順を実行します。 
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セットアップ ファイル 場所 

Microsoft Dynamics CRM E-mail Router 用の 

SetupEmailRouter.exe 

 ..\EmailRouter\amd64 (64 ビットの場合) 

 ..\EmailRouter\i386 (32 ビットの場合) 

 

関連項目 
Microsoft Dynamics CRM Server 2011 のインストール手順 

Microsoft Dynamics CRM がインストールされていないサーバーへの Microsoft Dynamics CRM 2011 

Server のインストール 

Microsoft Dynamics CRM 2011 フロント エンド サー

バーおよびバック エンド サーバーの役割のインス

トール 

次の手順に従って、Microsoft Dynamics CRM Server がインストールされていない 2 つの別々のサーバ

ーに Microsoft Dynamics CRM 2011 フロント エンド サーバーおよび バック エンド サーバー ロールをイ

ンストールします。マイクロソフトは、単一のフル サーバー展開ではなくこの構成をお勧めします。コンピ

ューターごとに特定の Microsoft Dynamics CRM Server サービスを切り離すことで、セキュリティおよび

パフォーマンス向上するからです。この手順では、Microsoft Dynamics CRM レポート拡張機能 は バッ

ク エンド サーバー ロールがインストールされているサーバーにインストールされ、展開ツール は フロン

ト エンド サーバー ロールがインストールされているサーバーにインストールされます。の詳細について

は、 サーバー ロールについては、「Microsoft Dynamics CRM 2011 Server roles」を参照してください。 

バックエンドとフロントエンド展開構成では、Windows Serverを実行する 2 台の別々のコンピューターが

必要です。この例では、CRMbackend と CRMfrontendという名前の 2 台のコンピューターを使用します。 

この手順を完了した後に、Microsoft Dynamics CRM 展開 にクライアントが接続できるために 1 

つ以上の組織をインポートまたは作成する必要があります。 

この例では、バック エンド サーバー ロールは フロント エンド サーバー ロールの前にインストールされ

ます。 

このトピックの内容 
バック エンド サーバー ロールのインストール 

フロント エンド サーバー ロールのインストール 

Microsoft Dynamics CRM 組織を作成する 

重要  
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バック エンド サーバー ロールのインストール 
CRMbackend という名前のコンピューターで次の手順を実行します。 

1. 『計画ガイド』の「Microsoft Dynamics CRM 2011 System Requirements and Required 

Components」に指定されているすべての要件を満たしていることを確認します。 

2. Microsoft Dynamics CRM のインストール先で管理者レベルの特権を持ち、ローカル コンピュー

ターの Administrators グループのメンバーであるユーザーとして、ドメインにログオンします。信

頼できるドメインのメンバーとしてアプリケーションをインストールすることはできません。 

3. Microsoft Dynamics CRM インストール ファイルの場所を検索するMicrosoft Dynamics CRM 

Server 2011 ダウンロード パッケージは、Microsoft ダウンロード センターにあります。 

4. Microsoft Dynamics CRM のファイルが格納されているフォルダーの Server\amd64 フォルダー

に移動し、SetupServer.exe をダブルクリックします。 

5. [Microsoft Dynamics CRM セットアップへようこそ] ページでは、セットアップで最新のインストー

ル ファイルが使用されるように、[Microsoft Dynamics CRM の更新プログラムを取得する] をク

リックすることをお勧めします。[次へ] をクリックします。 

6. [プロダクト キー情報] ページで、プロダクト キーを [プロダクト キー] ボックスに入力し、[次へ] 

をクリックします。 

7. [使用許諾契約書] ページに表示された情報を確認し、使用許諾契約書に同意する場合は [こ

の使用許諾契約書に同意する] をクリックし、[同意する] をクリックします。 

8. セットアップによって、不足しているコンポーネントが見つかった場合は、[必須コンポーネントの

インストール] ページが表示されます。 

 必要なコンポーネントが既にインストールされている場合には、このページは表示されませ

ん。 

 一覧に含まれる必要なコンポーネントがインストールされていない場合は、これらのコンポ

ーネントをすぐにインストールできます。[インストール] をクリックします。コンポーネントがイ

ンストールされると、状態列が [インストールされていません] から [インストール済み] に変

わります。[次へ] をクリックして続行します。 

メモ  

コンピューターの再起動を求めるメッセージが表示された場合は、再起動してから再度

セットアップを開始してください。 

9. [インストール場所の選択] ページで、既定の場所をそのまま使用するか、別のインストール場

所を入力し、[次へ] をクリックします。 

10. [サーバーの役割の指定] ページで、すべてのバック エンド サーバーの役割を選択します。残り

は空欄にしておきます。 

 

http://www.microsoft.com/en-us/download/details.aspx?id=27822
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11. [展開オプションの指定] ページで、[この展開で使用する SQL Server を実行しているコンピュ

ーターの名前を入力または選択します] ボックスに、Microsoft Dynamics CRM のデータベース 

(MSCRM_CONFIG) の格納に使用する Microsoft SQL Server のインスタンスを入力または選択

します。 

12. [組織単位を選択してください] ページで、[参照] をクリックして Active Directory の構造を表示

します。Microsoft Dynamics CRM の組織単位をインストールする場所を選択し、[OK] をクリック

して、[次へ] をクリックします。Microsoft Dynamics CRM のセキュリティ グループがこの組織単

位に作成されます。 

13. [サービス アカウントの指定] ページで、Microsoft Dynamics CRM サービスのセキュリティ アカ

ウントを選択し、[次へ] をクリックします。 

次に、各サービスについて説明します。詳細については、『計画ガイド』の「Security 

considerations for Microsoft Dynamics CRM」にある「Microsoft Dynamics CRM のセットアップ

、サービス、およびコンポーネントのために最小限必要なアクセス許可」を参照してください。 

 サンドボックス処理サービス.プラグインなどのカスタム コードを実行できる隔離された環境

を有効にします。隔離された環境を使用することで、カスタム コードが Microsoft Dynamics 

CRM 展開の組織の運用に影響する可能性を低減します。 
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 非同期処理サービス。電子メール広告やデータ インポートなどの、キューに置かれる非同

期イベントを処理します。 

これらのサービスの実行専用で他の目的に使用されない、特権の低いドメイン アカウントを選

択することを強くお勧めします。また、Microsoft Dynamics CRM サービスの実行に使用される

ユーザー アカウントを Microsoft Dynamics CRM ユーザーにすることはできません。このドメイ

ン アカウントは、Domain Users グループのメンバーである必要があります。さらに、フル サーバ

ー インストールまたはバック エンド サーバーのインストールなどで 非同期サービス ロールお

よびサンドボックス処理サービス ロールがインストールされている場合、このドメイン アカウント

はパフォーマンス ログ ユーザー セキュリティ グループのメンバーである必要があります。 

ドメイン管理者でもローカル管理者でもないドメイン ユーザー アカウントで ASP.NET サービス

を実行する場合は、ASP.NET サービスを正しく機能させるために、Microsoft Dynamics CRM 

Server 2011 のインストール後にローカル セキュリティ ポリシーを設定する必要があります。ま

た、組織に実装したパスワード ポリシーによっては、ユーザーのパスワードの期限が切れてい

る場合があります。 詳細については、Microsoft サポート技術情報 (KB) の記事 329290「

ASP.NET ユーティリティを使用して資格情報およびセッション状態の接続文字列を暗号化する

方法」を参照してください。 

14. [Microsoft Update 利用の選択] ページで、次のいずれかのオプションを選択する必要がありま

す。の詳細については、Microsoft Update のライセンスに関する使用条件とプライバシーについ

ては、「Windows Update FAQ」を参照してください。 

 更新プログラムの確認に Microsoft Update を使用する (推奨): このオプションを選択する

と、Microsoft Dynamics CRM Server はコンピューター上の Microsoft Update 設定を使用

します。 

 Microsoft Update を使用しない: コンピューターが Windows Server Update Services 

(WSUS) を使用するなど他の方法で更新をインストールする場合、このオプションだけを選

択する必要があります。 

15. [システムのチェック] ページが表示されます。このページには、インストールを正常に実行する

ためのすべての要件と推奨事項の概要が示されます。インストールを続行するには、エラーを

解決する必要があります。エラーではなく、警告のみが表示される場合は、インストールを続行

できます。続行するには、[次へ] をクリックします。 

16. [サービス中断の警告] ページが表示されます。このページには、セットアップの実行時に停止

または再開されるサービスがすべて表示されます。 

17. [Microsoft Dynamics CRM のインストール準備の完了] ページを確認し、警告がある場合は [

戻る] をクリックして修正します。続行する準備ができたら、[インストール] をクリックします。 

18. セットアップ プログラムが完了すると、[完了] をクリックします。 

19. Microsoft Dynamics CRM レポート拡張機能セットアップを実行します。詳細については、 

Microsoft Dynamics CRM レポート拡張機能のインストール. 

重要  

SQL Server Reporting Services 用 Microsoft Dynamics CRM レポート拡張機能 は 

Microsoft Dynamics CRM Server 2011の フロント エンド サーバー と バック エンド サ

ーバー の展開を実行するために必要です。 

20. Microsoft Dynamics CRM レポート拡張機能セットアップ が終了したら、次の手順を実行して、フ

ロント エンド サーバー ロールをインストールします。 

http://go.microsoft.com/fwlink/?linkid=53266
http://go.microsoft.com/fwlink/?linkid=53266
http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkID=196513
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フロント エンド サーバー ロールのインストール 
CRMfrontendという名前のコンピューターで、次の手順を実行します。 

1. Microsoft Dynamics CRM のインストール先で管理者レベルの特権を持ち、ローカル コンピュー

ターの Administrators グループのメンバーであるユーザーとして、ドメインにログオンします。信

頼できるドメインのメンバーとしてアプリケーションをインストールすることはできません。 

2. Microsoft Dynamics CRM のファイルが格納されているフォルダーの Server\amd64 フォルダー

に移動し、SetupServer.exe をダブルクリックします。 

3. [Microsoft Dynamics CRM セットアップへようこそ] ページでは、セットアップで最新のインストー

ル ファイルが使用されるように、[Microsoft Dynamics CRM の更新プログラムを取得する] をク

リックすることをお勧めします。[次へ] をクリックします。 

4. [プロダクト キー情報] ページで、プロダクト キーを [プロダクト キー] ボックスに入力し、[次へ] 

をクリックします。 

5. [使用許諾契約書] ページに表示された情報を確認し、使用許諾契約書に同意する場合は [こ

の使用許諾契約書に同意する] をクリックし、[同意する] をクリックします。 

6. セットアップによって、不足しているコンポーネントが見つかった場合は、[必須コンポーネントの

インストール] ページが表示されます。 

 必要なコンポーネントが既にインストールされている場合には、このページは表示されませ

ん。 

 一覧に含まれる必要なコンポーネントがインストールされていない場合は、これらのコンポ

ーネントをすぐにインストールできます。[インストール] をクリックします。コンポーネントがイ

ンストールされると、状態列が [インストールされていません] から [インストール済み] に変

わります。[次へ] をクリックして続行します。 

メモ  

コンピューターの再起動を求めるメッセージが表示された場合は、再起動してから再度

セットアップを開始してください。 

7. [インストール場所の選択] ページで、既定の場所をそのまま使用するか、別のインストール場

所を入力し、[次へ] をクリックします。 

8. [サーバーの役割の指定] ページで、すべてのフロント エンド サーバーおよび展開管理サーバ

ーの役割を選択します。残りは空欄にしておきます。 
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9. [展開オプションの指定] ページで、[既存の展開に接続し、必要に応じてアップグレードする] を

クリックし、ボックス展開で使用する SQL Server を実行しているコンピュータの名前を入力また

は選択し、前に入力した SQL Server のインスタンスを入力するか選択して、[次へ] をクリックし

ます。 

10. [組織単位を選択してください] ページで、[参照] をクリックして Active Directory の構造を表示

します。Microsoft Dynamics CRM の組織単位をインストールする場所を選択し、[OK] をクリック

して、[次へ] をクリックします。前のステップで選択したものと同じ組織単位を選択することをお

勧めします。 

11. [サービス アカウントの指定] ページで、Microsoft Dynamics CRM サービスのセキュリティ アカ

ウントを選択し、[次へ] をクリックします。 

次に、各サービスについて説明します。詳細については、『計画ガイド』の「Security 

considerations for Microsoft Dynamics CRM」にある「Microsoft Dynamics CRM のセットアップ

、サービス、およびコンポーネントのために最小限必要なアクセス許可」を参照してください。 

 アプリケーション サービス。ユーザーを CRM データに接続するために使用する Microsoft 

Dynamics CRM Web アプリケーションを実行します。 

 展開 Web サービス .Microsoft Dynamics CRM SDK に記載されているメソッドを使用して展
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開を管理します。たとえば、組織を作成したり、展開管理者ロールをユーザーから削除した

りします。 

重要  

これらのサービスの実行専用で他の目的に使用されない、特権の低いドメイン ア

カウントを選択することを強くお勧めします。また、Microsoft Dynamics CRM サー

ビスの実行に使用されるユーザー アカウントを Microsoft Dynamics CRM ユーザ

ーにすることはできません。このドメイン アカウントは、Domain Users グループの

メンバーである必要があります。さらに、フル サーバー インストールまたはバック 

エンド サーバーのインストールなどで非同期サービス ロールおよびサンドボックス

処理サービス ロールがインストールされている場合、このドメイン アカウントはパ

フォーマンス ログ ユーザー セキュリティ グループのメンバーである必要がありま

す。 

ドメイン管理者でもローカル管理者でもないドメイン ユーザー アカウントで 

ASP.NET サービスを実行する場合は、ASP.NET サービスを正しく機能させるため

に、Microsoft Dynamics CRM Server 2011 のインストール後にローカル セキュリ

ティ ポリシーを設定する必要があります。また、組織に実装したパスワード ポリシ

ーによっては、ユーザーのパスワードの期限が切れている場合があります。 詳細

については、Microsoft サポート技術情報 (KB) の記事 329290「ASP.NET ユーティ

リティを使用して資格情報およびセッション状態の接続文字列を暗号化する方法」

を参照してください。 

12. [Web サイトの選択] ページで、[新しい Web サイトの作成] をクリックするか、[Web サイトの選

択] をクリックして、ボックスの一覧の Web サイトをクリックします。セットアップの既定では、既

定の Web サイトが使用されます。 

重要  

セットアップで既存の Web サイトの使用を指定する場合は、その Web サイトの状態を

事前に確認することを強くお勧めします。選択する Web サイトには SSL を構成するこ

とを強くお勧めします。詳細については、詳細については、IIS ドキュメントを参照してく

ださい。インストール中に、セットアップでは Microsoft Dynamics CRM アプリケーション

を HTTPS Web サイトにバインドできます。既定のポート以外のネットワーク ポートを選

択する場合は、そのポートがファイアウォールによってブロックされていないことを確認

します。 

セットアップで [新しい Web サイトの作成] オプションを選択すると、Microsoft Dynamics CRM 

Server 2011 用の新しい Web サイトが作成されます。次のオプションを指定できます。 

 ポート番号: Microsoft Dynamics CRM クライアントが Microsoft Dynamics CRM Server 

2011 に接続するために使用する TCP ポート番号を入力します。既定のポート番号は 5555 

です。 

13. [次へ] をクリックします。 

14. [E-mail Router の設定の指定] ページの [電子メール ルーター サーバー名] ボックスに、E-

mail Router をインストールするコンピューターの名前を入力します。このコンピューターは 

Microsoft Dynamics CRM 電子メール メッセージをルーティングします。E-mail Router をインス

トールしない場合は、このボックスを空白のままにしておくことができます。ただし、後で E-mail 

http://go.microsoft.com/fwlink/?linkid=53266
http://go.microsoft.com/fwlink/?linkid=53266
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Router をインストールする場合は、ローカル システムを使用するときは E-mail Router サービ

スが実行されているコンピューターを、またはドメイン ユーザー アカウントを使用する場合はア

カウントを、PrivUserGroup セキュリティ グループに追加する必要があります。[次へ] をクリック

します。 

15. [システムのチェック] ページが表示されます。このページには、インストールを正常に実行する

ためのすべての要件と推奨事項の概要が示されます。インストールを続行するには、エラーを

解決する必要があります。エラーではなく、警告のみが表示される場合は、インストールを続行

できます。続行するには、[次へ] をクリックします。 

16. [サービス中断の警告] ページが表示されます。このページには、セットアップの実行時に停止

または再開されるサービスがすべて表示されます。 

17. [Microsoft Dynamics CRM のインストール準備の完了] ページを確認し、警告がある場合は [

戻る] をクリックして修正します。続行する準備ができたら、[インストール] をクリックします。 

18. セットアップ プログラムが完了すると、[完了] をクリックします。 

Microsoft Dynamics CRM 組織を作成する 
Microsoft Dynamics CRM Server セットアップ プログラムが完了したら バック エンド サーバー、フロント 

エンド サーバー、展開管理サーバー ロール、および Microsoft Dynamics CRM レポート拡張機能をイン

ストールする際に、少なくとも 1 つの組織を作成して、展開をユーザーに対して使用できるようにする必

要があります。 

Microsoft Dynamics CRM 2011 または Microsoft Dynamics CRM 4.0の以前の展開がある場合は、展開

をデータベースにインポートできます。詳細については、詳細については、Microsoft Dynamics CRM 展

開マネージャーのヘルプを参照してください。 

1. 展開管理サーバー ロールがインストールされている CRMfrontend という名前のコンピューター

で、Microsoft Dynamics CRM 展開マネージャーを起動します。 

2. [組織] を右クリックして、[新しい組織] をクリックします。新しい組織ウィザードを完了します。詳

細については、詳細については、 展開マネージャーのヘルプを参照してください。 

関連項目 
Microsoft Dynamics CRM Server 2011 のインストール手順 

Microsoft Dynamics CRM がインストールされていないサーバーへの Microsoft Dynamics CRM 2011 

Server のインストール 
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Microsoft Dynamics CRM がインストールされてい

ないサーバーへの Microsoft Dynamics CRM 2011 

Server のインストール 

 

1. 『計画ガイド』の「Microsoft Dynamics CRM 2011 System Requirements and Required 

Components」に指定されているすべての要件を満たしていることを確認します。 

2. Microsoft Dynamics CRM のインストール先で管理者レベルの特権を持ち、ローカル コンピュー

ターの Administrators グループのメンバーであるユーザーとして、ドメインにログオンします。信

頼できるドメインのメンバーとしてアプリケーションをインストールすることはできません。 

3. Microsoft Dynamics CRM 2011 および Microsoft Dynamics CRM Online Readme ファイルを参

照して、Microsoft Dynamics CRM インストール ファイルの場所を特定します。 

4. Microsoft Dynamics CRM のファイルが格納されているフォルダーの Server\amd64 フォルダー

に移動し、SetupServer.exe をダブルクリックします。 

5. [Microsoft Dynamics CRM セットアップへようこそ] ページでは、セットアップで最新のインストー

ル ファイルが使用されるように、[Microsoft Dynamics CRM の更新プログラムを取得する] をク

リックすることをお勧めします。[次へ] をクリックします。 

6. [プロダクト キー情報] ページで、プロダクト キーを [プロダクト キー] ボックスに入力し、[次へ] 

をクリックします。 

7. [使用許諾契約書] ページに表示された情報を確認し、使用許諾契約書に同意する場合は [こ

の使用許諾契約書に同意する] をクリックし、[同意する] をクリックします。 

8. セットアップによって、不足しているコンポーネントが見つかった場合は、[必須コンポーネントの

インストール] ページが表示されます。 

 必要なコンポーネントが既にインストールされている場合には、このページは表示されませ

ん。 

 一覧に含まれる必要なコンポーネントがインストールされていない場合は、これらのコンポ

ーネントをすぐにインストールできます。[インストール] をクリックします。コンポーネントがイ

ンストールされると、状態列が [インストールされていません] から [インストール済み] に変

わります。[次へ] をクリックして続行します。 

メモ  

コンピューターの再起動を求めるメッセージが表示された場合は、再起動してから再度

セットアップを開始してください。 

9. [インストール場所の選択] ページで、既定の場所をそのまま使用するか、別のインストール場

所を入力し、[次へ] をクリックします。 

Microsoft Dynamics CRM Server 2011 ソフトウェアをインストールするには、以下の手順を実行しま

す。 

http://go.microsoft.com/fwlink/?linkid=144915
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10. Microsoft Dynamics CRM Server 2011 をインストールしている場合は、[サーバーの役割の指

定] ページが表示されます。既定では [フル サーバー] が選択されており、すべてのサーバー

の役割がコンピューターにインストールされます。代わりに、サーバー ロールの定義済みのグ

ループまたは 1 つ以上の個別のサーバー ロールを選択してもかまいません。Microsoft 

Dynamics CRM が正常に動作するには、すべてのサーバー ロールを同じ Active Directory ドメ

イン内のネットワークに展開する必要があることに注意してください。詳細については、『計画ガ

イド』の「Planning Deployment」を参照してください。[次へ] をクリックします。 

重要  

[フル サーバー] 以外のサーバーの役割を選択すると、Microsoft Dynamics CRM 

Server セットアップはインストールの間に組織データベースを作成しません。展開に組

織データベースがない場合は、展開マネージャーを使用して新しい組織を作成する必

要があります。新しい組織の作成方法については、展開マネージャーのヘルプを参照

してください。 

11. [展開オプションの指定] ページで、既存の展開がセットアップによって検出された場合は、新し

い展開を作成するか、既存の展開に接続するかのいずれかの操作を選択できます。[この展開

で使用する SQL Server を実行しているコンピューターの名前を入力または選択します] ボック

スに、Microsoft Dynamics CRM のデータベース (MSCRM_CONFIG) の格納に使用する SQL 

Server のインスタンスを入力または選択します。 

重要  

セットアップで [新しい展開の作成] を選択した場合は、指定した名前を使用して新しい

組織データベースが作成され、MSCRM_CONFIG という名前を使用して構成データベー

スが作成されます。MSCRM_CONFIG データベースが既に存在する場合は、エラー メ

ッセージが表示されます。新しい MSCRM_CONFIG データベースを作成するには、この

データベースを削除する必要があります。展開は SQL Server のインスタンスごとに 1 

つだけサポートされています。 

現在、Microsoft Dynamics CRM Server セットアップ中に Microsoft SQL Server 2012 

可用性グループ リスナーを指定することはできません。高可用性を実現するために 

SQL Server 2012 可用性グループを使用するには、SQL Server 2012 プライマリ レプ

リカを選択して Microsoft Dynamics CRM Server のインストールを完了します。セットア

ップ を完了したら、SQL Server 2012 の AlwaysOn フェールオーバーの構成データベ

ースと組織のデータベースを設定する トピックの手順に従ってください。 

セットアップで [既存の展開に接続し、必要な場合はアップグレードする] を選択した場

合、SQL Server を実行しているコンピューターに構成データベース (MSCRM_CONFIG) 

が既に存在している必要があります。MSCRM_CONFIG データベースが存在しない場

合は、エラー メッセージが表示されます。 

12. [組織単位を選択してください] ページで、[参照] をクリックして Active Directory の構造を表示

します。Microsoft Dynamics CRM の組織単位をインストールする場所を選択し、[OK] をクリック

して、[次へ] をクリックします。Microsoft Dynamics CRM のセキュリティ グループがこの組織単

位に作成されます。 

13. [サービス アカウントの指定] ページで、Microsoft Dynamics CRM サービスのセキュリティ アカ

ウントを選択し、[次へ] をクリックします。 

次に、各サービスについて説明します。詳細については、『計画ガイド』の「Security 
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considerations for Microsoft Dynamics CRM」にある「Microsoft Dynamics CRM のセットアップ

、サービス、およびコンポーネントのために最小限必要なアクセス許可」を参照してください。 

 アプリケーション サービス。ユーザーを CRM データに接続するために使用する Microsoft 

Dynamics CRM Web アプリケーションを実行します。 

 展開 Web サービス .Microsoft Dynamics CRM 2011 展開ソフトウェア開発キットに記載の

方法を使用して展開を管理します。管理には、組織の作成やユーザーからの展開管理者

ロールの削除などが含まれます。 

 サンドボックス処理サービス.プラグインなどのカスタム コードを実行できる隔離された環境

を有効にします。隔離された環境を使用することで、カスタム コードが Microsoft Dynamics 

CRM 展開の組織の運用に影響する可能性を低減します。 

 非同期処理サービス。電子メール広告やデータ インポートなどの、キューに置かれる非同

期イベントを処理します。 

重要  

これらのサービスの実行専用で他の目的に使用されない、特権の低いドメイン ア

カウントを選択することを強くお勧めします。また、Microsoft Dynamics CRM サー

ビスの実行に使用されるユーザー アカウントを Microsoft Dynamics CRM ユーザ

ーにすることはできません。このドメイン アカウントは、Domain Users グループの

メンバーである必要があります。さらに、フル サーバー インストールまたはバック 

エンド サーバーのインストールなどで非同期サービス ロールおよびサンドボックス

処理サービス ロールがインストールされている場合、このドメイン アカウントはパ

フォーマンス ログ ユーザー セキュリティ グループのメンバーである必要がありま

す。 

ドメイン管理者でもローカル管理者でもないドメイン ユーザー アカウントで 

ASP.NET サービスを実行する場合は、ASP.NET サービスを正しく機能させるため

に、Microsoft Dynamics CRM Server 2011 のインストール後にローカル セキュリ

ティ ポリシーを設定する必要があります。また、組織に実装したパスワード ポリシ

ーによっては、ユーザーのパスワードの期限が切れている場合があります。 詳細

については、Microsoft サポート技術情報 (KB) の記事 329290「ASP.NET ユーティ

リティを使用して資格情報およびセッション状態の接続文字列を暗号化する方法」

を参照してください。 

14. [Web サイトの選択] ページで、[新しい Web サイトの作成] をクリックするか、[Web サイトの選

択] をクリックして、ボックスの一覧の Web サイトをクリックします。セットアップの既定では、既

定の Web サイトが使用されます。 

重要  

セットアップで既存の Web サイトの使用を指定する場合は、その Web サイトの状態を

事前に確認することを強くお勧めします。選択する Web サイトには SSL を構成するこ

とを強くお勧めします。詳細については、IIS のドキュメントを参照してください。インスト

ール中に、セットアップでは Microsoft Dynamics CRM アプリケーションを HTTPS Web 

サイトにバインドできます。既定のポート以外のネットワーク ポートを選択する場合は、

そのポートがファイアウォールによってブロックされていないことを確認します。 

セットアップで [新しい Web サイトの作成] オプションを選択すると、Microsoft Dynamics CRM 

http://go.microsoft.com/fwlink/?linkid=53266
http://go.microsoft.com/fwlink/?linkid=53266
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Server 2011 用の新しい Web サイトが作成されます。次のオプションを指定できます。 

 ポート番号: Microsoft Dynamics CRM クライアントが Microsoft Dynamics CRM Server 

2011 に接続するために使用する TCP ポート番号を入力します。既定のポート番号は 5555 

です。 

15. [次へ] をクリックします。 

16. [E-mail Router の設定の指定] ページの [電子メール ルーター サーバー名] ボックスに、E-

mail Router をインストールするコンピューターの名前を入力します。このコンピューターは 

Microsoft Dynamics CRM 電子メール メッセージをルーティングします。E-mail Router をインス

トールしない場合は、このボックスを空白のままにしておくことができます。ただし、後で E-mail 

Router をインストールする場合は、ローカル システムを使用するときは E-mail Router サービ

スが実行するコンピューターを、またはドメイン ユーザー アカウントを使用する場合はアカウン

トを、PrivUserGroup セキュリティ グループに追加する必要があります。[次へ] をクリックします

。 

17. [組織名の指定] ページで、以下の情報を指定します。 

a. [表示名] ボックスに、組織の名前を入力します。 

b. [名前] ボックスでは、自動的に生成された名前をそのまま使用することも、一意の名前を

入力することもできます。一意の名前は、30 文字以内にする必要があります。スペースと

拡張文字は使用できません。 

c. [ISO 通貨コード] で、[参照] をクリックして、組織の基本通貨として使用する ISO 通貨コー

ドを一覧で選択し、[OK] をクリックします。 

通貨の記号、名前、または精度を変更できます。 

d. [基本言語] ボックスの一覧で、組織の基本言語を選択します。 

Microsoft Dynamics CRM 2011 では、最初の組織の基本言語のみがサーバー インストー

ルの言語に連結されます。それ以外の組織では別の基本通貨を使用できますが、最初に、

他の言語の言語パックをインストールする必要があります。言語パックのインストール方法

については、このガイドの「Microsoft Dynamics CRM 2011 言語パックのインストール手順」

を参照してください。 

e. [SQL 照合順序] ボックスの一覧で、既定で選択されている値をそのまま使用するか、組織

のデータベースでデータ文字の並べ替えおよび比較を行うために使用する別のデータベー

ス照合順序をクリックします。 

既定の SQL 照合順序は、選択する基本言語に応じて変わります。 

詳細については、「SQL Server 照合順序の基礎」を参照してください。 

f. [次へ] をクリックします。 

重要  

セットアップの完了後に、データベース照合順序、基本 ISO 通貨コード、または組

織の一意の名前を変更することはできません。ただし、基本通貨名と基本通貨記

号は変更できます。 

18. [Reporting Services サーバーを指定] ページで、レポート サーバーの URL を入力します。レポ

ート マネージャーの URL ではなく、レポート サーバーの URL を使用してください。正しい URL 

を使用していることを確認するには、ブラウザーにレポート サーバーの URL をアドレスとして入

力します。バージョン番号 (Microsoft SQL Server Reporting Services Version <バージョン番号

http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkID=202029
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>) を示すテキストを含む、<サーバー>/ReportServer - /: という形式のタイトルのページが表示

されていることを確認します。[次へ] をクリックします。 

19. [カスタマー エクスペリエンスの向上への協力] ページで、カスタマー エクスペリエンス向上プロ

グラムに参加するかどうかを選択し、[次へ] をクリックします。 

メモ  

詳細については、「Microsoft カスタマー エクスペリエンス向上プログラム」を参照してく

ださい。 

20. [Microsoft Update 利用の選択] ページで、次のいずれかのオプションを選択する必要がありま

す。Microsoft Update のライセンスに関する使用条件とプライバシーの詳細については、「

Windows Update FAQ」を参照してください。 

 更新プログラムの確認に Microsoft Update を使用する (推奨): このオプションを選択する

と、Microsoft Dynamics CRM Server はコンピューター上の Microsoft Update 設定を使用

します。 

 Microsoft Update を使用しない: コンピューターが更新プログラムをインストールするために

別の方法を使用する場合 (Microsoft Windows Server Update Services (WSUS) を使用す

るなど) に限り、このオプションを選択してください。 

21. [システムのチェック] ページが表示されます。このページには、インストールを正常に実行する

ためのすべての要件と推奨事項の概要が示されます。インストールを続行するには、エラーを

解決する必要があります。エラーではなく、警告のみが表示される場合は、インストールを続行

できます。続行するには、[次へ] をクリックします。 

22. [サービス中断の警告] ページが表示されます。このページには、セットアップの実行時に停止

または再開されるサービスがすべて表示されます。 

23. [Microsoft Dynamics CRM のインストール準備の完了] ページを確認し、警告がある場合は [

戻る] をクリックして修正します。続行する準備ができたら、[インストール] をクリックします。 

セットアップが正常に完了すると、[Microsoft Dynamics CRM Server のセットアップの完了] ペ

ージが表示されます。このセットアップで指定したレポート サーバー インスタンスが、Microsoft 

Dynamics CRM のインストール先のローカル コンピューターを参照する場合は、Microsoft 

Dynamics CRM レポート拡張機能セットアップを起動するオプションが提供されます。 

24. Microsoft Dynamics CRM レポート拡張機能をコンピューターにすぐにインストールするには、

[Microsoft Dynamics CRM レポート拡張機能セットアップの起動] チェック ボックスをオンにしま

す。[完了] をクリックします。 

重要  

 Microsoft Dynamics CRM Server 2011 をインストールした後は、Microsoft Dynamics CRM 

レポート拡張機能 をインストールして、Microsoft Dynamics CRM でレポートを作成、実行、

およびスケジュールする必要があります。方法については、このガイドの「Microsoft 

Dynamics CRM レポート拡張機能のインストール」を参照してください。 

 Microsoft Dynamics CRM レポート拡張機能 をインストールするには、事前に Microsoft 

Dynamics CRM Server 2011 をインストールまたはアップグレードする必要があります。 

 既定では、Microsoft Dynamics CRM Web アプリケーションがインストールされていて、IIS 

が実行されているサーバーで、HTTP 圧縮がセットアップによって有効にされます。別の方

法で HTTP 通信を圧縮している場合は、この機能を無効にすることもできます。これを行う

には、インターネット インフォメーション サービス (IIS) マネージャーを開始し、Web サイトを

http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkId=199851
http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkID=196513
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クリックして [圧縮] をダブルクリックし、圧縮のチェック ボックスをオフにします。 

 IFD 展開の場合、Microsoft Dynamics CRM Server セットアップの完了後に、STS サーバ

ーにクレームベース認証と証明書利用者を構成する必要があります。その後、インターネッ

トに接続する展開の構成ウィザードを実行して構成を完了します。この構成の詳細につい

ては、このガイドの「Microsoft Dynamics CRM 2011 のインストール後および構成のガイドラ

イン」を参照してください。 

関連項目 
Microsoft Dynamics CRM Server 2011 のインストール 

Microsoft Dynamics CRM レポート拡張機能のインストール 

Microsoft Dynamics CRM レポート拡張機能のイン

ストール 

Microsoft Dynamics CRM レポート拡張機能には次の要件があります。 

 CRM レポート拡張機能セットアップを実行する前に、Microsoft Dynamics CRM Server セットアップ

を完了する必要があります。 

 CRM レポート拡張機能セットアップは、Microsoft SQL Server 2008 Reporting Services または 

Microsoft SQL Server 2008 R2 Reporting Services がインストールされたコンピューターで実行する

必要があります。 

Microsoft Visual Studio 2008 付属の Report Viewer コントロールを使用する Microsoft 

Dynamics CRM ユーザーは、アクセス権を持つレポートの情報を表示できます。このコントロー

ルを使用すると、Microsoft Dynamics CRM でのレポートの実行時に表示されない追加のレポ

ート データやセッション データを表示できます。機密データが漏えいする危険を減らすため、

Microsoft Dynamics CRM レポート拡張機能がインストールされている Microsoft SQL Server 

Reporting Services Web サイトを、Secure Sockets Layer (SSL) (Secure HTTP とも呼ばれます) 

接続のみを許可するように構成することをお勧めします。詳細については、「Secure Sockets 

Layer (SSL) 接続用レポート サーバーの構成」を参照してください。 

セキュリティの脆弱性の危険性を軽減するために、Microsoft Dynamics CRM Server 2011 およ

び Microsoft SQL Server Reporting Services Web サイトの実行に使用するアプリケーション プ

ールには別の Active Directory アカウントを使用することを強くお勧めします。 

 

警告  

CRM レポート拡張機能をインストールするには、Microsoft Dynamics CRM のインストール ファイル

を探して、以下の手順を実行します。 

http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkId=201073
http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkId=201073
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1. ..\Server\amd64\SrsDataConnector フォルダーで、SetupSrsDataConnector.exe をダブルクリ

ックします。 

2. [Microsoft Dynamics CRM レポート拡張機能セットアップへようこそ] ページで、Microsoft 

Dynamics CRM Server セットアップを更新するかどうかを選択します。更新プログラムが使用で

きる場合は、最新バージョンをセットアップでダウンロードすることをお勧めします。これを行うに

は、[インストール ファイルの更新] をクリックし、更新処理が完了するまで待ってから、[次へ] 

をクリックします。 

3. [使用許諾契約書] ページに表示された情報を確認し、使用許諾契約書に同意する場合は [こ

の使用許諾契約書に同意する] をクリックし、[同意する] をクリックします。 

4. セットアップによって、不足しているコンポーネントが見つかった場合は、[必須コンポーネントの

インストール] ページが表示されます。 

a. 必要なコンポーネントが既にインストールされている場合には、このページは表示されませ

ん。 

b. 一覧に含まれる必要なコンポーネントがインストールされていない場合は、これらのコンポ

ーネントをすぐにインストールできます。[インストール] をクリックします。コンポーネントがイ

ンストールされると、状態列が [不足] から [インストール済み] に変わります。[次へ] をクリ

ックして続行します。 

5. SQL Server の既定のインスタンスを使用する場合は、[構成データベース サーバーの指定] ペ

ージで、SQL Server を実行していて MSCRM_CONFIG という名前の Microsoft Dynamics CRM 

構成データベースが存在するコンピューターの名前を入力し、[次へ] をクリックします。 

メモ  

既定の SQL Server インスタンスを使用しない場合は、<コンピューター名>\<インスタ

ンス名> を入力します。 

6. [SSRS インスタンス名の指定] ページで、Microsoft Dynamics CRM レポートに使用する 

Microsoft SQL Server Reporting Services インスタンスを選択し、[次へ] をクリックします。 

7. [Microsoft Update 利用の選択] ページで、ご使用のマイクロソフト製品に対する更新プログラ

ムの確認に Microsoft Update を使用するかどうかを選択し、[次へ] をクリックします。Microsoft 

Update はコンピューターを最新の状態に保ち、セキュリティを維持するため、この機能を使用し

て更新プログラムを確認することをお勧めします。 

8. [インストール場所の選択] ページで、[参照] をクリックして CRM レポート拡張機能をインストー

ルするパスを選択し、[次へ] をクリックします。 

9. [システムのチェック] ページが表示されます。このページには、CRM レポート拡張機能のインス

トールを正常に実行するための要件の概要が示されます。インストールを続行するには、エラー

を修正する必要があります。エラーはすべて解決する必要があります。エラーではなく、警告の

みが表示される場合は、インストールを続行できます。続行するには、[次へ] をクリックします。 

10. [Microsoft Dynamics CRM レポート拡張機能のインストール準備の完了] ページを確認し、エラ

ーがある場合は [戻る] をクリックして修正します。続行する準備ができたら、[インストール] を

クリックします。 

11. セットアップが正常に完了すると、[Microsoft Dynamics CRM レポート拡張機能のセットアップ

の完了] ページが表示されます。[完了] をクリックします。 

レポートは既定の組織を対象に発行されます。 
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重要  

次の場合、レポートは発行されません。 

 CRM レポート拡張機能セットアップを実行するユーザーが、組織のデータベースに対する

適切な権限を持っていない。 

 CRM レポート拡張機能をインストールする Microsoft SQL Server Reporting Services イン

スタンスと組織で使用するインスタンスが異なる。 

 組織の基本言語と CRM レポート拡張機能をインストールする言語が異なる。 

関連項目 
Microsoft Dynamics CRM Server 2011 のインストール 

Microsoft Dynamics CRM Report Authoring 拡張のインストール手順 

Microsoft Dynamics CRM Report Authoring 拡張の

インストール手順 

 
次のコンポーネントがまだインストールされていない場合は、Microsoft Dynamics CRM Report Authoring 

拡張セットアップ中にインストールされます。 

Microsoft Dynamics CRM Report Authoring 拡張セットアップ中にインストールされる他のソフトウェア コ

ンポーネント 

 Microsoft アプリケーション エラー報告ツール 

 Windows Live ID サインイン アシスタント 

組織で Microsoft Office 365 を使用している場合は、Microsoft Dynamics CRM Report 

Authoring 拡張 がインストールされているコンピューターに Microsoft Online Services サインイ

ン アシスタント (MSOSIA) がインストールされていることを確認します。Online Service 配信プラ

ットフォームの組織は Microsoft Online Services サインイン アシスタント (MSOSIA) への依存

関係があります。Microsoft Online Services サインイン アシスタントが既にインストールされて

いる場合は、レジストリ キー SOFTWARE\Microsoft\MSOIdentityCRL を確認し、

MSOIdentityCRL の TargetDir レジストリ キーに msoidcli.dll が含まれていることを確認します。 

 
Microsoft Dynamics CRM Report Authoring 拡張のインストール手順 

重要  
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Microsoft Dynamics CRM Report Authoring 拡張は、Microsoft Dynamics CRM からメタデータとデータを

取得するプラグインです。Business Intelligence Development Studio でフェッチベースのレポートを設計

およびプレビューするには、このメタデータが必要です。 

1. /BIDSExtensions/ フォルダーで、SetupBIDSExtensions.exe をダブルクリックします。 

2. [Microsoft Dynamics CRM Report Authoring 拡張セットアップへようこそ] ページでは、セットア

ップで最新のインストール ファイルが使用されるように、[Microsoft Dynamics CRM の更新プロ

グラムを取得する] をクリックすることをお勧めします。[次へ] をクリックします。 

3. [使用許諾契約書] ページの内容を確認し、使用許諾契約書に同意する場合は [この使用許諾

契約書に同意する] チェック ボックスをオンにして、[同意する] をクリックします。 

4. セットアップによって、不足している必須コンポーネントが見つかった場合は、[必須コンポーネン

トのインストール] ページが表示されます。必須コンポーネントをインストールするには、[インス

トール] をクリックします。コンポーネントがインストールされると、状態列が [インストールされて

いません] から [インストール済み] に変わります。[次へ] をクリックして続行します。 

5. [Microsoft Update 基本設定の選択] ページでは、[更新プログラムの確認に Microsoft Update 

を使用する (推奨)] オプションを選択することをお勧めします。Microsoft Update により、コンピ

ューターは常に最新のテクノロジがインストールされた状態になり、脆弱性やセキュリティの問

題のリスクを軽減できます。 

6. [インストール場所の選択] ページで、既定の場所をそのまま使用するか、別のインストール場

所を入力し、[次へ] をクリックします。 

7. [システムのチェック] ページに、インストールを正常に実行するためのすべての要件と推奨事

項の概要が表示されます。インストールを続行するには、エラーを修正する必要があります。エ

ラーではなく、警告のみが表示される場合は、インストールを続行できます。続行するには、[次

へ] をクリックします。 

8. [Microsoft Dynamics CRM Report Authoring 拡張のインストール準備の完了] ページを確認し

、エラーがある場合は [戻る] をクリックして修正します。続行する準備ができたら、[インストー

ル] をクリックします。セットアップが正常に完了すると、[Microsoft Dynamics CRM Report 

Authoring 拡張のセットアップが完了しました] ページが表示されます。[完了] をクリックします。 

関連項目 
ダウンロード: IT プロフェッショナル 用 Microsoft Online Services サインイン アシスタント RTW 

Microsoft Dynamics CRM Server 2011 のインストール 

Microsoft Dynamics CRM 4.0 からのアップグレード 

Microsoft Dynamics CRM 4.0 からのアップグレード 

このセクションでは、Microsoft Dynamics CRM 4.0 が既にインストールされている組織での Microsoft 

Dynamics CRM Server 2011 のインストールに関するベスト プラクティス ガイドラインと実際のインストー

ル手順について説明します。 

 

http://www.microsoft.com/en-us/download/details.aspx?id=28177
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アップグレード オプション 
次の 3 種類のアップグレード オプションがあります。 

 SQL Server の新しいインスタンスを使用した移行: Microsoft Dynamics CRM 4.0 から Microsoft 

Dynamics CRM 2011 にアップグレードする場合に、このオプションを使用することをお勧めします。

このオプションでは、Microsoft Dynamics CRM Server 2011 用に別のコンピューターと、SQL Server 

の別のインスタンスが必要ですが、アップグレードが完了して検証されるまで、Microsoft Dynamics 

CRM 4.0 展開は機能し続けることができるため、Microsoft Dynamics CRM のダウンタイムが発生す

る可能性は最小限に抑えられます。 

 SQL Server の同じインスタンスを使用した移行: このオプションでは、Microsoft Dynamics CRM 

Server 2011 用に別のコンピューターが必要ですが、SQL Server の同じインスタンスを使用して、構

成および既定の組織データベースの一括アップグレードを行います。アップグレード中に問題が発

生した場合は、重大なダウンタイムを回避するために Microsoft Dynamics CRM 4.0 にロール バック

する必要があります。 

 一括アップグレード: このオプションでは、Microsoft Dynamics CRM Server 2011 用に別のコンピュ

ーターも、SQL Server の別のインスタンスも必要ありませんが、ダウンタイムが発生する可能性を

回避するために Microsoft Dynamics CRM 4.0 Server のロールバックと再インストールが必要にな

るため、アップグレードの問題が発生した場合には大きなリスクをもたらします。 

Microsoft Dynamics CRM 4.0 よりも前のバージョンの Microsoft Dynamics CRM を Microsoft 

Dynamics CRM 2011 にアップグレードすることはできません。 

Microsoft Dynamics CRM Server 2011 は 64 ビット版にしか対応していないため、32 ビット版 

Microsoft Dynamics CRM 4.0 Server の一括アップグレードは実行できません。詳細については

、このガイドの「32 ビット版 Microsoft Dynamics CRM 4.0 Server から Microsoft Dynamics CRM 

2011 Server への移行」を参照してください。 

関連項目 
Microsoft Dynamics CRM Server 2011 のインストール手順 

Microsoft Dynamics CRM Server 2011 のアップグレードの準備 

Microsoft Dynamics CRM Server 2011 のアップグ

レードの準備 

Microsoft Dynamics CRM Server 2011 のアップグレードの準備を行うには、このセクションに示すガイド

ラインに従います。 

Microsoft Dynamics CRM 4.0 サーバーの役割は Microsoft Dynamics CRM 展開と互換性がありません

。したがって、最初の Microsoft Dynamics CRM 4.0 サーバーをアップグレードすると、その展開で実行さ

れている他の Microsoft Dynamics CRM 4.0 サーバーが無効になります。各サーバーをアップグレードし

ていくと、対応するサーバーが有効になります。 

重要  
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アップグレードする組織ごとに、組織データベース ファイルのサイズの 3 倍、およびログ ファイ

ルのサイズの 4 倍の空き容量をボリューム上に確保することをお勧めします。したがって、単一

の組織データベースとログ ファイルが同じボリュームに配置され、合計サイズが 1 ギガバイト

の場合、アップグレードを実行する前に少なくとも 7 ギガバイトの使用可能なディスク領域を用

意してください。 

事前にインストールしておく必要があるソフトウェア 
アップグレードを実行する前に、次のコンポーネントを Microsoft Dynamics CRM Server 2011 に、または 

Microsoft Dynamics CRM 4.0 の移行先コンピューターにインストールすることをお勧めします。 

 Windows Identity Foundation (WIF) Framework 

 Microsoft .NET Framework 4 

 SQL Server Native Client 

 Microsoft アプリケーション エラー報告ツール 

 Microsoft URL Rewrite Module for IIS 

アップグレードを実行する時点でこれらのコンポーネントが存在しない場合は、セットアップによってイン

ストールされます。ただし、アップグレード処理にかかる時間を短縮するために、これらのコンポーネント

は事前にインストールすることを検討してください。これらのコンポーネントは Microsoft Dynamics CRM 

インストール メディアの redist フォルダーにあります。 

関連項目 
Microsoft Dynamics CRM 4.0 からのアップグレード 

64 ビット版 Microsoft Dynamics CRM 4.0 Server からのアップグレード 

64 ビット版 Microsoft Dynamics CRM 4.0 Server か

らのアップグレード 

このセクションでは、Microsoft Dynamics CRM サーバーで一括アップグレードを行う場合に実行する必

要があるタスクの概要について説明します。アップグレード中に問題が発生した場合は、このガイドの「イ

ンストールとアップグレードのトラブルシューティング」を参照してください。 

以下の手順を実行すると、アップグレード中に問題が発生した場合にアプリケーションの重大な

ダウンタイムが発生する可能性があります。運用展開に影響を及ぼす可能性のあるアップグレ

ード オプションを使用する代わりに、展開を Microsoft Dynamics CRM 2011 に移行することを

お勧めします。詳細については、このガイドの「32 ビット版 Microsoft Dynamics CRM 4.0 Server 

重要  
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からのアップグレード」にある「32 ビット版 Microsoft Dynamics CRM 4.0 Server から Microsoft 

Dynamics CRM 2011 Server への移行」を参照してください。 

セットアップ を実行してシステムをアップグレードするときは、事前に、レポートやカスタマイズな

どの既存の Microsoft Dynamics CRM データをすべてバックアップすることを強くお勧めします。

また、セットアップ を実行する前に、次のバックアップ作業を実行することもお勧めします。 

1. 簡易復旧モデルを使用して Microsoft Dynamics CRM 4.0 のデータベースを構成します。 

2. 運用しているすべての構成データベースと組織のデータベース、およびトランザクション ログの完全

バックアップを実行します。 

詳細については、『操作および管理ガイド』の「Backing Up the Microsoft Dynamics CRM 

System」を参照してください。 

 Microsoft Dynamics CRM 4.0 展開をインターネットに接続する展開 (IFD) として構成する場合は、ア

ップグレードの完了後にクレームベース認証の構成ウィザードを実行し、さらにインターネットに接続

する展開の構成ウィザードを実行して IFD を再度有効にする必要があります。クレームベース認証

および IFD の詳細については、『Microsoft Dynamics CRM 2011 Planning Guide』および展開マネー

ジャーのヘルプを参照してください。 

 Microsoft Dynamics CRM Server セットアップを実行して既存の Microsoft Dynamics CRM 展開をア

ップグレードするユーザーは、展開管理者グループのメンバーである必要があります。また、

Microsoft Dynamics CRM 4.0 データベースに対する db_owner のアクセス許可と SQL Server に対

する sysadmin のアクセス許可を持っている必要もあります。展開管理者グループへのメンバーの

追加方法の詳細については、展開マネージャーのヘルプを参照してください。SQL Server でのアク

セス許可の付与方法の詳細については、 SQL Server Management Studio のヘルプを参照してくだ

さい。 

アップグレード前に実行するタスク 
 Microsoft Dynamics CRM 4.0 用の最新の更新プログラムのロールアップを適用することをお勧めし

ます。 

 『計画ガイド』の「Microsoft Dynamics CRM 2011 System Requirements and Required Components」

に指定されているすべての要件を満たしていることを確認します。 

 管理者レベルの権限を持つユーザーとしてドメインにログオンします。 

 SQL Server のレプリケーションは Microsoft Dynamics CRM ではサポートされません。SQL Server 

のレプリケーションを実行する場合は無効にします。 

 アップグレードする Microsoft Dynamics CRM サーバーがインターネットに接続されていることを確

認します。そのサーバーがインターネットに接続されていない場合は、「サポート情報記事: 

Microsoft Dynamics CRM 2011 のセットアップ更新プログラムの入手方法」を参照してください。 

 SQL Server Reporting Services 用 Microsoft Dynamics CRM 4.0 コネクタが Microsoft Dynamics 

CRM Server 2011 と同じコンピューターにインストールされている場合は、そのコネクタをアンインス

トールします。 

重要  
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 「Microsoft Dynamics CRM 2011 および Microsoft Dynamics CRM Online Readme」を参照して、

Microsoft Dynamics CRM インストール ファイルの場所を特定します。 

アップグレードを実行するには、以下の手順を実行します

。 

1. Microsoft Dynamics CRM のファイルが格納されているフォルダーの Server\amd64 フォルダー

に移動し、SetupServer.exe をダブルクリックします。 

2. [Microsoft Dynamics CRM セットアップへようこそ] ページでは、セットアップで最新のインストー

ル ファイルが使用されるように、[Microsoft Dynamics CRM の更新プログラムを取得する] をク

リックすることをお勧めします。[次へ] をクリックします。 

3. [プロダクト キー情報] ページで、プロダクト キーを [プロダクト キー] ボックスに入力し、[次へ] 

をクリックします。 

メモ  

Microsoft ボリューム ライセンス プログラムを通じて Microsoft Dynamics CRM を購入

した場合、ライセンス キーは Microsoft Dynamics CRM インストール ファイルに付属の 

license.txt ファイルに記載されています。 

4. [使用許諾契約書] ページで情報を確認し、使用許諾契約書に同意する場合は [この使用許諾

契約書に同意する] をクリックし、[同意する] をクリックします。 

5. セットアップによって、不足しているコンポーネントが見つかった場合は、[必須コンポーネントの

インストール] ページが表示されます。 

 必要なコンポーネントが既にインストールされている場合には、このページは表示されませ

ん。 

 一覧に含まれる必要なコンポーネントがインストールされていない場合は、これらのコンポ

ーネントをすぐにインストールできます。[インストール] をクリックします。コンポーネントがイ

ンストールされると、状態列が [インストールされていません] から [インストール済み] に変

わります。[次へ] をクリックして続行します。 

メモ  

コンピューターを再起動するように要求された場合は、再起動してから再度セットアップ

を開始してください。 

6. [Microsoft Dynamics CRM 2011 へのアップグレード] ページで [次へ] をクリックして、Microsoft 

Dynamics CRM をアップグレードします。 

7. [E-mail Router の設定の指定] ページの [電子メール ルーター サーバー名] ボックスに、E-

mail Router をインストールするコンピューターの名前を入力します。このコンピューターは 

Microsoft Dynamics CRM 電子メール メッセージをルーティングします。E-mail Router をインス

トールしない場合は、このボックスを空白のままにしておくことができます。ただし、後で E-mail 

Router をインストールする場合は、ローカル システムを使用するときは E-mail Router サービ

スが実行されているコンピューターを、またはドメイン ユーザー アカウントを使用する場合はア

カウントを、PrivUserGroup セキュリティ グループに追加する必要があります。[次へ] をクリック

 

http://go.microsoft.com/fwlink/?linkid=144915
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します。 

8. [組織のアップグレード] ページで、組織の表示名と一意の名前を確認し、[次へ] をクリックしま

す。 

9. [Microsoft Update 利用の選択] ページで、次のいずれかのオプションを選択する必要がありま

す。Microsoft Update のライセンスに関する使用条件とプライバシーの詳細については、「

Windows Update」を参照してください。 

 更新プログラムの確認に Microsoft Update を使用する (推奨): このオプションを選択すると

、Microsoft Dynamics CRM Server 2011 はコンピューター上の Microsoft Update 設定を使

用します。 

 Microsoft Update を使用しない: コンピューターが更新プログラムをインストールするために

別の方法を使用する場合 (Microsoft Windows Server Update Services (WSUS) を使用す

るなど) に限り、このオプションを選択してください。 

10. [システムのチェック] ページが表示されます。このページには、インストールを正常に実行する

ためのすべての要件と推奨事項の概要が示されます。インストールを続行するには、エラーを

解決する必要があります。エラーではなく、警告のみが表示される場合は、インストールを続行

できます。続行するには、[次へ] をクリックします。 

11. [サービス中断の警告] ページが表示されます。このページには、セットアップ の実行時に停止

または再開されるサービスがすべて表示されます。 

12. [アプリケーションのアップグレード準備の完了] ページを確認し、エラーがある場合は [戻る] を

クリックして修正します。続行する準備ができたら、[アップグレード] をクリックします。 

セットアップが正常に完了すると、Microsoft Dynamics CRM Server セットアップの完了のページ

が表示されます。このセットアップで指定したレポート サーバー インスタンスが、Microsoft 

Dynamics CRM のインストール先のローカル コンピューターを参照する場合は、Microsoft 

Dynamics CRM レポート拡張機能セットアップを起動するオプションがセットアップから提供され

ます。 

13. Microsoft Dynamics CRM レポート拡張機能をコンピューターにすぐにインストールするには、

[Microsoft Dynamics CRM レポート拡張機能セットアップの起動] チェック ボックスをオンにしま

す。[完了] をクリックします。 

 Microsoft Dynamics CRM Server 2011 をインストールした後は、Microsoft Dynamics CRM レポート

拡張機能 をインストールして、Microsoft Dynamics CRM でレポートを作成、実行、およびスケジュー

ルする必要があります。方法については、このガイドの「Microsoft Dynamics CRM レポート拡張機

能のインストール」を参照してください。 

 Microsoft Dynamics CRM レポート拡張機能 をインストールするには、事前に Microsoft Dynamics 

CRM Server 2011 をインストールまたはアップグレードする必要があります。 

 既定では、Microsoft Dynamics CRM Web アプリケーションがインストールされていて、IIS が実行さ

れているサーバーで、HTTP 圧縮がセットアップによって有効にされます。別の方法で HTTP 通信を

圧縮している場合は、この機能を無効にすることもできます。これを行うには、インターネット インフ

ォメーション サービス (IIS) マネージャーを開始し、Web サイトをクリックして [圧縮] をダブルクリック

し、圧縮のチェック ボックスをオフにします。 

 IFD 展開の場合、Microsoft Dynamics CRM Server セットアップの完了後に、STS サーバーにクレー

ムベース認証と証明書利用者を構成する必要があります。その後、インターネットに接続する展開

重要  
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の構成ウィザードを実行して構成を完了します。この構成の詳細については、このガイドの「

Microsoft Dynamics CRM 2011 のインストール後および構成のガイドライン」を参照してください。 

関連項目 
Microsoft Dynamics CRM Server 2011 のアップグレードの準備 

32 ビット版 Microsoft Dynamics CRM 4.0 Server からのアップグレード 

32 ビット版 Microsoft Dynamics CRM 4.0 Server か

らのアップグレード 

このセクションでは、Microsoft Dynamics CRM 4.0 Server から Microsoft Dynamics CRM Server 2011 

への移行で実行する必要があるタスクの概要について説明します。 

Microsoft Dynamics CRM Server 2011 は 64 ビット版 Windows Server にしか対応していないため、32 

ビット版 Microsoft Dynamics CRM 4.0 Server からの一括アップグレードは実行できません。 

運用展開を直接アップグレードした結果として発生する可能性があるダウンタイムを回避するた

めに、一括アップグレードではなく、次の「32 ビット版 Microsoft Dynamics CRM 4.0 Server から 

Microsoft Dynamics CRM 2011 Server への移行」で説明する SQL Server の新しいインスタン

スのアップグレード オプションを使用した移行の実装について検討することをお勧めします。 

32 ビット版 Microsoft Dynamics CRM 4.0 Server から 

Microsoft Dynamics CRM 2011 Server への移行 
32 ビット版 Microsoft Dynamics CRM 4.0 Server から Microsoft Dynamics CRM Server 2011 に移行す

るには、まず SQL Server の別のインスタンスを確立し、新しい 64 ビット コンピューターで Microsoft 

SQL Server セットアップを実行して新しい Microsoft Dynamics CRM 2011 展開を作成します。次に、組

織のインポート ウィザードを実行して 1 つ以上の Microsoft Dynamics CRM 4.0 組織を、新しくインストー

ルした Microsoft Dynamics CRM 2011 システムにインポートします。インポート中に、Microsoft 

Dynamics CRM 4.0 組織のデータベースはアップグレードされます。 

SQL Server の新しいインスタンスを使用した移行 

この方法は、Microsoft Dynamics CRM Server 2011 のインストール中 (フェーズ 1) も Microsoft 

Dynamics CRM 4.0 展開を使用できるように維持する必要がある場合に便利です。フェーズ 1 の後、組

織のデータベースをインポートして新しい Microsoft Dynamics CRM 2011 展開にアップグレードする間 (

フェーズ 2)、Microsoft Dynamics CRM 4.0 展開はオフラインにできます。 

重要  
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1. 構成データベース (MSCRM_CONFIG) と組織のデータベースが、64 ビット版 Microsoft SQL Server 

2008 以外の SQL Server バージョンで保守されていた場合は、サーバーをアップグレードするか、こ

れらのデータベースを SQL Server のサポート バージョンに復元します。 

2. Microsoft Dynamics CRM Server 2011 を、既存のバージョンが存在しない新しいサーバーまたはサ

ーバーの役割であるかのようにインストールします。インストール中、Microsoft Dynamics CRM 

Server セットアップによって新しい Microsoft Dynamics CRM 2011 構成データベースが作成されま

す。具体的な手順については、このガイドの「Microsoft Dynamics CRM がインストールされていない

サーバーへの Microsoft Dynamics CRM 2011 Server のインストール」を参照してください。 

3. インストールが完了したら、展開マネージャーを Microsoft Dynamics CRM 4.0 サーバーで実行して 

Microsoft Dynamics CRM 4.0 展開を無効にします。詳細については、展開マネージャーのヘルプを

参照してください。 

4. 既存の Microsoft Dynamics CRM 4.0 データベースを保守している SQL Server で、SQL Server 

Management Studio を起動して、MSCRM_CONFIG および OrganizationName_MSCRM データベース

をバックアップします。 

5. Microsoft Dynamics CRM 2011 データベースの保守に使用する予定の SQL Server に組織のデー

タベースを復元します。 

移行が完了する前に、組織のデータベースの名前を変更しないでください。データベースの

名前を変更するする必要がある場合は、ここに記載のインポートとアップグレード手順を実

行し、展開マネージャー を使用して組織を削除してから、再び組織をインポートします。イン

ポート時に、組織のデータベース名を変更できます。 

6. Microsoft Dynamics CRM Server 2011 で展開マネージャーを起動し、組織のインポート ウィザード

を実行して 1 つ以上の Microsoft Dynamics CRM 4.0 組織を新しい Microsoft Dynamics CRM 2011 

展開にインポートしてアップグレードします。 

7. 新しい展開が期待どおりに機能することを確認します。 

8. DNS と IIS に適切な変更を加えて、ユーザーが新しいシステムに接続できるようにします。 

大幅なダウンタイムを引き起こす問題が発生した場合、問題解決に当たっている間は Microsoft 

Dynamics CRM 4.0 展開を有効にします。詳細については、展開マネージャーのヘルプを参照してくださ

い。 

SQL Server の同じインスタンスを使用した移行 

32 ビット版 Microsoft Dynamics CRM 4.0 を、Microsoft Dynamics CRM 2011 を実行する予定の新しい 

64 ビット版 Windows Server に移行し、かつ、構成データベースを保守する同じ SQL Server のインスタ

ンスを使用する場合は、以下の手順を実行します。 

以下の手順を実行すると、アップグレード中に問題が発生した場合にアプリケーションの重大な

ダウンタイムが発生する可能性があります。運用展開に影響を及ぼす可能性のあるアップグレ

ード オプションを使用する代わりに、展開を Microsoft Dynamics CRM 2011 に移行することを

お勧めします。詳細については、前の「32 ビット版 Microsoft Dynamics CRM 4.0 Server から 

Microsoft Dynamics CRM 2011 Server への移行」を参照してください。 

重要  
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1. 構成データベース (MSCRM_CONFIG) と組織のデータベースが、64 ビット版 Microsoft SQL Server 

2008 以外の SQL Server バージョンで保守されていた場合は、サーバーをアップグレードするか、こ

れらのデータベースを SQL Server のサポート バージョンに復元します。 

2. 既存の Microsoft Dynamics CRM 4.0 データベースを保守している SQL Server で、SQL Server 

Management Studio を起動して、MSCRM_CONFIG および OrganizationName_MSCRM データベース

をバックアップします。 

3. 新しい 64 ビット コンピューターに Microsoft Dynamics CRM Server 2011 をインストールします。

Microsoft Dynamics CRM Server セットアップでは、Microsoft Dynamics CRM Server セットアップ中

の [展開オプションの指定] ページで、[既存の展開に接続し、必要な場合はアップグレードする] を

選択します。前の手順から SQL Server インスタンスを指定し、インストールと組織のアップグレード

を続行します。ガイダンスについては、このガイドの「Microsoft Dynamics CRM がインストールされ

ていないサーバーへの Microsoft Dynamics CRM 2011 Server のインストール」を参照してください。 

4. 追加の組織がある場合や、移行に新しい SQL Server を使用する場合は、組織のデータベースを新

しいシステムにインポートする必要があります。これを行うには、Microsoft Dynamics CRM Server 

2011 がインストールされて実行されているコンピューターで展開マネージャーを起動し、[組織] を右

クリックして [組織のインポート] をクリックします。次に、新しく復元した Microsoft Dynamics CRM 

4.0 OrganizationName_MSCRM データベースを選択します。 

5. .NET アセンブリまたは構成ファイルに対してカスタマイズが行われた場合は、カスタマイズされたそ

れらのファイルを新しいシステムにコピーする必要があります。既定では、これらのファイルは既存

の Microsoft Dynamics CRM 4.0 サーバーの<ドライブ>:\Program Files\Microsoft Dynamics 

CRM\Server\bin\assembly\ フォルダーにあります。 

関連項目 
64 ビット版 Microsoft Dynamics CRM 4.0 Server からのアップグレード 

Microsoft Dynamics CRM 3.0 Server から Microsoft Dynamics CRM 2011 Server への移行 

Microsoft Dynamics CRM 3.0 Server から 

Microsoft Dynamics CRM 2011 Server への移行 

Microsoft Dynamics CRM 3.0 バージョンからの一括アップグレードは実行できません。ただし、Microsoft 

Dynamics CRM 4.0 の試用版を移行プロセスの間に挟むことで、Microsoft Dynamics CRM 3.0 展開を 

Microsoft Dynamics CRM 2011 に移行できます。32 ビット版 Microsoft Dynamics CRM 3.0 Server を 

Microsoft Dynamics CRM Server 2011 に移行するには、次の手順を実行します。 

Microsoft Dynamics CRM 4.0 Server と Microsoft Dynamics CRM Server 2011 のコンポーネン

ト要件は、Microsoft Dynamics CRM 3.0 Server のコンポーネント要件とは異なります。そのため

、ハードウェアおよびソフトウェア環境が移行をサポートしていることを確認する必要があります

。Microsoft Dynamics CRM 4.0 のハードウェアおよびソフトウェアの要件の詳細については、「

Microsoft Dynamics CRM 4.0 実装ガイド」を参照してください。Microsoft Dynamics CRM 2011 

重要  
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のハードウェアおよびソフトウェアの要件の詳細については、『計画ガイド』の「Microsoft 

Dynamics CRM 2011 System Requirements and Required Components」を参照してください。 

1. Microsoft ダウンロード センターから Microsoft Dynamics CRM 4.0 の 90 日間限定の試用版 をダ

ウンロードおよびインストールして、Microsoft Dynamics CRM 4.0 Server にアップグレードします。ま

た、Microsoft Dynamics CRM 3.0 組織を 64 ビット試用版 Microsoft Dynamics CRM 4.0 に移行する

こともできます。 

Microsoft Dynamics CRM 4.0 の試用版は90 日間限定で使用できます。その後も、有効な

商用プロダクト キーを入力すれば、引き続きご利用いただけます。 

Microsoft Dynamics CRM 2011 に簡単にアップグレードできるように、セットアップ プログラ

ムに対する最新の更新プログラムが確実に適用されるようにするには、Microsoft 

Dynamics CRM 4.0 のインストールまたはアップグレード中に、[Microsoft Dynamics CRM 

の更新プログラムを取得する] をクリックすることを強くお勧めします。 

2. 前のトピックで説明した手順に従って、新しくインストールした Microsoft Dynamics CRM 4.0 の試用

版を移行します。また、Microsoft Dynamics CRM 3.0 組織を 64 ビット版 Microsoft Dynamics CRM 

4.0 に移行した場合は、Microsoft Dynamics CRM Server 2011 の一括アップグレードを実行できま

す。 

3. Microsoft Dynamics CRM レポート拡張機能をインストールします。 

4. 必要に応じて、Microsoft Dynamics CRM 2011 E-mail Router などの追加コンポーネントをインスト

ールします。 

関連項目 
32 ビット版 Microsoft Dynamics CRM 4.0 Server からのアップグレード 

SQL Server Reporting Services 用 Microsoft Dynamics CRM コネクタのアップグレード 

SQL Server Reporting Services 用 Microsoft 

Dynamics CRM コネクタのアップグレード 

SQL Server Reporting Services 用 Microsoft Dynamics CRM 4.0 コネクタの一括アップグレードはサポ

ートされていません。SQL Server Reporting Services 用 Microsoft Dynamics CRM 4.0 コネクタが既にイ

ンストールされている場合は、それをアンインストールしてから Microsoft Dynamics CRM レポート拡張

機能セットアップを実行してください。 

1. SQL Server Reporting Services 用 Microsoft Dynamics CRM 4.0 コネクタ をアンインストールします

。 

2. 『計画ガイド』の「Microsoft Dynamics CRM 2011 System Requirements and Required Components」

に指定されているすべての要件を満たしていることを確認します。 

3. Microsoft Dynamics CRM 4.0 から Microsoft Dynamics CRM 2011 にアップグレードします。 

重要  
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4. SQL Server Reporting Services 用 Microsoft Dynamics CRM 4.0 コネクタがインストールされている

コンピューターで、管理者レベルの特権を持つユーザーとしてドメインにログオンします。 

5. Readme ファイルを参照して、重要情報を確認し、Microsoft Dynamics CRM レポート拡張機能インス

トール ファイルの場所を特定します。 

6. ..\Server\amd64\SrsDataConnector フォルダーで、SetupSrsDataConnector.exe をダブルクリックし

ます。 

7. 画面に表示される指示に従うか、このガイドの「Microsoft Dynamics CRM レポート拡張機能のイン

ストール」を参照してください。 

関連項目 
Microsoft Dynamics CRM 3.0 Server から Microsoft Dynamics CRM 2011 Server への移行 

アップグレード後 

アップグレード後 

セットアップで Microsoft Dynamics CRM Server 2011 がアップグレードされた後、以下のタスクを実行し

ます。 

サーバーのアップグレード後の手順 

1. 追加のサーバーがある場合は、このガイドの「複数のコンピューターへの Microsoft Dynamics 

CRM Server 2011 のインストール」の説明に従って、それらのサーバーで Microsoft 

Dynamics CRM をアップグレードするか、アンインストールして再インストールします。 

2. SQL Server Reporting Services 用 Microsoft Dynamics CRM レポート拡張機能をインストール

します。Microsoft Dynamics CRM 2011 に移行する場合は、SQL Server Reporting Services 用 

Microsoft Dynamics CRM レポート拡張機能をインストールしてからでないと、Microsoft 

Dynamics CRM 4.0 組織をインポートおよびアップグレードできません。 

3. 最新のMicrosoft Dynamics CRM 2011 更新プログラムのロールアップ パッケージまたはサー

バーの修正プログラムをインストールします。 

4. Microsoft SQL Server Reporting Services レポート マネージャーで、

OrganizationName_MSCRM フォルダーの下に、カスタム データ ソースを再作成します。 

5. システム ジョブとワークフローが実行されていることを確認します。 

6. 必須ではありませんが、Microsoft Dynamics CRM を登録することをお勧めします。 

Microsoft Dynamics CRM Server 2011 の展開ごとに、以下の手順を実行します。 

http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkID=144915
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一括アップグレードまたは既存の展開のアップグレードへの接続に使用す

るイントラネットの Web アドレスの確認 

一括アップグレードまたは既存の展開のアップグレードへの接続中、Microsoft Dynamics CRM Server 

セットアップによって、Microsoft Dynamics CRM 4.0 に存在する Web アドレス (AD ルート ドメイン) が上

書きされることがあります。この問題は、Microsoft Dynamics CRM 4.0 Server を実行する最初のローカ

ル コンピューターがアップグレードされると発生します。Web アドレスでローカル コンピューターの名前

が使用されていない場合にアドレスが変更されるのは望ましくなく、予期しない結果が生じることがありま

す。 

この潜在的な問題を回避するには、イントラネットの Web アドレスが正しいことを確認します。Web アドレ

スの表示または変更方法の詳細については、展開マネージャーのヘルプを参照してください。 

この問題は、移行アップグレードを実行するときには発生しません。移行アップグレードの詳細について

は、このガイドの「32 ビット版 Microsoft Dynamics CRM 4.0 Server からのアップグレード」を参照してくだ

さい。 

クライアントのアップグレード後の手順 
Microsoft Dynamics CRM Server 2011 との互換性を維持するには、Outlook 用 Microsoft Dynamics 

CRM 4.0 クライアントを更新プログラムのロールアップ 7 以降にアップグレードする必要があります。た

だし、Microsoft Dynamics CRM 2011 で使用できる新機能を試してみるには、Outlook 用 Microsoft 

Dynamics CRM 2011 にアップグレードする必要があります。 

1. Outlook 用 Microsoft Dynamics CRM またはオフライン アクセス対応 Outlook 用 Microsoft 

Dynamics CRM を使用する場合は、Outlook 用 Microsoft Dynamics CRM 2011 セットアップを

各ユーザーのコンピューターで実行します。アップグレードを簡易に行うには、Microsoft System 

Center Configuration Manager 2007 または Microsoft グループ ポリシーを使用して、アップグ

レードをユーザーにプッシュします。このような方法によって Outlook 用 Microsoft Dynamics 

CRM 2011 を展開する方法については、『Microsoft Dynamics CRM 2011 Planning Guide』を参

照してください。 

2. Outlook 用 Microsoft Dynamics CRM と オフライン アクセス対応 Outlook 用 Microsoft 

Dynamics CRM に最新の更新プログラムが適用されていることを確認します。 

3. Microsoft Outlook と Microsoft Dynamics CRM Web アプリケーション の機能をテストします。 

詳細については、このガイドの「Outlook 用 Microsoft Dynamics CRM 4.0 クライアントから Outlook 用 

Microsoft Dynamics CRM 2011 へのアップグレード」を参照してください。 

関連項目 
Microsoft Dynamics CRM 4.0 からのアップグレード 

インストールとアップグレードのトラブルシューティング 

クライアントをアップグレードするには、以下の手順を実行します。 
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インストールとアップグレードのトラブルシューティン

グ 

ここでは、インストールに関する問題と既知の問題のトラブルシューティング方法について説明します。 

ログ ファイル 
セットアップでは、トラブルシューティングの際に確認および使用できるログ ファイルが作成されます。 既

定では、ログ ファイルの場所は次のとおりです。ここで、<ユーザー> はセットアップを実行したユーザー

のアカウントです。 

システム ドライブ:\Users\ユーザー\AppData\Roaming\Microsoft\MSCRM\Logs\ 

関連項目 
Microsoft Dynamics CRM 4.0 からのアップグレード 

サーバーのインストールおよびアップグレードに関する問題 

サーバーのインストールおよびアップグレードに関

する問題 

このセクションでは、Microsoft Dynamics CRM Server 2011 のインストールに関する問題のトラブルシュ

ーティング方法について説明します。 

このトピックの内容 
組織のアップグレード時に表示されるタイムアウト期間の経過を示すエラー メッセージ 

クライアントが Microsoft Dynamics CRM Web アプリケーションに接続できない 

Microsoft Dynamics CRM Server 2011 が Microsoft SQL Server に接続できない 

WIF のインストールに関する問題のトラブルシューティング 

クレームベース認証の問題 

Microsoft Dynamics CRM Server 2011 のインストール、修復、または構成後に "ドメイン名\サーバー名

$ へのログインに失敗しました" というエラー メッセージが表示される 
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組織のアップグレード時に表示されるタイムアウト期間の

経過を示すエラー メッセージ 
組織のデータベースのアップグレード時に、次のエラー メッセージが表示されることがあります。 

InstallDatabaseAction failed. ---> System.Data.SqlClient.SqlException: Timeout expired.  The timeout period elapsed prior to 

completion of the operation or the server is not responding. 

 

この問題を回避するには、OLEDBTimeout および ExtendedTimeout レジストリ サブキーを追加してタイ

ムアウト値を大きくします。詳細については、「Microsoft Dynamics CRM に大規模なカスタマイズ ファイ

ルをインポートするときに、タイムアウトが発生します。」を参照してください。 

クライアントが Microsoft Dynamics CRM Web アプリケー

ションに接続できない 
クライアントが Microsoft Dynamics CRM Web アプリケーションに接続できない場合があります。この問

題は、次の条件が成り立つ場合に起こることがあります。 

 Microsoft Dynamics CRM Web アプリケーションが既定のポート (80) 以外の TCP ポート (5555 など

) を使用するように構成されている。 

 Windows ファイアウォールに TCP ポートの例外が設定されていない。 

この問題を解決するには、Microsoft Dynamics CRM がインストールされているサーバーのファイアウォ

ール構成に、このポートを例外として追加します。 

Microsoft Dynamics CRM Server 2011 が Microsoft SQL 

Server に接続できない 
Windows ファイアウォールに Microsoft SQL Server が使用する TCP ポートを例外として設定していない

と、この問題が発生することがあります。Microsoft SQL Server が既定で使用する TCP ポートは 1433 

です。詳細については、「SQL Server のアクセスを許可するための Windows ファイアウォールの構成」

を参照してください。 

WIF のインストールに関する問題のトラブルシューティン

グ 
Windows Identity Framework (WIF) のインストール時に発生する可能性がある問題を容易に解決するに

は、イベント ビューアーを起動し、Windows ログで Setup フォルダーを探します。ソースの WUSA をフィ

ルター処理します。 

http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkID=197418
http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkID=197418
http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkID=197464
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クレームベース認証の問題 
関連する Web サイトに対して有効な証明書を使用していることを確認します。証明書を開いて名前を表

示します。ワイルドカード証明書 (たとえば、*.contoso.com) は、contoso.com ドメインのすべてのサブド

メインを認証できます。また、サブジェクトの別名証明書または個人証明書 (たとえば、

auth.domain.com:5555) も使用できます。 

Microsoft Dynamics CRM Server 2011 のインストール、

修復、または構成後に "ドメイン名\サーバー名$ へのロ

グインに失敗しました" というエラー メッセージが表示さ

れる 
このエラー メッセージは、Microsoft Dynamics CRM Server 2011 のインストール、アップグレード、修復、

または構成後に Microsoft Dynamics CRM へのサインインを試みると表示されることがあります。 

この問題は次の条件が成り立つ場合に発生することがあります。 

 インストール、アップグレード、修復、または構成アクションを実行するサーバーが、Windows Server 

2003 ドメイン機能レベルで動作するドメインに配置されている。 

 1 つ以上の Microsoft Dynamics CRM サービス アカウントがネットワーク サービスを使用するように

構成されている。 

この問題を回避するには、Microsoft Dynamics CRM Server 2011 がインストールされているサーバーを

再起動します。 

関連項目 
インストールとアップグレードのトラブルシューティング 

複数のコンピューターへの Microsoft Dynamics CRM Server 2011 のインストール 

複数のコンピューターへの Microsoft Dynamics 

CRM Server 2011 のインストール 

Microsoft Dynamics CRM Server 2011 を複数のコンピューターにインストールして、複数のサーバー間

で処理負荷を分散できます。Microsoft Dynamics CRM Server 2011 をこのような方法で展開すると、パ

フォーマンスと可用性が向上します。 

複数サーバーへの Microsoft Dynamics CRM Workgroup Server 2011 エディションのインストー

ルはサポートされておらず、使用許諾契約書に違反しています。 

重要  
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このトピックの内容 
複数サーバー構成の概要 

手順 1: ネットワーク負荷分散の有効化 

手順 2: Active Directory の構成 

手順 3: Microsoft Dynamics CRM Server のインストール 

手順 4: NLB の展開用の構成 

手順 5: クラスターのインストールの確認と監視 

複数サーバー構成の概要 
負荷分散を開始する前に、インストールと構成の計画が必要です。詳細については、『Microsoft 

Dynamics CRM 2011 Planning Guide』を参照してください。 

一般に、基本構成では、Microsoft SQL Server を含む Microsoft Dynamics CRM 展開のコンポーネント

を実行するコンピューターと、Active Directory ドメイン コントローラーとして機能する Windows Server の

インスタンスを実行するコンピューターを分けます。Microsoft Dynamics CRM の複数サーバーの構成で

は、Microsoft Dynamics CRM を実行する複数のコンピューターが、SQL Server を実行する単一のサー

バーにアクセスします。 

このトピックでは、すべての Microsoft Dynamics CRM Server 2011 の役割が単一のコンピューターにイ

ンストールされている 2 ノード ネットワークの負荷分散構成に Microsoft Dynamics CRM をインストール

する手順を説明します。この展開の種類は、フル サーバー インストールと呼ばれています。同様の手順

を使用して、フロント エンド サーバー 役割グループなどの特定のサーバー グループの役割、または 1 

つ以上の特定のサーバーの役割をインストールできます。Microsoft Dynamics CRM をインストールする

とき、Microsoft Dynamics CRM Web アプリケーションの負荷分散を次の方法から選択できます。このと

き、ネットワーク負荷分散 (NLB) クラスターのどちらのサーバーにも、次のサーバー グループの役割ま

たは個々のサーバーの役割がインストールされている必要があります。 

1. フル サーバー インストール。 

2. フロント エンド サーバー インストール。 

3. サーバーの役割のインストール (Microsoft Dynamics CRM Server セットアップ ウィザードを使用す

るか、XML 構成ファイルでコマンドライン インストールを使用)。クラスター内の負荷分散サーバーに

、少なくとも次の 2 つの役割をインストールする必要があります。 

 Web アプリケーション サーバーの役割。この Microsoft Dynamics CRM Server 2011 の役割は

、ユーザーと Microsoft Dynamics CRM データとの接続に使用される Web アプリケーション コ

ンポーネントの実行に使用されます。 

 組織 Web サービスの役割。この Microsoft Dynamics CRM Server 2011 の役割は、Microsoft 

Dynamics CRM SDK に記載されたメソッドを使用するアプリケーションの実行に使用されます。 

フロント エンド サーバー役割グループのみをインストールする場合、バック エンド サーバ

ー グループの役割は、Microsoft Dynamics CRM が機能するように、Active Directory ドメ

イン内の別のサーバーにインストールする必要があります。同様に、必須の Web アプリケ

重要  
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ーション サーバー および 組織 Web サービス 役割のみをインストールする場合、残りのサ

ーバーの役割は、Microsoft Dynamics CRM が機能するように、Active Directory ドメイン内

の別のサーバーにインストールする必要があります。 

この例では、Windows Server 2008 を実行している 2 つのコンピューターを使用して、2 ノード クラスター

を設定します。サーバー名は CRM01 と CRM02 です。 

手順 1: ネットワーク負荷分散の有効化 
ネットワーク上で NLB を有効にし、サーバー CRM01 用とサーバー CRM02 用のサーバー クラスターを

作成します。負荷分散クラスターを有効にするときは、次のポート規則設定を使用することをお勧めしま

す。 

 ポートの範囲。既定の範囲 0 ～ 65535 をそのまま使用します。 

 プロトコル。両方 

 アフィニティ。未婚 

Windows Server 上での NLB のロードおよび管理の手順については、Windows Server コンピューターの

ネットワーク負荷分散マネージャーのヘルプを参照してください。Windows Server 2008 での NLB の構

成方法の詳細については、「Network Load Balancing Deployment Guide (ネットワーク負荷分散展開ガ

イド)」を参照してください。 

手順 2: Active Directory の構成 
CRMAppPool サービスを実行してサービス プリンシパル名 (SPN) を使用するアカウントを作成し、

Active Directory を構成します。この作業は、クラスター環境、つまりネットワーク負荷分散が有効な環境

で IIS 7.0 を実行するときに必要となります。SPN により、実行されているサービスのインスタンスが一意

に識別されます。Active Directory ではサービス インスタンスの相互認証に SPN が使用され、ユーザー

が他のドメイン メンバーのコンピューターにあるリソースにアクセスしようとしたときに、サービス インスタ

ンスが正しく認証されます。詳細については、MSDN の記事「Service Principal Names (サービス プリン

シパル名)」を参照してください。 

SPN を作成するには、Windows Server 付属の ADSI エディターを使用します。この Microsoft 管理コン

ソール (MMC) スナップイン ツールを使用して、特定のコンピューターまたはユーザー アカウントの SPN 

を入力できます。 

IIS でカーネル モード認証を使用するように構成する場合は、Microsoft Dynamics CRM で使用

する内部の仮想ディレクトリに対して Web アプリケーション プールの ID を使用するように IIS 

を構成する必要があります。この構成を行うには、Microsoft Dynamics CRM のインストール先 

Web サイトの既定の Web サイトの windowsAuthentication 要素を変更します。

windowsAuthentication 要素の詳細については、MSDN の記事「IIS 7.0: windowsAuthentication 

Element (IIS Settings Schema) (IIS 7.0: windowsAuthentication 要素 (IIS 設定スキーマ))」を参

照してください。 

重要  

http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkID=194401
http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkID=194401
http://go.microsoft.com/fwlink/?linkid=120954
http://go.microsoft.com/fwlink/?linkid=120954
http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkID=202880
http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkID=202880
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ApplicationHost.config ファイルを使用して useAppPoolCredentials を構成するには、

ApplicationHost.config ファイルをテキスト エディターで開きます。既定では、このファイルは 

%windir%\system32\inetsrv\config\ にあります。 

既定の Web サイトへのパス下に存在するすべてのフォルダーで、WindowsAuthentication 要素

と useAppPoolCredentials 属性の値を True に設定します。たとえば、次のようになります。 

<system.webServer> 

<security> 

<authentication> 

<windowsAuthentication enabled="true" useAppPoolCredentials="true" /> 

</authentication> 

</security> 

</system.webServer> 

 

1. [Active Directory ユーザーとコンピューター] を開きます。 

2. IIS で CRMAppPool アプリケーション プールを実行するユーザー アカウントを作成します。

CRMService など、アカウントの用途がわかる名前を使用することをお勧めします。 

重要  

このユーザー アカウントは、Domain Users グループのメンバーであることが必要です

。 

3. Active Directory ユーザーとコンピューター を閉じます。 

4. [スタート] をクリックし、「adsi edit」と入力して、Enter キーを押します。 

5. ドメインを展開し、DC= で始まるノードを展開して、[CN=Users] を展開します。 

6. 前の手順で作成したユーザー アカウント (CRMService など) を右クリックし、[プロパティ] をクリ

ックします。 

7. [属性] ボックスの一覧で下方向にスクロールし、[servicePrincipalName] を選択して、[編集] を

クリックします。 

8. [追加する値] ボックスに、「HTTP/CRMNLBName.FQDN」 と入力して、[追加] をクリックします。

ここで、CRMNLBName は NLB クラスター名、FQDN は完全修飾ドメイン名です。たとえば、

CRMNLBName.FQDN 名として CRMNLBCluster.contoso.com を使用します。 

重要  

この NLB クラスター名は記録してください。この名前は、以降の NLB クラスターの作

成時および構成データベースの更新時の手順で使用する必要があります。 

ヒント  

setspn コマンド ライン ツールを使用して、この SPN が既に使用されているかどうかを

確認します。 

SPN を構成するには、以下の手順を実行します。 
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9. [追加する値] ボックスに「HTTP/CRMNLBName」と入力して、[追加] をクリックします。 

10. [OK] を 2 回クリックします。 

11. ADSI エディターを閉じます。 

手順 3: Microsoft Dynamics CRM Server のインストール 
複数サーバー展開の Microsoft Dynamics CRM の各インスタンスは、一度に 1 つずつインストールする

必要があります。次の手順では、Microsoft Dynamics CRM のフル サーバー インストールのインスタン

スを CRM01 という名前のコンピューターに展開し、次に 2 番目のインスタンスを CRM02 という名前のコ

ンピューターにインストールするものとして説明します。 

Microsoft Dynamics CRM Server 2011 は、複数のサーバーへのインストールに対応しています。 

複数サーバーへの Microsoft Dynamics CRM Workgroup Server 2011 のインストールはサポートされて

おらず、使用許諾契約書に違反しています。 

1. Microsoft Dynamics CRM セットアップをサーバー CRM01 で実行します。具体的な手順につい

ては、このセクションの前のトピックを参照してください。 

2. [展開オプションの指定] ページで、Microsoft Dynamics CRM データベースに使用される SQL 

Server のインスタンスを選択します。次に、[新しい展開の作成] オプションを選択します。[次へ

] をクリックし、セットアップを続行します。 

3. [セキュリティ アカウントの指定] ページで、前に作成したドメイン ユーザー アカウント (たとえば

、CRMService) を選択します。 

4. インストールが完了するまでセットアップを続行します。 

1. Microsoft Dynamics CRM セットアップをサーバー CRM02 で実行します。 

2. [展開オプションの指定] ページで、SQL Server を実行していて Microsoft Dynamics CRM デー

タベースが保存されているコンピューターの名前 (CRM01 のインストールで使用した名前) を入

力するか選択し、[既存の展開に接続し、必要な場合はアップグレードする] をクリックします。[

次へ] をクリックします。 

3. [セキュリティ アカウントの指定] ページで、前に作成したドメイン ユーザー アカウント (たとえば

、CRMService) を選択します。 

4. インストールが完了するまでセットアップを続行します。 

手順 4: NLB の展開用の構成 
Microsoft Dynamics CRM Server 2011 のインストールが完了したら、展開マネージャーを実行して、展

開に合わせて NLB を構成します。 

Microsoft Dynamics CRM の最初のインスタンスを CRM01 にインストールします。 

Microsoft Dynamics CRM の 2 番目のインスタンスを CRM02 にインストールします。 

Web アドレスを確認または変更します。 
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1. Microsoft Dynamics CRM サーバーで、展開マネージャー を起動します。 

2. コンソール ツリーで、[Microsoft Dynamics CRM] を右クリックして、[プロパティ] をクリックしま

す。 

3. [Web アドレス] タブをクリックし、仮想クラスター名 (crmcluster:5555 など) が表示されているこ

とを確認します。 

Microsoft Dynamics CRM Server 2011 役割グループの展開方法または別個のサーバーの役

割のインストールと、NLB クラスターでの各サーバーの構成に応じて、Web アプリケーション サ

ーバー、組織 Web サービス、検出 Web サービス、または展開 Web サービスの Web アドレス

は異なることがあります。たとえば、contoso ドメインの crmcluster1 という NLB クラスター内の

サーバーにフロント エンド サーバー役割グループをインストールし、同じドメインの crmcluster2 

という異なる NLB クラスター内の別のサーバーに バック エンド サーバー役割グループをイン

ストールした場合、Web アプリケーション サーバー、組織 Web サービス、検出 Web サービスの 

Web アドレスは展開 Web サービスの Web アドレスと異なるものになります。 

フル サーバー役割の展開では、すべての Web アドレスが、クラスターの同じコンピューター名

または FQDN を使用します。80 (セキュリティで保護されていない HTTP) または 443 (セキュリ

ティで保護された HTTP または SSL) 以外の TCP ポートを使用している場合は、

crmcluster:5555 のように、FQDN 名の後に :5555 (5555 はポート番号) を付加してポート番号を

指定する必要があります。 

1. Microsoft Dynamics CRM サーバーで、展開マネージャーを起動します。 

2. コンソール ツリーで、[Microsoft Dynamics CRM] を右クリックして、[プロパティ] をクリックしま

す。 

3. [Web アドレス] タブをクリックし、[詳細設定] をクリックします。 

4. [NLB および SSL ヘッダー情報] ダイアログ ボックスで、ネットワーク負荷分散 (NLB) を使用し

ているかどうかと、Secure Sockets Layer (SSL) オフロード システムのヘッダーを指定します。 

Microsoft Dynamics CRM を NLB クラスター対応にするには、[展開で NLB を使用する] オプシ

ョンを選択する必要があります。[展開で NLB を使用する] を選択すると、Microsoft 

Dynamics CRM は、Microsoft Dynamics CRM セッション認証クッキーを暗号化、暗号化解除、

署名するために暗号証明書を使用するよう Windows Identity Foundation (WIF) を構成します。

すると、暗号化されたクッキーは、NLB クラスター内のサーバーによって処理できるようになりま

す。 

Windows Server での NLB のロードおよび管理の手順については、Windows Server コンピュー

ターのネットワーク負荷分散マネージャーのヘルプを参照してください。Windows Server 2008 で

の NLB の構成方法の詳細については、「Network Load Balancing Deployment Guide (ネットワ

ーク負荷分散展開ガイド)」を参照してください。 

メモ  

SSL ヘッダーは、URL またはドメインではありません。SSL オフロードを扱うデバイス上

で構成された HTTP 要求の、合意されているヘッダー値です。ヘッダー値については、

重要  

NLB の展開用の設定 

http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkID=194401
http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkID=194401
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SSL オフロード デバイスのマニュアルを確認してください。 

5. [OK] をクリックし、展開マネージャーを閉じます。 

IFD 用のドメイン名の構成 

Microsoft Dynamics CRM を IFD 用に構成するには、展開マネージャーを起動し、インターネットに接続

する展開の構成ウィザードを実行してドメイン値を追加したり変更したりする必要があります。Microsoft 

Dynamics CRM 2011 役割グループの構成方法または個別のサーバーの役割のインストールと、NLB ク

ラスターでの各サーバーの構成に応じて、[Web アプリケーション サーバーのドメイン]、[組織 Web サー

ビスのドメイン]、および [検出 Web サービスのドメイン] の値には NLB 仮想クラスター ドメイン名を使用

します。たとえば、Web アプリケーション サーバーを、FQDN 仮想名 crmcluster.contoso.com のインター

ネットに接続する NLB クラスターにインストールする場合は、Web アプリケーション サーバー ドメイン値

として 「contoso.com」と入力します。 

内部 Web アドレスと外部ドメイン値の構成方法の詳細については、展開マネージャーのヘルプを参照し

てください。 

手順 5: クラスターのインストールの確認と監視 
Microsoft Dynamics CRM Client アプリケーションが CRMNLBCluster などのクラスター名を使用して 

Microsoft Dynamics CRM に接続できることを確認します。 

クラスターを監視するために、次のオプションがあります。 

 ネットワーク負荷分散マネージャー。ネットワーク負荷分散マネージャーの一番下にログ エントリが

表示されます。 

 イベント ビューアー.NLB ソースを使用して、ログのエントリがシステム ログに記録されます。 

 Wlbs。wlbs.exe query または wlbs.exe display コマンドをコマンド プロンプトで実行して、クラスターの

状態についての情報を表示します。 

 Operations Manager 2007 用 Windows Server 2008 ネットワーク負荷分散管理パック。組織でサー

バーの監視および確認に MOM を使用するときは、Operations Manager 2007 用 Windows Server 

2008 ネットワーク負荷分散管理パックをクラスターのホストに含めます。 

 Microsoft Server Network Load Balancing Management Pack for Operations Manager 2007 

(Operations Manager 2007 用 Microsoft Server ネットワーク負荷分散管理パック) 

関連項目 
インストールとアップグレードのトラブルシューティング 

Microsoft SQL Server クラスター環境を使用するための Microsoft Dynamics CRM Server 2011 のイン

ストール 

http://go.microsoft.com/fwlink/?linkid=120957
http://go.microsoft.com/fwlink/?linkid=120957
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Microsoft SQL Server クラスター環境を使用するた

めの Microsoft Dynamics CRM Server 2011 のイン

ストール 

Microsoft Dynamics CRM Server 2011 をインストールして、Windows Server フェールオーバー クラスタ

ーを使用するクラスター化された Microsoft SQL Server 環境を使用できるようにします。 

Microsoft SQL Server 2008 Workgroup では、フェールオーバー クラスタリングはサポートされ

ていません。 

基本構成 
このトピックでは、クラスター化された SQL Server 環境を使用するために、Microsoft Dynamics CRM の

構成で利用できるオプションについて説明します。Microsoft Dynamics CRM Server 2011 システムの基

本構成については、このガイドで既に説明しています。このトピックに示す方法では、Microsoft Dynamics 

CRM Server 2011 をインストールして基本構成を拡張し、SQL Server を実行するコンピューターのクラス

ターに接続できるようにします。 

ここで説明する構成には、Microsoft SQL Server 2008 のインスタンスをそれぞれ実行している 2 つのコ

ンピューターから成るクラスターにアクセスする Microsoft Dynamics CRM Server 2011 の単一の展開が

含まれています。 

一般的な Microsoft Dynamics CRM 展開では、次の Microsoft Dynamics CRM 固有のデータベースを 

SQL Server 上に作成して使用します。 

 OrganizationName_MSCRM.これは、Microsoft Dynamics CRM のデータ (すべてのレコードとアクティ

ビティなど) を格納する組織のデータベースです。 

 MSCRM_CONFIG.このデータベースは Microsoft Dynamics CRM のメタデータ (各組織に固有の構

成および場所情報など) を格納します。 

関連項目 
インストールとアップグレードのトラブルシューティング 

オプション 1: 新しい Microsoft Dynamics CRM Server 2011 展開のインストール 

重要  
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オプション 1: 新しい Microsoft Dynamics CRM 

Server 2011 展開のインストール 

SQL Server クラスターを使用する Microsoft Dynamics CRM Server 2011 をインストールするには、以

下の手順を実行します。 

手順 1: SQL Server クラスターの作成 
該当する SQL Server エディションの SQL Server ドキュメントを使用して、SQL Server をインストールお

よび構成し、SQL Server クラスターを作成します。基本手順は次のとおりです。 

 仮想サーバーを作成するために必要な情報を収集します。このような情報には、クラスター ディスク 

リソース、IP アドレス、ネットワーク名、クラスターに利用できるノードなどがあります。 

 SQL Server セットアップを実行します。必要な情報を入力した後、セットアップ プログラムによって 

SQL Server の新しいインスタンスがクラスターの各ノードのローカル ディスクにインストールされ、ク

ラスター構成の一部として指定した共有ディスクにシステム データベースがインストールされます。

SQL Server のプログラム ファイルは、各クラスター ノードにインストールされます。クラスターの構

成中に仮想サーバーが作成されます。 

Microsoft Dynamics CRM Server 2011 は、アクティブ/アクティブまたはアクティブ/パッシブのど

ちらのクラスタリング方式で構成されている SQL Server クラスターにもインストールできますが

、クラスターはアクティブ/パッシブ方式で機能します。 

SQL Server フェールオーバー クラスタリングの詳細については、 「High Availability with SQL Server R2 

(SQL Server R2 の高可用性)」を参照してください。 

手順 2: Microsoft Dynamics CRM Server 2011 のインスト

ール 

1. [SQL Server の選択] ページで、SQL Server クラスターの作成時に指定した仮想サーバー名を

入力します。 

2. 同じページで [新しい展開の作成] オプションを選択し、Microsoft Dynamics CRM Server セット

アップを完了させます。 

 

メモ  

前のセクションで説明した手順を使用して Microsoft Dynamics CRM Server 2011 をインストールし、

セットアップ中に次のタスクを実行します。 

http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkID=194563
http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkID=194563


 

 60 

関連項目 
Microsoft SQL Server クラスター環境を使用するための Microsoft Dynamics CRM Server 2011 のイン

ストール 

オプション 2: 組織データベースだけがある SQL Server クラスターに接続する既存の Microsoft 

Dynamics CRM Server 2011 展開の再設定または構成 

オプション 2: 組織データベースだけがある SQL 

Server クラスターに接続する既存の Microsoft 

Dynamics CRM Server 2011 展開の再設定または

構成 

1. 前のセクションの手順に従って SQL Server クラスターを作成します。 

2. 既存の SQL Server にある MSCRM_CONFIG データベースと OrganizationName_MSCRM デー

タベースをバックアップします。 

3. OrganizationName_MSCRM データベースを SQL Server クラスターに復元します。データベース

の復元方法の詳細については、「SQL Server でのデータベースのバックアップおよび復元」を

参照してください。 

4. 展開ツール サーバー役割を実行しているコンピューターで、展開マネージャーを起動します。こ

れを行うには、[スタート] ボタンをクリックし、[すべてのプログラム]、[Microsoft Dynamics CRM] 

の順にポイントして、[展開マネージャー] をクリックします。 

5. [展開マネージャー] ノードを展開し、[組織] をクリックします。 

6. 組織を右クリックして、[無効にする] をクリックします。 

警告  

組織を無効にすると、ユーザーはその組織の Microsoft Dynamics CRM にはアクセス

できなくなります。 

[はい] をクリックして組織を無効にします。 

7. 組織の一覧で目的の組織を右クリックし、[組織の編集] をクリックします。 

8. 組織の編集ウィザードの [SQL Server] ボックスで、前に作成した SQL Server クラスター用の

仮想 SQL Server 名を入力して [次へ] をクリックします。 

9. [システム要件] ページで、診断チェックが成功した後、[次へ] をクリックし、[適用] をクリックしま

す。 

10. [完了] をクリックします。 

11. 組織を有効にします。これを行うには、組織を右クリックして [有効にする] をクリックします。 

組織データベースのみを含む SQL Server クラスターを使用するように既存の Microsoft Dynamics 

CRM Server 2011 を構成するには、次の手順を実行します。 

http://go.microsoft.com/fwlink/?linkid=100249
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12. Microsoft Dynamics CRM Server 2011 Web アプリケーションがインストールされ IIS を実行して

いるコンピューターで、IIS サービスをリセットします。この操作を行うには、スタート、ファイル名

を指定して実行の順にクリックし、開くボックスに iisreset と入力して OK をクリックします。 

関連項目 
オプション 1: 新しい Microsoft Dynamics CRM Server 2011 展開のインストール 

オプション 3: 構成データベースと組織データベースがある SQL Server クラスターに接続する既存の 

Microsoft Dynamics CRM Server 2011 展開の再設定または構成 

オプション 3: 構成データベースと組織データベース

がある SQL Server クラスターに接続する既存の 

Microsoft Dynamics CRM Server 2011 展開の再設

定または構成 

構成データベースと組織データベースの両方が含まれる SQL Server クラスターを使用するように既存

の Microsoft Dynamics CRM Server 2011 を構成します。 

1. 前のセクションの手順に従って SQL Server クラスターを作成します。 

重要  

次の手順を実行する前に、どのユーザーも Microsoft Dynamics CRM システムに接続

、つまりアクセスしていない状態にします。組織を無効にすることにより、これを行うこと

ができます。 

2. 既存の SQL Server にある MSCRM_CONFIG データベースと OrganizationName_MSCRM デー

タベースをバックアップします。 

3. MSCRM_CONFIG データベースと OrganizationName_MSCRM データベースを SQL Server クラ

スターの共有ディスクに復元します。詳細については、「SQL Server でのデータベースのバック

アップおよび復元」を参照してください。 

4. クラスター内のすべてのノードで、Windows レジストリ サブキーを変更します。 

警告  

レジストリを不適切に変更すると、深刻な問題が発生する可能性があります。これらの

問題が発生した場合、オペレーティング システムと Microsoft Dynamics CRM の再イン

ストールが必要になることがあります。マイクロソフトは、これらの問題の解決を保証し

ていません。レジストリはユーザー自身の責任において変更してください。 

5. Microsoft Dynamics CRM Server 2011 を実行しているコンピューターで、configdb レジストリ サ

このオプションを実装するには、次の手順を実行します。 

http://go.microsoft.com/fwlink/?linkid=91946
http://go.microsoft.com/fwlink/?linkid=91946
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ブキーを更新します。これを行うには、次の手順を実行します。 

a. Microsoft Dynamics CRM Web アプリケーション を実行しているコンピューターで、スタート

、ファイル名を指定して実行の順にクリックし、開くボックスに regedit と入力して OK をクリ

ックします。 

b. 次のレジストリ サブキーを探します。 

HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\Microsoft\MSCRM 

c. [configdb] を右クリックして [修正] をクリックします。 

d. [値のデータ] ボックスで、データ ソースを新しい仮想 SQL Server の名前に変更し、[OK] 

をクリックします。たとえば、[値] データ ボックスの文字列値は次のようになります。 

Data Source=NewSQLServer;Initial 

Catalog=MSCRM_CONFIG;Integrated Security=SSPI 

 

メモ  

 展開に複数の Microsoft Dynamics CRM Server 2011 役割がある場合は、すべてのサー

バーの役割についてレジストリ キーを更新する必要があります。 

 Microsoft Dynamics CRM レポート拡張機能を使用していて、Microsoft SQL Server 

Reporting Services サーバーを移行しない場合は、Microsoft Dynamics CRM レポート拡張

機能がインストールされているコンピューターで configdb サブキーを更新する必要がありま

す。 

6. 組織データベースが現在保存されている SQL Server の新しいインスタンスと接続するように 

Microsoft Dynamics CRM Server 2011 を構成します。これを行うには、次の手順を実行します。 

a. Microsoft Dynamics CRM Server 2011 Web アプリケーションを実行しているコンピューター

で、展開マネージャーを起動します。これを行うには、[スタート] ボタンをクリックし、[すべて

のプログラム]、[Microsoft Dynamics CRM] の順にポイントして、[展開マネージャー] をクリ

ックします。 

b. [展開マネージャー] ノードを展開し、[組織] をクリックします。 

c. 組織を右クリックして、[無効にする] をクリックします。組織を無効にすると、ユーザーはそ

の組織の Microsoft Dynamics CRM にはアクセスできなくなります。 

d. [はい] をクリックして組織を無効にします。 

e. 組織の一覧で目的の組織を右クリックし、[組織の編集] をクリックします。 

f. 組織の編集ウィザードの [SQL Server] ボックスで、前に作成した SQL Server クラスター

用の仮想 SQL Server 名を入力して [次へ] をクリックします。 

g. [システム要件] ページで、診断チェックが成功した後、[次へ] をクリックし、[適用] をクリッ

クします。 

h. [完了] をクリックします。 

i. 組織を有効にします。これを行うには、組織を右クリックして [有効にする] をクリックします

。 

7. Microsoft Dynamics CRM Server 2011 Web アプリケーションがインストールされ IIS を実行して

いるコンピューターで、IIS サービスをリセットします。この操作を行うには、スタート、ファイル名

を指定して実行の順にクリックし、開くボックスに iisreset と入力して OK をクリックします。 
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1. Microsoft Dynamics CRM Server 2011 Web アプリケーションを実行しているコンピューターで、

展開マネージャーを起動します。これを行うには、[スタート] ボタンをクリックし、[すべてのプロ

グラム]、[Microsoft Dynamics CRM] の順にポイントして、[展開マネージャー] をクリックします

。 

2. [展開マネージャー] ノードを展開し、[組織] をクリックします。 

3. 組織を右クリックして、[無効にする] をクリックします。組織を無効にすると、ユーザーはその組

織の Microsoft Dynamics CRM にはアクセスできなくなります。 

4. [はい] をクリックして組織を無効にします。 

関連項目 
オプション 2: 組織データベースだけがある SQL Server クラスターに接続する既存の Microsoft 

Dynamics CRM Server 2011 展開の再設定または構成 

組織データベースでの SQL Server 2008 データベース ミラーリングの構成 

組織データベースでの SQL Server 2008 データベ

ース ミラーリングの構成 

Microsoft Dynamics CRM では、構成データベースと組織のデータベースの 2 つのデータベースを使用

します。構成データベースには、Microsoft Dynamics CRM システム固有の構成情報が格納されます。組

織のデータベースには、組織固有のデータと組織の顧客関係データがすべて格納されます。Microsoft 

Dynamics CRM の一部のバージョンでは、複数の組織を作成して使用できる場合があります。したがっ

て、展開によっては、Microsoft Dynamics CRM システムに組織のデータベースが複数存在することがあ

ります。 

Microsoft SQL Server を実行する別のコンピューターに自動的にフェールオーバーできる Microsoft 

Dynamics CRM の組織のデータベースをミラー化するには、次の 3 台のコンピューターを、SQL Server 

データベース ミラーリング セッションを確立するように構成します。 

 プライマリ データベース コンピューター。このコンピューターは、Microsoft Dynamics CRM の組織の

データベースが配置される SQL Server を実行します。この例では、Microsoft Dynamics CRM は、

SQL Server の既定のインスタンスにインストールされて実行されます。コンピューター名は 

MSCRM_Primary です。 

 ミラー化されたデータベース コンピューター。このコンピューターでは、MSCRM_Primary との接続に

より SQL Server を実行し、異なる既定のインスタンスを使用します。このコンピューターには、

MSCRM_Primary へのネットワーク接続が必要です。コンピューター名は MSCRM_Mirror です。 

 監視コンピューター。このコンピューターでは SQL Server を実行します。または、このコンピュータ

ーは SQL Server 2005 Express Edition を実行しているデスクトップ システムである場合もあります

。このコンピューターには、MSCRM_Primary と MSCRM_Mirror へのネットワーク接続が必要です。コ

ンピューター名は MSCRM_Witness です。 

組織の無効化 
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Microsoft SQL Server 2008 Workgroup エディションを実行するコンピューターは、ミラーリング

監視サーバーとして使用できます。ただし、データベース ミラーリング セッションのプライマリ コ

ンピューターまたはミラー コンピューターとして使用することはできません。 

関連項目 
Microsoft SQL Server クラスター環境を使用するための Microsoft Dynamics CRM Server 2011 のイン

ストール 

組織データベースでの SQL Server 2008 データベース ミラーリングの構成 

データベースのミラーリングのための Microsoft 

Dynamics CRM 組織の構成 

前に示したすべてのコンピューター (MSCRM_Primary、MSCRM_Mirror、MSCRM_Witness) にネ

ットワーク接続が必要です。また、すべてのコンピューターで、データベースのミラーリングをサ

ポートするエディションの SQL Server が実行されている必要があります。 

1. プライマリ データベース (MSCRM_Primary) を格納する SQL Server のインスタンスで、SQL 

Server Management Studio を起動します。 

2. [データベース] を展開し、[OrganizationName_MSCRM] を右クリックします。この 

OrganizationName は組織の名前です。次に、[プロパティ] をクリックします。Microsoft 

Dynamics CRM 組織データベースの復旧モデルが [完全] に設定されていることを確認します。

これは、ミラー化されるデータベースに対して必要です。 

a. 復旧モデルを確認するには、[データベースのプロパティ] ウィンドウの [ページの選択] で [

オプション] をクリックします。復旧モデルが [復旧モデル] ボックスの一覧に表示されます。

[完全] を選択します。 

b. [OK] をクリックして [データベースのプロパティ] ウィンドウを閉じます。 

3. 組織のデータベースの完全バックアップを作成します。この方法の詳細については、SQL 

Server Management Studio のヘルプを参照してください。 

4. RESTORE WITH NORECOVERY オプションを使用して、プライマリ (MSCRM_Primary) の完全バ

ックアップをミラー インスタンス (MSCRM_Mirror) に復元します。これは、データベースのミラーリ

ングに必要です。この方法の詳細については、SQL Server Management Studio のヘルプを参

照してください。 

5. データベース ミラーリングを構成します。そのためには、SQL Server Management Studio を起

動し、プライマリ データベース (MSCRM_Primary) がある SQL Server のインスタンスに接続して

、以下の手順を実行します。 

メモ  

メモ  

組織のデータベースをミラー化するには、以下の手順を実行します。 
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a. [データベース] を展開し、ミラー化する Microsoft Dynamics CRM 組織のデータベースを右

クリックし、[タスク] をポイントして [ミラー] をクリックします。 

b. [セキュリティの構成] をクリックし、新しいウィンドウで [次へ] をクリックします。 

c. [ミラーリング監視サーバーを含める] ウィンドウで [はい] を選択し、[次へ] をクリックします

。 

d. [構成するサーバーの選択] ウィンドウで、[ミラーリング監視サーバー インスタンス] を選択

し、[次へ] をクリックします。 

e. [Principle Server Instance] (プリンシパル サーバー インスタンス) ウィンドウの [-Principle 

server instance] ボックスの一覧で、Microsoft Dynamics CRM (プリンシパル サーバー イ

ンスタンス) 組織のデータベースがある SQL Server (MSCRM_Primary) のインスタンスをク

リックします。また、リスナー ポート、暗号化、およびエンドポイント名の既定の設定を変更

できます。[次へ] をクリックします。 

f. [ミラー サーバー インスタンス] ウィンドウの [ミラー サーバー インスタンス] ボックスの一

覧で、前の手順で Microsoft Dynamics CRM 組織のデータベースを復元した SQL Server 

(MSCRM_Mirror) のインスタンスをクリックします。必要に応じて、リスナー ポート、暗号化、

およびエンドポイント名の既定の設定を変更できます。[次へ] をクリックします。 

g. [ミラーリング監視サーバー インスタンス] ウィンドウの [ミラーリング監視サーバー インスタ

ンス] ボックスの一覧で、監視サーバー (MSCRM_Witness) として指定するコンピューターを

クリックします。この時点で、リスナー ポート、暗号化、およびエンドポイント名の既定の設

定を変更できます。[次へ] をクリックします。 

Microsoft SQL Server 2008 Express Edition を実行する SQL Server のインスタンスに接続

する場合は、リモート接続がサポートされていることを確認します。そのためには、

Microsoft SQL Server 2008 Express Edition がインストールされているコンピューターで、

SQL Server 構成マネージャーを起動し、リモート接続機能が有効になっていることを確認し

ます。 

h. [サービス アカウント] ウィンドウで、各インスタンスの Active Directory サービス アカウント

を入力します。ミラーリング セッションの 3 つのパートナーすべてに同じサービス アカウン

トを指定することをお勧めします。[次へ] をクリックします。 

i. [完了] をクリックします。ウィザードによって、確認チェックのリストが調べられます。完了し

たら、[ミラーリングの開始] をクリックします。 

6. 構成データベース (MSCRM_CONFIG) をミラー化する場合は、同様の手順を完了してミラーを確

立し、レジストリ内の SQL Server 接続文字列を更新する必要があります。これを行うには、以

下の手順を実行します。 

警告  

レジストリ エディターまたは別の方法を使用してレジストリを不適切に変更すると、深

刻な問題が発生する可能性があります。これらの問題が発生した場合、オペレーティン

グ システムと Microsoft Dynamics CRM の再インストールが必要になることがあります

。マイクロソフトは、これらの問題の解決を保証していません。レジストリはユーザー自

身の責任において変更してください。 

a. Microsoft Dynamics CRM Web アプリケーションのインストール先であるインターネット イン

フォメーション サービス (IIS) を実行するコンピューターで、レジストリ エディターを起動して

、次のレジストリ サブキーを探します。 
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HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\Microsoft\MSCRM\ 

b. [configdb] を右クリックして [変更] をクリックします。「Failover Partner=MSCRM_Mirror」を、

接続文字列内の DataSource 値の後に挿入します。完成した接続文字列は、次の例のよう

になります。MSCRM_Primary はプライマリ SQL Server\インスタンス名で、MSCRM_Mirror 

はミラー化された SQL Server\インスタンス名です。 

Data Source=MSCRM_Primary\SQL1;Failover 

Partner=MSCRM_Mirror\SQL2;Initial Catalog= 

MSCRM_CONFIG;Integrated Security=SSPI 

c. [OK] をクリックし、レジストリ エディターを閉じます。 

7. ミラー サーバー (MSCRM_Mirror) で Microsoft Dynamics CRM セキュリティ グループの SQL ロ

グインを作成します。これを行うには、以下の手順を実行します。 

a. SQL Server (MSCRM_Primary) で、SQL Server Management Studio を起動して、プライマリ 

データベースに接続します。 

b. [データベース] を展開し、OrganizationName_MSCRM データベースを展開します。

OrganizationName は組織の名前です。次に、[セキュリティ] を展開し、[ユーザー] をダブ

ルクリックします。 

c. 次のグループに対し、ドメイン名と GUID (GUID は名前の一番最後に位置します) を含め、

名前をコピーして貼り付けます。 

 PrivReportingGroup 

 ReportingGroup 

 SQLAccessGroup 

これを行うには、SQL ユーザー名を右クリックして [プロパティ] をクリックし、[ユーザー名] 

ボックスの値全体を右クリックして [コピー] をクリックします。次に、メモ帳などのテキスト エ

ディターに、コピーした内容を貼り付けます。3 つのすべてのグループの内容が得られるま

で、各グループにこの手順を繰り返します。 

d. SQL Server Management Studio で、SQL Server ミラー インスタンス (MSCRM_Mirror) に接

続します。 

e. [データベース]、[セキュリティ] の順に展開し、[ログイン] を右クリックして [新しいログイン] 

をクリックします。 

f. 前の手順で SQL ユーザーを貼り付けたテキスト エディターに切り替えて、1 つのグループ

の内容をコピーします。 

g. 手順 e で開いた [ログイン – 新規作成] フォームに切り替えます。[ログイン名] ボックスに

その内容を貼り付け、[OK] をクリックします。SQL ユーザーのコンテンツは、次の例のよう

になります。 

DomainName\SQLAccessGroup {859409f6-c4a5-4cb6-86f2-af264520ea10} 

h. 残りのグループにも e ～ g の手順を繰り返し、SQL ログインを作成します。 

8. 構成データベースを更新して、ミラーを指定します。これを行うには、以下の手順を実行します。 

重要  

次の更新ステートメントを実行する前に、Microsoft Dynamics CRM 構成データベース 

(MSCRM_CONFIG) をバックアップしてください。 



 

 67 

a. 構成データベース (MSCRM_CONFIG) に対して、次の更新ステートメントを実行します。 

Update Organization set ConnectionString = 

'Provider=SQLOLEDB;Data Source=MSCRM_Primary\SQL1;Failover 

Partner=MSCRM_Mirror\SQL2;Initial 

Catalog=Organization_MSCRM;Integrated Security=SSPI' where 

DatabaseName = 'Organization_MSCRM' 

 MSCRM_Primary\SQL1 には、SQL Server のプライマリ インスタンスの名前を指定しま

す。既定のインスタンスを使用する場合は、\SQL1 などのインスタンスを指定しないで

ください。 

 MSCRM_Mirror\SQL2 には、ミラー化されたインスタンス SQL Server の名前を指定し

ます。既定のインスタンスを使用する場合は、\SQL2 などのインスタンスを指定しない

でください。 

 Organization_MSCRM には、組織のデータベースの名前を指定します。 

b. 構成データベース (MSCRM_CONFIG) に対して、次の更新ステートメントを実行します。 

Update Organization set MirroredSQLServerName = 

'MSCRM_Mirror\SQL2' where DatabaseName = 'Organization_MSCRM' 

 MSCRM_Mirror\SQL2 には、SQL Server のミラー化されたインスタンスの名前を指定

します。既定のインスタンスを使用する場合は、\SQL2 などのインスタンスを指定しな

いでください。 

 Organization_MSCRM には、組織のデータベースの名前を指定します。 

9. これらの変更を行った後、Microsoft Dynamics CRM を実行しているコンピューターで IIS をリセ

ットします。これを行うには、[スタート] ボタンをクリックし、[ファイル名を指定して実行] をクリッ

クします。開くボックスに「iisreset」と入力し、OK をクリックします。 

関連項目 
組織データベースでの SQL Server 2008 データベース ミラーリングの構成 

フェールオーバーの監視とテスト 

フェールオーバーの監視とテスト 

ミラー化されたデータベースは、手動でも自動でもフェールオーバーできます。 

1. SQL Server Management Studio を起動し、プライマリ データベースを右クリックし、[タスク] を

ポイントして [ミラー] をクリックします。 

2. [データベースのプロパティ] ウィンドウで、プライマリ データベースとミラー化されたデータベー

ス間の同期の状態を監視できます。フェールオーバー機能を手動でテストするには、[フェール

オーバー] をクリックします。フェールオーバーが発生すると、SQL Server によって、プライマリ 

フェールオーバーを監視およびテストするには、以下の手順を実行します。 
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データベースとミラー化されたデータベース間のミラーリング セッションの役割が切り替えられ、

ミラーがプライマリとなり、プライマリがミラーとなります。 

データベース ミラーリングの実装方法の詳細については、「データベース ミラーリングの配置」を参照し

てください。 

関連項目 
組織データベースでの SQL Server 2008 データベース ミラーリングの構成 

Microsoft Dynamics CRM 2011 E-mail Router のインストール手順 

SQL Server 2012 の AlwaysOn フェールオーバー

の構成データベースと組織のデータベースを設定

する 

Microsoft SQL Server 2012 AlwaysOn のフェールオーバー クラスター インスタンス (FCI) と AlwaysOn 

可用性グループは、包括的な高可用性および障害復旧のソリューションを提供します。このトピックでは

既存の Microsoft Dynamics CRM 2011 の設置型展開 を構成して、構成と組織のデータベースを可用性

グループを使用する 2 ノードの SQL Server 2012 AlwaysOn のフェールオーバー クラスター インスタン

スの一部とする方法を説明します。 

の詳細については、これらの SQL Server 2012 の高可用性のソリューションについては、「AlwaysOn フ

ェールオーバー クラスター インスタンス」および「AlwaysOn 可用性グループ」を参照してください。 

このトピックの内容 

前提条件 

SQL Server 2012 の AlwaysOn を有効にします。 

可用性のグループの作成 

すべてのセカンダリ レプリカで Microsoft Dynamics CRM セキュリティ グループの SQL ログインを作成

する 

Windows レジストリ内で構成データベース接続文字列を更新する 

組織のデータベースの接続文字列を更新する 

IIS および Microsoft Dynamics CRM サービスの再起動 

フェールオーバーの可用性グループとテストを監視する 

既知の問題 

http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkID=196601
http://technet.microsoft.com/en-us/library/ms189134.aspx
http://technet.microsoft.com/en-us/library/ms189134.aspx
http://technet.microsoft.com/en-us/library/hh510230.aspx
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前提条件 

このトピックでは、次の要素を必要とする単純な 2 サーバー インスタンス フェールオーバー クラスター

が構成されます: 

 SAN、NAS、または Windows Storage Serverなど、共有記憶域のある 2 ノード フェールオーバー ク

ラスタ構成で実行している 2 台の Windows Server 2008 R2 または Windows Server 2012 サーバー

。 

 SQL Server 2012 AlwaysOn インスタンス フェールオーバー クラスターのレプリカとなる Windows 

Server 2008 R2 で SQL Server 2012 を実行する 2 台のサーバー。SQL Server の主レプリカ インス

タンスに、構成 (MSCRM_CONFIG) および組織 (OrganizationName_MSCRM) データベースの両方が

あります。 

の詳細については、 SQL Server 2012 のどのバージョンが AlwaysOn をサポートするかについては

、高可用性 (AlwaysOn)  を参照してください。の詳細については、 SQL Server 2012 のフェールオー

バー クラスターを作成する方法については、新しい SQL サーバー フェールオーバー クラスターの

作成 (セットアップ)  を参照してください。 

 更新プログラムのロールアップ 展開した Microsoft Dynamics CRM 2011 更新プログラム ロールア

ップ 6 以降のMicrosoft Dynamics CRM 2011。 

 複数のサブネットのフェールオーバー サポートでは、Microsoft .NET Framework 4 のアップデート 

4.0.2 - ランタイム を適用する必要があります。 

 
 

Microsoft Dynamics CRM 2011 更新プログラム ロールアップ 6 以降 の更新プログラムのロー

ルアップ は Microsoft SQL Server 2012を使用する必要があります。 

Windows Server 2012の SQL Server では、Microsoft Dynamics CRM 2011 データベースのみを

サポートしています。Microsoft Dynamics CRM Server 2011、Microsoft Dynamics CRM レポー

ト拡張機能と Microsoft Dynamics CRM E-mail Router は Windows Server 2012で現在サポート

されていません。 

重要  

http://msdn.microsoft.com/en-us/library/cc645993.aspx
http://technet.microsoft.com/en-us/library/ms179530.aspx
http://technet.microsoft.com/en-us/library/ms179530.aspx
http://www.microsoft.com/en-us/download/details.aspx?id=27756
http://www.microsoft.com/en-us/download/details.aspx?id=27756
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SQL Server 2012 の AlwaysOn を有効にします。 

AlwaysOn 機能を確立する以下の手順では、Microsoft SQL Server 2012 Management Studioを使用しま

す。また、Transact-SQL または SQL Server PowerShellを使用できます。詳細については、詳細につい

ては、「AlwaysOn 可用性グループ (SQLサーバ) を使用して開始」を参照してください。 

1. SQL Server 構成マネージャーでは、主レプリカとセカンダリ レプリカで AlwaysOn 可用性グループ

を有効にします。詳細な手順については、「AlwaysOn 可用性グループの有効化」を参照してください

。Windows Server 2008で実行する SQL Server 2012 AlwaysOn を有効にするには、「修正プログラ

ムにより、Windows Server 2008 および Windows Server 2008 R2 でのクォーラム投票なしでクラスタ

ー ノードの構成が可能になる」を参照してください。 

2. SQL Server Management Studio で 

SQL Server Management Studioは、可用性のグループを作成します。つまり、構成データベースと

組織のデータベース、主レプリカとセカンダリのレプリカを指定します。詳細については、「可用性グ

ループ (SQL サーバー) の作成と構成」を参照してください。 

可用性のグループの作成 

次の手順では、Microsoft Dynamics CRM 2011 構成データベースと単一の組織のデータベースを含む

単一の SQL Server 2012 可用性グループを作成します。また、リスナーは、可用性グループに追加され

ます。 

1. 主レプリカとなる SQL Server で、SQL Server Management Studio を開始します。 

2. オブジェクト エクスプローラーで、[AlwaysOn 高可用性] を右クリックし、[新しい可用性グループ

のウィザード] をクリックします。 

3. ウィザードが表示されたら、[次へ] をクリックします。 

4. [名前の指定] ページで、可用性グループの名前 (Dynamics CRMなど) を入力し、[次へ] をクリ

ックします。 

5. [データベースの選択] ページで、MSCRM_CONFIG と OrganizationName_MSCRM データベース

を選択し、[次へ] をクリックします。 

重要  

可用性のグループへのデータベースの追加に関する、以下の要件に注意してください: 

 復旧モデルを "完全" に設定する必要があります。既定では、組織のデータベース 

(OrganizationName_MSCRM)は、"簡易" に設定されます。 

 データベースの完全バックアップが必要です。 

6. [レプリカの指定] ページで、[レプリカの追加] をクリックし、[サーバー] 名前ボックスにレプリカ 

SQL Server の名前 (この例では CRMNode2 など) を入力し、[接続] をクリックします。レプリカ 

サーバー インスタンスは [サーバー インスタンス] リストに表示されます。 

7. [Endpoints] タブをクリックし、両方のレプリカが一覧に含まれていることを確認します。SQL 

Server サービス アカウント にスクロールし、ドメイン ユーザー アカウントが指定されていること

を確認します。SQL Server サービスのドメイン ユーザー アカウントが、SQL Server のフェール

オーバー クラスタリングに必要です。 

構成データベースおよび組織のデータベースで可用性グループを作成する 

http://msdn.microsoft.com/en-us/library/gg509118.aspx
http://msdn.microsoft.com/en-us/library/ff878259.aspx
http://support.microsoft.com/kb/2494036
http://support.microsoft.com/kb/2494036
http://support.microsoft.com/kb/2494036
http://msdn.microsoft.com/en-us/library/ff878265.aspx
http://msdn.microsoft.com/en-us/library/ff878265.aspx
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8. [リスナー] タブをクリックします。可用性グループのリスナーにより、複数のサブネットのシナリ

オで、簡単にクライアント接続のフェールオーバーができます。次の情報を入力します。 

 リスナー DNS 名: リスナーの名前を入力します。 

 リスナーの作成を完了するには、ポートを指定し、[静的 IP]に [ネットワーク モード] を設定

します。IP アドレスを入力するには [追加] をクリックし [OK] をクリックします。の詳細につ

いては、 これらのプロパティの指定ついては、新しい可用性グループ ウィザードのヘルプ

をクリックします。 

[次へ] をクリックします。 

9. また、レプリカに対して追加の変更が必要か判断し、[次へ] をクリックします。詳細については、

新しい可用性グループ ウィザードのヘルプをクリックします。 

a. [データ同期の選択] ページで、データ同期方法を選択します。[フル] を選択し、すべてのレ

プリカからアクセスできるネットワーク共有を追加する必要があります。SQL Server サービ

ス アカウントには、共有するために read\write アクセス許可が必要とされることに注意して

ください。詳細については、新しい可用性グループ ウィザードのヘルプをクリックします。 

[次へ] をクリックします。 

10. 可用性新しいグループの検証チェックを実行する [検証] ページが表示されます。エラーは、可

用性のグループを作成する前に修正する必要があります。[次へ] をクリックします。 

11. [サマリ] ページで、選択が正しいことを確認し、[完成] をクリックします。 

すべてのセカンダリ レプリカで Microsoft Dynamics CRM セキュリティ グ

ループの SQL ログインを作成する 

セカンダリ レプリカで Microsoft Dynamics CRM セキュリティ グループの SQL ログインを作成します。こ

れを行うには、次の手順を実行します。 

1. SQL Server Management Studio を起動し、セカンダリ レプリカ (CRMNode2) に接続します。 

2. [セキュリティ] ノードを展開し、[ログイン] を右クリックして [新しいログイン] をクリックします。 

3. [ログイン] 名前ボックスで、[検索] をクリックし、[グループ] が [このオブジェクトの種類を選択] に

含まれていることを確認します。含まれていない場合は、[オブジェクトの種類] をクリックし、追加し

ます。DomainName \PrivReportingGroup を入力し、[名前の確認] をクリックし、名前が正しく解決す

る場合は、[OK] をクリックします。 

4. [ユーザー マッピング] ページをクリックし、MSCRM_CONFIG データベースおよびすべての 

OrganizationName_MSCRM データベースを選択し、[ログイン - 新規作成] ダイアログ ボックスで 

[OK] をクリックして、新しいログインを保存して閉じます。 

5. 次のセキュリティ グループに対して、手順 2 ～ 4 を繰り返します。 

 ReportingGroup 

 SQLAccessGroup 

MSCRMSqlClrLogin SQL ログインを作成する 

1. MSCRMSqlClrLogin SQL ログインの非対称的なキーを作成する 

すべてのセカンダリ レプリカで、次の SQL ステートメントを master データベースに対して実行し、

<path> が Microsoft.Crm.SqlClr.Helper.dll ファイルへのフォルダー パスである非対称的なキーを作
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成します。既定では、これは開発ツールのサーバーの役割がインストールされているサーバーの 

\\<serverName>\Program Files\Microsoft Dynamics CRM\Tools\ フォルダにあります。 

IF NOT EXISTS (SELECT * FROM sys.asymmetric_keys WHERE name = 

'MSCRMSqlClrKey') BEGIN EXECUTE ('CREATE ASYMMETRIC KEY 

MSCRMSqlClrKey FROM EXECUTABLE FILE 

=”<path>\Microsoft.Crm.SqlClr.Helper.dll”')END 

2. MSCRMSqlClrLogin SQL ログインを作成する 

MSCRMSqlClrLogin SQL ログインを作成するには master データベースに対して、次の SQL ステー

トメントを実行します。 

IF NOT EXISTS (SELECT * FROM sys.syslogins WHERE name = 

'MSCRMSqlClrLogin')BEGIN CREATE LOGIN MSCRMSqlClrLogin FROM 

ASYMMETRIC KEY MSCRMSqlClrKey GRANT UNSAFE ASSEMBLY TO 

MSCRMSqlClrLogin END 

Windows レジストリ内で構成データベース接続文字列を更新する 

Web アプリケーション サーバー ロールがインストールされている IIS を実行するコンピュータの Windows 

レジストリ で SQL Server の接続文字列を更新します。これを行うには、以下の手順を実行します。 

レジストリ エディタ または別の方法を使用してレジストリを不適切に変更すると、深刻な問題が

発生する可能性があります。これらの問題が発生した場合、オペレーティング システムと 

Microsoft Dynamics CRM の再インストールが必要になることがあります。マイクロソフトは、こ

れらの問題の解決を保証していません。レジストリはユーザー自身の責任において変更してく

ださい。 

1. Web アプリケーション サーバー 役割のインストール先である インターネット インフォメーション サー

ビス (IIS) を実行するコンピューターで、レジストリ エディタ を起動して、次のレジストリ サブキーを

探します。 

HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\Microsoft\MSCRM\ 

2. [configdb] を右クリックして [変更] をクリックします。 

a. Failover Partner=MSCRM_Mirror がある場合は、この値からこれを削除します。 

b. データ ソース を SQL Server インスタンス名から可用性グループのリスナー名に変更します。 

完成した接続文字列は次の例のようになります。ここで、MSCRMAG は Microsoft 

Dynamics CRM 構成データベースを含む可用性グループの可用性グループ リスナー名です。 

Data Source MSCRMAG;Initial Catalog= MSCRM_CONFIG;Integrated Security=SSPI 

リスナーの名前は SQL Server Management Studioの 可用性グループ ノード下で確認

できます。 

c. Microsoft Dynamics CRM 展開が複数のサブネットで実行されている場合は、接続文字列を作

成するために configdb 値の末尾に ; multisubnetfailover=true を追加します。 

警告  

ヒント  
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複数のサブネットの完全 configdb の値は、次のように表示されている必要があります: 

Data Source MSCRMAG;Initial Catalog= MSCRM_CONFIG;Integrated 

Security=SSPI;multisubnetfailover=true 

3. [OK] をクリックし、レジストリ エディタを閉じます。 

組織のデータベースの接続文字列を更新する 

構成データベースを更新して、クライアント接続文字列の可用性グループ リスナー名を指定します。これ

を行うには、組織の (OrganizationName_MSCRM) データベースに対し、次の更新ステートメントを実行し

ます。 

次の更新ステートメントを実行する前に、Microsoft Dynamics CRM 組織のデータベース 

(OrganizationName_MSCRM) をバックアップします。 

Update Organization set ConnectionString = 'Provider=SQLOLEDB;Data Source=AG_Listener_Name;Initial 

Catalog=OrganizationName_MSCRM;Integrated Security=SSPI' where DatabaseName = 'Organization_MSCRM' 

 AG_Listener_Name を、Microsoft Dynamics CRM 組織のデータベースが配置される可用性グループ 

リスナーの名前に変更します。 

 OrganizationName_MSCRM を、組織のデータベースの名前に変更します。 

 複数のサブネットを実行している場合は、ステートメントを実行する前に、接続文字列の末尾に、次

のエントリを追加します。 

;multisubnetfailover=true (次のステートメントなど) 

Update Organization set ConnectionString = 

'Provider=SQLOLEDB;Data Source=AG_Listener_Name;Initial 

Catalog=OrganizationName_MSCRM;Integrated 

Security=SSPI;multisubnetfailover=true' where DatabaseName = 

'Organization_MSCRM' 

IIS および Microsoft Dynamics CRM サービスの再起動 

これらの変更を行った後、Web アプリケーション サーバー 役割を実行しているコンピューターで IIS をリ

セットします。 

すべてのアクティブな Microsoft Dynamics CRM ユーザーは切断されている状態です。 

これを行うには、[スタート] ボタンをクリックし、[ファイル名を指定して実行] をクリックします。[開く] ボッ

クスで、iisreset と入力して、[OK] をクリックします。 

Microsoft Dynamics CRM Server 2011 機能がインストールされているすべてのサーバーの展開で、す

べての Microsoft Dynamics CRM サービスを再起動します。 

警告  

警告  
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フェールオーバーの可用性グループとテストを監視する 

Microsoft SQL Server 2012 Management Studio には、可用性のグループの状態を確認して、手動で簡

単にフェールオーバーを実行する機能が含まれます。 

1. SQL Server Management Studio を開始して、可用性グループの主レプリカである SQL Server 

のインスタンスに接続します。 

2. SQL Server Management Studioで、[可用性グループ] を展開し、Microsoft Dynamics CRM 用

に作成した可用性グループを右クリックし、[ダッシュボードの表示] をクリックします。 

ダッシュボードでは、すべてのレプリカと同期の状態を表示します。可用性グループの任意のレプリカが

らダッシュボードを表示できることに注意してください。 

1. Microsoft Dynamics CRM が可用性グループに接続できることを確認します。たとえば、Internet 

Explorerを起動し、Microsoft Dynamics CRM 組織の URL に接続します。 

2. 前の手順で説明されてしたダッシュボードから、フェールオーバー プロセスを開始するには [フ

ェールオーバーのウィザードを開始] をクリックします。 

3. ウィザードの指示に従って、フェールオーバーを完了します。 

フェールオーバーが完了すると、主レプリカはセカンダリ レプリカに、セカンダリ レプリカは、主

レプリカになります。 

4. Microsoft Dynamics CRM 組織に接続された Web ブラウザを切り替えて、アプリケーションのど

こかをクリックして新しい主レプリカにシームレスに接続できることを確認します。 

元の主レプリカとセカンダリ レプリカへ切り替え、新しいレプリカで手動のフェールオーバーの手順を実

行します。 

既知の問題 

このセクションでは、SQL Server AlwaysOn のフェールオーバー クラスター インスタンスと可用性のグル

ープの Microsoft Dynamics CRM データベースを構成する際に発生する可能性のある問題について説

明します。 

展開マネージャの組織機能の一部はフェールオーバーの後に動作しなくなる 

1 つ以上の組織のデータベースの可用性グループを使用する SQL Server 2012 フェールオーバーの後

、次のような特定の Microsoft Dynamics CRM 展開マネージャー 組織の操作が行えなくなります。 

 組織の編集。組織の変更を行うと、エラー メッセージが返されます。 

 組織プロパティ。組織のプロパティを表示しようとすると、エラー メッセージが返されます。 

 機能参照および更新機能は表示されません。 

可用性グループの状態を表示する 

フェールオーバーをテストする 



 

 75 

この問題は、展開マネージャー が SQL Serverを探して接続するために、構成データベースの組織表の 

SQLServerName 列を使用するために発生します。値はフェールオーバー以前に 元の SQL Server 主レ

プリカを含んでいましたが、フェールオーバーが発生する時点では新しい主レプリカに更新されません。 

この問題を回避するには、フェールオーバーが発生した後に、新しい主レプリカを参照する 

SQLServerName 値を手動で更新できます。これを行うには、以下の SQL クエリを実行します。ここで、

New_Primary とは新しいプライマリ レプリカのSQL Server のインスタンスで、Old_Primary とはフェール

オーバーの前の元の主レプリカである SQL Server のインスタンス名です。 

次の SQL クエリは、展開内のすべての組織のデータベースを SQL Server の同じインスタンス

に設定します。 

 

Update MSCRM_CONFIG.dbo.Organization set SQLServerName='New_Primary' where SQLServerName='Old_Primary' 

関連項目 
Microsoft Dynamics CRM Server 2011 のインストール手順 

フェールオーバー クラスターの詳細な手順: 2 ノードのファイル サーバーのフェールオーバー クラスター

の構成 

Microsoft Dynamics CRM 2011 E-mail Router のイ

ンストール手順 

ここで説明する内容は、Microsoft Dynamics CRM Online および設置型バージョンの Microsoft 

Dynamics CRM 2011 に適用されます。 Microsoft Dynamics CRM E-mail Router は、Microsoft 

Dynamics CRM 2011 または Microsoft Dynamics CRM Online および Microsoft Exchange Server 2003

、Microsoft Exchange Server 2007、Microsoft Exchange Server 2010、Microsoft Exchange Online、

SMTPまたは POP3 に準拠した電子メール サーバーです。E-mail Router をインストールすると、

Microsoft Dynamics CRM システムへの電子メール メッセージの転送、およびユーザーが Microsoft 

Dynamics CRM システムで作成した送信電子メール メッセージの送信が行われます。 

Microsoft Dynamics CRM では、電子メール メッセージがアクティビティ レコードとして格納されます。こ

れらの電子メール アクティビティ レコードは Microsoft Dynamics CRM データベースに格納され、電子メ

ール メッセージのコンテンツ (メッセージのテキストや件名行など)、および他の Microsoft 

Dynamics CRM レコードとの関連付けが含まれています。 

たとえば、営業担当者がサポート案件に関して顧客に返信すると、メッセージのテキストと、電子メール 

アクティビティ レコードを適切なサポート案件レコードに関連付ける情報が含まれた電子メール アクティ

ビティ レコードが作成されます。 

詳細については、『計画ガイド』の「Planning e-mail integration」を参照してください。 

警告  

メモ  

http://technet.microsoft.com/en-us/library/cc731844(WS.10).aspx
http://technet.microsoft.com/en-us/library/cc731844(WS.10).aspx
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前提条件のリストについては、『計画ガイド』の「Microsoft Dynamics CRM E-mail Router 

software requirements」を参照してください。 

このセクションの内容 
 概要 

 E-mail Router とルール展開ウィザードのインストール 

 E-mail Router に関する問題のトラブルシューティング 

関連項目 
ダウンロード: Microsoft Dynamics CRM 2011 E-mail Router 

Microsoft Dynamics CRM Server 2011 のインストール手順 

概要 

Microsoft Dynamics CRM 2011 および Microsoft Dynamics CRM Online には、次の電子メール処理機

能があります。 

 Microsoft Office Outlook 用 Microsoft Dynamics CRM では、各ユーザーの送受信電子メール メッ

セージを処理できます。E-mail Router は必要ありません。 

 E-mail Router は受信メッセージと送信メッセージの両方をルーティングします。 

 E-mail Router は、受信メッセージについて POP3 電子メール システムをサポートし、送信メッセー

ジについて SMTP 電子メール システムをサポートします。 

 E-mail Router を使用する場合、Microsoft Dynamics CRM 電子メール メッセージは非同期で送信さ

れます。 

このセクションでは、電子メール システムのオプションと構成について説明します。 

関連項目 
Microsoft Dynamics CRM 2011 E-mail Router のインストール手順 

E-mail Router 

E-mail Router 

E-mail Router は次のタスクを実行します。 

 受信電子メール メッセージを Microsoft Dynamics CRM にルーティングする。 

 Microsoft Dynamics CRM から生成された電子メール メッセージを送信する。 

http://www.microsoft.com/en-us/download/details.aspx?id=27818
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E-mail Router は、Outlook 用 Microsoft Dynamics CRM を使用しないユーザーまたはキューに必要で

す。E-mail Router は、Microsoft Windows オペレーティング システムのさまざまなバージョンにインスト

ールできます。サポートされている Windows バージョンのリストについては、『計画ガイド』の「Microsoft 

Dynamics CRM E-mail Router software requirements」を参照してください。E-mail Router をインストー

ルするコンピューターは、Microsoft Exchange Server または POP3/SMTP 電子メール サーバーに接続

されている必要があります。 

E-mail Router には次のコンポーネントが含まれます。 

 E-mail Router サービス ("Microsoft CRM Email Router") および E-mail Router 構成ファイル。 

 E-mail Router 構成マネージャー。このウィザードを使用して E-mail Router サービスを構成します。 

 ルール展開ウィザード。このウィザードを使用すると、ユーザーまたはキューのメールボックスから転

送用メールボックスに電子メール メッセージをルーティングする際に使用するルールを展開できます

。ルール展開ウィザードは、POP3/SMTP 電子メール サーバーには対応していません。詳細につい

ては、 このガイドの「E-mail Router の構成」の "受信トレイ ルールの展開" を参照してください。 

IPM.Note で始まるメッセージ クラス タイプだけが Microsoft Dynamics CRM で追跡されて保存

されます。既知のメッセージ クラス タイプの一覧については、「Office Dev Center: Item Types 

and Message Classes (Office ディベロッパー センター: アイテムとメッセージ クラス)」を参照して

ください。 

関連項目 
概要 

E-mail Router とルール展開ウィザードのインストール 

E-mail Router とルール展開ウィザードのインストー

ル 

E-mail Router とルール展開ウィザードをインストールするには、Microsoft Dynamics CRM E-mail 

Router セットアップを実行します。E-mail Router およびルール展開ウィザードをインストールするには、

このセクションの手順に従ってください。 

E-mail Router の前のバージョンがインストールされている場合は、このセクションで説明されて

いる手順は実行しないでください。代わりに、このガイドの「E-mail Router のアップグレード」を

参照してください。 

Microsoft Update から最新の更新プログラムと修正プログラムを自動的にインストールすること

で Microsoft Dynamics CRM 展開を最新の状態に保ってください。Microsoft ダウンロード セン

重要  

重要  

メモ  

http://msdn.microsoft.com/en-us/library/office/bb176446(v=office.12).aspx
http://msdn.microsoft.com/en-us/library/office/bb176446(v=office.12).aspx
http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkId=165705
http://go.microsoft.com/fwlink/?linkid=202394
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ターで更新プログラムを検索することもできます。Microsoft Update を選択すると、推奨される

更新プログラムを管理者のアクセス許可なしに自動的にインストールできます。 

1. インストール タスク 1: E-mail Router と、オプションでルール展開ウィザードをインストールしま

す。詳細については、下記の「E-mail Router のインストール」を参照してください。 

2. インストール タスク 2: E-mail Router を構成します。詳細については、『Microsoft Dynamics 

CRM 2011 インストール ガイド』の「E-mail Router の構成」を参照してください。 

3. インストール タスク 3: (オプション) 受信トレイ ルールを展開します。詳細については、『

Microsoft Dynamics CRM 2011 インストール ガイド』の「E-mail Router の構成」にある「受信トレ

イ ルールの展開」を参照してください。 

Microsoft Dynamics CRM Server セットアップ で受信電子メール サーバーを指定しなかった場

合は、E-mail Router サービスを実行するサービス アカウントを PrivUserGroup セキュリティ グ

ループに手動で追加する必要があります。PrivUserGroup セキュリティ グループは Microsoft 

Dynamics CRM Server セットアップで作成されます。このグループにメンバーを追加する手順に

ついては、『Microsoft Dynamics CRM 2011 インストール ガイド』の「E-mail Router に関する問

題のトラブルシューティング」を参照してください。 

E-mail Router のインストール 

1. Microsoft Dynamics CRM E-mail Router のハードウェア要件と Microsoft Dynamics CRM E-

mail Router のソフトウェア要件に指定されている E-mail Router の要件を満たします。 

2. ローカル管理者特権を持つドメイン ユーザーとして EXBE01 にログオンします。 

3. 適切なインストール ファイルを取得し、実行します。 

 ネットワークまたは DVD からインストールするには、適切なインストール フォルダー (64 ビ

ットの場合は ..\EmailRouter\amd64、32 ビットの場合は ..\EmailRouter\i386) を開き、

SetupEmailRouter.exe ファイルを実行します。 

 Web からインストールするには、ダウンロード ページ (Microsoft Dynamics CRM 2011 E-

mail Router) を開き、実行可能ファイルをダウンロードして実行します。 

メモ  

ダウンロード サイトには、選択できる実行可能ファイルが表示されます。64 ビット 

コンピューターにインストールする場合は DynamicsCRMEmail_1033_amd64.exe と

いうような名前のファイルを選択します。32 ビット コンピューターにインストールす

る場合は DynamicsCRMEmail_1033_i386.exe というような名前のファイルを選択し

ます。 

4. [セキュリティ警告] ダイアログ ボックスが表示されたら、[実行] をクリックします。 

5. [Microsoft Dynamics CRM 2011 E-mail Router セットアップへようこそ] ページで、E-mail 

E-mail Router を設定するには 

重要  

EXBE01 という名前のサーバーに E-mail Router をインストールするには 

http://go.microsoft.com/fwlink/?linkid=202394
http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkId=202466
http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkId=202466
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Router セットアップを更新するかどうかを選択します。[Microsoft Dynamics CRM の更新プログ

ラムを取得する] をクリックすることをお勧めします。[次へ] をクリックします。 

6. [使用許諾契約書] ページで情報を確認し、使用許諾契約書に同意する場合は [この使用許諾

契約書に同意する] をクリックし、[同意する] をクリックします。 

7. 必須コンポーネントが足りない場合は、[必須コンポーネントのインストール] ページが表示され

ます。このページが表示されない場合、すべての必要なコンポーネントがインストールされてお

り、インストール手順で次の手順をスキップできます。 

必要なコンポーネントが表示されている場合は、それらをすぐにインストールできます。[インスト

ール] をクリックします。コンポーネントがインストールされると、状態列が [インストールされて

いません] から [インストール済み] に変わります。[次へ] をクリックして続行します。 

メモ  

これらのコンポーネントは、E-mail Router をインストールする前に必要です。セットアッ

プを終了してコンポーネントを手動でインストールするか、または [インストール] を選

択できます。該当するコンポーネントがインストールされていることがセットアップで検

出されるまで、このページの [次へ] ボタンは使用できません。 

セットアップでは、必須コンポーネント セットアップ バイナリ ファイルがコンピューターに

ない場合、インターネット接続が必要となることがあります。 

特定のコンポーネントのインストールでコンピューターの再起動が必要となる場合、コン

ピューターは自動的に再起動されません。セットアップで必須コンポーネントがインスト

ールされた後は、ユーザー入力待ちの状態になります。この時点で、セットアップ プロ

セスを終了してコンピューターを再起動し、再度 SetupEmailRouter.exe を実行して E-

mail Router のインストールを続行します。 

8. [Router のコンポーネントの選択] ページで次のオプションの一方または両方を選択し、[次へ] 

をクリックします。 

9. Microsoft Dynamics CRM E-mail Router サービス。このオプションを選択すると、E-mail Router 

サービスと E-mail Router 構成マネージャーがインストールされます。 

 ルール展開ウィザード.このオプションを選択すると、ルール展開ウィザードがインストールさ

れます。オプションで、Exchange Server の Active Directory ドメインに属する任意のコンピ

ューターにこのウィザードをインストールできます。 

注意  

[Router のコンポーネントの選択] ページで、既にインストールされているコンポーネン

トのオプションの選択を解除すると、そのコンポーネントはアンインストールされます。 

10. [インストール先の選択] ページで、既定のファイル インストール ディレクトリを受け入れるか、

または[参照] をクリックして別の場所を指し示してから、[次へ] をクリックします。 

11. [システムのチェック] ページが表示されます。このページには、E-mail Router の正常なインスト

ールに必要なすべてのシステム要件が記載されています。インストールを続行するには、検証

エラーを修正する必要があります。問題の修正に時間がかかる場合は、この時点でセットアップ

をキャンセルし、問題を修正してから再度セットアップを開始してください。検証エラーがなけれ

ば、[次へ] をクリックします。 

12. [インストールの準備ができました] ページが表示されます。選択したインストール項目を確認し

ます。選択項目を変更する場合は [戻る] をクリックします。今すぐインストールする場合は [イ
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ンストール] をクリックします。 

13. E-mail Router セットアップでファイルのインストールが終了したら、[完了] をクリックします。 

E-mail Router と ルール展開ウィザード の実行に必要な

最小限のアクセス許可 
 E-mail Router の場合、次の条件を満たす必要があります。 

 E-mail Router を実行しているアカウントは LocalSystemAccount である必要があります。 

 E-mail Router サービスが実行されているコンピューターは、PrivUserGroup グループに追加す

る必要があります。 

 ルール展開ウィザードの場合、以下の条件を満たす必要があります。 

 ユーザーは、セキュリティ ロールを持つ Microsoft Dynamics CRM ユーザーとしてログオンした

に違いありません。 

 ユーザーは、ウィザードが実行されているコンピューターのローカル管理者である必要がありま

す。 

 ユーザーは Exchange Server に対する管理者権限が必要です。 

関連項目 
E-mail Router 

E-mail Router のアップグレード 

E-mail Router のアップグレード 

インストール済みの E-mail Router を Microsoft Dynamics CRM 4.0 から Microsoft Dynamics CRM 2011 

にアップグレードするには、最初に、E-mail Router で使用されている状態ファイルをバックアップし、その

後で E-mail Router をインストールします。次のタスクを順に実行します。 

アップグレード タスク 1: E-mail Router 状態ファイルおよびスマート マッチング設定をバックアップし、使

用します。詳細については、下記の「E-mail Router 状態ファイルのバックアップと使用」を参照してくださ

い。 

アップグレード タスク 2: Microsoft Dynamics CRM 2011 E-mail Router をインストールします。詳細につ

いては、下記の「E-mail Router を Microsoft Dynamics CRM 2011 にアップグレード」を参照してください

。 

このトピックの内容 
E-mail Router と Microsoft Dynamics CRM の両方をアップグレード 

E-mail Router 状態ファイルとスマート マッチング設定のバックアップおよび使用 

E-mail Router を Microsoft Dynamics CRM 2011 にアップグレード 
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E-mail Router と Microsoft Dynamics CRM の両方をアッ

プグレード 
E-mail Router と Microsoft Dynamics CRM の両方をアップグレードする場合、次の順序でアップグレー

ド作業を実行します。 

1. Microsoft Dynamics CRM E-mail Router サービスを停止します。そのためには、[スタート] メニ

ューで「services.msc」と入力してから ENTER キーを押すか、[ファイル名を指定して実行] をク

リックして「services.msc」と入力してから ENTER キーを押します。[Microsoft Dynamics CRM E-

mail Router] サービスを右クリックし、[停止] をクリックします。 

2. Microsoft Dynamics CRM 4.0 Server を Microsoft Dynamics CRM Server 2011 にアップグレー

ドします。詳細については、 Microsoft Dynamics CRM 2011 インストール ガイド の Microsoft 

Dynamics CRM 4.0 からのアップグレード を参照してください。 

3. Microsoft Dynamics CRM 2011 E-mail Router をインストールします。 

 Microsoft Dynamics CRM 4.0 E-mail Router が既にインストールされている場合は、下記

の説明に従って Microsoft Dynamics CRM 2011 E-mail Router にアップグレードします。 

 Microsoft Dynamics CRM 4.0 E-mail Router がインストールされていない場合は、『

Microsoft Dynamics CRM 2011 インストール ガイド』の「E-mail Router とルール展開ウィザ

ードのインストール」の説明に従って Microsoft Dynamics CRM 2011 E-mail Router をイン

ストールします。 

4. Microsoft Dynamics CRM 2011 E-mail Router へのアップグレードが完了した後、Microsoft 

Dynamics CRM E-mail Router サービスの再起動が必要な場合があります。そのためには、サ

ービスの一覧で [Microsoft Dynamics CRM E-mail Router] を右クリックし、[スタート] をクリック

します。 

E-mail Router 状態ファイルとスマート マッチング設定の

バックアップおよび使用 
Microsoft Dynamics CRM 2011 E-mail Router へのアップグレードを行う前に、E-mail Router の状態が

保存されているファイルをバックアップすることをお勧めします。次に説明する手順に従って、このような

ファイルをバックアップしておき、新しいバージョンの E-mail Router へのアップグレードが失敗した場合

は、そのファイルを使用して回復します。 

1. <ドライブ:>\Program Files\Microsoft CRM Email\Service\ フォルダーで、次のファイルを探しま

す。 

 Microsoft.Crm.Tools.EmailAgent.Configuration.bin 

 Microsoft.Crm.Tools.EmailAgent.SystemState.xml 

 Microsoft.Crm.Tools.EmailAgent.xml 

 

E-mail Router 状態ファイルをバックアップし、使用するには 
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 Microsoft.Crm.Tools.Email.Management.config 

 EncryptionKey.xml 

2. そのファイルを安全な場所にコピーしておきます。 

3. HKEY_LOCAL_MACHINE\Software\Microsoft\MSCRM Windows レジストリにある電子メールの

スマート マッチング関連付けの設定を変更していた場合、Microsoft Dynamics CRM 2011 アプ

リケーションの [システムの設定] 領域で適切な変更を行う必要があります。スマート マッチン

グ設定は Windows レジストリでは維持されなくなるため、アプリケーションで変更する必要があ

ります。Microsoft Dynamics CRM 2011 でスマート マッチング設定を変更する方法の詳細につ

いては、Microsoft Dynamics CRM ヘルプを参照してください。サブキー名とその既定値は、次

のとおりです。 

 HashFilterKeywords.^[\s]*([\w]+\s?:[\s]*)+ 

 HashMaxCount.20 

 HashDeltaSubjectCount.0 

 HashMinAddressCount.2 

4. Microsoft Dynamics CRM 2011 E-mail Router にアップグレードします。詳細については、下記

の手順「EXBE01 という名前のサーバーにある E-mail Router をアップグレードするには」を参

照してください。 

5. E-mail Router のアップグレードが正常に実行されたら、バックアップ ファイルを破棄し、手順を

終了します。E-mail Router のアップグレードが失敗した場合は、引き続き次の手順を実行してく

ださい。 

1. アップグレードが失敗した場合は、E-mail Routerをアンインストールする必要があります。詳細

については、 Microsoft Dynamics CRM 2011 インストール ガイド の E-mail Router のアンイン

ストール、変更、修復 を参照してください。 

2. Microsoft Dynamics CRM 4.0 E-mail Router を再インストールします。 

3. 今回のアップグレードを試みる前にインストールされていた Microsoft Dynamics CRM 更新プロ

グラムのロールアップをすべて再インストールします。詳細については、「Microsoft Dynamics 

CRM 4.0 更新プログラムおよび修正プログラム」を参照してください。 

メモ  

前に Microsoft Dynamics CRM 2011 更新プログラム ロールアップ 7 以降をインストー

ルしていた場合は、Microsoft Dynamics CRM 2011 更新プログラム ロールアップ 7 よ

り前の個別の Microsoft Dynamics CRM 更新プログラムのロールアップを再インストー

ルする必要はありません。Microsoft Dynamics CRM 2011 更新プログラム ロールアッ

プ 7 を再インストールした後で、E-mail Router のアップグレードを試みる前に代わりに

、インストールされていた最新の Microsoft Dynamics CRM 更新プログラムのロールア

ップ (Microsoft Dynamics CRM 2011 更新プログラムのロールアップ 9 など) を再イン

ストールします。 

4. E-mail Router サービスを停止します。詳細については、 Microsoft Dynamics CRM 2011 インス

トール ガイド の 受信電子メールの構成に関する問題 にある "サービスを停止するには" を参

照してください。 

アップグレードが失敗した場合 

http://go.microsoft.com/fwlink/?linkid=130724
http://go.microsoft.com/fwlink/?linkid=130724
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5. バックアップしておいたファイルを Microsoft Dynamics CRM 4.0 E-mail Router のインストール

場所にコピーします。(これは、元のインストール場所 (<drive>:\Program Files\Microsoft CRM 

Email\Service) と同じでもかまいません)。 

6. E-mail Router サービスを開始します。詳細については、 Microsoft Dynamics CRM 2011 インス

トール ガイド の 受信電子メールの構成に関する問題 にある "サービスを開始するには" を参

照してください。 

E-mail Router を Microsoft Dynamics CRM 2011 にアッ

プグレード 

1. Microsoft Dynamics CRM E-mail Router のハードウェア要件と Microsoft Dynamics CRM E-

mail Router のソフトウェア要件に指定されている E-mail Router の要件を満たします。 

2. ローカル管理者特権を持つドメイン ユーザーとして EXBE01 にログオンします。 

3. 適切なインストール ファイルを取得し、実行します。 

 ネットワークまたは DVD からインストールするには、適切なインストール フォルダー 

(EmailRouter\amd64 または EmailRouter\i386) を開いて、SetupEmailRouter.exe ファイル

を実行します。(64 ビット コンピューターにインストールするには、EmailRouter\amd64 フォ

ルダーにあるセットアップ ファイルを使用します。32 ビット コンピューターにインストールす

るには、EmailRouter\i386 フォルダーにあるセットアップ ファイルを使用します。) 

 Web からインストールするには、ダウンロード ページ (Microsoft Dynamics CRM 2011) を

開き、実行可能ファイルをダウンロードして実行します。 

メモ  

ダウンロード サイトには、選択できる実行可能ファイルが表示されます。64 ビット 

コンピューターにインストールする場合は DynamicsCRMEmail_1033_amd64.exe と

いうような名前のファイルを選択します。32 ビット コンピューターにインストールす

る場合は DynamicsCRMEmail_1033_i386.exe というような名前のファイルを選択し

ます。 

4. [セキュリティ警告] ダイアログ ボックスが表示されたら、[実行] をクリックします。 

5. [Microsoft Dynamics CRM 2011 E-mail Router セットアップへようこそ] ページで、E-mail 

Router セットアップを更新するかどうかを選択します。[Microsoft Dynamics CRM の更新プログ

ラムを取得する] をクリックすることをお勧めします。[次へ] をクリックします。 

6. [使用許諾契約書] ページで情報を確認し、使用許諾契約書に同意する場合は [この使用許諾

契約書に同意する] をクリックし、[同意する] をクリックします。 

7. [Router のコンポーネントの選択] ページで [次へ] をクリックします。 

8. [システムのチェック] ページが表示されます。このページには、E-mail Router の正常なインスト

ールに必要なすべてのシステム要件が記載されています。インストールを続行するには、検証

エラーを修正する必要があります。問題の修正に時間がかかる場合は、この時点でセットアップ

をキャンセルし、問題を修正してから再度セットアップを開始してください。検証エラーがなけれ

ば、[次へ] をクリックします。 

EXBE01 という名前のサーバーにある E-mail Router をアップグレードするには 

http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkId=202466
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9. [アップグレードする準備ができました] ページが表示されます。選択したインストール項目を確

認します。選択項目を変更する場合は[戻る] をクリックします。E-mail Router を今すぐアップグ

レードする場合は [アップグレード] をクリックします。 

10. E-mail Router セットアップが終了したら、[完了] をクリックします。 

それまでインストールされていた E-mail Router の構成設定が保持されます。構成設定を変更するには

、E-mail Router 構成マネージャー を実行します。詳細については、 Microsoft Dynamics CRM 2011 イ

ンストール ガイド の E-mail Router の構成 を参照してください。 

関連項目 
E-mail Router とルール展開ウィザードのインストール 

E-mail Router の構成 

E-mail Router の構成 

ここで説明する内容は、Microsoft Dynamics CRM 2011 の設置型展開 と Microsoft Dynamics CRM 

Online の両方に適用されます。特定の展開についての内容は注記します。 

E-mail Router をインストールしたら、その構成を行うことができます。この構成作業の中には必須の作

業もあります。次の機能を有効化するために行う構成作業はオプションです。 

構成タスク 1: E-mail Router 構成マネージャーを使用して、プロファイルを設定し、(オプションで) 展開を

設定します。詳細については、 このトピックの後半にある "E-mail Router 構成マネージャー" 

構成作業 2: Microsoft Dynamics CRM ユーザーは、着信する電子メールんのアクセスの種類を "E-mail 

Router" に設定する必要があります。詳細については、 このトピックの後半にある "電子メール アクセ

スの種類の設定"。 

構成タスク 3: (省略可) 構成で、ルールを展開することができます。詳細については、 このトピックの後

半の "受信トレイ ルールの展開" を参照してください。 

構成タスク 4: (省略可) 構成で、転送用メールボックスを設定することができます。詳細については、 こ

のトピックの後半の "転送用メールボックスの設定" を参照してください。 

このトピックの内容 
E-mail Router 構成マネージャー 

ユーザー資格情報のセキュリティ保護 

電子メール アクセスの種類の設定 

受信トレイ ルールの展開 

転送用メールボックスの設定 
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E-mail Router 構成マネージャー 
E-mail Router 構成マネージャーは、E-mail Router を構成するために使用するツールです。E-mail 

Router 構成マネージャーは E-mail Router と共にインストールされ、E-mail Router セットアップの完了

後に実行できます。 

E-mail Router 構成マネージャー を使用して構成された E-mail Router の設定は、

Microsoft.Crm.tools.EmailAgent.xml ファイルに保存されます。このファイルは、E-mail Router がインスト

ールされているフォルダーにあります。 

E-mail Router には複数のオプションがあります。E-mail Router 構成マネージャーを実行する前に、これ

らのオプションの構成方法を決定する必要があります。 

 受信の構成。Microsoft Dynamics CRM E-mail Router は、受信する電子メール メッセージのために

、Exchange Server 2003 2003、Exchange Server 2007 2007、Exchange Server 2010 2010、

Exchange Online、または POP3 電子メール システムをサポートします。 

 送信の構成。Microsoft Dynamics CRM は、送信する電子メール メッセージのために、Exchange 

Online または SMTP 電子メール システムのみをサポートします。 

 監視するメールボックスの種類。次の 2 種類のメールボックスを構成できます。 

 転送用メールボックス。E-mail Router 構成マネージャー の実行時に転送用メールボックスを選

択すると、E-mail Router では、電子メール メッセージの処理に単一のメールボックスが使用さ

れます。その後、電子メール メッセージを受信する Microsoft Dynamics CRM ユーザーまたは

キューごとに、ルール展開ウィザードを実行して、ユーザーまたはキューに対するルールを作成

する必要があります。 

 E-mail Router。電子メール メッセージを添付ファイルとして転送できるが、ルールが電子メール 

システムで許可されていない場合は、E-mail Router の設定を使用するように各ユーザーを構

成する必要があります。Exchange Server を使用している場合は、[転送用メールボックスの監

視] を使用することをお勧めします。 

E-mail Router のオプションの詳細については、「計画ガイド」のPlanning Deploymentを参照してください

。また、E-mail Router 構成マネージャーのヘルプも参照してください。このヘルプは、[構成プロファイル] 

の [ヘルプ]、または E-mail Router 構成マネージャーの [展開] タブをクリックすることにより表示できま

す。 

E-mail Router 構成マネージャーを起動するには、[スタート] ボタンをクリックし、[すべてのプログラム]、

[Microsoft Dynamics CRM E-mail Router] の順にポイントして、[Microsoft Dynamics CRM E-mail 

Router 構成マネージャー] をクリックします。 

構成プロファイル 

E-mail Router を使用して Microsoft Dynamics CRM 組織との間で電子メールをルーティングできるよう

にするには、受信電子メール プロファイルと送信電子メール プロファイルをそれぞれ 1 つ以上構成する

必要があります。組織の電子メール システムが複雑な場合は、複数の受信構成プロファイルおよび送

信構成プロファイルの作成が必要な場合があります。たとえば、複数の電子メール サーバー用に受信 

E-mail Router サービスを必要とする組織では、1 つの電子メール サーバーに対して 1 つの受信構成プ

ロファイルを作成する必要があります。 

重要  
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Exchange Online にアクセスするときのパフォーマンス調整により、プロファイルが Exchange 

Online 用にも構成されている場合は、Microsoft Exchange Server の設置型展開 または POP3 

アカウントを使用するように E-mail Router を構成しないでください。Exchange Online と 

Exchange Server 設置型または POP3 電子メール サーバーの両方と通信を行う必要がある場

合は、E-mail Router の複数のインスタンスを使用してください (E-mail Router のインスタンスは

、1 台のコンピューターに 1 つのみインストールできます)。同じ E-mail Router インスタンスの複

数のプロファイルを使用しての Exchange Server 設置型 および POP3 電子メール サーバーへ

の接続はサポートされています。 

認証の種類 

E-mail Router が使用する認証の種類を、送受信電子メール プロファイルごとに指定する必要がありま

す。 

Exchange Server の場合、受信プロファイルでサポートされる認証は Windows の認証のみです。POP3 

準拠サーバーの場合、受信プロファイルは NTLM およびクリア テキスト認証をサポートします。 

Exchange Server で POP3 プロトコルを使用するように E-mail Router を構成できます。ただし、

Exchange Server POP3 サービスは既定で無効になっています。POP3 を有効にする方法につ

いては、Exchange Server のドキュメントを参照してください。 

クリア テキスト認証では、ユーザー名とパスワードが暗号化されずに送信されます。クリア テキ

スト認証を使用する場合は、常に Secure Sockets Layer (SSL) を使用することをお勧めします

。[SSL を使用] を選択し、環境に応じた適切な値を [ネットワーク ポート] フィールド ([詳細設定

] タブ) に設定します。(Exchange Online を指定する場合、[SSL を使用] オプションは使用でき

ません。これは、Exchange Online には、https 接続でしか接続できないためです。)POP3 サー

バー要件を電子メール管理者に確認してください。 

受信電子メールの処理に使用する電子メール サーバーの種類に応じて、次のいずれかの認証の種類

を選択します。 

匿名 SMTP は、インターネットに接続しない内部 SMTP サーバーに対してのみ有効です。多く

の SMTP サーバーは、匿名認証をサポートしません。E-mail Router からの電子メール フロー

が中断しないように、SMTP サーバー要件を電子メール管理者に確認してください。 

 Windows 認証: この認証の種類は、受信電子メールに Microsoft Exchange Server を使用する場合

にのみ使用できます。 

 NTLM : このオプションは、受信電子メールに POP3 準拠サーバーを使用する場合にのみ使用でき

ます。 

 クリア テキスト: このオプションは、受信電子メールに POP3 準拠サーバーまたは Microsoft 

Exchange Online を使用する場合にのみ使用できます。Microsoft Exchange Online の場合は、この

認証の種類のみ使用できます。 
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アクセス資格情報 

他の構成プロファイル オプションの設定方法によっては、以下のオプションを使用して、プロファイルで

提供される各メールボックスにアクセスするために E-mail Router が使用するユーザー名とパスワードを

指定できます。 

電子メール サーバーに対しては有効であっても特定のメールボックスに対しては有効ではない

アクセス資格情報を使用した場合、アクセスをテストするとき "401 アクセス拒否" エラーが発生

します。 

受信プロファイルは以下のアクセス資格情報をサポートします。 

 ローカル システム アカウント :このオプションを使用するには、E-mail Router が実行されているコン

ピューターと、Microsoft Exchange Server が実行されているコンピューターとの間で、信頼関係が必

要です。受信プロファイルの場合、このオプションは Exchange Server に対してのみ使用できます 

(Exchange Online や他の POP3 準拠電子メール サーバーには使用できません)。 

 ユーザー指定: 

このオプションは製品の設置型バージョンでのみ使用できます。このオプションは、すべての電子メ

ール サーバーの種類、プロトコル、および認証の種類で使用できます。 

このオプションを指定した場合、各ユーザーはユーザー名とパスワードを [個人用オプションの設定] 

ダイアログ ボックス (Microsoft Dynamics CRM Web クライアントの [ワークプレース] セクションから

アクセス可能) で入力する必要があります。これにより、E-mail Router で各ユーザーのアクセス資

格情報を使用してメールボックスを監視できるようになります。ユーザーはドメイン パスワードを変

更するとき (ドメイン パスワードの有効期限が切れたときなど) に、E-mail Router で引き続きメール

ボックスを監視できるように、Microsoft Dynamics CRM でパスワードを更新する必要があります。こ

のオプションは、Exchange Server、Exchange Online、および他の POP3 準拠電子メール サーバー

で使用できます。 

 [その他の指定]:指定ユーザーの資格情報を E-mail Router での認証に使用する場合は、このオプ

ションを使用します。このオプションは、すべての電子メール サーバーの種類、プロトコル、および認

証の種類で使用できます。指定ユーザーは、受信プロファイルが対象とするメールボックスすべてに

対してフル アクセス権を持っている必要があります。複数のアクセス資格情報を指定するには、指

定ユーザーごとに個別に構成プロファイルを作成する必要があります。 

送信プロファイルは以下のアクセス資格情報をサポートします。詳細については、 the E-mail Router 構

成マネージャー のヘルプを参照してください。 

 ローカル システム アカウント.[SMTP] を電子メール サーバーの種類として選択し、E-mail Router 

が実行されるコンピューターのローカル システム アカウントを認証に使用する場合は、このオプショ

ンを選択します。このオプションを使用するには、E-mail Router が実行されているコンピューターと、

Exchange Server が実行されているコンピューターとの間で、信頼関係が必要です。詳細について

は、、「計画ガイド」の" Operating system and software component security considerations の 

"Exchange Server と Outlook のセキュリティ保護" を参照してください。このオプションを選択する場

合は、E-mail Router が Microsoft Dynamics CRM Server 2011 と同じサーバー上にインストールさ

れているか、Microsoft Dynamics CRM Server セットアップの実行時に E-mail Router のコンピュー

ター名が入力されている必要があります。このオプションは、電子メール サーバーの種類として 

[SMTP] を選択し、認証の種類として [Windows 認証] または [匿名] を選択した場合にのみ使用で

きます。 

重要  
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 ユーザー指定: 

このオプションは、Exchange サーバーの種類として Exchange Online を使用している場合に、 

Microsoft Dynamics CRMの設置型およびサービス プロバイダー エディションで使用できます。 

個々のユーザー アカウントまたはメールボックスを E-mail Router での認証に使用する場合は、こ

のオプションを使用します。 

 その他の指定: このオプションを使用すると、管理者は、指定されたユーザー アカウントのアクセス

資格情報を使用して、各ユーザーの代わりに電子メール メッセージを送信するように、E-mail 

Router を構成できます。指定ユーザーは、受信プロファイルが対象とするメールボックスすべてに

対してフル アクセス権を持っている必要があります。複数のアクセス資格情報を指定するには、指

定ユーザーごとに個別に構成プロファイルを作成する必要があります。このオプションは、電子メー

ル サーバーの種類として [SMTP] を選択し、認証の種類として [匿名] を選択した場合には使用で

きません。 

 ユーザー タイプ: [Exchange Online] を電子メール サーバーの種類として、[その他の指定] をアク

セス資格情報として選択した場合は、ユーザーの種類として [管理者] または [ユーザー] を選択す

る必要があります。1 つの資格情報セットを使用して複数のメールボックスを処理する場合、または

電子メール資格情報の異なるセットを指定して個々のメールボックスを処理する場合は、[管理者] 

を選択します。 

 アクセスの種類: [Exchange Online] を電子メール サーバーの種類として、[その他の指定] をアクセ

ス資格情報として、[管理者] をユーザーの種類として選択した場合は、[代理人アクセス] または [

代理人として送信する] のいずれかをアクセスの種類として選択する必要があります。 

[代理人アクセス] を選択すると、電子メールは "代理送信" メッセージとして送信されます

。 

[代理人として送信する] を選択すると、電子メールは "代理人送信" メッセージとして送信

されます。 

展開 

E-mail Router の構成プロファイルを Microsoft Dynamics CRM Online にリンクできます。これは必須で

はありませんが、このようにすると、他のプロファイルが割り当てられていないユーザーに構成プロファイ

ルを割り当てることができるという利点があります。 

E-mail Router を接続する Microsoft Dynamics CRM システムの種類を選択する必要があります。次の

オプションを選択できます。 

 [自分の会社]。社内で Microsoft Dynamics CRM が展開されている場合は、このオプションを選択し

ます。 

 [オンライン サービス プロバイダー]。E-mail Router が接続する展開が Microsoft Dynamics CRM 

オンライン サービス プロバイダーの展開である場合は、このオプションを選択します。 

 Microsoft Dynamics CRM Online.E-mail Router を Microsoft Dynamics CRM Online 組織に接続す

るには、このオプションを選択します。 

メモ  
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Microsoft Dynamics CRM Server 

Microsoft Dynamics CRM Server 2011 の URL を入力します。 

 社内の設置型バージョンに接続する場合は、http://myCRMServer:5555/OrganizationUniqueName 

のような形式になります。 

 サービス プロバイダーの展開に接続する場合は、サービス プロバイダーに問い合わせて、正しい 

URL を取得してください。詳細については、、Microsoft ダウンロード センター から入手できるサー

ビス プロバイダー用ドキュメントを参照してください。 

 Microsoft Dynamics CRM Online に接続する際に、組織で Microsoft アカウント を使用している場

合は、次のように入力します。 

 https://dev.crm.dynamics.com/<OrganizationName> (OrganizationName には組織の実際の ID 

を入力します)。 

 Microsoft Dynamics CRM Online に接続する際に、組織で Microsoft Office 365 を使用している場

合は、次のように入力します。 

 https://disco.crm.dynamics.com/<OrganizationName> (OrganizationName には組織の実際の 

ID を入力します)。 

Microsoft Dynamics CRM 展開の URL が正しいスペルで記述されていることを確認します。

URL の OrganizationUniqueName 部分は、Microsoft Dynamics CRM サーバーに表示されると

おりに正確に指定する必要があります。OrganizationUniqueName を判別するには、システム カ

スタマイザーの役割を持つユーザーとして Microsoft Dynamics CRM Web アプリケーションを起

動します。 [設定] をクリックし、[カスタマイズ] をクリックします。[カスタマイズ] ページで [開発

者リソース] をクリックします。OrganizationUniqueName が [組織独自の名前] ラベルの下に表

示されます。 

一度に 1 つの展開方法 

展開には 2 つの種類があります。一方には、[Microsoft Dynamics CRM Online] のみへの展開が含ま

れます。もう一方には、[自分の会社] または [オンライン サービス プロバイダー] への展開が含まれま

す。E-mail Router に対して複数の展開を定義する場合、展開の種類はすべて同じにする必要がありま

す。つまり、いずれかの種類の展開を作成した場合、それ以降に作成する展開の種類はすべて同じに

する必要があります。(他の種類の展開を作成するには、最初に、現在存在しているすべての展開を削

除する必要があります。) 

Microsoft Dynamics CRM からユーザー電子メール資格情報を取得する 

ある種の環境では、E-mail Router は Microsoft Dynamics CRM からユーザーの資格情報を取得する必

要があります。ただし、Microsoft Dynamics CRM は、E-mail Router が Microsoft Dynamics CRM への

アクセスに使用するプロトコルとして HTTPS が選択されている場合にのみ、ユーザー名とパスワードを

保存します。HTTP を使用している場合でも Microsoft Dynamics CRM がユーザー名とパスワードを保

存して E-mail Router に配布するように、この動作を変更できます。詳細については、、このトピックの後

半の "ユーザー資格情報のセキュリティを保護する" の "HTTP オプション" を参照してください。 

重要  
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アクセス資格情報 

Microsoft Dynamics CRM Server 2011 へのログオンに E-mail Router で使用されるアクセス資格情報を

指定する必要があります。 

ローカル システム アカウント (展開の種類として [自分の会社] を選択した場合にのみ使用できます) を

使用するには、E-mail Router が Microsoft Dynamics CRM Server 2011 と同じコンピューターにインスト

ールされているか、または E-mail Router がインストールされているコンピューターが Active Directory 

PrivUserGroup セキュリティ グループに属している必要があります。 

Microsoft Dynamics CRM 2011 の設置型展開 の場合、Microsoft Dynamics CRM Server 2011 

設定時に E-mail Router コンピューターを指定していれば、コンピューターは既に 

PrivUserGroup セキュリティ グループに追加されています。 

複数の構成および展開に関する電子メール ルーティングの構成 

E-mail Router 構成を追加または編集することができます。この構成には、電子メールを電子メール サ

ーバーにルーティングする単一の送受信方法が含まれています。この構成では、以下の項目を指定す

る必要があります。 

 表示および参照用の構成プロファイルの名前。 

 構成プロファイルの方向: 受信または送信。 

 電子メールの転送の種類 (例: 受信の場合は Exchange または POP3、送信の場合は SMTP)。 

E-mail Router の展開を追加または編集することもできます。E-mail Router の展開には、Microsoft 

Dynamics CRM Server 2011 コンピューターへの URL、1 つの受信構成、および 1 つの送信構成が含ま

れます。E-mail Router 展開オブジェクトでは、以下のコンポーネントを指定します。 

 Microsoft Dynamics CRM Server 2011 コンピューターへの URL (必須)。 

 既定の受信構成 (オプション)。 

 既定の送信構成 (オプション)。 

新規または既存の構成プロファイルに対して追加の操作設定を指定するには、[E-mail Router 構成マ

ネージャー] ダイアログ ボックスで [詳細設定] をクリックします。 

詳細については、 E-mail Router 構成マネージャー のヘルプを参照してください。 

ユーザー資格情報のセキュリティ保護 
組織で E-mail Router を使用してユーザーまたはキューのメッセージを送受信する場合、高いセキュリテ

ィを確保する必要があります。それには、HTTPS プロトコルを使用するか、IPsec を有効にします。 

この問題は、Microsoft Dynamics CRM 2011 の設置型展開のユーザーにのみ適用されます。 
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HTTPS オプション 

E-mail Router でユーザーまたはキューの電子メールを処理する際に、そのユーザーまたはキューの資

格情報が必要になります。この資格情報は、Microsoft Dynamics CRM Web アプリケーションの [個人用

オプションの設定] ダイアログ ボックス (ユーザーの場合) および [キュー] フォーム (キューの場合) で

入力できます。Microsoft Dynamics CRM では、この資格情報は、暗号化された形で Microsoft 

Dynamics CRM データベースに保存されます。E-mail Router では、資格情報の暗号化を解除する際に

、Microsoft Dynamics CRM データベースに保存されているキーが使用されます。このキーを取得するた

めに E-mail Router から行われる呼び出しで、HTTPS が適用されます。Microsoft Dynamics CRM 2011 

では、E-mail Router が既定でこのように機能します。したがって、この動作を維持するために何かする

必要はありません。ただし、HTTPS を使用しない場合は、次のセクションで説明されているようにして、

特定の Windows レジストリ キーを設定する必要があります。 

HTTP オプション 

HTTPS を使用しない場合、次の手順を実行して、Windows レジストリ キーを設定する必要があります。 

1. Microsoft Dynamics CRM Server 2011 で、パス HKLM\Software\Microsoft\MSCRM のレジストリ 

キー DisableSecureDecryptionKey の値を確認します。このレジストリ キーが存在する場合は、値を 

1 に設定します (このキーが存在しない場合、または 0 に設定されている場合は、E-mail Router か

ら Microsoft Dynamics CRM Server 2011 への呼び出しに HTTPS が使用されます)。このキーの値

を 1 に設定すると、E-mail Router で HTTP プロトコルを使用して Microsoft Dynamics CRM データ

ベースから情報を取得できるようになります。 

2. DisableSecureDecryptionKey の値を変更した場合は、Microsoft Dynamics CRM Server 2011 で イ

ンターネット インフォメーション サービス (IIS) を再起動します。この操作を行うには、[スタート]、[フ

ァイル名を指定して実行] の順にクリックし、「IISRESET」を入力して、[OK] をクリックします。 

3. (推奨) Microsoft Dynamics CRM Server 2011 と E-mail Router コンピューターの間のすべての通信

に対して、IPSec を有効にします。IPSec の有効化の詳細については、「IPSec」を参照してください。 

E-mail Router で HTTPS を使用するための証明書の管理 

HTTPS で Microsoft Dynamics CRM を実行しているときに、1 つ以上の証明書が証明機関の署名を受

けていない場合は、E-mail Router がインストールされているコンピューターで次の手順を実行してくださ

い。 

Microsoft Dynamics CRM 証明書の場合 

1. E-mail Router サービスが "LocalSystem" アカウントを使用するように構成されている場合は、E-

mail Router がインストールされているコンピューターのローカル コンピューター アカウントの信頼さ

れたストアに Microsoft Dynamics CRM 証明書をインポートします。 

2. E-mail Router サービスがそれ以外の特定ユーザー アカウントを使用するように構成されている場

合は、E-mail Router がインストールされているコンピューターにあるそのユーザー アカウントの信

頼されたストアに Microsoft Dynamics CRM 証明書をインポートします。 

任意の Exchange Server 証明書の場合: 

1. E-mail Router サービスが "LocalSystem" アカウントを使用するように構成されている場合は、E-

mail Router がインストールされているコンピューターのローカル コンピューター アカウントの信頼さ

れたストアに Exchange Server 証明書をインポートします。 

http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkId=202487
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2. E-mail Router サービスがそれ以外の特定ユーザー アカウントを使用するように構成されている場

合は、E-mail Router がインストールされているコンピューターにあるそのユーザー アカウントの信

頼されたストアに Exchange Server 証明書をインポートします。 

電子メール アクセスの種類の設定 
Microsoft Dynamics CRM でトラックされる電子メール メッセージの送受信をユーザーが行うには、その

前に、次の手順で説明されているように、そのユーザー用に設定された電子メール アクセス タイプを変

更する必要があります。 

1. Microsoft Dynamics CRM Web アプリケーションを開きます。 

2. ナビゲーション ウィンドウの [設定] をクリックします。 

3. [システム] で [管理] をクリックします。 

4. [管理] 領域で [ユーザー] をクリックします。 

5. 設定を編集するユーザーを探します。別のページへの移動が必要な場合があります。 

6. ユーザーの名前をクリックするか、またはユーザーを選択して [編集] をクリックします。[ユーザ

ー] フォームが開きます。[電子メール アクセス構成] セクションでメッセージングのオプションを

編集できます。 

メモ  

既定では、Microsoft Dynamics CRM の電子メール アクセスの種類は、受信、送信共

に "Outlook 用 Microsoft Dynamics CRM" に設定されます。 

7. E-mail Router でメールがルーティングされる Microsoft Dynamics CRM Web アプリケーション

の各ユーザーは、受信タイプを E-mail Router または転送用メールボックスに変更し、送信タイ

プを E-mail Router に変更する必要があります。 

E-mail Router を Microsoft Dynamics CRM Online に接続する 

1. E-mail Router 構成マネージャーを起動します。 

2. [展開] タブをクリックします。 

3. [新規] をクリックして、新しい展開を作成します。 

4. [展開] オプションが [Microsoft Dynamics CRM Online] に設定されていることを確認します。

[Microsoft Dynamics CRM Online] オプションが選択できない場合は、次のメモで説明されてい

るようにして既存の展開を削除してください。 

メモ  

展開の種類は 2 つあります。一方には、[Microsoft Dynamics CRM Online] のみへの

展開が含まれます。もう一方には、[自分の会社] または [オンライン サービス プロバ

イダー] への展開が含まれます。E-mail Router に対して複数の展開を定義する場合、

電子メール アクセスの種類を設定するには 

Microsoft Dynamics CRM Online と連携するように E-mail Router を設定 



 

 93 

展開の種類はすべて同じにする必要があります。つまり、いずれかの種類の展開を作

成した場合、それ以降に作成する展開の種類はすべて同じにする必要があります。(他

の種類の展開を作成するには、最初に、現在存在しているすべての展開を削除する必

要があります。) 

5. 展開の定義に必要な残りの情報を入力し、[OK] をクリックして終了します。 

  

受信トレイ ルールの展開 
電子メール メッセージを Microsoft Dynamics CRM システムにルーティングするための重要な作業の 1 

つに、各 Microsoft Dynamics CRM ユーザー/キューの受信トレイに Microsoft Exchange Server 受信ト

レイ ルールを設定する作業があります。このルールにより、Microsoft Dynamics CRM ユーザーが受信

した各メッセージのコピーが Microsoft Dynamics CRM システム メールボックスに送信されます。E-mail 

Router は、Microsoft Dynamics CRM システム メールボックスからメッセージを取得し、Microsoft 

Dynamics CRM に電子メール活動を作成します。 

このような Microsoft Dynamics CRM ユーザー受信トレイ ルールを展開するには、ルール展開ウィザー

ドを使用します。これは、Microsoft Dynamics CRM ユーザーの受信トレイ ルールを追加または変更する

ためにいつでも実行できます。 

ルール展開ウィザードでは、Exchange Server のメールボックスに対してのみルールを展開でき

ます。ルール展開ウィザードでは、POP3 電子メール サーバーにルールを展開できません。 

ルール展開ウィザードのインストールについては、このガイドの「E-mail Router とルール展開ウ

ィザードのインストール」を参照してください。 

E-mail Router インストールの一部としてこのウィザードをインストールする場合、次の操作を実行してこ

のウィザードにアクセスできます。 

ルール展開ウィザード をインストールしたコンピューターで [スタート] ボタンをクリックし、[すべてのプロ

グラム]、[Microsoft Dynamics CRM E-mail Router] の順にポイントして、[ルール展開ウィザード] をクリ

ックします。 

ルール展開ウィザードは、Exchange Server のインスタンスがあるコンピューターで実行する必要はあり

ません。ルール展開ウィザードを実行するには、実行するユーザーが次の条件を満たしている必要があ

ります。 

 セキュリティ ロールを持つ Microsoft Dynamics CRM ユーザーとしてログオンしていること。(アクセ

ス制限モードのユーザーでもかまいません)。 

 ウィザードが実行されているコンピューターのローカル管理者であること。 

 Exchange Server 管理者権限を持っていること。 

Microsoft Dynamics CRM ユーザーのメールボックスにルールを展開するには、ルール展開ウィザードを

実行するユーザーが、そのメールボックスに対する Exchange Server 管理者権限を持っている必要があ

ります。Exchange システム マネージャーまたは Exchange Server 委任ウィザードを使用して、Exchange 

重要  

メモ  
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Server 管理者を指定します。または、ルール展開ウィザードを実行するユーザーに、対象のユーザーの

メールボックスが置かれている Exchange Server メールボックス ストアまたはストレージ グループに対

する完全なアクセス許可を与えます。 

手動でのルールの作成 

POP3 電子メール サーバーを使用していて、その電子メール サーバーが電子メール メッセージを添付

して転送できる電子メール システム ルールをサポートしている場合は、ルールを手動で作成できます。 

ルールで転送用メールボックスを指定するには、メールボックスを作成し、転送用メールボック

スとして指定しておく必要があります。詳細については、 " E-mail Router 構成マネージャー ヘ

ルプの"転送用メールボックスの指定"を参照してください。 

1. [ツール] メニューの [仕分けルールと通知] をクリックします。(Office 2010 では、[ホーム] タブ

で [ルール] をクリックしてから [Manage Rules & Alerts] (仕分けルールと通知の管理) をクリッ

クします。)[仕分けルールと通知] ダイアログ ボックスが表示されます。 

2. [電子メールの仕分けルール] タブで [新しい仕分けルール] をクリックします。 

3. [ステップ 1: テンプレートを選択してください] の [新しい仕分けルールを作成する] セクションで 

[受信メッセージにルールを適用する] をクリックしてから [次へ] をクリックします。 

4. [Step 1: Select conditions] (ステップ 1: 条件を選択してください) で [[宛先] に自分の名前があ

る場合] 選択して [次へ] をクリックします。 

5. [Step 1: Select actions] (ステップ 1: 処理を選択してください) で [添付して 名前/パブリック グ

ループ に転送する] を選択します。 

6. [ステップ 2: 仕分けルールの説明を編集してください (下線部分をクリックします)] で [名前/パ

ブリック グループ] をクリックします。 

7. E-mail Router 転送用メールボックスの名前を選択し、[OK] をクリックします。 

8. [次へ] を 2 回クリックします。 

9. オプションで、[ステップ 1: 仕分けルールの名前を指定してください] でルールの名前を変更し

ます。 

10. [この仕分けルールを有効にする] オプションが選択されていることを確認し、[完了] をクリックし

ます。 

11. 作成したルールがリストの一番上にあることを確認し、[適用] をクリックします。 

転送用メールボックスの設定 
転送用メールボックスは、各 Microsoft Dynamics CRM ユーザーのメールボックスからサーバー側のル

ールに基づいて転送される電子メール メッセージを収集するボックスとして使用されます。転送用メール

ボックスは、E-mail Router システム専用にする必要があり、個人ユーザーの作業用メールボックスとし

て使用することはできません。 

メモ  

Microsoft Office Outlook で手動でルールを作成するには 
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転送用メールボックスを指定する前に、Microsoft Dynamics CRM で追跡される電子メール メッセージの

処理を専用にできる、既存の Exchange Server または POP3 メールボックスを作成または使用する必要

があります。転送用メールボックスを指定したら、ルール展開ウィザード を実行して、電子メール メッセ

ージを転送用メールボックスに転送するために使用されるルールを展開できます。 

転送用メールボックスとして POP3 メールボックスを指定する場合は、ルールを手動で展開する

必要があります。ルール展開ウィザードでは、POP3 電子メール サーバーにルールを展開でき

ません。ルールを手動で展開する方法については、前の「手動でのルールの作成」を参照してく

ださい。 

1. 転送専用にするメールボックスがあることを確認します。メールボックスがない場合は、メッセー

ジング サーバーのマニュアルでメールボックスの作成方法に関する情報を参照してください。

Exchange Server を受信電子メール サーバーの種類として選択した場合は、Microsoft Office 

Outlook や Outlook Web Access (OWA) などの電子メール クライアントを使用してメールボック

スに少なくとも 1 回はログオンして、メールボックスを作成する必要があります。 

2. [ユーザー、キュー、転送用メールボックス] タブをクリックして、[データの読み込み] をクリックし

ます。 

3. リストが表示されたら、[転送用メールボックス] タブをクリックして、[新規] をクリックします。既

存の転送用メールボックスを変更するには、[変更] をクリックします。 

4. [転送用メールボックス] ダイアログ ボックスにある以下のボックスに入力して、[OK] をクリック

します。 

 名前:転送用メールボックスの名前を入力します。これは、E-mail Router 構成マネージャー

とルール展開ウィザードでの表示に使用されます。 

 電子メール アドレス。転送用メールボックスへの電子メール アドレスを、

forwardmailbox@contoso.com のように入力します。 

 受信構成プロファイル:転送用メールボックスに関連付ける受信構成プロファイルを選択し

ます。異なる受信構成プロファイルを使用する複数の転送用メールボックスを使用すること

ができます。 

メモ  

転送用メールボックスの電子メール メッセージを E-mail Router での処理後に削除す

るには、[転送用メールボックスのメッセージを処理後に削除する] オプションを選択し

ます。 

5. [発行] をクリックします。 

6. Microsoft CRM Email Router サービスを停止します。そのためには、[スタート] メニューで「

services.msc」と入力してから ENTER キーを押すか、[ファイル名を指定して実行] をクリックし

て「services.msc」と入力してから ENTER キーを押します。Microsoft CRM Email Router サービ

スを右クリックして、[停止] をクリックします。 

7. Microsoft CRM Email Router サービスを再起動します。これを行うには、サービス リストで 

[Microsoft CRM Email Router] を右クリックし、[開始] をクリックします。 

8. [OK] をクリックし、サービス アプリケーションを閉じます。 

メモ  

転送用メールボックスの指定または変更 
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転送用メールボックスの設定 

転送用メールボックスを使用して電子メール メッセージをルーティングする場合、Active Directory ディレ

クトリ サービスで、E-mail Router 転送用メールボックスに使用されるユーザーとメールボックスを作成す

る必要があります。 

E-mail Router で転送用メールボックスを使用して電子メール メッセージを処理するには、転送

用メールボックスに少なくとも 1 回はログオンしておく必要があります。 

関連項目 
E-mail Router のアップグレード 

E-mail Router を複数のコンピューターにインストール 

E-mail Router を複数のコンピューターにインストー

ル 

Microsoft Dynamics CRM E-mail Router を Microsoft クラスターの複数のコンピューターで展開および

実行して、高可用性およびフェールオーバー機能を提供できます。この種のサーバー クラスターは、

Windows Server 2003 ではサーバー クラスタリングと呼ばれ、Windows Server 2008 ではフェールオー

バー クラスタリングと呼ばれます。E-mail Router では、どちらのサーバー クラスタリング テクノロジもサ

ポートされています。 

フェールオーバー機能を備えたクラスターを最小限の構成で実装するには、次のハードウェアおよび構

成の条件が満たされている必要があります。 

 Windows Server が実行されていてクラスタリングがサポートされているノードが 2 つ以上存在する。 

 クラスター内のノード間で共通のストレージ I/O テクノロジ (Parallel SCSI、ファイバ チャネルなど) 

が使用されている。 

 クラスターがアクティブ/パッシブ形式で構成されている。 

フェールオーバー クラスター環境で E-mail Router をインストールし、実行するには、次の手順を順に実

行します。 

このトピックの内容 
手順 1: クラスターの確立 

手順 2: クラスター内のアクティブ プライマリ ノードに E-mail Router をインストール 

手順 3: クラスター内のパッシブ ノードに E-mail Router をインストール 

手順 4: クラスターの汎用リソース サービスの作成 

手順 5: クラスターの確認と監視 

重要  
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手順 1: クラスターの確立 

1. 最小構成の、1 つの共有ディスクを持つ 2 ノード クラスターをインストールします。 

2. クラスターをアクティブ/パッシブとして構成します。E-mail Router では、アクティブ/アクティブ ク

ラスター展開はサポートされません。 

詳細については、「フェールオーバー クラスター」および「サーバー クラスターの設計と展開」を参照して

ください。 

手順 2: クラスター内のアクティブ プライマリ ノードに E-

mail Router をインストール 

1. クラスター内のアクティブ プライマリ ノードで E-mail Router セットアップを実行します。 

重要  

Microsoft Exchange Server が実行されているコンピューターに E-mail Router をインス

トールする必要はありません。E-mail Router は、当該クラスター、または負荷の小さい

既存のクラスターにある Windows Server 2003/Windows Server 2008 コンピューターに

唯一のアプリケーションとしてインストールすることをお勧めします。 

アクティブ/アクティブ クラスター (たとえば、Exchange Server アクティブ/アクティブ ク

ラスター) で動作しているノードへの E-mail Router のインストールはサポートされてい

ません。 

2. 1 つ目のノードで E-mail Router 構成マネージャーを起動し、E-mail Router を構成します。E-

mail Router がメッセージを適切にルーティングしていることを確認します。 

3. すべての E-mail Router アプリケーション ファイルを共通ストレージまたは共有ハード ディスク

にコピーします。既定では、E-mail Router ファイルは <drive:>\Program Files\Microsoft CRM 

Email にあります。 

フェールオーバー時にセカンダリ ノードに移動できるようにするために、次のファイルを共通スト

レージまたは共有ディスクに配置する必要があります。 

 Microsoft.Crm.Tools.EmailAgent.Configuration.bin 

 Microsoft.Crm.Tools.EmailAgent.SystemState.xml 

 Microsoft.Crm.Tools.EmailAgent.xml 

 Microsoft.Crm.Tools.Email.Management.config 

 EncryptionKey.xml 

重要  

共通ストレージまたは共有ディスク上の E-mail Router ファイルは、手動でセキュリティ

で保護する必要があります。E-mail Router サービス ("Microsoft CRM Email Router") 

クラスターをインストールおよび構成するには 

クラスターのアクティブ プライマリ ノードで E-mail Router をインストールおよび構成します。 

http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkId=147749
http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkId=147750
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を実行しているサービス アカウントと、構成ファイルを手動で更新しなければならない

ことがある管理者に対してのみ、フル コントロールを許可することをお勧めします。 

4. E-mail Router で共有ディスクによって E-mail Router 設定が読み込まれるように、次の 

Windows レジストリ サブキーを更新します。 

HKEY_LOCAL_MACHINE\SYSTEM\CurrentControlSet\Services\MSCRMEmail 

これを行うには、E-mail Router ファイルがコピーされた共通ストレージまたは共有ディスク ドラ

イブを指すように ImagePath 値を変更します。 

5. "Microsoft CRM Email Router" サービスを再起動します。そのためには、[スタート] メニューで「

services.msc」と入力してから ENTER キーを押すか、[ファイル名を指定して実行] をクリックし

て「services.msc」と入力してから ENTER キーを押します。サービスの一覧で [Microsoft CRM 

Email Router] サービスを右クリックし、[開始] をクリックします。サービス アプリケーションを閉

じます。 

手順 3: クラスター内のパッシブ ノードに E-mail Router 

をインストール 

1. クラスター内のセカンダリ ノードで E-mail Router セットアップを実行します。 

重要  

「手順 2: クラスター内のアクティブ プライマリ ノードに E-mail Router をインストール」

の説明にあるように E-mail Router 構成マネージャーを実行したり共通ストレージや共

有ハード ディスクにファイルをコピーしたりしないでください。 

2. 既にプライマリ ノードで実行した手順と同じように、Windows レジストリ サブキーを更新します。

クラスター内の個々の追加ノードに対してこれらの手順を繰り返します。 

3. "Microsoft CRM Email Router" サービスを再起動します。そのためには、[スタート] メニューで「

services.msc」と入力してから ENTER キーを押すか、[ファイル名を指定して実行] をクリックし

て「services.msc」と入力してから ENTER キーを押します。サービスの一覧で [Microsoft CRM 

Email Router] サービスを右クリックし、[開始] をクリックします。サービス アプリケーションを閉

じます。 

手順 4: クラスターの汎用リソース サービスの作成 

1. クラスター内の各ノードでサービス MMC スナップインを開始します。サービスのリストにある 

[Microsoft CRM Email Router] を右クリックし、[プロパティ] をクリックして、[スタートアップの種

類] を [手動] に設定します。サービス MMC スナップインを閉じます。 

2. Active Directory ユーザーとコンピューターを起動します。展開用の PrivUserGroup {GUID} セキ

ュリティ グループを探します。クラスター内の各ノードのコンピューター アカウントを追加します。

E-mail Router をクラスター内のパッシブ セカンダリ ノードにインストールして構成します。 

クラスターの汎用サービス リソースを作成するには 
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Active Directory ユーザーとコンピューター を閉じます。 

3. Windows Server 2003 を使用している場合はクラスター アドミニストレーターを起動し、Windows 

Server 2008 を使用している場合はフェールオーバー クラスター管理を起動して、汎用サービス 

リソースを作成します。次のパラメーターを使用します。 

 名前: 汎用サービス リソースのわかりやすい名前を作成します (MSCRM E-mail Router な

ど)。 

 リソースの種類: 汎用サービス 

 グループ: クラスター グループ 

 実行可能な所有者: クラスター内のすべてのノードを追加します。 

 依存関係: Microsoft Exchange Server を使用していて、E-mail Router を Exchange Server 

にインストールしてある場合 (非推奨) は、Exchange Server 情報ストアを追加します。 

 サービス名: Microsoft CRM Email Router 

 開始パラメーター: 空のままにします。 

 コンピューター名にネットワーク名を使用する: オフのままにします。 

 レジストリ キーのチェックポイントは行いません。 

4. リソースをオンラインにします。必要に応じて、フェールオーバー ポリシーなどのリソース プロパ

ティを構成します。 

5. クラスター アドミニストレーターまたはフェールオーバー クラスター管理を閉じます。 

汎用サービス リソースを作成する方法の詳細については、「チェック リスト: 汎用サービス リソースのイ

ンストール」を参照してください。 

手順 5: クラスターの確認と監視 
ノード 1 (プライマリ ノード) のフェールオーバー中は、ノード 2 (セカンダリ ノード) がプライマリ ノードに

なり、「手順 2. クラスター内のアクティブ プライマリ ノードに E-mail Router をインストール」で説明した共

通ストレージまたは共有ディスク リソースはノード 1 からノード 2 に移行されます。フェールオーバーを

テストするには、クラスター アドミニストレーターまたはフェールオーバー クラスター管理を起動して強制

的にフェールオーバーを実行します。 

関連項目 
E-mail Router とルール展開ウィザードのインストール 

E-mail Router に関する問題のトラブルシューティング 

E-mail Router に関する問題のトラブルシューティン

グ 

このセクションでは、E-mail Router を展開および構成する際に発生する可能性のある問題のトラブルシ

ューティングについてガイドラインを示します。 

http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkId=147751
http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkId=147751
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このセクションの内容 
 E-mail Router のインストールに関する問題 

 受信電子メールの構成に関する問題 

 送信電子メールの構成に関する問題 

 ユーザーが Microsoft Dynamics CRM 電子メール メッセージを受信しない 

 テスト アクセス機能 

関連項目 
E-mail Router とルール展開ウィザードのインストール 

E-mail Router のインストールに関する問題 

このセクションでは、E-mail Router をインストールする際に発生する可能性のある問題を解決する方法

に関するトラブルシューティングのガイドラインと参照情報を提供します。 

Microsoft Dynamics CRM 4.0 E-mail Router は、最初にアンインストールする必要なく 

Microsoft Dynamics CRM 2011 E-mail Router にアップグレードできます。アンインストールを必

要としないアップグレードは E-mail Router のバージョン 4.0 のみが該当し、4.0 より前のバージ

ョンからのアップグレードは該当しません。 

Microsoft Update から最新の更新プログラムと修正プログラムを自動的にインストールすること

で Microsoft Dynamics CRM 展開を最新の状態に保ってください。Microsoft ダウンロード セン

ター で更新プログラムを検索することもできます。Microsoft Update を選択すると、推奨される

更新プログラムを管理者のアクセス許可なしに自動的にインストールできます。 

1. 対象の環境がハードウェアとソフトウェアの要件をすべて満たしていることを確認します。要件

の詳細については、『計画ガイド』の「Microsoft Dynamics CRM E-mail Router hardware 

requirements」と「Microsoft Dynamics CRM E-mail Router software requirements」を参照してく

ださい。 

2. 必ず、このガイドの「Microsoft Dynamics CRM 2011 E-mail Router のインストール手順」にある 

E-mail Router のインストールに関する指示に従ってください。 

インストールに関する制限事項および既知の問題の詳細については、「Microsoft Dynamics CRM 2011 

および Microsoft Dynamics CRM Online Readme」 の E-mail Router 「既知の問題」セクションを参照して

ください。 

メモ  

E-mail Router のインストールのトラブルシューティングを行うには 

http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkId=165705
http://go.microsoft.com/fwlink/?linkid=202394
http://go.microsoft.com/fwlink/?linkid=202394
http://go.microsoft.com/fwlink/p/?LinkID=144915
http://go.microsoft.com/fwlink/p/?LinkID=144915
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ログ機能 (E-mail Router) 
E-mail Router セットアップで問題が発生した場合は、ログ ファイルで情報を確認してください。既定では

、E-mail Router セットアップのログは crm50emailroutersetup.log という名前で、E-mail Router がインス

トールされているコンピューターの C:\Documents and Settings\<user>\Application 

Data\Microsoft\MSCRM\Logs フォルダーに作成されます。 

関連項目 
E-mail Router に関する問題のトラブルシューティング 

受信電子メールの構成に関する問題 

受信電子メールの構成に関する問題 

このセクションでは、E-mail Router 受信プロファイルを構成する際に発生する可能性のある一般的な問

題の一部を解決する方法に関するトラブルシューティングのガイドラインと参照情報を提供します。 

1. E-mail Router 構成マネージャーのヘルプに記載されている送信プロファイルの構成の手順に

従っていることを確認します。 

2. 受信プロファイルの構成方法の詳細については、『Microsoft Dynamics CRM 2011 インストール 

ガイド』の「E-mail Router の構成」を参照してください。 

3. 受信構成プロファイルに関して一般的に発生する可能性のある問題を解決する方法について

は、次のセクションを参照してください。 

このトピックの内容 
ログイン タイムアウト エラー 

メールボックスに対する許可されていないアクセス 

メールボックスが見つからない (アクセス テスト失敗) 

メールボックスが見つからない (アクセス テスト成功) 

E-mail Router サービス構成パラメーター "EmailUser" が見つからない 

E-mail Router 構成マネージャーの [アクセスのテスト] を実行すると SSL/TLS エラーが発生する 

POP3 に関する問題 

ログイン タイムアウト エラー 
現象: E-mail Router 構成マネージャーで [アクセスのテスト] をクリックすると、次の HTTP エラー メッセ

ージが表示されます。 

E-mail Router 受信プロファイル構成のトラブルシューティングを行うには 
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"受信ステータス: 失敗 - リモート サーバーが次のエラーを返しました: (440) ログイン タイムアウト" 

通常、このエラーは、Windows 認証 (サポートされている唯一の認証方法) ではなくフォーム ベースの認

証を試みると発生します。 

解決策: メールボックス サーバーで、認証モードを Windows 認証に変更します。詳細については、

Microsoft サポート技術情報 (KB) の記事 954047 を参照してください。 

必ず、Exadmin および Exchange 仮想ディレクトリがあるメールボックス サーバーを持つ 

Exchange Server を受信プロファイルがポイントするようにしてください。 

メールボックスに対する許可されていないアクセス 
現象: E-mail Router 構成マネージャーで [アクセスのテスト] をクリックすると、次の HTTP エラー メッセ

ージが表示されます。 

"受信ステータス: 失敗 - リモート Microsoft Exchange 電子メール サーバーがエラー "(401) 

Unauthorized" を返しました。メールボックスに接続するための権限があることを確認してください。" 

解決策: 以下を確認します。 

1. [アクセスのテスト] をクリックする前に、ユーザーがメールボックスにログオン済みで、メールボック

スがアクティブ化されていることを確認します。 

2. メールボックス内の電子メール メッセージを受信できることを確認します。 

3. [E-mail Router 構成プロファイル] ダイアログ ボックスの [場所] セクションに、Exchange Server の

正しい URL が入力されていることを確認します。たとえば、次のような URL です。 

 https://myexchangeserver 

 https://www.myexchangeserver.local 

 https://myexchangeserver/EWS/Exchange.asmx 

URL 文字列の末尾に /OWA や /Exchange などの文字を追加しないでください (/ だ

けであっても追加しないでください)。Secure Sockets Layer (SSL) を使用している場合

は、URL に http ではなく https を必ず使用してください。 

4. E-mail Router 構成マネージャー の受信プロファイルのダイアログ ボックスで、[アクセス資格情報] 

セクション内の設定を確認します。 

 この受信プロファイルでサービスが提供されるメールボックスに対して、指定されたユーザーが

フル アクセス権を持っていることを確認してください。これをテストするには、指定されたアクセ

ス資格情報を使用して、E-mail Router が実行されているコンピューターにログオンします。また

は、Windows Internet Explorer で、テスト対象のユーザーの Outlook Web Access (OWA) URL (

例: http://exchangeserver/Exchange/crmuser) にアクセスを試みます。 

Exchange Server 2003 でこのアクセス権を付与する方法の手順については、Microsoft 

TechNet の記事「ユーザーに別のユーザーのメールボックスに対するフル アクセスを与える方

法」を参照してください。 

Exchange Server 2007 でこのアクセス権を付与する方法の手順については、Microsoft 

TechNet の記事「Add-MailboxPermission」を参照してください。 

メモ  

重要  

http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkId=140398
http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkId=142981
http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkId=142981
http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkId=142983
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 [アクセス資格情報] ドロップダウン リストで [ユーザー指定] オプションを選択した場合、このプ

ロファイルでサービスが提供されるメールボックスを使用するユーザーが、自分のユーザー名と

パスワードを [個人用オプションの設定] ダイアログ ボックス (Microsoft Dynamics CRM Web ア

プリケーションの [ワークプレース] セクションからアクセス可能) で設定していることを確認して

ください。これによって、E-mail Router が各ユーザーのアクセス資格情報を使用してメールボッ

クスにアクセスできます。 

[ユーザー指定] オプションは、転送用メールボックスではなくユーザーのメールボック

スを監視するように E-mail Router が構成されている状況で使用するためのものです。

このオプションは製品の設置型バージョンでのみ使用できます。 

メールボックスが見つからない (アクセス テスト失敗) 
現象: E-mail Router 構成マネージャーで [アクセスのテスト] をクリックすると、次の HTTP エラー メッセ

ージが表示されます。 

"受信ステータス: 失敗 - リモート Microsoft Exchange 電子メール サーバーがエラー "(404) Not 

Found" を返しました。このユーザーまたはキューにはメールボックスがありません。メールボックスを作

成してから、やり直してください。" 

解決策: 使用している Exchange Server のバージョンに基づいて、以下のいずれかの手順を実行します

。 

1. メールボックスがある Exchange Server に接続します。 

2. インターネット インフォメーション サービス (IIS) マネージャーを開きます。[スタート] ボタンをク

リックし、「inetmgr」と入力して、Enter キーを押します。 

3. メールボックスへの接続に使用する仮想ディレクトリ (Exadmin または Exchange) が存在するこ

とを確認します。 

a. 既定の Web サイトを展開します。 

b. Exadmin フォルダーが存在することを確認します。存在しない場合は、このフォルダーを作

成します。詳細については、Microsoft サポート技術情報の記事 947802 を参照してくださ

い。 

このエラーの別の考えられる原因として、Microsoft Dynamics CRM ユーザーの電子メール アド

レス情報があります。Web アプリケーションで、ユーザーの電子メール アドレスが正しく設定さ

れていることを確認してください。 

1. Web アプリケーションで、電子メール アドレス ログオン情報がユーザーのドメイン ログオンと等

しいことを確認します。 

 正しい構成の例: 

メモ  

Exchange Server 2007 の場合 

メモ  

Exchange Server 2003 の場合 

http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkId=142998
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DomainName:DOMAIN\user1 

E-mailAddress:user1@domain.com 

 正しくない構成の例: 

DomainName:DOMAIN\user2 

E-mailAddress:CRM.User@domain.com 

2. Microsoft Dynamics CRM ユーザーのプロパティが、正しい電子メール アドレスを使用するよう

に設定されていることを確認します。 

3. E-mail Router 構成マネージャーを実行して、受信プロファイルを構成してから、プロファイルを

発行します。 

4. E-mail Router サービスを停止します。詳細については、下記の「サービスを停止するには」を

参照してください。 

5. Microsoft.Tools.Crm.EmailAgent.Xml ファイルをメモ帳などのテキスト エディターで開きます。 

6. ファイルの先頭に ConfigUpdatePeriod = 0 を設定します。 

7. 各ユーザーの受信プロファイルを次のように変更します。 

<EmailUser>DOMAIN\User2</EmailUser> 

<EmailPassword>{2A48C4DB-F2BFZ3g==@MkoEoFd1wvV8bY8UijX7VA==</EmailPassword> 

<EmailAddress>CRM.User@domain.com</EmailAddress> 

次のように CRM.User のみを User2 に変更します。 

<EmailAddress>User2@domain.com<EmailAddress> 

8. Microsoft.Tools.Crm.EmailAgent.Xml ファイルを保存します。 

9. E-mail Router サービスを再開します。詳細については、下記の「サービスを開始するには」を

参照してください。 

重要  

E-mail Router 構成マネージャーで [アクセスのテスト] をクリックすると、テストが失敗

します。これは、アクセスのテストでは情報が Microsoft.Tools.Crm.EmailAgent.Xml ファ

イルからではなく Microsoft Dynamics CRM サーバーから直接取得されるためです。

E-mail Router が正常に機能していることを確認するには、エラーを監視および追跡し

たり、テスト電子メール メッセージを送信したりできます。 

メモ  

次の手順は、前の手順でサービスを操作するときに役に立ちます。 

1. [スタート] メニューで、「services.msc」と入力するか、または [ファイル名を指定して実行] をクリ

ックしてから「services.msc」と入力して Enter キーを押します。 

2. 開始するサービスを右クリックし、[開始] をクリックします。 

3. [OK] をクリックし、サービス アプリケーションを閉じます。 

サービスを開始するには 

サービスを停止するには 
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1. [スタート] メニューで、「services.msc」と入力するか、または [ファイル名を指定して実行] をクリ

ックしてから「services.msc」と入力して Enter キーを押します。 

2. 停止するサービスを右クリックし、[停止] をクリックします。 

3. [OK] をクリックし、サービス アプリケーションを閉じます。 

メールボックスが見つからない (アクセス テスト成功) 
現象: E-mail Router 構成マネージャーで [アクセスのテスト] をクリックすると、テストが成功します。ただ

し、E-mail Router が電子メール メッセージを処理するときに、アプリケーション イベント ログに HTTP 

404 エラーが記録されます。次のエラーを IIS のログで確認してください。 

"要求のフィルタリング: URL に二重のエスケープがあるため拒否されました 404.11" 

解決策: 二重のエスケープを許可するように、Exchange Web サイトで次のコマンドを実行します。 

%windir%\system32\inetsrv\appcmd set config "Default Web Site" -section:system.webServer/security/requestfiltering -

allowDoubleEscaping:true 

 

詳細については、以下の資料を参照してください。 

 IIS 7 で要求フィルターを構成する 

 要求フィルターの使用方法 

E-mail Router サービス構成パラメーター "EmailUser" が

見つからない 
現象: E-mail Router を使用しているときに、次の 1 つ以上の問題が発生することがあります。 

 "EmailUser" が見つからないことを示す説明があるエラー イベントが、アプリケーション ログ (イベン

ト ソース : MSCRMEmail) に記録されます。 

 E-mail Router 構成マネージャーで [アクセスのテスト] 機能を使用すると、"Emailuser" ユーザーが

見つからないことを示すエラー メッセージが表示されます。 

この問題は、電子メール メッセージの送受信に、ユーザーの資格情報を使用するように Microsoft 

Dynamics CRM が構成されていないために発生します。 

解決策: この問題を解決する方法の詳細については、サポート技術情報の記事 947094 を参照してくだ

さい。 

E-mail Router 構成マネージャーの [アクセスのテスト] を

実行すると SSL/TLS エラーが発生する 
現象: メールボックスへのアクセスを構成するために、E-mail Router を実行します。メールボックスに対

して "アクセスのテスト" を実行すると、次のエラー メッセージが表示されます。 

http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkId=136512
http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkId=85751
http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkId=140396
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"受信ステータス: 失敗 - 基礎になる接続が閉じられました: SSL/TLS のセキュリティで保護されている

チャネルに対する信頼関係を確立できませんでした。検証プロシージャによると、リモート証明書は無効

です。" 

この問題は、自己署名証明書を使用している場合に発生します。E-mail Router では自己署名証明書は

サポートされていません。 

解決策: この問題を解決する方法の詳細については、サポート技術情報の記事 954584 を参照してくだ

さい。 

POP3 に関する問題 

E-mail Router から POP3 メールボックスへの接続時エラー 

現象: POP3 メールボックスを使用するプロファイルをテストするために E-mail Router 構成マネージャー

で [アクセスのテスト] をクリックすると、次のエラーが発生します。 

"受信ステータス: 失敗 - POP3 コマンド "コマンドはセキュリティ上の理由により削除されました" の実

行中にエラーが発生しました。サーバーの応答は "-ERR authorization first" でした。" 

このエラーは、POP3 では NTLM 認証が使用されないために発生します。代わりに、POP3 では基本認

証 (クリア テキスト) が使用されます。 

解決策: この問題を解決する方法の詳細については、サポート技術情報の記事 954046 を参照してくだ

さい。 

POP3 電子メール アカウントの使用に関する問題 

現象: POP3 電子メール アカウントを使用するように E-mail Router を構成した後で、次の 1 つ以上の

現象が発生することがあります。 

 POP3 メールボックスから電子メール メッセージを読んだ後、E-mail Router がそれらのメッセージを

処理しません。 

 電子メール プログラムを使用して POP3 メールボックスを開こうとしたとき、または E-mail Router 

が POP3 メールボックスに接続するときに、次のどちらかのエラー メッセージが表示されます。 

 "アプリケーションがメールボックスを接続するか、開くことができません。" 

 "メールボックスは使用中です。" 

解決策: この問題を解決する方法の詳細については、サポート技術情報の記事 947059 を参照してくだ

さい。 

関連項目 
E-mail Router のインストールに関する問題 

送信電子メールの構成に関する問題 

http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkId=140403
http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkId=140405
http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkId=140406
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送信電子メールの構成に関する問題 

このセクションでは、E-mail Router 送信プロファイルを構成する際に発生する可能性のある問題を解決

する方法に関するトラブルシューティングのガイドラインと情報を提供します。 

1. E-mail Router 構成マネージャーのヘルプに記載されている送信構成プロファイルの手順に従

っていることを確認します。 

2. 送信プロファイルの構成方法の詳細については、このガイドの「E-mail Router の構成」を参照し

てください。 

3. 送信構成プロファイルに関して一般的に発生する可能性のある問題を解決する方法について

は、次のセクションを参照してください。 

アクセスのテスト エラー 
送信電子メールの構成に問題がある場合は、E-mail Router 構成マネージャーで [アクセスのテスト] を

クリックすると、次のエラー メッセージが表示されることがあります。 

"送信ステータス: 失敗 - 電子メール サーバー EXSERVERNAME への接続の確認中に、エラーが発生

しました。要求したアドレスのコンテキストが無効です。" 

1. Telnet コマンドを実行して、E-mail Router を実行しているコンピューターと Microsoft Exchange 

Server 間の接続が正常に機能していることを確認します。たとえば、Telnet ツールを起動し、次

のコマンドを入力します。 

TELNET EXSERVERNAME PORT 

2. Exchange Server コンピューター上で、ポート 25 を介した接続を妨げるウイルス対策サービス

が実行されていないことを確認します。 

データの読み込みエラー 
E-mail Router 構成マネージャーで [データの読み込み] をクリックすると、次のエラーが発生します。 

"E-mail Router 構成マネージャーは、ユーザーおよびキューの情報を Microsoft Dynamics CRM サーバ

ーから取得できませんでした。"Microsoft Dynamics CRM サーバーがビジー状態の可能性があります。

'http://OrganizationName' が正しいことを確認してください。また、指定したアクセス資格情報が不十分

である場合にも、この問題が発生する可能性があります。やり直すには、[データの読み込み] をクリック

してください。(HTTP ステータス 404: Not Found で要求が失敗しました。) 

1. E-mail Router サービスを実行しているユーザー アカウントが、Active Directory ディレクトリ サ

E-mail Router 送信構成プロファイルのトラブルシューティングを行うには 

アクセスのテストのトラブルシューティングを行うには 

この問題を解決するには 
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ービスの PrivUserGroup セキュリティ グループのメンバーであることを確認します。 

2. [E-mail Router 構成プロファイル] ダイアログ ボックスの [全般] タブにある [アクセス資格情報

] フィールドに指定されているアカウントが Microsoft Dynamics CRM 管理ユーザーであることを

確認します。アクセス資格情報が [ローカル システム アカウント] に設定されている場合、その

コンピューター アカウントは Active Directory PrivUserGroup セキュリティ グループのメンバー

である必要があります。 

3. Microsoft Dynamics CRM 展開の URL が正しく指定されていることを確認します。URL の 

OrganizationUniqueName 部分は、Microsoft Dynamics CRM サーバーに表示されるとおりに正

確に指定する必要があります。OrganizationUniqueName を判別するには、[システム カスタマイ

ザー] ロールを持つユーザーとして Microsoft Dynamics CRM Web アプリケーションを起動しま

す。 [設定] をクリックし、[カスタマイズ] をクリックします。[カスタマイズ] ページで [開発者リソ

ース] をクリックします。OrganizationUniqueName が [組織独自の名前] ラベルの下に表示され

ます。詳細については、「E-mail Router の構成」を参照してください。 

関連項目 
受信電子メールの構成に関する問題 

ユーザーが Microsoft Dynamics CRM 電子メール メッセージを受信しない 

ユーザーが Microsoft Dynamics CRM 電子メール 

メッセージを受信しない 

この問題は、E-mail Router を実行しているサービス アカウントが PrivUserGroup セキュリティ グループ

に追加されていないことが原因で発生する可能性があります。 

以下の手順は、ドメインのドメイン コントローラーであり、Microsoft Dynamics CRM Server 2011 

をインストールしたコンピューターで実行してください。 

1. [スタート] ボタンをクリックし、[管理ツール] をポイントして、[Active Directory ユーザーとコンピ

ューター] をクリックします。 

2. Microsoft Dynamics CRM Server セットアップの間に選択した組織単位 (OU) を展開します。既

定では、これはドメイン コントローラー OU です。 

3. [PrivUserGroup] を右クリックして [プロパティ] をクリックします。 

4. [メンバー] タブで [追加] をクリックし、E-mail Router サービスがインストールされて実行されて

いるコンピューターを選択します。 

5. [OK] を 2 回クリックします。 

メモ  

この問題を解決するには 
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関連項目 
送信電子メールの構成に関する問題 

テスト アクセス機能 

テスト アクセス機能 

E-mail Router 構成マネージャーでは、Microsoft Dynamics CRM のユーザー、キュー、および転送用メ

ールボックスに対するアクセスをテストできます。アクセスのテスト機能を使用することにより、E-mail 

Router が正常に機能しない原因となっている問題をトラブルシューティングできます。 

アクセスのテスト エラー 
送信電子メールの構成に問題がある場合、E-mail Router 構成マネージャーで [アクセスのテスト] をク

リックすると、次のエラー メッセージが表示されることがあります。 

"送信ステータス: 失敗 - 電子メール サーバー EXSERVERNAME への接続の確認中に、エラーが発生

しました。要求したアドレスのコンテキストが無効です。" 

1. Telnet コマンドを実行して、E-mail Router を実行しているコンピューターと Microsoft Exchange 

Server 間の接続が正常に機能していることを確認します。たとえば、Telnet ツールを起動し、次

のコマンドを入力します。 

TELNET <Exchange Server 名> <ポート> 

2. Exchange Server が実行されているサーバー上で、ポート 25 による接続をブロックするウイル

ス対策サービスやファイアウォール サービスが実行されていないことを確認します。 

3. Microsoft Dynamics CRM からのメッセージの中継を許可するように SMTP サーバーを構成す

る方法については、Microsoft サポート技術情報の記事 915827 を参照してください。 

Microsoft Dynamics CRM Web アプリケーションを使用し

て電子メール メッセージを送信するときにエラー メッセー

ジが表示される 
また、Microsoft Dynamics CRM Web アプリケーションを使用して電子メール メッセージを送信するときに

、次のようなエラー メッセージが表示されることがあります。 

 このメッセージは、配信のために送信されていません。これまでに、1 回実行されています。 

 メッセージを配信できませんでした。以降の処理を実行するには、再送信する必要があります。 

詳細については、Microsoft サポート技術情報の記事 915827 を参照してください。 

アクセスのテストのトラブルシューティングを行うには 

http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkId=225486
http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkId=225486
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[アクセスのテスト] 機能の詳細については、E-mail Router 構成マネージャーのヘルプにある「ユーザー

、キュー、および転送用メールボックスのアクセスのテスト」と共に、このガイドにある以下のトピックを参

照してください。 

 『Microsoft Dynamics CRM 2011 インストール ガイド』の「E-mail Router の構成」にある「アクセス資

格情報」 

 『Microsoft Dynamics CRM 2011 インストール ガイド』の「受信電子メールの構成に関する問題」 

 『Microsoft Dynamics CRM 2011 インストール ガイド』の「送信電子メールの構成に関する問題」 

関連項目 
E-mail Router に関する問題のトラブルシューティング 

Outlook 用 Microsoft Dynamics CRM 2011 のインストール手順 

Outlook 用 Microsoft Dynamics CRM 2011 のイン

ストール手順 

ここで説明する内容は、Microsoft Dynamics CRM Online および設置型バージョンの Microsoft 

Dynamics CRM 2011 に適用されます。 Microsoft Office Outlook 用 Microsoft Dynamics CRM により、

Microsoft Outlook を介して Microsoft Dynamics CRM Web クライアントと同じデータにアクセスできます

。Outlook 用 Microsoft Dynamics CRM は、使い慣れた Outlook アプリケーションを使用しているが 

CRM データへのアクセスを必要とする Microsoft Dynamics CRM ユーザーを対象としています。 

Outlook 用 Microsoft Dynamics CRM 展開を計画する方法については、『計画ガイド』の「

Planning Deployment」を参照してください。 

Microsoft グループ ポリシーを使用して Outlook 用 Microsoft Dynamics CRM を展開するには

、『計画ガイド』の「Deploy Microsoft Dynamics CRM for Outlook by using Group Policy」を参照

してください。 

Outlook 用 Microsoft Dynamics CRM のインストールと構成が済むと、個別のユーザーはそれを使用し

て Microsoft Dynamics CRM データにアクセスできます。コンピューターが複数のユーザーによって共有

されている場合は (つまり、ユーザーごとに個別のログイン アカウントがあり、各ユーザーが有効な 

Microsoft Dynamics CRM ユーザーである場合)、ユーザーごとに Outlook 用 Microsoft Dynamics CRM 

の構成を実行して Outlook 用 Microsoft Dynamics CRM を構成する必要があります。 

Outlook 用 Microsoft Dynamics CRM のインストールまたはアップグレードを行うには、インスト

ールまたはアップグレードの手順を実行するコンピューターに対する管理者のアクセス許可が

必要です。Microsoft Update からの更新プログラムのインストールは例外であり、この場合は管

理者特権は必要ありません。オフライン機能を有効にして Outlook 用 Microsoft 

Dynamics CRM をインストールできます。この機能をインストールしたユーザーは、LAN に接続

メモ  

メモ  

http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkId=165705
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されていない状態でも Microsoft Dynamics CRM のデータにアクセスできます。オフライン機能

は次のいずれかのときに追加できます。 

 Outlook 用 Microsoft Dynamics CRM のインストール中。 

 インストールが完了した後。この場合、ユーザーは Microsoft Outlook の [オフラインにする] をクリ

ックすることにより、オフライン機能を追加できます。必要な追加コンポーネントのインストールが開

始し、ユーザーの Microsoft Dynamics CRM データのコピーがローカルに格納されます。それ以降

のオフライン セッションでは追加のインストールは必要ありませんが、ユーザーのデータのローカル 

コピーの更新が必要になる場合があります。 

Outlook 用 Microsoft Dynamics CRM を使用するコンピューターを複数のユーザーで共有

できますが、そのコンピューターでオフラインに移行できるユーザーは 1 人だけです。 

このセクションの内容 
 Outlook 用 Microsoft Dynamics CRM がインストールされていないコンピューターへのインストール 

 Outlook 用 Microsoft Dynamics CRM 4.0 クライアントから Outlook 用 Microsoft Dynamics CRM 

2011 へのアップグレード 

 Outlook 用 Microsoft Dynamics CRM のインストール、構成、およびアップグレードに関するトラブル

シューティング 

 Microsoft System Center Configuration Manager 2007 を使用した Outlook 用 Microsoft Dynamics 

CRM のインストール 

 移動ユーザー プロファイル、Windows サーバー リモート デスクトップ サービス、または Citrix 

Presentation Server を使用した Outlook 用 Microsoft Dynamics CRM のインストール 

関連項目 
ダウンロード: Microsoft Office Outlook 用 Microsoft Dynamics CRM 2011 (Outlook クライアント) 

Microsoft Dynamics CRM 2011 E-mail Router のインストール手順 

Outlook 用 Microsoft Dynamics CRM がインストー

ルされていないコンピューターへのインストール 

ここで説明する内容は、Microsoft Dynamics CRM Online および設置型バージョンの Microsoft 

Dynamics CRM 2011 に適用されます。 Outlook 用 Microsoft Dynamics CRM のメイン アプリケーション 

インターフェイスが Microsoft Outlook にあります。これには、Microsoft Outlook のショートカット バー、リ

ボン、およびフォルダー ナビゲーションを使用してアクセスできます。また、Outlook 用 Microsoft 

Dynamics CRM をインストールすると、Microsoft Outlook にツール バーが作成され、ユーザーのメール

ボックスの構造内にフォルダーが作成されます。 

メモ  

http://www.microsoft.com/en-us/download/details.aspx?id=27821
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ユーザーのコンピューターに Outlook 用 Microsoft Dynamics CRM をセットアップするには、以下のイン

ストールおよび構成タスクを実行します。 

1. Outlook 用 Microsoft Dynamics CRM をインストールします。このタスクを実行するには、インストー

ル メディアの当該フォルダーにある SetupClient.exe ファイルを実行します。詳細については、下の「

タスク 1: Outlook 用 Microsoft Dynamics CRM のインストール」を参照してください。 

2. Outlook 用 Microsoft Dynamics CRM を構成します。このタスクを実行するには、Outlook 用 

Microsoft Dynamics CRM 構成ウィザードを実行します。詳細については、下の「タスク 2: Outlook 

用 Microsoft Dynamics CRM の構成」を参照してください。構成ウィザードは、インストールの完了後

すぐに、または後で実行できます。 

Outlook 用 Microsoft Dynamics CRM のインストール後に Microsoft Outlook を初めて実行

すると、構成ウィザードが自動的に起動します。 

3. ユーザー電子メール設定の構成。このタスクを実行するには、ユーザーの受信および送信の電子メ

ール オプションを構成します。これは、Microsoft Dynamics CRM Web アプリケーションにある [ユー

ザー] フォームを使用して実行できます。既定では、Outlook 用 Microsoft Dynamics CRM は送受信

の両方の電子メール アクセスの種類として選択されています。詳細については、下の「タスク 3: ユ

ーザーの電子メール設定の構成」を参照してください。 

タスク 1: Outlook 用 Microsoft Dynamics CRM のインスト

ール 
Outlook 用 Microsoft Dynamics CRM をインストールするには、この手順を使用します。このインストール

の間に、または後で、ユーザー用のオフライン機能を追加できます。 

Microsoft Exchange Server を実行しているコンピューターでの Outlook 用 Microsoft 

Dynamics CRM の実行はサポートされていません。 

1. 『計画ガイド』の「Microsoft Dynamics CRM for Outlook hardware requirements」および「

Microsoft Dynamics CRM for Outlook software requirements」で指定されている Outlook 用 

Microsoft Dynamics CRM 要件を満たします。 

2. ローカル管理者特権を持つユーザーとしてコンピューターにログオンします。 

3. ベスト プラクティス: Microsoft Office のセキュリティ更新プログラムがすべてインストールされて

いることを確認します。確認するには、Microsoft Update を参照してください。 

4. 適切なインストール ファイルを見つけて実行します。 

 DVD からインストールするには、インストールした Microsoft Office のアーキテクチャ (32 

ビットまたは 64 ビット) のインストール フォルダーで SetupClient.exe をダブルクリックしま

す。 

 ...\Client\amd64 (64 ビットの場合) 

 ...\Client\i386 (32 ビットの場合) 

メモ  

重要  

Outlook 用 Microsoft Dynamics CRM をインストールするには 

http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkId=165705
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 Web からインストールするには、Microsoft Office Outlook 用 Microsoft Dynamics CRM 

2011 (Outlook Client) のダウンロード ページに開き、インストールした Microsoft Office の

アーキテクチャに適した実行可能ファイルをダウンロードして実行します。 

 Microsoft Dynamics CRM ユーザー インターフェイスからインストールするには、メッセージ 

バーの [Outlook 用 CRM の取得] をクリックします。[セキュリティ警告] というタイトルのダ

イアログ ボックスが 1 つ以上表示された場合は、それぞれの [実行] をクリックします。 

Microsoft Office Outlook 用 Microsoft Dynamics CRM 2011 セットアップ ウィザードが開始

します。 

5. [使用許諾契約書] ページで情報を確認します。使用許諾契約書に同意する場合は、[使用許

諾契約書に同意する] を選択し、[次へ] をクリックします。 

6. [推奨される更新プログラムを取得します] ページで、Microsoft Update プログラムを通じて更新

を取得するかどうかを指示し、[次へ] をクリックします。 

メモ  

マイクロソフトは、Outlook 用 Microsoft Dynamics CRM の機能強化をソフトウェア更新

プログラムでリリースします。[推奨される更新プログラムを取得します] を選択すると、

それらの更新プログラムは自動的にインストールされます。自動化の正確なレベル (た

とえば、インストール中にユーザーとの対話が必要かどうか) は、組織内で施行されて

いるグループ ポリシーで決定されます。 

7. [インストール] または [オプション] のいずれかをクリックします。 

 オフライン アクセスを使用して Outlook 用 Microsoft Dynamics CRM をインストールするに

は、[オプション] をクリックし、[インストールのカスタマイズ] ページで [オフライン機能] を選

択して、[インストール] をクリックします。 

 オフライン アクセスを使用せずに Outlook 用 Microsoft Dynamics CRM をインストールする

には、[インストール] をクリックします。 

重要  

ここでオフライン機能をインストールしないと、使用の開始時に使用できるオフライン機

能はありません。[インストール] を選択した場合、Microsoft Outlook ユーザーは 

Microsoft Outlook の [オフラインにする] をクリックして、後でオフライン機能を追加で

きます。 

プログラム機能がインストールされ、進行状況のインジケーターが表示されます。インストール

を完了するためにコンピューターの再起動を求められる場合があります。 

8. Microsoft Office Outlook 用 Microsoft Dynamics CRM 2011 セットアップ ウィザードの完了ペ

ージで、[閉じる] をクリックします。 

タスク 2: Outlook 用 Microsoft Dynamics CRM の構成 
Outlook 用 Microsoft Dynamics CRM をインストールしたら、構成する必要があります。Outlook 用 

Microsoft Dynamics CRM のインストール後に Outlook を再起動すると、構成ウィザードが自動的に起動

します。 

メモ  

http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkID=246266
http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkID=246266
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Outlook 用 Microsoft Dynamics CRM のインストール後すぐに構成しない場合は、ウィザードの 

[組織の構成] ページで [キャンセル] をクリックしてください。Microsoft Outlook ツール バーに 

[Outlook 用 Microsoft Dynamics CRM の構成] ボタンが表示され、Outlook 用 Microsoft 

Dynamics CRM を構成するまでその場所に表示されたままになります。 

構成ウィザードが自動的に起動されない場合は、最初の手順に書かれているように起動できます。2 番

目の手順では、複数のクライアント コンピューターを構成するためのスクリプトの使い方について説明し

ています。 

1. 構成ウィザードを起動します。[スタート] ボタンをクリックし、[すべてのプログラム]、[Microsoft 

Dynamics CRM] の順にポイントして、[構成ウィザード] をクリックします。または、Microsoft 

Outlook の [CRM] タブで [Outlook 用 Microsoft Dynamics CRM の構成] をクリックします。 

2. [サーバー URL] の場合、適切なオプションを選択します。 

 Microsoft Dynamics CRM Online 組織に接続するには、[サーバー URL] の一覧で、[CRM 

Online] をクリックします。 

 Microsoft Dynamics CRM 2011 の設置型展開 に接続するには、Microsoft Dynamics CRM 

用の探索サービス URL を、http://crmserver または http://crmserver:5555 のような形式

で入力します。 

メモ  

Outlook 用 Microsoft Dynamics CRM をインターネット上で構成して Microsoft 

Dynamics CRM 2011 の設置型展開 に接続している場合は、

https://dev.crmserver.contoso.com の形式の探索サービス URL を使用します。

正確な URL については、システム管理者にお問い合わせください。 

3. [接続テスト] をクリックします。これにより [組織情報] の一覧に値が表示されます。 

資格情報を要求された場合は、以下のオプションから選択します。 

 Microsoft Dynamics CRM Online 組織 ... の場合 

 Office 365 経由で接続して、Microsoft Online Services のユーザー名とパスワードを入

力し、[OK] をクリックします。この情報は、取引先企業が追加されたときに、電子メール

で送信されたはずです。 

 以前のオンライン サービス プラットフォームを使用して接続して、Microsoft アカウント 

(以前の Windows Live ID) とパスワードを入力し、[OK]をクリックします。この情報は、

取引先企業が追加されたときに、電子メールで送信されたはずです。 

 Microsoft Dynamics CRM 2011 の設置型展開 の場合、Microsoft Dynamics CRM は 

Active Directory のドメイン資格情報を使用するので、要求されない場合があります。 

[OK] をクリックします。 

4. [組織] の場合、[組織] の一覧で接続する Microsoft Dynamics CRM 組織を確認し、[OK] をクリ

ックします。 

組織が初期化されます。 

[閉じる] をクリックします。 

5. 複数の組織のメンバーになっている場合は、構成ウィザード を再起動して、現在の組織に別の

Outlook 用 Microsoft Dynamics CRM を手動で構成するには 
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組織を指定してください。 

1. Outlook 用 Microsoft Dynamics CRM のユーザーのために構成の設定を自動的に更新するス

クリプトを記述します。次のような行を使用して、<servername> として指定されたコンピューター

に格納された新しい構成ファイルに基づき、基本的な構成の操作を実行できます。 

次のスクリプトでは、既定のクライアント構成ファイルが上書きされ、以前に構成した組織が削

除され、新しい組織がインストールされます。 

copy /y \\<servername>\share\Default_Client_Config.xml 

"c:\Program Files\Microsoft Dynamics 

CRM\Default_Client_Config.xml" 

"C:\Program Files\Microsoft Dynamics 

CRM\Client\ConfigWizard\Microsoft.Crm.Application.Outlook.Con

figWizard.exe" /q /xa 

"C:\Program Files\Microsoft Dynamics 

CRM\Client\ConfigWizard\Microsoft.Crm.Application.Outlook.Con

figWizard.exe" /q /i "C:\Program Files\Microsoft Dynamics 

CRM\Default_Client_Config.xml" 

 

ヒント  

Microsoft System Center Configuration Manager 2007 などを使用して、スクリプトをロ

グオン スクリプトとして実行するか、特定の時刻に強制的に実行することを検討してく

ださい。 

このスクリプトには、クライアント コンピューターが構成済みであるかどうかを判断する

検出ロジックを含めることもできます。構成済みである場合は、操作を行わずにスプリ

プトを終了できます。 

サンプルの Default_Client_Config.xml ファイル 

<Deployment> 

<DiscoveryUrl>http://CrmDiscoveryUrl</DiscoveryUrl> 

<Organizations> 

<Organization IsPrimary='true'>Organization1</Organization> 

</Organizations> 

</Deployment> 

 

2. サーバーが変更された組織内の各クライアント コンピューターでスクリプトを実行します。スクリ

プトはさまざまな方法で実行できます。たとえば、Active Directory ユーザーとコンピューター 

(ADUC) のユーザー プロパティ ダイアログ ボックスの [プロファイル] タブを使用する方法や、

グループ ポリシー オブジェクト (GPO) を使用する方法があります。 

スクリプトを使用して Outlook 用 Microsoft Dynamics CRM を構成するには 
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タスク 3: ユーザーの電子メール設定の構成 
Microsoft Dynamics CRM 電子メール メッセージの送受信には E-mail Router は不要です。E-mail 

Router を使用する代わりに、Outlook 用 Microsoft Dynamics CRM を使用して以下のタスクを実行でき

ます。 

 受信した電子メール メッセージを Microsoft Dynamics CRM へ配信する。 

 Microsoft Dynamics CRM から生成された電子メール メッセージを送信する。 

既定では、ユーザーの送受信電子メール アクセスの種類は Outlook 用 Microsoft 

Dynamics CRM に設定されます。特定のユーザーに対して Outlook 用 Microsoft 

Dynamics CRM を有効にするには、既定値を変更した場合のみ、送受信電子メール アクセスの

種類を設定する必要があります。 

電子メールの構成の一環として、追跡オプションを確認する必要があります。既定では、

Microsoft Dynamics CRM によって生成された電子メール メッセージに対する応答の電子メー

ル メッセージのみが追跡されます。これらの設定の詳細については、Microsoft Dynamics CRM 

のヘルプの「電子メールの追跡方法の指定」を参照してください。 

ユーザーおよびキューの電子メール構成 

電子メール メッセージングの受信および送信の設定は、ユーザーまたはキューごとに設定できます。こ

れらの受信および送信オプションはユーザー フォームで構成します。 

1. Microsoft Dynamics CRM Web アプリケーションを開きます。 

2. ナビゲーション ウィンドウの [設定] をクリックします。 

3. [システム] で [管理] をクリックします。 

4. [管理] 領域で [ユーザー] をクリックします。 

5. 設定を編集するユーザーを探します。別のページへの移動が必要な場合があります。 

6. ユーザーの名前をクリックするか、またはユーザーを選択して [編集] をクリックします。[ユーザ

ー] フォームが開きます。[電子メール アクセス構成] セクションでメッセージングのオプションを

編集できます。 

メモ  

既定では、Microsoft Dynamics CRM で電子メール アクセスの種類は受信、送信共に 

[Outlook 用 Microsoft Dynamics CRM] に設定されます。 

7. このユーザーに対して Outlook 用 Microsoft Dynamics CRM を有効にするには、Outlook 用 

Microsoft Dynamics CRM を選択します。 

メモ  

電子メール アクセスの種類を設定するには 
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受信電子メール メッセージのオプション 

ユーザーまたはキューが Microsoft Dynamics CRM 電子メール メッセージを受信する場合は、以下の受

信電子メール構成を使用できます。 

 なし。電子メール メッセージの送信に Microsoft Dynamics CRM を使用しないユーザーまたはキュ

ーには、このオプションを使用します。 

 Outlook 用 Microsoft Dynamics CRM.このオプションを使用する場合は、ユーザーのコンピューター

に Microsoft Outlook がインストールされている必要があります。このオプションには E-mail Router 

コンポーネントは不要です。ただし、Microsoft Dynamics CRM 電子メール メッセージを処理するに

は、Microsoft Outlook が実行されている必要があります。 

 E-mail Router.このオプションを選択すると、Microsoft Dynamics CRM 電子メール メッセージが直接 

Microsoft Dynamics CRM に配信されます。転送用メールボックスは不要です。メッセージの処理に

使用できる電子メール システムは、Microsoft Exchange Server 2003、Microsoft Exchange Server 

2007、Microsoft Exchange Server 2010、Exchange Online、POP3 対応サーバーのいずれかです。

詳細については、E-mail Router のドキュメントを参照してください。 

 転送用メールボックス。このオプションを使用するには、E-mail Router をインストールする必要があ

ります。このオプションには専用のメールボックスが必要です。このメールボックスは管理者が作成

する必要があります。このメールボックスに転送された電子メール メッセージは E-mail Router によ

って処理されます。このオプションを選択した場合は、ユーザーが Microsoft Outlook を実行する必

要はありませんが、サーバー側のルールをユーザー用に展開することが必要です。Exchange 

Server を使用して受信電子メール メッセージを処理する場合は、ルール展開ウィザードを使用して

ルールを展開できます。詳細については、このガイドの「E-mail Router の構成」にある「受信トレイ 

ルールの展開」および「転送用メールボックスの設定」を参照してください。 

送信電子メール メッセージのオプション 

ユーザーまたはキューからの Microsoft Dynamics CRM の電子メール メッセージの送信時に使用可能

な送信電子メール構成は以下のとおりです。 

 なし。電子メール メッセージの送信に Microsoft Dynamics CRM を使用しないユーザーまたはキュ

ーには、このオプションを使用します。 

 Outlook 用 Microsoft Dynamics CRM.このオプションを使用する場合は、ユーザーのコンピューター

に Microsoft Outlook がインストールされている必要があります。このオプションには E-mail Router 

コンポーネントは不要です。 

 E-mail Router.このオプションでは、Microsoft Dynamics CRM の電子メール メッセージが E-mail 

Router コンポーネントを使用して送信されます。電子メール システムが SMTP に対応している必要

があります。E-mail Router は、SMTP サーバー、または SMTP サーバーに接続している別のコンピ

ューターにインストールできます。 

関連項目 
Outlook 用 Microsoft Dynamics CRM 2011 のインストール手順 

Outlook 用 Microsoft Dynamics CRM 4.0 クライアントから Outlook 用 Microsoft Dynamics CRM 2011 

へのアップグレード 
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Outlook 用 Microsoft Dynamics CRM 4.0 クライア

ントから Outlook 用 Microsoft Dynamics CRM 2011 

へのアップグレード 

 

Outlook 用 Microsoft Dynamics CRM のアップグレードに関するメモ 

次の手順は Outlook 用 Microsoft Dynamics CRM 2011 の各バージョン間の移行には適用されません。

旧バージョンの Outlook 用 Microsoft Dynamics CRM 2011 がインストールされているコンピューターを

更新する際は、このアップグレード手順を使用しないでください。 

Microsoft Update から最新の更新プログラムと修正プログラムを自動的にインストールすることで 

Microsoft Dynamics CRM 展開を最新の状態に保ってください。Microsoft ダウンロード センター で更新

プログラムを検索することもできます。Microsoft Update を選択すると、推奨される更新プログラムを管

理者のアクセス許可なしに自動的にインストールできます。 

 基本言語は一致している必要があります。Outlook 用 Microsoft Dynamics CRM をアップグレードす

るには、Outlook 用 Microsoft Dynamics CRM 2011 の基本言語と Outlook 用 Microsoft Dynamics 

CRM 4.0 の基本言語が一致している必要があります。 

 サーバーのアップグレード後も継続してオフラインでアクセスするにはアップグレードが必要です。

Microsoft Dynamics CRM 2011 の設置型展開 では、組織の Microsoft Dynamics CRM Server 2011 

が Microsoft Dynamics CRM Server 2011 にアップグレードされた後も、継続してデータにオフライン

でアクセスするには、ユーザーは Outlook 用 Microsoft Dynamics CRM 2011 にアップグレードする

必要があります。たとえば、Outlook 用 Microsoft Dynamics CRM 4.0 を実行して、データにオフライ

ンでアクセスするユーザーがいるとします。このユーザーの組織は Microsoft Dynamics CRM 4.0 か

ら Microsoft Dynamics CRM 2011 にアップグレード済みです。現時点ではクライアントとサーバーの

間でバージョンが一致していませんが、それでもこのユーザーはサーバーに接続してデータにオン

ラインでアクセスできます。ただし、再びオフラインにするには、Outlook 用 Microsoft Dynamics 

CRM 2011 にアップグレードする必要があります。 

Outlook 用 Microsoft Dynamics CRM のプラットフォーム間でのアップグレ

ード 

アップグレード中にアーキテクチャを変更 (32 ビットから 64 ビットまたはその逆に移行) する場合は、次

のことに注意してください。 

 プラットフォーム間での一括アップグレードはサポートされていません。Outlook 用 Microsoft 

Dynamics CRM 4.0 は 32 ビット アーキテクチャでのみ使用可能でした。Outlook 用 Microsoft 

Dynamics CRM 4.0 を実行している場合は、32 ビット Outlook 用 Microsoft Dynamics CRM 2011 へ

の一括アップグレードのみを実行できます。これは Office 2010 にも当てはまります。32 ビット 

Office 2010 を実行しており、これを維持する場合、32 ビット Outlook 用 Microsoft Dynamics CRM 

2011 への一括アップグレードのみを実行できます。 

http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkId=165705
http://go.microsoft.com/fwlink/?linkid=202394
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 アーキテクチャ間でのアップグレードにはアンインストールと再インストールが必要です。別のアーキ

テクチャに変更するには、次の手順を記載順に実行します。 

a. Outlook 用 Microsoft Dynamics CRM 4.0 をアンインストールします。 

b. Microsoft Office をアンインストールします。 

c. 64 ビット エディションの Microsoft Office をインストールします。 

d. 64 ビット エディションの Outlook 用 Microsoft Dynamics CRM 2011 をインストールします。 

 Outlook 用 Microsoft Dynamics CRM 2011 のインストールの詳細については、このガイドの「

Outlook 用 Microsoft Dynamics CRM がインストールされていないコンピューターへのインストール」

の「タスク 1: Outlook 用 Microsoft Dynamics CRM のインストール」を参照してください。 

タスク 1: Outlook 用 Microsoft Dynamics CRM 2011 のイ

ンストール 
Outlook 用 Microsoft Dynamics CRM 4.0 がインストールされているコンピューターに Outlook 用 

Microsoft Dynamics CRM 2011 をインストールするには、以下で説明する手順に従います。 

この手順では、一括アップグレードについて説明します。ご使用の環境で一括アップグレードが

可能かどうかを判断するには、前に示した情報を参照してください。 

1. 『計画ガイド』の「Microsoft Dynamics CRM for Outlook hardware requirements」および「

Microsoft Dynamics CRM for Outlook software requirements」で指定されている Outlook 用 

Microsoft Dynamics CRM 要件を満たします。 

2. ローカル管理者特権を持つユーザーとしてコンピューターにログオンします。 

3. ベスト プラクティス: Microsoft Office のセキュリティ更新プログラムがすべてインストールされて

いることを確認します。確認するには、Microsoft Update 

(http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkId=165705) を参照してください。 

4. 適切なインストール ファイルを見つけて実行します。 

 DVD からインストールするには、SetupClient.exe ファイルをダブルクリックします。このファ

イルは、\Client\i386 インストール フォルダーにあります。 

 Web からインストールするには、Microsoft Office Outlook 用 Microsoft Dynamics CRM 

2011 (Outlook Client) のダウンロード ページに開き、32 ビット版 Microsoft Office 用の実

行可能ファイルをダウンロードして実行します。 

 Microsoft Dynamics CRM ユーザー インターフェイスからインストールするには、メッセージ 

バーの [Outlook 用 CRM の取得] をクリックします。[セキュリティ警告] というタイトルのダ

イアログ ボックスが 1 つ以上表示された場合は、それぞれの [実行] をクリックします。 

Microsoft Office Outlook 用 Microsoft Dynamics CRM 2011 セットアップ ウィザードが開始しま

す。 

5. [使用許諾契約書] ページで情報を確認します。使用許諾契約書に同意する場合は、[使用許

メモ  

Outlook 用 Microsoft Dynamics CRM 4.0 を Outlook 用 Microsoft Dynamics CRM 2011 にアップグ

レードするには 

http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkId=165705
http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkID=246266
http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkID=246266
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諾契約書に同意する] を選択し、[次へ] をクリックします。 

6. [アップグレード] ページで [アップグレード] をクリックします。 

7. セットアップによって、構成情報が保存され、プログラム機能がインストールされ、進行状況のイ

ンジケーターが表示されます。保存された構成情報はインストール後の環境に再適用されます

。 

8. Microsoft Office Outlook 用 Microsoft Dynamics CRM 2011 セットアップ ウィザードの完了ペ

ージで、[閉じる] をクリックします。 

タスク 2: Outlook 用 Microsoft Dynamics CRM の構成 
Outlook 用 Microsoft Dynamics CRM 4.0 からのアップグレード後、Outlook 用 Microsoft Dynamics CRM 

は、Outlook 用 Microsoft Dynamics CRM 4.0 で使用されていた構成情報の使用を試みます。構成情報

が正しい場合は、再使用は成功し、ユーザーのアクションは不要です。しかし、古い構成を適用できない

場合は Outlook 用 Microsoft Dynamics CRM を再構成する必要があります。 

Outlook 用 Microsoft Dynamics CRM のインストール後にユーザーが Outlook を再起動したとき、構成

ウィザードが自動的に起動された場合は、再構成が必要であることがわかります。次のいずれかの場合

に、自動的に起動されます。 

 Outlook 用 Microsoft Dynamics CRM が接続する Microsoft Dynamics CRM Online の URL が変更

された。 

Microsoft Dynamics CRM 2011 の設置型展開 については、Microsoft Dynamics CRM 4.0 

から Microsoft Dynamics CRM 2011 へ インターネットに接続する展開 (IFD) のアップグレ

ード中に探索サービス URL または組織 URL が変更されると、Outlook 用 Microsoft 

Dynamics CRM 4.0 は機能しなくなります。Outlook 用 Microsoft Dynamics CRM 4.0 が新し

い URL を指すように Outlook 用 Microsoft Dynamics CRM 4.0 の各インスタンスを再構成 

(構成ウィザード、System Center Configuration Manager、またはグループ ポリシーを使用) 

するか、Outlook 用 Microsoft Dynamics CRM 2011 にアップグレードする必要があります。 

 Outlook 用 Microsoft Dynamics CRM 4.0 のユーザーのインストール環境が正しく構成されていなか

った。 

Outlook 用 Microsoft Dynamics CRM のインストール後すぐに構成しない場合は、ウィザー

ドの [組織の構成] ページで [キャンセル] をクリックしてください。Outlook ツール バーに 

[Outlook 用 Microsoft Dynamics CRM の構成] ボタンが表示され、Outlook 用 Microsoft 

Dynamics CRM を構成するまでその場所に表示されたままになります。 

構成ウィザードが自動的に起動されない場合は、以下の手順で起動できます。 

1. 構成ウィザードを起動します。[スタート] ボタンをクリックし、[すべてのプログラム]、

[pn_microsoftcrm] の順にポイントして、[構成ウィザード] をクリックします。または、Outlook の 

[CRM] タブで [Outlook 用 Microsoft Dynamics CRM の構成] をクリックします。 

重要  

メモ  

Outlook 用 Microsoft Dynamics CRM を手動で構成するには 
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2. [サーバー URL] で、適切なオプションを選択します。 

 Microsoft Dynamics CRM Online 組織に接続するには、[サーバー URL] 一覧で、[CRM オ

ンライン] をクリックします。 

 Microsoft Dynamics CRM 2011 の設置型展開 に接続するには、Microsoft Dynamics CRM 

の探索サービス URL を、http://crmserver または http://crmserver:5555 のような形式で

入力します。 

メモ  

Microsoft Dynamics CRM 2011 の設置型展開 への接続に Outlook 用 Microsoft 

Dynamics CRM をインターネット上で構成している場合は、

https://dev.crmserver.contoso.com の形式の探索サービス URL を使用します。

正確な URL については、システム管理者にお問い合わせください。 

3. [接続テスト] をクリックします。これにより [組織情報] の一覧に値が表示されます。 

資格情報を要求された場合は、以下のオプションから選択します。 

 Microsoft Dynamics CRM Online 組織用... 

 Office 365 で接続して、Microsoft Online Services のユーザー名とパスワードを入力し

、[OK] をクリックします。この情報は、取引先企業を追加した際、電子メールで送信さ

れるはずでした。 

 以前のオンライン サービス プラットフォームを使用して接続して、Microsoft アカウント 

(旧 Windows Live ID) とパスワードを入力し、[OK] をクリックします。この情報は、取引

先企業を追加した際、電子メールで送信されるはずでした。 

 Microsoft Dynamics CRM 2011 の設置型展開 では、Microsoft Dynamics CRM が Active 

Directory ドメイン資格情報を使用するので、プロンプトは表示されません。 

[OK] をクリックします。 

4. [組織] で、接続する [組織] の一覧から Microsoft Dynamics CRM 組織を確認して、[OK] をクリ

ックします。 

組織は初期化されます。 

[閉じる] をクリックします。 

5. 1 つ以上の組織のメンバーになっている場合は、構成ウィザードを再起動して、現在の組織に

別の組織を指定してください。 

1. Outlook 用 Microsoft Dynamics CRM のユーザーのために構成の設定を自動的に更新するス

クリプトを記述します。次のような行を使用して、<servername> として指定されたコンピューター

に格納された新しい構成ファイルに基づき、基本的な構成の操作を実行できます。 

次のスクリプトでは、既定のクライアント構成ファイルが上書きされ、以前に構成した組織が削

除され、新しい組織がインストールされます。 

copy /y \\<servername>\share\Default_Client_Config.xml 

"c:\Program Files\Microsoft Dynamics 

CRM\Default_Client_Config.xml" 

"C:\Program Files\Microsoft Dynamics 

スクリプトを使用して Outlook 用 Microsoft Dynamics CRM を構成するには 
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CRM\Client\ConfigWizard\Microsoft.Crm.Application.Outlook.Con

figWizard.exe" /q /xa 

"C:\Program Files\Microsoft Dynamics 

CRM\Client\ConfigWizard\Microsoft.Crm.Application.Outlook.Con

figWizard.exe" /q /i "C:\Program Files\Microsoft Dynamics 

CRM\Default_Client_Config.xml" 

 

ヒント  

Microsoft System Center Configuration Manager 2007 などを使用して、スクリプトをロ

グオン スクリプトとして実行するか、特定の時刻に強制的に実行することを検討してく

ださい。 

このスクリプトには、クライアント コンピューターが構成済みであるかどうかを判断する

検出ロジックを含めることもできます。構成済みである場合は、操作を行わずにスプリ

プトを終了できます。 

サンプルの Default_Client_Config.xml ファイル 

<Deployment> 

<DiscoveryUrl>http://CrmDiscoveryUrl</DiscoveryUrl> 

<Organizations> 

<Organization IsPrimary='true'>Organization1</Organization> 

</Organizations> 

</Deployment> 

 

2. サーバーが変更された組織内の各クライアント コンピューターでスクリプトを実行します。スクリ

プトはさまざまな方法で実行できます。たとえば、Active Directory ユーザーとコンピューター 

(ADUC) のユーザー プロパティ ダイアログ ボックスの [プロファイル] タブを使用する方法や、

グループ ポリシー オブジェクト (GPO) を使用する方法があります。 

関連項目 
Outlook 用 Microsoft Dynamics CRM がインストールされていないコンピューターへのインストール 

Outlook 用 Microsoft Dynamics CRM のインストール、構成、およびアップグレードに関するトラブルシュ

ーティング 
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Outlook 用 Microsoft Dynamics CRM のインストー

ル、構成、およびアップグレードに関するトラブルシ

ューティング 

ここでは、Outlook 用 Microsoft Dynamics CRM のインストールおよびアップグレードに関する問題のトラ

ブルシューティング方法について説明します。 

インストールのトラブルシューティング、構成のヒント、お

よび既知の問題 
Outlook 用 Microsoft Dynamics CRM 構成に関するトラブルシューティング ウィザード の実行Outlook 

用 Microsoft Dynamics CRM の構成の問題の解決に役立つ詳細なウィザードが表示されます。 

Office 365 を使用した Microsoft Dynamics CRM Online 

構成ウィザード または Outlook 用 Microsoft Dynamics CRM Onlineを使用して Microsoft Office 365 サ

ブスクリプションの一部の組織に接続を試みたとき、接続できません。この問題を解決するには、確認し

、必要に応じて、次の修正を行います。 

 Internet Explorer を使用して、その組織に接続できることを確認します。Microsoft Online Services 

のアカウントの情報が不完全のために、サービスの認証が阻止されている場合があります。組織の 

URL は、Microsoft Online Services から受け取る招待状の電子メール メッセージで提供され、通常

、https:// OrganizationName.onmicrosoft.com または https:// 

OrganizationName.crm.dynamics.com の形式です。URL が不確かの場合は、システム管理者に問

い合わせてください。 

 Microsoft Online Services サインイン アシスタント がコンピューターにインストールされていることを

確認します。このコンポーネントは、Outlook 用 Microsoft Dynamics CRM Online で、Office 365 サ

ブスクリプションへのサインインのために必要です。確認するには、[開始]をクリックし、[コントロール 

パネル]をクリックしてから、コントロール パネル ウィンドウで、[プログラム]、[プログラムと機能] を

順にクリックします。このインストールされているプログラムのリストに、Microsoft Online Services サ

インイン アシスタント が表示されていることを確認します。このコンポーネントがインストールされて

いない場合は、ダウンロードしてインストールします。 

IT プロフェッショナル 用 Microsoft Online Services サインイン アシスタント RTW 

ログ ファイル 
Outlook 用 Microsoft Dynamics CRM をインストールおよび構成すると、システムによってログ ファイル

が作成されます。このログ ファイルは、トラブルシューティングに使用することができます。 

既定では、セットアップ ログ ファイル (crm50setup.log および Microsoft.Crm.Application.Hoster ログ ファ

イルを含む) は次の場所に作成されます (User はセットアップを実行したユーザーのアカウントです)。 

http://rc.crm.dynamics.com/rc/2011/en-us/online/5.1_CTP/outlook-troubleshooting.aspx
http://www.microsoft.com/en-us/download/details.aspx?id=28177
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 Windows XP: SystemDrive:\Documents and Settings\<User>\Application 

Data\Microsoft\MSCRM\Logs\ 

 Windows Vista: SystemDrive:\Users\<User>\AppData\Roaming\Microsoft\MSCRM\Logs\ 

 Windows 7: SystemDrive:\Users\<User>\AppData\Local\Microsoft\MSCRM\Logs 

既定では、構成ログ ファイル (crm50clientconfig.log を含む) は次の場所に作成されます (User は構成

ウィザードを実行したユーザーのアカウントです)。 

 Windows XP: SystemDrive:\Documents and Settings\<User>\Local Settings\Application 

Data\Microsoft\MSCRM\Logs\ 

 Windows Vista: SystemDrive:\Users\<User>\AppData\Local\Microsoft\MSCRM\Logs 

 Windows 7: SystemDrive:\Users\<User>\AppData\Local\Microsoft\MSCRM\Logs 

イベント ビューアー 
Outlook 用 Microsoft Dynamics CRM のイベント ログ情報にアクセスするには、Outlook 用 Microsoft 

Dynamics CRM がインストールされているクライアント コンピューターからイベント ビューアーを開き、ア

プリケーション ログのエントリを表示します。 

Windows Vista または Windows 7 でイベント ビューアーを使用してアプリケーション ログを表示するには 

1. Outlook 用 Microsoft Dynamics CRM がインストールされているコンピューターで、イベント ビューア

ーを起動します。 

2. ナビゲーション ウィンドウで、[Windows ログ] を展開し、[アプリケーション] をクリックします。 

3. Outlook 用 Microsoft Dynamics CRM に適用されるイベントを簡単に見つけるには、[カスタム ビュ

ーの作成] または [現在のログをフィルター] を使用し、次のイベント ソースを適用して並べ替えを

行います。 

 MSCRM* (たとえば、MSCRMAddin、MSCRMAddressBook) 

 MSSQL$CRM 

Web アプリケーションの [Outlook 用 CRM] ボタンを無効

にする 
既定では、ユーザーが Outlook 用 Microsoft Dynamics CRM をインストールおよび構成していない場合

、Microsoft Dynamics CRM Web アプリケーションのメッセージ バーに [Outlook 用 CRM の取得] ボタン

が表示されます。このボタンは、ユーザーが Outlook 用 Microsoft Dynamics CRM をダウンロードできる

ようにリンクを提供します。ユーザーにこの機能を提供しない場合は、ボタンを削除できます。 

1. 読み取りおよび書き込みアクセス許可を持つセキュリティ ロール (たとえばシステム管理者ロー

ル) を使用して、Microsoft Dynamics CRM Web アプリケーションを起動します。 

2. [Settings] をクリックします。 

3. [システム] で [管理] をクリックします。 

Microsoft Dynamics CRM Web アプリケーションから [Outlook 用 CRM の取得] ボタンを削除するに

は 
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4. [システムの設定] をクリックします。[システムの設定] ダイアログ ボックスが表示されます。 

5. [Outlook] タブをクリックします。 

6. [Outlook クライアントがメッセージ バーでユーザーに通知される] の値を [いいえ] に設定しま

す。 

関連項目 
Outlook 用 Microsoft Dynamics CRM 4.0 クライアントから Outlook 用 Microsoft Dynamics CRM 2011 

へのアップグレード 

Microsoft System Center Configuration Manager 2007 を使用した Outlook 用 Microsoft Dynamics CRM 

のインストール 

Microsoft System Center Configuration Manager 

2007 を使用した Outlook 用 Microsoft Dynamics 

CRM のインストール 

Microsoft System Center Configuration Manager 2007 は、ユーザーのコンピューターにソフトウェアを配

布するために管理者が使用できるツールです。System Center Configuration Manager 2007 は、組織の

ユーザーに Outlook 用 Microsoft Dynamics CRM 2011 を配布する方法の 1 つです。 

このトピックの内容 
前提条件 

Microsoft System Center Configuration Manager 2007 を使用した Outlook 用 Microsoft Dynamics CRM 

の配布 

パート 1: コレクションへのソフトウェアの配布ウィザードの開始 

パート 2: コレクションへのソフトウェアの配布ウィザードの続行 

パート 3: コレクションへのソフトウェアの配布ウィザードの完了 

配布パッケージの検査 

前提条件 
 

System Center Configuration Manager の準備 

以下の手順は、組織に System Center Configuration Manager が実装され稼働している場合のみ実行

できます。また、ネットワーク上のクライアントで System Center Configuration Manager によるソフトウェ
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ア配布が有効になっている必要があります。詳細については、「Configuration Manager ドキュメント ライ

ブラリ」を参照してください。 

Outlook 用 Microsoft Dynamics CRM の前提条件ソフトウェアの配布 

Outlook 用 Microsoft Dynamics CRM に必要な前提条件ソフトウェアを配布するには、次のいずれかの

方法を使用します。 

 System Center Configuration Manager を使用して前提条件のソフトウェアを配布します。この方法

を使用すると、Microsoft Dynamics CRM クライアント セットアップ時のコンピューターの再起動を回

避できます。 

 前提条件のソフトウェアを Microsoft Dynamics CRM のインストール ファイルと共に全体管理のファ

イル共有に公開します。その後、Microsoft Dynamics CRM セットアップを使用してインストールを実

行します。この方法では、必要な場合にクライアント コンピューターが再起動されます。 

詳細については、「Configuration Manager ドキュメント ライブラリ」を参照してください。 

Microsoft System Center Configuration Manager 2007 を

使用した Outlook 用 Microsoft Dynamics CRM の配布 
以下の手順で、Microsoft System Center Configuration Manager 2007 を使用して配布パッケージを作

成し、配布します。このパッケージには、Outlook 用 Microsoft Dynamics CRM をインストールするファイ

ルおよび構成が含まれます。構成情報をカスタマイズすることで、ユーザーがすぐに Microsoft 

Dynamics CRM を使用できます。 

以下の手順では、System Center Configuration Manager を使用した Outlook 用 Microsoft 

Dynamics CRM 2011 のインストール方法の例について説明します。ここに示すファイル名、イン

ストール オプション、およびその他の設定は一例であり、他の設定を使用してこの手順を完了

することもできます。システム構成によっては、別の設定がより適切である場合があります。 

System Center Configuration Manager で使用可能な設定の詳細については、System Center 

Configuration Manager に組み込まれているヘルプ システムを参照してください。また、System 

Center Configuration Manager に関するオンライン ドキュメント、特に「ウィザード ページ」を参

照してください。 

以下の手順では、"SCCM_CLIENT1" という名前の System Center Configuration Manager クラ

イアントを使用します。 

パート 1: コレクションへのソフトウェアの配布ウィザードの

開始 

1. Microsoft System Center Configuration Manager 2007 コンソールを開きます。このコンソールで

重要  

配布パッケージを作成するには 

http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkId=203143
http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkId=203143
http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkId=203143
http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkId=202629
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は、クライアント エージェント、ネットワーク アドレス、境界などを設定して、System Center 

Configuration Manager を管理できます。 

2. ナビゲーション ウィンドウで、[コンピューターの管理] を展開し、次に [コレクション] を展開しま

す。 

メモ  

コレクションは、コンピューターを論理的にグループ化したものです。このグループ化に

よって、たとえば、Outlook 用 Microsoft Dynamics CRM を配布するコンピューターのセ

ットを表すことができます。 

3. [コレクション] で、クライアント システム [SCCM_CLIENT1] を右クリックし、[配布] をポイントして

、[ソフトウェア] をクリックします。コレクションへのソフトウェアの配布ウィザード が開始されま

す。このウィザードで、ソフトウェア パッケージを作成し、クライアントに配布するために必要なす

べての手順を実行できます。 

4. [ようこそ] ページで、[次へ] をクリックします。 

5. [パッケージ] ページで、[定義ファイルを使用せずに新しいパッケージとプログラムを作成する] 

をクリックし、次に [次へ] をクリックします。 

6. [パッケージの識別] ページで、パッケージの名前を入力します。この例では、[名前] に「CRM 

Client for Outlook」と入力します。 

7. [パッケージの識別] ページのその他のフィールドに以下の値を入力します。 

 バージョン: 5.0 

 発行元: Microsoft 

 言語: 1033 

 コメント: Outlook Client Distribution Package 

8. [次へ] をクリックします。 

9. [ソース ファイル] ページで、[ソース ファイルの圧縮バージョンを作成する] をクリックし、[次へ] 

をクリックします。 

10. [ソース ファイルの圧縮] ページで、System Center Configuration Manager がパッケージに含め

る Outlook 用 Microsoft Dynamics CRM のソース ファイルの場所を指定します。まず、[ソース 

ディレクトリの場所] で、[ネットワーク パス (UNC 名)] または [サイト サーバーのローカル ドラ

イブ] を選択します。次に、[ソース ディレクトリ] で、Outlook 用 Microsoft Dynamics CRM ソー

ス ファイルの実際のパスを指定します。[次へ] をクリックします。 

11. 続いて、下の「パート 2: コレクションへのソフトウェアの配布ウィザードの続行」に進みます。 

パート 2: コレクションへのソフトウェアの配布ウィザードの

続行 

1. [配布ポイント] ページで、パッケージの配布元となる 1 つまたは複数のポイントを選択します。

大規模な、特に地理的に分散した組織では、複数の配布ポイントを使用する場合があります。

小規模の組織では、1 つの配布ポイントで十分な場合があります。[配布ポイント] で、1 つまた
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は複数の配布ポイントを選択し、[次へ] をクリックします。 

2. [プログラムの識別] ページで、パッケージをインストールするために System Center 

Configuration Manager で実行する操作を指定します。[名前] に、「SetupClient」と入力します。 

3. [参照] をクリックし、[ソース ファイルの圧縮] ページで指定したセットアップの場所に移動します

。Outlook 用 Microsoft Dynamics CRM をインストールする実行可能ファイル (SetupClient.exe) 

を選択し、[開く] をクリックします。この実行可能ファイルの名前が [コマンド ライン] フィールド

に表示されます。 

4. (任意) SetupClient.exe コマンドにコマンド ライン オプションを追加します。以下に入力可能な

例を示します。 

 「/q」と入力します。この場合、Outlook 用 Microsoft Dynamics CRM をインストールするコン

ピューターのユーザーの介入を必要とせずにインストールが実行されます。 

 「/targetdir=<folder name>」と入力して、Outlook 用 Microsoft Dynamics CRM のインストー

ル先のフォルダーを指定します。このオプションを省略すると、Outlook 用 Microsoft 

Dynamics CRM は既定のフォルダーである、ドライブ:\Program Files\Microsoft Dynamics 

CRM\Client またはドライブ:\Program Files (x86)\Microsoft Dynamics CRM\Client にイン

ストールされます。 

 セットアップ イベントを記録するログ ファイルの名前およびフォルダーを指定するには、「/l 

drive:\<folder name>\<file name>」と入力します。このログ ファイルは、インストールに関す

る問題のトラブルシューティングに使用できます。 

この配布パッケージの例では、次のコマンド ラインを使用します: SetupClient.exe /q /l 

c:\sms.log 

5. (任意) [コメント] に、System Center Configuration Manager 管理者が読む必要のあるメモを入

力します。 

6. 必要であれば、[カテゴリ] でユーザー設定のカテゴリを選択し、[次へ] をクリックします。

System Center Configuration Manager では、カテゴリとはソフトウェアを検索するためのプロパ

ティです。これにより、ユーザーは必要に応じた配布パッケージをより簡単に見つけられます。

たとえば、Outlook 用 Microsoft Dynamics CRM は「顧客間関係管理」という種類の例に分類で

きます。 

7. 続いて、下の「パート 3: コレクションへのソフトウェアの配布ウィザードの完了」の手順に進みま

す。 

パート 3: コレクションへのソフトウェアの配布ウィザードの

完了 

1. [プログラムのプロパティ] ページで、インストール プログラムの実行方法を指定します。[プログ

ラムの実行条件] で、[ユーザーのログオン状態にかかわらず] を選択します。 

2. [実行後] で、[操作の必要なし] を選択し、[次へ] をクリックします。 

メモ  

特定のソフトウェア インストールではコンピューターの再起動が必要となりますが、再
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起動が強制的に行われない場合もあります。この場合、[ConfigMgr がコンピューター

を再起動する] (または [プログラムがコンピューターを再起動する]) を選択することで

、System Center Configuration Manager に再起動を行わせることができます。また、ス

ケジュールを設定して、1 日のうちユーザーが作業中でない時間に再起動が行われる

ようにすることもできます。 

3. [プログラムの提供] ページで、[はい] を選択し、[次へ] をクリックします。 

4. [プログラムの選択] ページで、[プログラム] に [SetupClient] が選択されていることを確認し、[

次へ] をクリックします。 

5. [提供情報の名前] ページに、提供情報の [名前] が CRM Client for Outlook – SetupClient to 
System : SCCM_CLIENT1 と示されます。[コメント] には内容を示すテキストを追加できます。た

とえば、後でわかりやすいようにソフトウェア配布の目的を入力します。[次へ] をクリックします。 

6. [提供情報のサブコレクション] ページで、[コレクションとそのサブコレクションのメンバーにプロ

グラムを提供する] を選択し、[次へ] をクリックします。 

7. [提供情報のスケジュール] ページで、インストールを実行するタイミングを指定します。たとえば

、インストールがメンテナンス期間中のみに行われるように指定したり、技術スタッフがサービス

中断の可能性がある予防目的のメンテナンス用に確保した時間中のみに行われるように指定

したりできます。[提供の開始日時] に日時を入力します。 

8. [いいえ、この提供情報に有効期限を設定しません] を選択します。 

9. (任意) [保護されていない配布ポイントからコンテンツをダウンロードしてローカルで実行する] 

のチェック ボックスをオフにします。[次へ] をクリックします。 

10. [プログラムの割り当て] ページで、[はい、プログラムを割り当てます] を選択します。これを選

択すると、ユーザーがプログラム (ここでは Outlook 用 Microsoft Dynamics CRM) をインストー

ルすることが必須となります。 

11. [概要] ページで、[次へ] をクリックします。System Center Configuration Manager によって配布

パッケージが作成されます。 

12. [ウィザードは完了しました] ページで、[閉じる] をクリックします。 

13. 続いて、下の「配布パッケージの検査」の手順に進みます。 

配布パッケージの検査 

この手順は任意です。 

前の手順を完了すると、新しい配布パッケージが作成されます。次に、配布パッケージを検査して、公開

および使用する準備ができているかを確認します。 

1. System Center Configuration Manager コンソールのナビゲーション ウィンドウで、[コンピュータ

ーの管理] の [ソフトウェア配布] を展開し、次に [パッケージ] を展開します。Outlook 用 

Microsoft CRM Client パッケージが [パッケージ] ウィンドウに表示されます。 

2. ナビゲーション ウィンドウで、[Microsoft CRM Client for Outlook] (Outlook 用 Microsoft CRM 

Client) を展開し、[配布ポイント] をクリックします。 

メモ  

配布パッケージを検査するには 
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3. [配布ポイント] ウィンドウで、少なくとも 1 つの配布ポイントが表示されていることを確認します。 

4. ナビゲーション ウィンドウで、[パッケージ ステータス] ノードを展開し、その中の別の [パッケー

ジ ステータス] ノードを展開します。これにより、パッケージが対象とする各サイトの各パッケー

ジの情報が表示されます。 

5. 下の階層の [パッケージ ステータス] フォルダーで、配布ポイントの名前をクリックします。

System Center Configuration Manager コンソールのメイン ウィンドウに、配布ポイントとその内

容が表示されます。 

6. 展開パッケージが配布ポイント上で正しく準備されているかどうかを確認します。たとえば、[状

態] 列の値が "インストール保留中" である場合は、配布パッケージの公開がまだ行われてい

ません。公開が完了するまで、しばらく待つ必要があります。 

7. パッケージの [状態] が "Installed" に変わると、配布パッケージが公開されます。これで、パッ

ケージを使用してクライアント コンピューターにソフトウェアをインストールできます。 

8. System Center Configuration Manager コンソールのナビゲーション ウィンドウで、[展開情報] 

をクリックします。 

9. [展開情報] ウィンドウに示されている提供情報を右クリックし、[プロパティ] をクリックします。[

パッケージ]、[プログラム]、および [スケジュール] に示されている値が正しいことを確認します

。 

10. (任意) [プロパティ] ダイアログ ボックスの他のタブに示されている値が正しいことを確認します

。 

関連項目 
Outlook 用 Microsoft Dynamics CRM のインストール、構成、およびアップグレードに関するトラブルシュ

ーティング 

移動ユーザー プロファイル、Windows サーバー リモート デスクトップ サービス、または Citrix 

Presentation Server を使用した Outlook 用 Microsoft Dynamics CRM のインストール 

移動ユーザー プロファイル、Windows サーバー リ

モート デスクトップ サービス、または Citrix 

Presentation Server を使用した Outlook 用 

Microsoft Dynamics CRM のインストール 

ここでは、移動ユーザー プロファイル、Windows Server リモート デスクトップ サービス、または Citrix 

Presentation Server を使用した Outlook 用 Microsoft Dynamics CRM のインストールについて説明しま

す。 

オフライン アクセス対応 Outlook 用 Microsoft Dynamics CRM では、移動ユーザー プロファイ

ル、Windows Server リモート デスクトップ サービス、または Citrix Presentation Server を使用

重要  
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したインストールがサポートされません。代わりに、コマンド プロンプトから 

disableofflinecapability パラメーターを指定して Outlook 用 Microsoft Dynamics CRM をインスト

ールする必要があります。これにより、Outlook 用 Microsoft Dynamics CRM のユーザー インタ

ーフェイスからオフライン ボタンがなくなります。詳細については、このガイドの「コマンド プロン

プトを使用した Outlook 用 Microsoft Dynamics CRM のインストール」を参照してください。 

移動ユーザー プロファイル 

移動ユーザー プロファイルはローカル ユーザー プロファイルのコピーであり、サーバー共有にコピーさ

れ、格納されます。このプロファイルが、ユーザーがネットワーク上でログオンする各コンピューターにダ

ウンロードされます。移動ユーザー プロファイルに加えられた変更は、ユーザーがログオフしたときに、

プロファイルのサーバー コピーと同期されます。移動ユーザー プロファイルの利点は、ユーザーがネッ

トワーク上で利用するコンピューターごとにプロファイルを作成する必要がないことです。 

移動ユーザー プロファイルはユーザーと共に移動しますが、Outlook 用 Microsoft Dynamics CRM など

のソフトウェア アプリケーションは移動しません。ユーザーの移動先の各コンピューターに、同じアプリケ

ーションをインストールする必要があります。 

Windows Server リモート デスクトップ サービス 

Windows Server 2008 のリモート デスクトップ サービス (RDS) は、ターミナル サービスの新しい名称で

す。RDS は、プレゼンテーションとデスクトップの仮想化テクノロジを使用した、デスクトップおよびアプリ

ケーションの集約プラットフォーム ソリューションです。 

Outlook 用 Microsoft Dynamics CRM は、リモート デスクトップ サービスの Windows Server 2008 上ま

たは Windows Server 2008 R2 上での動作がサポートされています。リモート デスクトップ サービスでア

プリケーションを実行すると、アプリケーションはサーバー上で実行されます。キーボード、マウス、およ

びディスプレイの情報のみがネットワーク経由で送信されます。ユーザーにはその個人のセッションのみ

が表示されます。このようなセッションはサーバーのオペレーティング システムによって透過的に管理さ

れ、他のクライアント セッションからの独立性が維持されます。 

詳細については、「リモート デスクトップ サービス」を参照してください。 

Citrix XenApp 

Citrix XenApp 6 を使用して Outlook 用 Microsoft Dynamics CRM を展開する手順については、

Microsoft ダウンロード センターで提供されている「Microsoft Dynamics CRM for Microsoft Office 

Outlook Compatibility with Citrix XenApp 6 (ホワイト ペーパー: Microsoft Office Outlook 用 Microsoft 

Dynamics CRM と Citrix XenApp 6 との互換性)」を参照してください。 

[Outlook 用 CRM の取得] ボタンの無効化 

このトピックの情報は、Microsoft ターミナル サーバーまたは Citrix サーバーのユーザー接続

を使用した展開に適用されます。[Outlook 用 CRM の取得] ボタンを削除する一般的な手順に

メモ  

http://go.microsoft.com/fwlink/p/?LinkId=205135
http://go.microsoft.com/fwlink/p/?LinkId=225909
http://go.microsoft.com/fwlink/p/?LinkId=225909
http://go.microsoft.com/fwlink/p/?LinkId=225909
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ついては、「Disable the CRM for Outlook button on the Web application (Web アプリケーション

で [Outlook 用 CRM] ボタンを無効にする)」を参照してください。 

ユーザーが Microsoft ターミナル サーバーまたは Citrix サーバーに接続すると、Outlook 用 Microsoft 

Dynamics CRM 構成ウィザードが起動されます。さらに、Outlook 用 Microsoft Dynamics CRM を構成す

るオプションも表示されます。 

Microsoft Outlook 2010 で、Outlook 用 Microsoft Dynamics CRM 構成ウィザード、および Outlook 用 

Microsoft Dynamics CRM を構成するオプションを無効にするには、クライアント コンピューターで以下の

手順を実行してください。 

ターミナル サーバーまたは Citrix で Outlook 用 Microsoft Dynamics CRM を使用しないユーザ

ー向けに、グループ ポリシーまたはログオン スクリプトを使用してこのレジストリ キーを作成す

ることもできます。 

1. [スタート] ボタンをクリックし、[プログラムとファイルの検索] ボックスで「regedit」と入力します。 

2. 次のレジストリ サブキーを探します。 

HKEY_CURRENT_USER\Software\Microsoft\Office\Outlook\Addins 

3. [Addins] を右クリックして、[新規] をポイントし、[キー] をクリックします。 

4. 「crmaddin.Addin」と入力して、Enter キーを押します。 

5. [crmaddin,Addin] を右クリックして、[新規] をポイントし、[DWORD 値] または [DWORD (32 ビッ

ト) 値] をクリックします。 

6. 「LoadBehavior」と入力して、Enter キーを押します。 

7. [LoadBehavior] を右クリックし、[修正] をクリックします。 

8. [値のデータ]  ボックスに「8」と入力し、[10 進数] をクリックして、[OK] をクリックします。 

9. レジストリ エディターを終了します。 

Microsoft Office Outlook 2007 および Microsoft Office Outlook 2003 で、Outlook 用 Microsoft 

Dynamics CRM 構成ウィザードおよび Outlook 用 Microsoft Dynamics CRM を構成するオプションを無

効にするには、クライアント コンピューターで以下の手順を実行してください。 

1. [スタート] ボタンをクリックし、[プログラムとファイルの検索] ボックスで「regedit」と入力します。 

2. 次のレジストリ サブキーを探します。 

 Outlook 2007 

HKEY_CURRENT_USER\Software\Microsoft\Office\12.0\Outlook\Resiliency\DisabledIt

ems 

 Outlook 2003 

HKEY_CURRENT_USER\Software\Microsoft\Office\11.0\Outlook\Resiliency\DisabledIt

ems 

3. [DisabledItems] を右クリックして、[新規] をポイントし、[バイナリ値] をクリックします。 

メモ  

 

 

http://go.microsoft.com/fwlink/p/?LinkID=225690
http://go.microsoft.com/fwlink/p/?LinkID=225690
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4. 「CRMAddin」と入力して、Enter キーを押します。 

5. [CRMAddin] を右クリックし、次に [変更] をクリックします。 

6. [値データ] ボックスに次のように入力し、[OK] をクリックします。 

以下に示す製品の場合は、次の値を使用します。 

 32 ビット版の Windows 上で実行される 32 ビット版の Microsoft Office および Outlook 用 

Microsoft Dynamics CRM。 

 64 ビット版の Windows 上で実行される 64 ビット版の Microsoft Office および Outlook 用 

Microsoft Dynamics CRM。 

hex:01,00,00,00,80,00,00,00,2e,00,00,00,63,00,3a,00,5c,00,70,

00,72,\  

00,6f,00,67,00,72,00,61,00,6d,00,20,00,66,00,69,00,6c,00,65,0

0,73,00,5c,00,\  

6d,00,69,00,63,00,72,00,6f,00,73,00,6f,00,66,00,74,00,20,00,6

4,00,79,00,6e,\ 

00,61,00,6d,00,69,00,63,00,73,00,20,00,63,00,72,00,6d,00,5c,0

0,63,00,6c,00,\ 

69,00,65,00,6e,00,74,00,5c,00,62,00,69,00,6e,00,5c,00,63,00,7

2,00,6d,00,61,\ 

00,64,00,64,00,69,00,6e,00,2e,00,64,00,6c,00,6c,00,00,00,6d,0

0,69,00,63,00,\ 

72,00,6f,00,73,00,6f,00,66,00,74,00,20,00,64,00,79,00,6e,00,6

1,00,6d,00,69,\ 

00,63,00,73,00,20,00,63,00,72,00,6d,00,00,00 

64 ビット版の Windows 上で実行される 32 ビット版の Microsoft Office および Outlook 用 

Microsoft Dynamics CRM の場合は、次の値を使用します。 

hex:01,00,00,00,8c,00,00,00,2e,00,00,00,63,00,3a,00,5c,00,70,

00,72,\ 

00,6f,00,67,00,72,00,61,00,6d,00,20,00,66,00,69,00,6c,00,65,0

0,73,00,20,00,\ 

28,00,78,00,38,00,36,00,29,00,5c,00,6d,00,69,00,63,00,72,00,6

f,00,73,00,6f,\ 

00,66,00,74,00,20,00,64,00,79,00,6e,00,61,00,6d,00,69,00,63,0

0,73,00,20,00,\ 

63,00,72,00,6d,00,5c,00,63,00,6c,00,69,00,65,00,6e,00,74,00,5

c,00,62,00,69,\ 

00,6e,00,5c,00,63,00,72,00,6d,00,61,00,64,00,64,00,69,00,6e,0

0,2e,00,64,00,\ 
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6c,00,6c,00,00,00,6d,00,69,00,63,00,72,00,6f,00,73,00,6f,00,6

6,00,74,00,20,\ 

00,64,00,79,00,6e,00,61,00,6d,00,69,00,63,00,73,00,20,00,63,0

0,72,00,6d,00,\ 

00,00 

メモ  

このバイナリ値は、Crmaddin.dll の既定のインストール場所に基づいています。既定で

は、Crmaddin.dll ファイルはファイル システム内の次の場所にインストールされます。 

C:\Program Files\Microsoft Dynamics CRM\Client\bin\crmaddin.dll 

C:\Program Files (x86)\Microsoft Dynamics CRM bin\crmaddin.dll 

Crmaddin.dll ファイルが別の場所にインストールされている場合、この手順で入力する

バイナリ値も異なります。 

7. レジストリ エディターを終了します。 

関連項目 
Outlook 用 Microsoft Dynamics CRM 2011 のインストール手順 

インターネット接続を使用しない Outlook 用 Microsoft Dynamics CRM 2011 のインストール 

インターネット接続を使用しない Outlook 用 

Microsoft Dynamics CRM 2011 のインストール 

ここで説明する内容は、Microsoft Dynamics CRM 2011 または Microsoft Dynamics CRM Online を使用

する場合に、Microsoft Office Outlook 用 Microsoft Dynamics CRM に適用されます。 

インターネット接続を利用できない環境で、Outlook 用 Microsoft Dynamics CRM をインストールする必

要がある場合があります。たとえば、Hyper-V を使用する場合などの仮想デモンストレーション環境や、

インターネット アクセスをブロックするファイアウォールやその他のセキュリティ要件を使用する環境を作

成するような場合です。 

他の Microsoft Dynamics CRM 2011 および Microsoft Dynamics CRM Online アプリケーション

をインストールする方法の詳細については、、「How to install Microsoft Dynamics CRM 2011 

without an Internet Connection (インターネット接続を使用せずに Microsoft Dynamics CRM 

2011 をインストールする方法)」を参照してください。 

インターネット接続を使用せずに Outlook 用 Microsoft Dynamics CRM をインストールするには、最初に

すべての前提条件コンポーネントをダウンロードする必要があります。そのためには、あらかじめすべて

の前提条件コンポーネントをダウンロードするために、インターネットに接続されたコンピューターが必要

です。 

メモ  

http://blogs.msdn.com/b/crminthefield/archive/2011/11/07/how-to-install-microsoft-dynamics-crm-2011-without-an-internet-connection.aspx
http://blogs.msdn.com/b/crminthefield/archive/2011/11/07/how-to-install-microsoft-dynamics-crm-2011-without-an-internet-connection.aspx
http://blogs.msdn.com/b/crminthefield/archive/2011/11/07/how-to-install-microsoft-dynamics-crm-2011-without-an-internet-connection.aspx
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MSDN から Microsoft Dynamics CRM 2011 の ISO イメージをダウンロードした場合や、インストール用

の DVD が手元にある場合は、既に Redist フォルダーが存在しており、すべての前提条件コンポーネン

トがダウンロードされています。ただし、Microsoft ダウンロード センターから Outlook 用 Microsoft 

Dynamics CRM のインストール メディアをダウンロードした場合は、この Redist 前提条件フォルダーの

構造を手動で構築する必要があります。 

手順 1:  
最初に、インストール メディアの Server、Client、EmailRouter、および BIDSExtensions フォルダーと同じ

階層に Redist フォルダー構造を作成します。 

インストール メディアのフォルダー構造は次の一覧のようになります。 

 BIDSExtensions 

 Client 

 EmailRouter 

 Redist 

 Server 

 autorun.inf、msvp100.dll などの追加ファイル。 

手順 2: Redist フォルダーにサブフォルダーを作成する 
Redist フォルダーのすぐ下に次のサブフォルダーを作成します。 

1. dotNETFX 

2. IDCRL 

3. MSI45 

4. MSOIDCRL 

5. SQLCE 

6. SQLExpr – オフライン アクセス対応 Microsoft Office Outlook 用 Microsoft Dynamics CRM をイン

ストールする場合にのみ必要 

手順 3: 前提条件ファイルをダウンロードする 
次の一覧に従って、6 つの前提条件コンポーネントをダウンロードし、Redist フォルダー内の適切なサブ

フォルダーにコピーします。 

1. dotNETFX 

 前提条件コンポーネント名: Microsoft .NET Framework 4 (スタンドアロン インストーラー) 

 ファイル名: dotNetFx40_Full_x86_x64.exe 

2. IDCRL 

 前提条件コンポーネント名: 

 Windows Live ID サインイン アシスタント 6.5 (32 ビット) 

 Windows Live ID サインイン アシスタント 6.5 (64 ビット) 

http://go.microsoft.com/fwlink/p/?LinkId=182091
http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkId=194721
http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkId=194722
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 ファイル名: 

 wllogin_32.msi 

 wllogin_64.msi 

3. MSI45 

 前提条件コンポーネント名: 

 Windows Installer 4.5 Redistributable (Windows 7 および Vista 32 ビット) 

 Windows Installer 4.5 Redistributable (Windows 7 および Vista 64 ビット) 

 Windows Installer 4.5 Redistributable (Windows XP 32 ビット) 

 ファイル名: 

 Windows6.0-KB942288-v2-x86.msu 

 Windows6.0-KB942288-v2-x64.msu 

 WindowsXP-KB942288-v3-x86.exe 

4. MSOIDCRL 

 前提条件コンポーネント名: 

 Microsoft Online Services サインイン アシスタント (32 ビット) 

 Microsoft Online Services サインイン アシスタント (64 ビット) 

 ファイル名: 

どちらのバージョンもファイル名は msoidcli です。したがって、ここで説明する命名規則

に従ってそれぞれのファイル名を変更する必要があります。 

 msoidcli_32.msi 

 msoidcli_64.msi 

5. SQLCE 

 前提条件コンポーネント名: 

 Microsoft SQL Server Compact 3.5 Service Pack 1 および Windows デスクトップ (32 ビット

) 用 Synchronization Services for ADO.NET Version 1.0 Service Pack 1 

 Microsoft SQL Server Compact 3.5 Service Pack 1 および Windows デスクトップ (64 ビット

) 用 Synchronization Services for ADO.NET Version 1.0 Service Pack 1 

 ファイル名: 

 SSCERuntime-ENU-x86.msi 

 SSCERuntime-ENU-x64.msi 

6. SQLExpr 

 前提条件コンポーネント名: Microsoft SQL Server 2008 Express 

 ファイル名: SQLEXPR_x86_ENU.exe 

これで、すべての前提条件コンポーネントがダウンロードされ、適切なフォルダーに保存されたので、イ

ンターネット接続を使用せずに Outlook 用 Microsoft Dynamics CRM のインストールを続行できます。 

メモ  

http://go.microsoft.com/fwlink/p/?LinkID=139108
http://go.microsoft.com/fwlink/p/?LinkID=139110
http://go.microsoft.com/fwlink/p/?LinkID=139113
http://go.microsoft.com/fwlink/p/?LinkId=221498
http://go.microsoft.com/fwlink/p/?LinkId=221500
http://go.microsoft.com/fwlink/p/?LinkId=147327
http://go.microsoft.com/fwlink/p/?LinkId=147327
http://go.microsoft.com/fwlink/p/?LinkId=147326
http://go.microsoft.com/fwlink/p/?LinkId=147326
http://go.microsoft.com/fwlink/p/?LinkId=179623
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関連項目 
Outlook 用 Microsoft Dynamics CRM がインストールされていないコンピューターへのインストール 

Outlook 用 Microsoft Dynamics CRM 4.0 クライアントから Outlook 用 Microsoft Dynamics CRM 2011 

へのアップグレード 

Microsoft Dynamics CRM 2011 言語パックのインストール手順 

Microsoft Dynamics CRM 2011 言語パックのインス

トール手順 

Microsoft Dynamics CRM 言語パック を使用すると、ユーザーは、アプリケーションに表示されるユーザ

ー インターフェイスまたはヘルプの言語を変更できます。たとえば、多言語を使用する組織では英語ユ

ーザー インターフェイスを標準として社内研修やトラブルシューティングを簡素化する場合がありますが

、ヘルプを母国語であるドイツ語で読みたい場合は、Microsoft Dynamics CRM でヘルプをドイツ語で表

示するように指定できます。 

概要 -- 言語パックのインストール 
Microsoft Dynamics CRM 言語パック をインストールして準備が終わると、その機能や対応するオプショ

ンを Microsoft Dynamics CRM クライアント アプリケーションから使用できます。Microsoft Dynamics 

CRM 言語パック を別個のアプリケーションとして起動する必要はありません。 

Microsoft Dynamics CRM 言語パック インストール ソフトウェアは、Microsoft Dynamics CRM イ

ンストール ソフトウェアとは異なり、専用のダウンロードまたは専用のインストール ディスクに含

まれています。言語パック で変更できるのは、Microsoft Dynamics CRM のユーザー インターフ

ェイスとヘルプのみです。 

このセクションの内容 
言語パックのインストールおよび展開 

言語パックのアップグレードおよび展開 

言語パックのインストールに関する問題 

関連項目 
Outlook 用 Microsoft Dynamics CRM 2011 のインストール手順 

メモ  
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言語パックのインストールおよび展開 

ここでは、Microsoft Dynamics CRM 言語パック のインストールおよび展開手順について説明します。 

このトピックの内容 
手順 1: 展開での言語パックのインストール 

手順 2: Microsoft Dynamics CRM 展開での言語パックの準備 

手順 3: ユーザー インターフェイスとヘルプの表示言語の選択 

手順 1: 展開での言語パックのインストール 
Microsoft Dynamics CRM Server 2011 が稼働するコンピューターに言語パックをインストールするユー

ザーが Microsoft Office Outlook 用 Microsoft Dynamics CRM も実行する場合は、Outlook 用 Microsoft 

Dynamics CRM のインストール先コンピューターにも同じ言語パックをインストールする必要があります。 

1. Microsoft Dynamics CRM Server 2011 または Outlook 用 Microsoft Dynamics CRM がインスト

ールされているコンピューターにログオンします。 

2. コンピューターに対する管理者の特権と、Microsoft Dynamics CRM に対するすべてまたは管理

者の特権を持っていることを確認します。 

3. 言語パック ファイルが置かれている場所で、MUISetup_<loc_code>_<proc_type>.msi ファイルを

ダブルクリックします。 

ここで、 

<loc_ code> はインストールする言語パックのロケール コードです。(たとえば、ドイツ語の場合

は "1031"、日本語の場合は "1041" です。) 

<proc_type> にはサーバーが実行しているプロセッサの種類を指定します。(例: "amd 64")  

4. [使用許諾契約書] ページで使用許諾契約を確認し、同意する場合は [同意する] をクリックして 

[インストール] をクリックします。 

セットアップにより、言語パック ファイルが Microsoft Dynamics CRM 展開内の正しい場所にコ

ピーされます。既定では、言語パック ファイルは drive:\Program Files\Microsoft 

CRM\LangPacks\<loc_ code> にコピーされます。<loc_ code> は、インストールする 言語パック 

のロケール コードです。 

5. インストールを完了するには、[完了] をクリックします。 

インストールする 言語パック ごとに、この手順を繰り返します。 

言語パックを展開にインストールするには、以下の手順に従ってください。 
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手順 2: Microsoft Dynamics CRM 展開での言語パックの

準備 
ユーザーが言語パックを使用して言語を表示するためには、Microsoft Dynamics CRM 展開で言語パッ

クを準備する必要があります。 

1. Microsoft Dynamics CRM Web アプリケーションを起動します。 

2. Microsoft Dynamics CRM に対するすべてまたは管理者の特権を持っていることを確認します。 

3. ナビゲーション ウィンドウの [設定] をクリックします。 

4. [設定] の下にある [管理] をクリックし、次に [言語] をクリックします。 

[言語の設定] ダイアログ ボックスが開きます。このダイアログ ボックスには、Microsoft 

Dynamics CRM 展開にインストールされている各言語パックの一覧が示されます。各言語パッ

クの左側にはチェック ボックスがあります。 

5. 準備 (有効に) する各 言語パック の横にあるチェック ボックスをオンにします。準備を解除 (無

効に) する各 言語パック のチェック ボックスをオフにします。 

6. [適用] をクリックします。 

7. 確認ダイアログ ボックスが開いたら、[OK] をクリックします。 

メモ  

Microsoft Dynamics CRM が言語を準備または準備を解除するまでに数分かかる場合

があります。 

8. [言語の設定] ダイアログ ボックスを閉じるには、[閉じる] をクリックします。 

手順 3: ユーザー インターフェイスとヘルプの表示言語の

選択 
各ユーザーは、Microsoft Dynamics CRM Web クライアントおよび Outlook 用 Microsoft Dynamics CRM 

アプリケーションの両方の表示言語を選択できます。 

1. 次のように、[個人用オプションの設定] ページを開きます。 

 Microsoft Dynamics CRM Web クライアントを使用している場合は、[ファイル] タブをクリック

し、次に [オプション] をクリックします。 

 Outlook 用 Microsoft Dynamics CRM を使用している場合は、上部にあるメニュー バーで 

[CRM] をクリックし、次に [オプション] をクリックします。 

2. [言語] タブをクリックします。 

3. [ユーザー インターフェイスの言語] の一覧で、Microsoft Dynamics CRM の表示言語を選択し

ます。 

展開で言語パックを準備するには、以下の手順に従ってください。 

表示言語を選択するには、以下の手順を実行します。 
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4. [ヘルプ言語] の一覧で、Microsoft Dynamics CRM ヘルプの表示言語を選択します。 

5. 変更を保存してダイアログ ボックスを閉じるには、[OK]をクリックします。 

Outlook 用 Microsoft Dynamics CRM では、ユーザーの言語設定は [CRM] メニューのユーザ

ー インターフェイス表示などの Outlook 用 Microsoft Dynamics CRM 機能にのみ適用され、

Microsoft Office Outlook の他の領域には影響しません。すべての Outlook 用 Microsoft 

Dynamics CRM ユーザー インターフェイスまたはヘルプを複数言語で表示できるようにするに

は、1 つ以上の Office 言語パックをインストールする必要があります。Office 言語パックの詳細

については、Outlook 用 Microsoft Dynamics CRM のヘルプを参照してください。 

関連項目 
Microsoft Dynamics CRM 2011 言語パックのインストール手順 

言語パックのアップグレードおよび展開 

言語パックのアップグレードおよび展開 

Microsoft Dynamics CRM 4.0 Server を Microsoft Dynamics CRM Server 2011 にアップグレード後、言

語パックをアップグレードおよび準備することができます。 

1. Microsoft Dynamics CRM Server 2011 にアップグレードした各コンピューターで、Windows 

Server のアンインストール機能を使用して Microsoft Dynamics CRM 4.0 言語パックをアンイン

ストールします。 

2. 前述の方法に従って、各 言語パック を再インストールして展開します。 

関連項目 
言語パックのインストールおよび展開 

言語パックのインストールに関する問題 

言語パックのインストールに関する問題 

このセクションでは、言語パックのインストールに関する問題のトラブルシューティング方法について説明

します。 

メモ  

言語パックをアップグレードおよび準備するには 
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"セットアップで Language Pack Name をインストールでき

ませんでした" というエラー メッセージが表示される 
Microsoft Dynamics CRM Server 2011 または Outlook 用 Microsoft Dynamics CRM アプリケーションが

コンピューターにインストールされていない状態で、MUISetup_<loc_code>_<proc_type>.msi を実行して 言

語パック をインストールしようとすると、この問題が発生することがあります。この問題を解決するには、

次の手順を実行する必要があります。 

 言語パックを Microsoft Dynamics CRM 展開用にインストールする場合は、Microsoft Dynamics 

CRM Server 2011 がインストールされているコンピューターに言語パックをインストールする必要が

あります。 

 言語パック を Outlook 用 Microsoft Dynamics CRM 用にインストールする場合は、Outlook 用 

Microsoft Dynamics CRM がインストールされているコンピューターに 言語パック をインストールす

る必要があります。 

関連項目 
Microsoft Dynamics CRM 2011 言語パックのインストール手順 

Microsoft Dynamics CRM 2011 のアンインストール、修復、および変更の手順 

Microsoft Dynamics CRM 2011 のアンインストール

、修復、および変更の手順 

ここでは、Microsoft Dynamics CRM アプリケーションをアンインストール、修復、または変更する方法に

ついて説明します。Microsoft Dynamics CRM をアンインストールして、Microsoft Dynamics CRM のデー

タとシステム変更をコンピューター システムから削除するには、一連の自動化された手順と手動による

手順を実行します。これらの手順は、Microsoft Dynamics CRM に含まれるコンピューターが 1 台の場合

でも複数の場合でも同じです。これらの手順では、以下に関連する作業が必要になります。 

 Microsoft Dynamics CRM 

 インターネット インフォメーション サービス (IIS) 

 Microsoft SQL Server 

 Microsoft SQL Server Reporting Services 

 Active Directory 

このセクションの内容 
 Microsoft Dynamics CRM Server 2011 のアンインストール、変更、修復 

 Microsoft Dynamics CRM レポート拡張機能のアンインストールまたは修復 

 Microsoft Dynamics CRM Report Authoring 拡張のアンインストールまたは修復 

 E-mail Router のアンインストール、変更、修復 
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 Outlook 用 Microsoft Dynamics CRM のアンインストールまたは修復 

 言語パックのアンインストールまたは修復 

関連項目 
Microsoft Dynamics CRM 2011 言語パックのインストール手順 

Microsoft Dynamics CRM Server 2011 のアンイン

ストール、変更、修復 

Microsoft Dynamics CRM Server 2011 のメンテナンスを行うには、使用可能な以下のオプションから選

択します。オプションを選択する前に、プログラムと機能を開始する必要があります。 

 Microsoft Dynamics CRM アプリケーションがインストールされているコンピューターにログオンしま

す。そして、[スタート] をクリックし、「Programs and Feat ures」を入力してから、[プログラムと機能] 

を [プログラム] リストでクリックします。 

 [アンインストール]。このオプションを選択すると、Microsoft Dynamics CRM Server 2011 がコンピュ

ーターから削除されます。これを行うには、[プログラムと機能] に移動し、[Microsoft Dynamics CRM 

Server 2011] を右クリックして [アンインストールと変更] をクリックします。Microsoft Dynamics CRM 

Server 2011 を削除するために [アンインストール] を選択して、[アンインストール] をクリックします

。その後、画面の指示に従います。 

Microsoft Dynamics CRM のアンインストール プロセスでは、SQL Server データベース、

Active Directory グループ、Microsoft Dynamics CRM Web サイト (Web サイトをセットアッ

プで作成していない場合) などの一部のコンポーネントは削除されません。これらのコンポ

ーネントは手動で削除する必要があります。 

 [構成]。Microsoft Dynamics CRM サーバーの役割を追加または削除するには、[Microsoft 

Dynamics CRM Server 2011] を右クリックして [アンインストールと変更] をクリックします。[構成] を

選択して、[次へ] をクリックします。次に、画面に表示される指示に従って、サーバー ロールをオン

またはオフにします。Microsoft Dynamics CRM サーバーの役割の詳細については、『計画ガイド』

の「Microsoft Dynamics CRM 2011 Server roles」を参照してください。 

 [修復]。Microsoft Dynamics CRM Server 2011 のインストールを修復するには、[Microsoft 

Dynamics CRM Server 2011] を右クリックして [アンインストールと変更] をクリックし、[修復] を選択

して、[次へ] をクリックします。その後、画面の指示に従います。 

Microsoft Dynamics CRM Server 2011 のインストールを修復すると、プログラム ファイルが

再インストールされます。これによるデータベースへの影響はありません。Microsoft 

Dynamics CRM データベースの問題を修復するには、MSCRM_CONFIG および 

OrganizationName_MSCRM データベースを復元する必要があります。データベースのバッ

クアップと障害回復については、『操作および管理ガイド』にある「Backing Up the Microsoft 

重要  

メモ  
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Dynamics CRM System」の「SQL Server のバックアップ (Reporting Services を含む)」を参

照してください。 

Microsoft Dynamics CRM Server 2011 のアンインストール時に削除され

ないコンポーネント 

次のシステム コンポーネントは、Microsoft Dynamics CRM Server セットアップ によってインストールさ

れますが、Microsoft Dynamics CRM Server 2011 をアンインストールしても削除されません。 

Windows 役割サービス: 

 Web サーバーの役割サービス 

 静的コンテンツ 

 既定のドキュメント 

 ディレクトリの参照 

 HTTP エラー 

 ASP.NET 

 Microsoft .NET Framework 機能拡張 

 ISAPI 拡張 

 ISAPI フィルター 

 HTTP ログ 

 要求監視 

 Windows 認証 

 要求のフィルタリング 

 静的コンテンツ圧縮 

 動的なコンテンツの圧縮 

 IIS 管理コンソール 

 IIS 6 メタベース互換 

 ファイル サービスの役割サービス: 

 インデックス サービス 

 Windows 機能: 

 Microsoft .NET Framework 

 HTTP アクティブ化 

 Windows PowerShell 

 Windows プロセス アクティブ化 

関連項目 
Microsoft Dynamics CRM 2011 のアンインストール、修復、および変更の手順 

Microsoft Dynamics CRM レポート拡張機能のアンインストールまたは修復 
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Microsoft Dynamics CRM レポート拡張機能のアン

インストールまたは修復 

Microsoft Dynamics CRM レポート拡張機能のメンテナンスを行うには、使用可能な以下のオプションか

ら選択します。オプションを選択する前に、プログラムと機能を開始する必要があります。 

Microsoft Dynamics CRM アプリケーションがインストールされているコンピューターにログオンします。そ

して、[スタート] をクリックし、Programs and Features を入力してから、プログラムと機能 をプログラム リ

ストでクリックします。 

 Uninstall: CRM レポート拡張機能を削除 (アンインストール) するには、[プログラムと機能] に移動し

、[Microsoft Dynamics CRM レポート拡張機能] を右クリックして [アンインストールと変更] をクリッ

クします。[アンインストール] を選択して、[アンインストール] をクリックします。その後、画面の指示

に従います。 

 [修復]。CRM レポート拡張機能を修復するには、[Microsoft Dynamics CRM レポート拡張機能] を

右クリックして [アンインストールと変更] をクリックします。[修復] を選択して、[次へ] をクリックしま

す。その後、画面の指示に従います。 

関連項目 
Microsoft Dynamics CRM 2011 のアンインストール、修復、および変更の手順 

Microsoft Dynamics CRM Report Authoring 拡張のアンインストールまたは修復 

Microsoft Dynamics CRM Report Authoring 拡張の

アンインストールまたは修復 

Microsoft Dynamics CRM Report Authoring 拡張 のメンテナンスを行うには、以下のオプションから選択

します。オプションを選択する前に、[プログラムと機能] を開始する必要があります。 

Microsoft Dynamics CRM アプリケーションがインストールされているコンピューターにログオンします。そ

して、[スタート] をクリックし、「Programs and Features」を入力してから、プログラムと機能 をプログラム 

リストでクリックします。 

 Uninstall: Microsoft Dynamics CRM Report Authoring 拡張を削除 (アンインストール) するには、[プ

ログラムと機能] に移動し、[Microsoft Dynamics CRM Report Authoring 拡張] を右クリックして [ア

ンインストールと変更] をクリックします。[アンインストール] を選択して、[アンインストール] をクリッ

クします。その後、画面の指示に従います。 

 [修復]。Microsoft Dynamics CRM Report Authoring 拡張を修復するには、[Microsoft Dynamics 

CRM Report Authoring 拡張] を右クリックして [アンインストールと変更] をクリックします。[修復] を

選択して、[次へ] をクリックします。その後、画面の指示に従います。 
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関連項目 
Microsoft Dynamics CRM 2011 のアンインストール、修復、および変更の手順 

E-mail Router のアンインストール、変更、修復 

E-mail Router のアンインストール、変更、修復 

ここで説明する内容は、Microsoft Dynamics CRM Online および設置型バージョンの Microsoft 

Dynamics CRM 2011 に適用されます。 E-mail Router コンポーネントをアンインストール、変更、または

修復するには、以下のオプションから選択します。オプションを選択する前に、プログラムと機能を開始

する必要があります。 

Microsoft Dynamics CRM アプリケーションがインストールされているコンピューターにログオンします。そ

して、[スタート] をクリックし、「Programs and Features」 を入力してから、プログラムと機能 をプログラム 

リストでクリックします。 

Uninstall:  

1. [プログラムのアンインストールまたは変更] ページで、[Microsoft Dynamics CRM E-mail Router] を

クリックし、[アンインストールと変更] をクリックします。Microsoft Dynamics CRM E-mail Router メン

テナンス ウィザードが開始します。 

2. [アンインストール] を選択し、[アンインストール] をクリックします。 

3. E-mail Router コンポーネントがアンインストールされた後、[Microsoft Dynamics CRM E-mail 

Router のセットアップが完了しました] ページで [完了] をクリックします。 

[変更]。E-mail Router または ルール展開ウィザード を追加または削除するには、次の手順に従います

。 

1. [プログラムのアンインストールまたは変更] ページで、[Microsoft Dynamics CRM E-mail Router] を

右クリックし、[アンインストールと変更] をクリックします。Microsoft Dynamics CRM E-mail Router メ

ンテナンス ウィザードが開始します。 

2. [機能の追加と削除] を選択し、[次へ] をクリックします。 

3. [Router のコンポーネントの選択] ページで、[Microsoft Dynamics CRM E-mail Router サービス] ま

たは [ルール展開ウィザード] のどちらか一方または両方を選択します。 

[Microsoft Dynamics CRM E-mail Router サービス] または [ルール展開ウィザード] のチ

ェック ボックスをオフにすると、アプリケーションはアンインストールされません。 

4. [次へ] をクリックします。その後、画面の指示に従います。 

[修復]。 

1. [プログラムのアンインストールまたは変更] ページで、[Microsoft Dynamics CRM E-mail Router] を

クリックし、[アンインストールと変更] をクリックします。Microsoft Dynamics CRM E-mail Router メン

テナンス ウィザードが開始します。 

2. [修復] を選択し、[次へ] をクリックします。その後、画面の指示に従います。 

メモ  

メモ  
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Microsoft Dynamics CRM 2011 の設置型展開 の場合、Microsoft Dynamics CRM Server セット

アップ の間に、E-mail Router がインストールされるコンピューターが Active Directory 

PrivUserGroup セキュリティ グループに追加されます。ただし、E-mail Router をアンインストー

ルする場合は、コンピューターはこのセキュリティ グループから削除されないため、不必要なア

クセス許可が残ります。E-mail Router をアンインストールし、同じコンピューターに再インストー

ルしない場合は、PrivUserGroup セキュリティ グループからコンピューターを手動で削除するこ

とをお勧めします。 

Microsoft Dynamics CRM 4.0 では、EncryptionKey.xml、

Microsoft.Crm.Tools.EmailAgent.Configuration.bin、および Microsoft.Crm.Tools.EmailAgent.xml 

の各構成ファイルは、Drive:\Microsoft CRM Email\Service ディレクトリから削除されませんでし

た。Microsoft Dynamics CRM 2011 では、E-mail Router をアンインストールすると、これらのフ

ァイルは削除されます。 

関連項目 
Microsoft Dynamics CRM 2011 のアンインストール、修復、および変更の手順 

Outlook 用 Microsoft Dynamics CRM のアンインストールまたは修復 

Outlook 用 Microsoft Dynamics CRM のアンインス

トールまたは修復 

ここで説明する内容は、Microsoft Dynamics CRM Online および設置型バージョンの Microsoft 

Dynamics CRM 2011 に適用されます。 

アプリケーションをもともとインストールしたユーザーとしてクライアント コンピューターにログオ

ンしている間にアンインストールが完了しない場合、オフライン データベースは Microsoft SQL 

Server 2008 Express Edition のインスタンスに接続されたままになります。アンインストールが

完了した後、手動でオフライン データベースを切断できます。 

Outlook 用 Microsoft Dynamics CRM をアンインストールすると、プログラム ファイルは削除さ

れ、 アプリケーションは使用できなくなります。アンインストールではなく、Outlook 用 Microsoft 

Dynamics CRM を無効にすることができます。無効にするには、[スタート] クリックし、[すべての

プログラム] をクリックして、[Microsoft Dynamics CRM 2011] をクリックし、[診断] をクリックしま

す。[高度なトラブルシューティング] タブで [無効にする] を選択し、[保存] をクリックします。後

で、同じ手順に従って Outlook 用 Microsoft Dynamics CRM を有効にできます。 

[アンインストール] または [修復] 

Outlook 用 Microsoft Dynamics CRM をアンインストールまたは修復するには、以下の使用可能なオプ

ションから選択します。オプションを選択する前に、[プログラムと機能] を開始する必要があります。 

メモ  
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Microsoft Dynamics CRM アプリケーションがインストールされているコンピューターにログオンします。そ

して、[スタート] をクリックし、「Programs and Features」 を入力してから、プログラムと機能 をプログラム 

リストでクリックします。 

1. [プログラムのアンインストールまたは変更] ページで、[Microsoft Office Outlook 用 Microsoft 

Dynamics CRM 2011] をクリックし、[アンインストールと変更] をクリックします。Outlook 用 

Microsoft Dynamics CRM 2011 セットアップ ウィザードが開始します。 

2. [インストールの種類を選択してください] ページで、[アンインストール] を選択します。 

3. ウィザードが終了したら、[閉じる] をクリックします。 

Outlook 用 Microsoft Dynamics CRM のアンインストールでは、コンピューターの再起動が必要

な場合があります。 

1. [プログラムのアンインストールまたは変更] ページで、[Microsoft Office Outlook 用 Microsoft 

Dynamics CRM 2011] をクリックし、[アンインストールと変更] をクリックします。Outlook 用 

Microsoft Dynamics CRM 2011 セットアップ ウィザードが開始します。 

2. [インストールの種類を選択してください] ページで、[修復] を選択します。 

3. ウィザードが終了したら、[閉じる] をクリックします。 

以前のバージョンの Microsoft Windows で Microsoft Office Outlook 用 Microsoft 

Dynamics CRM をアンインストールまたは修復するには、前記と同様の手順に従ってください。

つまり、Outlook 用 Microsoft Dynamics CRM 2011 セットアップ ウィザードを開き、[アンインスト

ール] または [修復] を選択します。 

Outlook 用 Microsoft Dynamics CRM のアンインストール

時に削除されないファイル 
次のファイルは、Outlook 用 Microsoft Dynamics CRM 2011 セットアップ によってインストールされます

が、Outlook 用 Microsoft Dynamics CRM をアンインストールしても削除されません。 

 Program Files\Microsoft Dynamics CRM\Client\ConfigWizard\CrmForOutlookInstaller.exe 

 Program Files\Microsoft Dynamics CRM\Client\ConfigWizard\CrmForOutlookInstaller.exe 

 Program Files\Microsoft Dynamics CRM\Client\DatabaseFixes\dbhotfix_client_install.xml 

 Program Files\Microsoft Dynamics 

CRM\Client\DatabaseFixes\dbupdateactions\install\dbhotfix_release.xml 

 Program Files\Microsoft Dynamics 

CRM\Client\DatabaseFixes\dbupdateactions\install\dbhotfix_test_111111.sql 

Outlook 用 Microsoft Dynamics CRM をアンインストールするには 

メモ  

Outlook 用 Microsoft Dynamics CRM を修復するには 

メモ  
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 Program Files\Microsoft Dynamics 

CRM\Client\DatabaseFixes\dbupdateactions\install\dbhotfix_test_222222.sql 

 Program Files\Microsoft Dynamics 

CRM\Client\DatabaseFixes\dbupdateactions\uninstall\dbhotfix_release.xml 

 Program Files\Microsoft Dynamics 

CRM\Client\DatabaseFixes\dbupdateactions\uninstall\dbhotfix_test_111111.sql 

 Program Files\Microsoft Dynamics 

CRM\Client\DatabaseFixes\dbupdateactions\uninstall\dbhotfix_test_222222.sql 

 Windows\CrmClient.mif 

関連項目 
Microsoft Dynamics CRM 2011 のアンインストール、修復、および変更の手順 

言語パックのアンインストールまたは修復 

言語パックのアンインストールまたは修復 

言語パックのメンテナンスを行うには、使用可能な以下のオプションから選択します。オプションを選択す

る前に、[プログラムと機能] を開始する必要があります。 

Microsoft Dynamics CRM アプリケーションがインストールされているコンピューターにログオンします。そ

して、[スタート] をクリックし、「Programs and Features」を入力してから、プログラムと機能 をプログラム 

リストでクリックします。 

Microsoft Dynamics CRM サーバーにインストールされている言語パックをアンインストールする

のではなく、組織の言語パックを無効にできます。その後、ユーザーに対して Microsoft 

Dynamics CRM のユーザー インターフェイスとヘルプは無効にした言語では表示されなくなりま

す。[言語の設定] ボックスの一覧で言語をクリックすると、言語パックを有効にできます。 

言語パックを削除するか無効にすると、その言語パックの言語を [個人用設定] フォームで選択してある

ユーザーは、基本言語を使用する必要があります。たとえば、次のような状況が考えられます。ある 

Microsoft Dynamics CRM 展開の基本言語は英語ですが、組織ではスペイン語の言語パックを使用して

います。この場合、システム管理者がスペイン語の言語パックを無効化 (またはアンインストール) すると

、スペイン語のユーザー インターフェイスを選択していたユーザーには英語のユーザー インターフェイス

が表示されます。 

言語パックを無効にする方法については、Microsoft Dynamics CRM ヘルプ を参照してください。 

[アンインストール]。このオプションを選択すると、選択されている言語パックがコンピューターから削除さ

れます。言語パックをアンインストールした場合、それを再びユーザーが使用できるようにするには、再

インストールしてから有効にする必要があります。 

重要  

言語パックをアンインストールするには 
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1. Microsoft Dynamics CRM ドイツ語言語パックなどの言語パックを右クリックし、[アンインストー

ル] をクリックします。 

2. 他のユーザーがコンピューターにログオンしている場合は、警告メッセージが表示されます。続

行して言語パックを削除する場合は、[続行]をクリックします。 

3. [はい] をクリックして言語パックを削除することを確認した後、画面の指示に従います。 

[修復]。破損した言語パックのインストールを修復するには、言語パックを右クリックし、[修復] をクリック

して、画面に表示される指示に従います。 

関連項目 
Microsoft Dynamics CRM 2011 のアンインストール、修復、および変更の手順 

コマンド プロンプトを使用した Microsoft Dynamics CRM 2011 のインストール 

コマンド プロンプトを使用した Microsoft Dynamics 

CRM 2011 のインストール 

Microsoft Dynamics CRM Server、Microsoft Dynamics CRM レポート拡張機能、Microsoft Office 

Outlook 用 Microsoft Dynamics CRM、および Microsoft Dynamics CRM E-mail Router は、コマンド プロ

ンプトを使用して、各インストール ディスクまたはファイルのダウンロード場所からインストールできます。

必要なセットアップ情報は、コマンドライン パラメーターと、セットアップ プログラムが参照する XML 構成

ファイルの両方で、セットアップ プログラムに提供されます。 

コマンド プロンプトを使用して Microsoft Dynamics CRM をインストールする場合の利点は、インストール

を監視する必要がないことです。有人インストールでは、インストールが正常に実行されるように、決定を

行い、情報を入力する必要があります。コマンド プロンプトを使用した無人インストールでは、インストー

ル情報をコマンドライン パラメーターと XML 構成ファイルで提供する必要があります。セットアップ プロ

グラムが完了するまで、その他の操作は必要ありません。警告およびインストールの進行状況はログ フ

ァイルに記録されるため、後で参照して分析することができます。 

無効な XML のエラー メッセージをトラブルシューティングするときは、Internet Explorer を使用

して XML 構成ファイルを開くと、ファイル内で問題のある場所が示されます。 

一般的な手順 
それぞれのインストール ディスクまたはファイルのダウンロード場所にあるセットアップ プログラムへの

アクセス手順は、基本的には同じです。また、前のセクションで説明した Microsoft Dynamics CRM シス

テムの各コンポーネントに対する前提条件も適用されます。 

ヒント  

セットアップ プログラムにアクセスするには、以下の手順を実行します。 
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1. ドメイン ユーザー Active Directory ディレクトリ サービス グループおよびローカル コンピュータ

ーの Administrators グループのメンバーとして、コンピューターにログオンします。フル サーバ

ー役割を使用して Microsoft Dynamics CRM Server 2011 をインストールしている場合は、セット

アップを実行するユーザーは、Microsoft SQL Server がインストールされているコンピューター

のローカル管理者グループのメンバーであり、Microsoft Dynamics CRM Server 2011 がインス

トールされているドメインで Active Directory グループを作成または変更するためのアクセス許

可を組織単位に対して持っている必要があります。作成済みのグループを使用している場合は

、各グループに対する読み取りおよび書き込みのアクセス許可が必要です。 

2. インストール ディスクからインストールする場合は、Microsoft Dynamics CRM Server 2011 また

は Microsoft Office Outlook 用 Microsoft Dynamics CRM のインストール ディスクを CD/DVD 

ドライブに挿入します。[自動実行] 画面が表示されます。[自動実行] 画面を閉じます。 

3. コマンド プロンプト ウィンドウを開きます。 

4. コマンド プロンプトで、CD または DVD ドライブ、あるいは Microsoft Dynamics CRM のインスト

ール ファイルのある場所に移動します。 

 Microsoft Dynamics CRM Server 2011 の SetupServer.exe は、Microsoft Dynamics CRM 

Server 2011 のインストール ディスクまたはファイル ダウンロード場所の Server フォルダ

ーにあります。 

 Microsoft Dynamics CRM レポート拡張機能の SetupSrsDataConnector.exe は、Microsoft 

Dynamics CRM Server 2011 のインストール ディスクまたはファイル ダウンロード場所の 

\SrsDataConnector フォルダーにあります。 

 Outlook 用 Microsoft Dynamics CRM の Setupclient.exe は、Outlook 用 Microsoft 

Dynamics CRM のインストール ディスクまたはファイル ダウンロード場所の Client フォルダ

ーにあります。 

 Microsoft Dynamics CRM E-mail Router の SetupEmailRouter.exe は、Microsoft Dynamics 

CRM Server 2011 のインストール ディスクまたはファイル ダウンロード場所の 

\EmailRouter フォルダーにあります。 

このセクションの内容 
Microsoft Dynamics CRM Server 2011 のインストール 

Microsoft Dynamics CRM 2011 Server の XML 構成ファイル 

Microsoft Dynamics CRM Server 2011 の役割のインストール 

Microsoft Dynamics CRM レポート拡張機能のインストール (2) 

コマンド プロンプトを使用した Outlook 用 Microsoft Dynamics CRM のインストール 

Microsoft Dynamics CRM E-mail Router のインストール 

Microsoft Dynamics CRM Server 2011 のインストールに関するトラブルシューティング 

関連項目 
Microsoft Dynamics CRM 2011 インストール ガイド 

Microsoft Dynamics CRM 2011 のインストール後および構成のガイドライン 
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Microsoft Dynamics CRM Server 2011 のインスト

ール 

次のコマンドを実行すると、Microsoft Dynamics CRM Server 2011 がインストールされます。 

SetupServer.exe [/Q] [/InstallAlways] [/L [drive:][[path] logfilename.log]] [/config [drive:] [[path] 

configfilename.xml]] 

パラメーター 
None  

パラメーターを指定せずに使用すると、ディスプレイの画面全体を使用してセットアップが実行されます。 

/Q 

自動モードでのインストールです。このパラメーターを指定する場合、XML 形式の構成ファイルが必要で

す。/config パラメーターで、その XML 構成ファイルの名前を指定します。画面にはダイアログ ボッ

クスやエラー メッセージが表示されません。 

/InstallAlways 

このパラメーターを指定すると、インストール状態が無視され、セットアップは強制的にインストール モー

ドで動作します。このパラメーターを使用した場合、Microsoft Dynamics CRM が既にインストールさ

れているサーバーへのインストールがセットアップによって試行されます。 

/QR 

/config パラメーターに XML 形式の構成ファイルを指定する必要があります。/Q パラメーターと似てい

ますが、インストール進行状況バーおよびすべてのエラー メッセージが表示されます。 

/L [drive:][[path] logfilename.log]] 

インストール動作を記録するログ ファイルの場所と名前を指定します。必須コンポーネントのインストー

ル中に追加のログ ファイルが作成され、指定されたパスに格納されます。パス値として 

\..\crmlog.txt などの相対パスは使用できません。名前または場所を指定しない場合、ログ ファイル

は drive:\Documents and Settings\UserName\Application Data\Microsoft\MSCRM\Logs フォルダ

ーに作成されます。ここで、UserName はセットアップを実行しているユーザーのアカウント名です。 

/config [drive:] [[path] configfilename.xml]] 

/config パラメーターで指定された XML 構成ファイルによって、インストールを正常に完了するために必

要な追加情報をセットアップに提供します。XML 構成ファイルのサンプルについては、次のセクショ

ンで説明します。/Q または /QR パラメーターを指定せずに構成ファイルを指定した場合、表示され

るセットアップ画面に、構成ファイルの情報が入力されることに注意してください。 

関連項目 
コマンド プロンプトを使用した Microsoft Dynamics CRM 2011 のインストール 

Microsoft Dynamics CRM 2011 Server の XML 構成ファイル 
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Microsoft Dynamics CRM 2011 Server の XML 構

成ファイル 

コマンドライン パラメーター /config [drive:] [[path] configfilename.xml]] により、Microsoft Dynamics 

CRM Server セットアップ に必須の情報が提供されます。XML 構成ファイルで指定する情報は、インスト

ールの各画面で必要となる情報と同じです。 

XML 要素は米国英語である必要があります。XML 要素がローカライズされている XML 構成フ

ァイルは正常に動作しません。たとえば、ドイツ語版の Microsoft Dynamics CRM Server 2011 

を使用する場合でも、XML ファイルの要素は米国英語にする必要があります。 

セットアップ の既定では、セットアップの XML 構成ファイルに UTF-8 エンコードが使用されます

。XML 構成ファイルに拡張文字がある場合、セットアップはファイルを読み込むことができませ

ん。XML ファイルが無効であることを示すエラー メッセージがセットアップによって表示されます

。XML 構成ファイルに拡張文字が含まれている場合は、Unicode エンコードを使用して XML 構

成ファイルを保存することで、問題を回避できます。これには、XML 構成ファイルをメモ帳で開き

、[名前を付けて保存] をクリックして、[文字コード] の一覧の [Unicode] を選択し、[保存] をクリ

ックします。 

フル サーバー インストールの場合の各 XML 要素の説明と、サンプルの XML ファイルを以下に示しま

す。コマンド プロンプトを使用して個別のサーバーの役割をインストールする方法の詳細については、こ

のガイドの「Microsoft Dynamics CRM Server 2011 の役割のインストール」を参照してください。 

<CRMSetup> </CRMSetup> 

構成ファイルは、ルート要素として <CRMSetup> を使用する有効な XML ファイルである必要

があります。 

 

<Server> </Server> 

Microsoft Dynamics CRM Server 2011 のインストールを指定します。後に続く Microsoft 

Dynamics CRM Server 2011 エントリはすべて <Server> 要素の中に含める必要があります。 

 

<InstallType>Uninstall/Repair/Configure</InstallType> 

セットアップによって実行されるインストールの種類を指定します。次のオプションを選択でき

ます。 

Uninstall: Microsoft Dynamics CRM Server 2011 をアンインストールします。 

Repair: セットアップを修復モードで開始します。 

Configure: セットアップを構成モードで開始します。 

 

<Patch update="true"/"false">\\ServerName\ShareName\Patch_Location</Patch> 

更新 Microsoft Dynamics CRM Server セットアップ テクノロジの動作を決定します。この機能

重要  
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を利用して、セットアップで 1 回限りの検索を実行し、Microsoft Dynamics CRM の最新のイン

ストール ファイルが適用可能であれば、それをダウンロードして適用します。 

既定では、この要素は場所を指定せず、Microsoft Update を使用して使用可能な更新プログ

ラムを検索するように セットアップ を構成します。ネットワーク共有などの別の場所から セット

アップ が更新プログラムをインストールするようにするには、この後のトピックで説明している

ように、.msp ファイルで要素にファイル パスを追加します。 

update 

Microsoft Dynamics CRM Server セットアップの更新プログラムの検索、ダウンロード、および

適用をセットアップで実行するかどうかを指定します。true に指定することで セットアップ が最

新バージョンをダウンロードするように設定することをお勧めします。既定では、この値は false 

に設定されています。値が false の場合、セットアップはこの手順を省略し、インストールを続

行します。ただし、/Q または /QR パラメーターを使用してセットアップを実行している場合は、

この要素を指定する必要があります。 

セットアップの更新プログラムの取得方法の詳細については、「Microsoft Dynamics CRM 

2011 の更新プログラムの取得方法」を参照してください。 

 

<SqlServer>SQLServername\InstanceName</SqlServer> 

Microsoft Dynamics CRM Server 2011 データベース ファイルを管理する Microsoft SQL 

Server のインスタンスの名前を指定します。既定のインスタンスを使用する場合は、 SQL 

Server がインストールされているコンピューターの名前を指定できます。Microsoft Dynamics 

CRM Server 2011 がインストールされたコンピューターで SQL Server を実行している場合は

、 "." または "localhost" を指定できます。 

 

<Database create="true"/"false" update="true"/"false"/> 

create 

このパラメーターの値は true または false のいずれかです。True の場合、セットアップは新し

い Microsoft Dynamics CRM 構成データベースを作成します。False の場合、セットアップは既

存の Microsoft Dynamics CRM 構成データベースに接続します。 

update 

このパラメーターの値は true または false のいずれかです。true の場合、セットアップでは適

切なサーバー展開情報が構成データベース (MSCRM_CONFIG) に書き込まれます。false は、

既存の構成データベースを使用し、セットアップでサーバー展開情報を更新しない場合にのみ

選択してください。false を選択する場合、Microsoft Dynamics CRM Server 2011 がインストー

ルされているコンピューターのサーバー展開情報が構成データベース内に存在しないと、セッ

トアップは正常に完了しません。既定値は true です。 

 

<Organization>組織のわかりやすい名前または詳しい名前</Organization> 

組織の詳しい名前を指定します。名前は最大 250 文字まで指定でき、拡張文字がサポートさ

れています。 

http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkID=198201
http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkID=198201
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<OrganizationUniqueName>一意の名前</OrganizationUniqueName> 

UniqueName 

ユーザーが展開にアクセスする際に使用する URL で使用される組織の名前を指定します。

30 文字の制限があります。拡張文字またはスペースは使用できません。この要素を指定しな

かった場合や値を空のままにした場合は、セットアップによって <Organization> 要素の値に基

づいた短い名前が生成されます。 

重要  

一意の組織名を使用して、ユーザーがアプリケーションにサインインするための URL が作成されます。

したがって、URL 全体の長さを短くするため、一意の組織名の長さを制限することをお勧めします。 

 

<muoptin optin="true"/"false" /> 

Microsoft Update を使用して Microsoft Dynamics CRM Server 2011 および他のインストール

済みアプリケーションの更新プログラムをダウンロードおよびインストールするかどうかを指定

します。インストールの完了後は、この機能はコンピューターを常に最新の状態に保つのに役

立ちます。 

 True。このオプションを指定すると、セットアップは更新サービスとして Microsoft Update 

を選択し、コンピューター上の Windows 自動更新設定を使用します。Windows 自動更新

設定は、コントロール パネルの Windows Update で表示できます。Microsoft Update は、

お使いのコンピューターが最新のテクノロジを使用するように保ち、脆弱性やセキュリティ

の問題のリスクを低減させます。 

 False。このオプションを指定すると、セットアップは既存の Windows 自動更新設定を変更

しません。コンピューターが Microsoft Update を更新サービスとして使用するように構成

されていない場合は、コンピューターに更新プログラムをインストールするために別の方

法を使用することをお勧めします (Microsoft Windows Update Services (WSUS) を使用す

るなど)。この値を空白にすると、false が選択されます。 

 

<OU> OU=value,DC=value,DC=value,DC=value,DC=value</OU> 

<OU> 要素は、セキュリティ グループが作成される Active Directory の組織単位 (OU) を指定

します。たとえば、<OU> OU=CRM, DC=MySubDomain, DC=MyDomain, DC=com</OU> などで

す。 

重要  

<Groups> 要素と <OU> 要素は同時に使用できません。両方の要素を同時に指定した場合、セットアッ

プは続行されません。 

 

<PreferredDC>servername.domain.com</PreferredDC> 

Active Directory を必要とする操作を実行する場合に、接続するドメイン コントローラーを指定

します。指定しない場合は、セットアップ で使用可能な最初のドメイン コントローラーが使用さ
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れます。この設定は、構成ファイルを使用するときにのみ使用できます。 

 

<LicenseKey>KeyValue</LicenseKey> 

この展開のプロダクト キーを指定します。構成ファイルに含めることのできる Microsoft 

Dynamics CRM プロダクト キーは 1 つのみです。次に例を示します。 

<licenseKey>XXXXX-XXXXX-XXXXX-XXXXX-XXXXX</licenseKey> 

メモ  

Microsoft ボリューム ライセンス プログラムを通じて Microsoft Dynamics CRM を購入した場合、ライセ

ンス キーは license.txt ファイルに記載されています。license.txt ファイルは Microsoft Dynamics CRM 

のインストール ファイルに含まれています。 

 

<WebsiteUrl Create="true"/"false" port="TCPportnumber">path</WebsiteUrl> 

Microsoft Dynamics CRM Server 2011 で使用される Web サイトを指定します。新しい 

Microsoft Dynamics CRM Web サイトを作成するには、Create="true" を使用し、要素タグ間

の値を空のままにします。Microsoft Dynamics CRM Server 2011 アプリケーションに接続する

ためのポートを指定するには、port="TCPportnumber" を使用します。ここで、TCPportnumber 

は有効かつ使用可能な TCP ポート番号です。空のままにした場合は、ポート番号 5555 が使

用されます。 

既存の Web サイトを使用するには、Create="false" を使用し、次のいずれかの形式で、要素

タグ内に Web サイトのパスを入力する必要があります。Create="false" 属性を使用する場合

、ポート属性は無視されます。 

次に例を示します。 

 http://server:port/ または http://server.contoso.com 

 /LM/W3SVC/n。n は Web サイト ID です。1 は既定の Web サイトです。 

 

<Help anonymous="true"/"false">http://host/Help</Help> 

Microsoft Dynamics CRM ヘルプの場所を示す異なる URL を指定するオプションの要素です

。この設定は通常、複数サーバー展開で使用されるか、ホスト ヘッダーを使用する場合など

に既定の URL を置換するために使用されます。false を選択して匿名アクセスを無効にすると

、Microsoft Dynamics CRM ヘルプを表示しようとしたユーザーにログイン プロンプトが繰り返

し表示される場合があります。この設定は、構成ファイルを使用するときにのみ使用できます。 

 

<InstallDir>c:\program files\Microsoft Dynamics CRM</InstallDir> 

アプリケーション ファイルがインストールされるフォルダーを指定します。既定では、フォルダ

ー C:\Program Files\Microsoft Dynamics CRM がセットアップで使用されます。 
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<basecurrency isocurrencycode="CurrencyCode" currencyname="CurrencyName" 
currencysymbol="CurrencySymbol" currencyprecision="2"/"3"/"4"/> 

isocurrencycode 

ISO の 3 文字通貨コード、表示名、および基本通貨に使用する記号を指定します。たとえば、

米国ドルを基本通貨として使用する場合は、isocurrencycode="USD" を使用します。

isocurrencycode 属性には有効な ISO 通貨表現を使用する必要があります。 

currencyname および currencysymbol 

また、ISO 基本通貨に対する通貨名および通貨記号の表示名を指定する必要もあります。た

とえば、ISO 通貨コードが USD の場合は、通貨名を "US Dollar" にし、通貨記号を "$" にし

ます。ただし、これらの属性については必要な任意の文字列を使用できます。 

重要  

セットアップ の完了後に基本 ISO 通貨コードを変更することはできません。ただし、基本通貨名、基本

通貨記号、基本通貨の有効桁数は変更できます。 

現在サポートされている ISO 通貨コードの一覧については、『計画ガイド』の「Microsoft 

Dynamics CRM 2011 currency support」を参照してください。通貨コードは Microsoft .NET 

Framework から提供されており、変更される場合があります。 

currencyprecision 

currencycode 属性で指定した基本通貨の有効桁数を指定する必要があります。有効な値は

指定した通貨の種類によって異なります。たとえば、USD の有効な値は 1 ～ 9、既定値は 2 

です。 

 

<OrganizationCollation>CollationName</OrganizationCollation> 

このオプション要素は、組織データベースに使用する SQL Server データベース照合順序名を

指定します。既定の照合順序はインストールされた Microsoft Dynamics CRM Server 2011 の

言語によって異なります。たとえば、米国英語の言語による展開で既定の照合順序を使用す

る場合は、Latin1_General_Cl_Al を指定します。データベース照合順序の詳細については、

Microsoft MSDN ライブラリ Web サイト「SQL Server 照合順序の使用」を参照してください

。 

 

<CrmServiceAccount 
type="DomainUser"/"NetworkService">      <ServiceAccountLogin>Domain\User</ServiceAc
countLogin>      <ServiceAccountPassword>password</ServiceAccountPassword> 
</CrmServiceAccount> 

Microsoft Dynamics CRM 解凍サービスと ASP.NET AppPool アプリケーション プール ID の

実行に使用する Microsoft Dynamics CRM サービス アカウントを指定します。 

受け付けられる値は、<prefixServiceAccount> 要素で提供される指定されたドメイン ユーザ

ーを使用する DomainUser またはネットワーク サービス システム アカウントを使用する 

NetworkService です。ただし、ネットワーク サービス システム アカウントの使用は、組織の作

成、インポート、アップグレード、更新などの一部のデータベース操作が制限される場合がある

のでお勧めできません。既定では、セットアップは DomainUser オプションを使用します。

http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkID=202029
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DomainUser または種類なしを指定する場合は、<ServiceAccountLogin> および 

<ServiceAccountPassword> が必要です。/Q または /QR パラメーターを使用してセットアップ

を実行するときに、この要素が指定されていない場合は、ネットワーク サービス アカウントが

使用されます。 

警告  

<ServiceAccountLogin> 値および <ServiceAccountPassword> 値のある構成ファイルを管理する場合

は、パスワードがテキスト形式で格納されるため、セキュリティ上のリスクがあります。このような構成フ

ァイルを使用して Microsoft Dynamics CRM Server 2011 をインストールした後は、速やかにこれらの要

素を削除してください。 

これらのサービスの実行専用で他の目的に使用されない、特権の低いドメイン アカウントを選択するこ

とを強くお勧めします。また、Microsoft Dynamics CRM サービスの実行に使用されるユーザー アカウン

トを Microsoft Dynamics CRM ユーザーにすることはできません。このドメイン アカウントは、Domain 

Users グループのメンバーである必要があります。さらに、フル サーバー インストールまたはバック エ

ンド サーバーのインストールなどで非同期サービス ロールおよびサンドボックス処理サービス ロール

がインストールされている場合、このドメイン アカウントはパフォーマンス ログ ユーザー セキュリティ グ

ループのメンバーである必要があります。 

 

<SandboxServiceAccount type="DomainUser"/"NetworkService">        
<ServiceAccountLogin>Domain\User</ServiceAccountLogin>        
<ServiceAccountPassword>password</ServiceAccountPassword></SandboxServiceAccount> 

サンドボックス処理サービスで使用するサービス アカウントを指定します。 

受け付けられる値は、<prefixServiceAccount> 要素で提供される指定されたドメイン ユーザ

ーを使用する DomainUser またはネットワーク サービス システム アカウントを使用する 

NetworkService です。ただし、ネットワーク サービス システム アカウントの使用は、組織の作

成、インポート、アップグレード、更新などの一部のデータベース操作が制限される場合がある

のでお勧めできません。既定では、セットアップは DomainUser オプションを使用します。

DomainUser または種類なしを指定する場合は、<ServiceAccountLogin> および 

<ServiceAccountPassword> が必要です。/Q または /QR パラメーターを使用してセットアップ

を実行するときに、この要素が指定されていない場合は、ネットワーク サービス アカウントが

使用されます。 

警告  

<ServiceAccountLogin> 値および <ServiceAccountPassword> 値のある構成ファイルを管理する場合

は、パスワードがテキスト形式で格納されるため、セキュリティ上のリスクがあります。このような構成フ

ァイルを使用して Microsoft Dynamics CRM Server 2011 をインストールした後は、速やかにこれらの要

素を削除してください。 

この要素を指定しないと、セットアップは <CrmServiceAccount> 要素で指定されているアカウントを使

用して、このサービスを実行します。したがって、Microsoft Dynamics CRM サービス アカウントごとに権

限の少ない異なるユーザー アカウントを指定することをお勧めします。 
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<DeploymentServiceAccount 
type="DomainUser"/"NetworkService"><ServiceAccountLogin>Domain\User</ServiceAccoun
tLogin><ServiceAccountPassword>password</ServiceAccountPassword><DeploymentService
Account> 

展開 Web サービスで使用するサービス アカウントを指定します。 

受け付けられる値は、<prefixServiceAccount> 要素で提供される指定されたドメイン ユーザ

ーを使用する DomainUser またはネットワーク サービス システム アカウントを使用する 

NetworkService です。ただし、ネットワーク サービス システム アカウントの使用は、組織の作

成、インポート、アップグレード、更新などの一部のデータベース操作が制限される場合がある

のでお勧めできません。既定では、セットアップは DomainUser オプションを使用します。

DomainUser または種類なしを指定する場合は、<ServiceAccountLogin> および 

<ServiceAccountPassword> が必要です。/Q または /QR パラメーターを使用してセットアップ

を実行するときに、この要素が指定されていない場合は、ネットワーク サービス アカウントが

使用されます。 

注意  

<ServiceAccountLogin> 値および <ServiceAccountPassword> 値のある構成ファイルを管理する場合

は、パスワードがテキスト形式で格納されるため、セキュリティ上のリスクがあります。このような構成フ

ァイルを使用して Microsoft Dynamics CRM Server 2011 をインストールした後は、速やかにこれらの要

素を削除してください。この要素を指定しないと、セットアップは <CrmServiceAccount> 要素で指定され

ているアカウントを使用して、このサービスを実行します。したがって、Microsoft Dynamics CRM サービ

ス アカウントごとに権限の少ない異なるユーザー アカウントを指定することをお勧めします。他の 

Microsoft Dynamics CRM サービス アカウントで必要なアクセス許可のほか、展開 Web サービス アカ

ウントは SQL Server のシステム管理者権限を必要とします。また、組織の作成およびインポートを可能

にするために、SQL Server を実行しているローカル管理者グループのメンバーである必要があります。 

重要  

展開 Web サービスまたは Windows PowerShell を通じて組織の操作を実行するには、展開サービス ア

カウントが SQL Server を実行しているコンピューターのシステム管理者権限を持ち、SQL Server がイ

ンストールされているローカル管理者グループのメンバーである必要があります。また、組織の操作を

実行するユーザーは展開管理者である必要があります。 

Microsoft Dynamics CRM の展開管理者ロールは 展開マネージャー に設定されています。 

 

<AsyncServiceAccount 
type="DomainUser"/"NetworkService"><ServiceAccountLogin>Domain\User</ServiceAccoun
tLogin><ServiceAccountPassword>password</ServiceAccountPassword><AsyncServiceAccou
nt> 

非同期処理サービスで使用するサービス アカウントを指定します。 

受け付けられる値は、<prefixServiceAccount> 要素で提供される指定されたドメイン ユーザ

ーを使用する DomainUser またはネットワーク サービス システム アカウントを使用する 

NetworkService です。ただし、ネットワーク サービス システム アカウントの使用は、組織の作

成、インポート、アップグレード、更新などの一部のデータベース操作が制限される場合がある

のでお勧めできません。既定では、セットアップは DomainUser オプションを使用します。
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DomainUser または種類なしを指定する場合は、<ServiceAccountLogin> および 

<ServiceAccountPassword> が必要です。 

警告  

<ServiceAccountLogin> 値および <ServiceAccountPassword> 値のある構成ファイルを管理する場合

は、パスワードがテキスト形式で格納されるため、セキュリティ上のリスクがあります。このような構成フ

ァイルを使用して Microsoft Dynamics CRM Server 2011 をインストールした後は、速やかにこれらの要

素を削除してください。 

この要素を指定しないと、セットアップは <CrmServiceAccount> 要素で指定されているアカウントを使

用して、このサービスを実行します。したがって、Microsoft Dynamics CRM サービス アカウントごとに権

限の少ない異なるユーザー アカウントを指定することをお勧めします。 

 

<SQM optin=" true / false"/> 

カスタマー エクスペリエンス向上プログラムに参加するかどうかを指定します。プログラムに

参加する場合は、true を指定します。 

メモ  

詳細については、「Microsoft カスタマー エクスペリエンス向上プログラム」を参照してください。 

 

<Reporting URL="http://srsserver1/ReportServer"/> 

URL 

レポート サーバーの URL を指定します。 

 

<Groups 
autogroupmanagementoff="true/false"><PrivUserGroup>CN=value,OU=value,DC=value,DC=val
ue,DC=value</PrivUserGroup><SQLAccessGroup>CN=value,OU=value,DC=value,DC=value,DC
=value</SQLAccessGroup><ReportingGroup>CN=value,OU=value,DC=value,DC=value,DC=valu
e</ReportingGroup>     
<PrivReportingGroup>CN=value,OU=value,DC=value,DC=value,DC=value</PrivReportingGroup>
</Groups> 

指定した場合、セットアップはインストール時にグループを作成する代わりに Active Directory 

内の既存のグループを使用します。<automanagegroupsoff> が true の場合、セットアップでは

これらのグループのメンバーは追加または削除されません。<automanagegroupsoff> を true 

に指定する場合は、ユーザーがアプリケーションを実行できるようにこれらのグループの適切

なメンバーシップを手動で作成および追加し、Microsoft Dynamics CRM の新しいメンバーが

追加されたりメンバーが削除されるたびに、この手順を続行する必要があります。 

重要  

 <Groups> 要素と <OU> 要素は同時に使用できません。両方の要素を同時に指定した場

合、セットアップは続行されません。 

 Microsoft Dynamics CRM の privusergroup セキュリティ グループに対する直接のユーザ

ー アカウント メンバーシップが必要であり、privusergroup の下に入れ子になったメンバ

http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkId=199851
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ーシップは現在サポートされていません。たとえば、mycrmprivgroupusers という名前の

セキュリティ グループを追加した場合、mycrmprivgroupusers のメンバーは 

privusergroup のメンバーとして解決されません。これには CRMAppPool や SQL Server 

Reporting Services のサービス ID も含まれており、privusergroup のメンバーシップが別

のセキュリティ グループを通じて付与されている場合、Microsoft Dynamics CRM Web ア

プリケーションやレポート機能でシステム全体のエラーの原因となる可能性があります。 

この設定は、構成ファイルを使用するときにのみ使用できます。 

 

<Reboot>"true" / "false"</Reboot> 

このオプションを指定しない場合、既定値は false です。このため、セットアップの最後にサー

バーは自動的に再起動しません。また、このオプションは最終的なインストールの再起動にの

み適用され、他のコンポーネントで必要な以前の再起動には適用されません。 

メモ  

Microsoft .NET Framework のインストールでは、コンピューターを再起動してからでないと、Microsoft 

Dynamics CRM セットアップ を続行できない場合があります。 

 

<Email><IncomingExchangeServer name="ServerName"/> 

このオプション要素は、E-mail Router によって受信電子メール メッセージのルーティングに使

用される Microsoft Exchange Server コンピューターまたは POP3 を指定します。これを指定

せずに、後から展開内で E-mail Router を使用した場合は、コンピューターを PrivUserGroup 

セキュリティ グループに追加する必要があります。 

 

</Email> 

電子メールのルーティングに使用される電子メール サーバーを指定します。 

 

<configdb> 

以下の暗号化キー要素の親です。 

警告  

既定では、暗号化キーは暗号化された形式で構成データベースに保存されません。セットアップ の実行

時は、次のエントリで暗号化を指定することを強くお勧めします。 

 

<encryptionkeys certificate="CrmEncryptionCertificate" generate="true"/"False" 
password="SCpassword" keysource="uniqueID"> 

<encryptionkeys> 要素は、Microsoft Dynamics CRM システムに格納されているキーを暗号

化の方法、および暗号化するかどうかを指定します。暗号化されたシステム生成のキーを有

効にする場合は、generate="true" を使用します。keysource には任意の値を指定できますが

、他の keysource 値とは異なるものにする必要があります。SCpassword は、対称型の証明

書の作成に使用されるパスワードです。この設定は、構成ファイルを使用するときにのみ使用
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できます。 

警告  

password 値および keysource 値のある構成ファイルを管理する場合は、パスワードおよびキー情報が

テキスト形式で格納されるため、セキュリティ上のリスクがあります。パスワードは、後で復元する目的で

取り出せる安全な場所に保存することをお勧めします。パスワードの格納に関するベスト プラクティスの

詳細については、MSDN の記事「パスワードのヒント集」を参照してください。このような構成ファイル

を使用して Microsoft Dynamics CRM をインストールした後は、速やかにこれらの要素を削除してくださ

い。 

 

<encryptionkey physicalname="CrmSymmetricKey" virtualname="CrmKeyEncryptionKey"/> 

各 <encryptionkeys> 要素では、Microsoft SQL Server データベースに格納されている対称キ

ーと、Microsoft Dynamics CRM でハード コーディングされている仮想キー名とのマッピングを

指定します。このマッピングは、構成データベースにおけるデータの暗号化で使用されます。こ

の設定は、構成ファイルを使用するときにのみ使用できます。 

 

</encryptionkeys></configdb> 

 

<LaunchReportingExtensionsSetup>"false" / "true"</LaunchReportingExtensionsSetup> 

Microsoft Dynamics CRM Server セットアップ が完了した直後に Microsoft Dynamics CRM レ

ポート拡張機能セットアップ を開始するかどうかを指定するオプション要素です。この要素の

値は既定で false であるため、Microsoft Dynamics CRM Server セットアップ の完了後、

Microsoft Dynamics CRM レポート拡張機能セットアップ は開始されません。また、Microsoft 

Dynamics CRM レポート拡張機能セットアップ は以下の条件が true の場合にのみ開始され

ます。 

 Microsoft Dynamics CRM Server セットアップ により、展開内の最初の組織が作成また

はアップグレードされる 

 指定されたレポート サーバー コンピューターは、セットアップを実行しているローカル コ

ンピューターである 

 

関連項目 
コマンド プロンプトを使用した Microsoft Dynamics CRM 2011 のインストール 

サンプル サーバーの XML 構成ファイル 

http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkID=111988
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サンプル サーバーの XML 構成ファイル 

次の構成ファイルでは、内部共有にある更新ファイルがインストールされ、すべての Microsoft Dynamics 

CRM Server 2011 コンポーネントと共にフル サーバーがインストールされ、SQL Server の SQLServer 

という名前の既定のインスタンスに新しいデータベースが作成されます。 

<CRMSetup> 

<Server> 

<Patch update="true">\\server\share\patchfile.msp</Patch> 

<LicenseKey>XXXXX-XXXXX-XXXXX-XXXXX-XXXXX</LicenseKey> 

<SqlServer>SQLServer</SqlServer> 

<Database create="true"/> 

<Reporting URL="http://MyReportingServer/ReportServer"/> 

<OrganizationCollation>Latin1_General_CI_AI</OrganizationCollation> 

<basecurrency isocurrencycode="USD" currencyname="US Dollar" currencysymbol="$" currencyprecision="2"/> 

<Organization>Organization Display Name</Organization> 

<OrganizationUniqueName>Organization_Name</OrganizationUniqueName> 

<OU>OU=value,DC=subdomain,DC=subdomain,DC=subdomain,DC=com</OU> 

<WebsiteUrl create="true" port="5555"> </WebsiteUrl> 

<InstallDir>c:\Program Files\Microsoft Dynamics CRM</InstallDir> 

 

<CrmServiceAccount type="DomainUser"> 

<ServiceAccountLogin>Contoso\CRMAppService</ServiceAccountLogin> 

<ServiceAccountPassword>password</ServiceAccountPassword> 

</CrmServiceAccount> 

 

<SandboxServiceAccount type="DomainUser"> 

      <ServiceAccountLogin>Contoso\CRMSandboxService</ServiceAccountLogin> 

      <ServiceAccountPassword>password</ServiceAccountPassword> 

</SandboxServiceAccount> 

 

<DeploymentServiceAccount type="DomainUser"> 

<ServiceAccountLogin>Contoso\CRMDeploymentService</ServiceAccountLogin> 

<ServiceAccountPassword>password</ServiceAccountPassword> 

</DeploymentServiceAccount> 
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<AsyncServiceAccount type="DomainUser"> 

<ServiceAccountLogin>Contoso\CRMAsyncService</ServiceAccountLogin> 

<ServiceAccountPassword>password</ServiceAccountPassword> 

</AsyncServiceAccount> 

 

<SQM optin="true"/> 

<muoptin optin="true"/> 

<Email> 

<IncomingExchangeServer name="ExchangeServerName"/> 

</Email> 

</Server> 

</CRMSetup> 

 

指定した <ServiceAccountLogin> 値および <ServiceAccountPassword> 値が入っている構成

ファイルを管理する場合は、パスワードがプレーン テキスト形式で格納されるため、セキュリティ

上のリスクがあります。 このような構成ファイルを使用して Microsoft Dynamics CRM Server 

2011 をインストールした後は、速やかにこれらの要素を削除してください。 

関連項目 
Microsoft Dynamics CRM 2011 Server の XML 構成ファイル 

作成済みのグループを使用したインストールにおける Server の XML 構成ファイルのサンプル 

作成済みのグループを使用したインストールにおけ

る Server の XML 構成ファイルのサンプル 

作成済みの Active Directory ディレクトリ サービス セキュリティ グループを使用するには、次の例のよ

うな構文を使用して、XML 構成ファイルを作成します。変数は、必要に応じて変更してください。サンプル 

コードに続いて、この例で使用した変数の変更方法をまとめます。 

次に示すサンプル XML では、ドメイン名は domain.domain_extension、組織単位は Company Name です

。名前の部分を、Active Directory 展開で使用されている実際の名前に置き換えてください。Active 

Directory 階層は、以下のとおりです。 

 ルート ドメイン 

注意  
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 会社名 OU 

 会社名 OU 

<CRMSetup> 

   <Server> 

        <Groups AutoGroupManagementOff="false"> 

           <PrivUserGroup>CN=PrivUserGroup,OU=Company Name,OU=Company 

Name,DC=<domain>,DC=<domain_extension></PrivUserGroup> 

         <SQLAccessGroup>CN=SQLAccessGroup,OU=Company Name,OU=Company Name, 

DC=<domain>,DC=<domain_extension></SQLAccessGroup> 

           <ReportingGroup>CN=ReportingGroup,OU=Company Name,OU=Company Name, 

DC=<domain>,DC=<domain_extension></ReportingGroup> 

<PrivReportingGroup>CN=PrivReportingGroup,OU=Company Name,OU=Company Name, 

DC=<domain>,DC=<domain_extension></PrivReportingGroup> 

 </Groups> 

    </Server> 

</CRMSetup> 

 

関連項目 
Microsoft Dynamics CRM 2011 Server の XML 構成ファイル 

Microsoft Dynamics CRM Server 2011 の役割のインストール 

Microsoft Dynamics CRM Server 2011 の役割のイ

ンストール 

既定では、セットアップはすべての Microsoft Dynamics CRM Server 2011 の役割をローカル コンピュー

ターにインストールします。ただし、Microsoft Dynamics CRM Server をインストールする場合は、1 つま

たは複数のサーバー ロールを異なるコンピューターにインストールしたり、複数のコンピューターで同じ

ロールを実行して負荷分散を実現したりすることもできます。そのためには、Microsoft Dynamics CRM 

Server セットアップ ウィザードを実行して目的の役割を選択するか、または XML 構成ファイルを構成し

てから、役割をインストールするコンピューターのコマンド プロンプトでセットアップを実行します。 

コマンド プロンプトまたはコントロール パネルの プログラムと機能 からセットアップを実行して、

既にサーバー ロールがインストールされているコンピューターにサーバー ロールを追加したり

、サーバー ロールを削除したりできます。 

メモ  
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サーバーの役割の詳細については、『計画ガイド』の「Planning Deployment」を参照してください。サーバ

ーの役割の分離または同じサーバーの役割を持つ複数のコンピューターの実行に関する推奨事項の詳

細については、『計画ガイド』の「Planning Deployment Advanced Topics」を参照してください。 

パラメーター 

サポートされるコマンド プロンプト パラメーターは、前にこのガイドの「Microsoft Dynamics CRM Server 

2011 のインストール」で説明したものと同じです。 

サーバー ロール XML 構成ファイル 
コマンドライン パラメーター /config [drive:] [[path] configfilename.xml]] により、Microsoft Dynamics 

CRM Server セットアップ に必須の情報が提供されます。XML 構成ファイルで指定する情報は、インスト

ールの各画面で必要となる情報です。 

XML 要素は米国英語である必要があります。XML 要素がローカライズされている XML 構成フ

ァイルは正常に動作しません。 

各 XML 要素の説明と XML ファイルのサンプルを次に示します。 

<Roles><Role name="RoleName1" Action="Add" / "Remove"/><Role name="RoleName2" 
Action="Add" / "Remove"/> 

アクション。この属性は、サーバー ロールの追加または削除により既存の展開を再構成する

場合にのみ必要です。 

ロール名。使用できる値は次のとおりです。 

 

AsynchronousProcessingService 

非同期サービスをインストールします。このサービスは、電子メール広告やデータ インポート

などの、キューに置かれる非同期イベントの処理に使用されます。 

 

WebApplicationServer 

Web アプリケーション サーバーの実行に必要なコンポーネントをインストールします。 

 

OrganizationWebService 

Microsoft Dynamics CRM SDK に記載されているメソッドを使用するアプリケーションの実行に

必要な組織 Web サービス コンポーネントをインストールします。 

 

DeploymentWebService 

Microsoft Dynamics CRM SDK に記載されているメソッドを使用して展開を管理するのに必要

な展開 Web サービス コンポーネントをインストールします。たとえば、組織を作成したり、展開

重要  
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管理者ロールをユーザーから削除したりします。 

 

DiscoveryWebService 

マルチテナント型の展開でユーザーがメンバーになっている組織を検索するのに必要な 検出 

Web サービス コンポーネントをインストールします。 

 

HelpServer 

ユーザーが Microsoft Dynamics CRM ヘルプ を使用するために必要なコンポーネントをイン

ストールします。 

 

SandboxProcessingService 

カスタム コード実行を隔離するのに必要なコンポーネントをインストールします。 

 

DeploymentTools 

展開タスクの自動化に使用できる展開マネージャーおよび Windows PowerShell コマンドレット

をインストールします。展開マネージャーは、システム管理者が使用する Microsoft 管理コンソ

ール (MMC) スナップインで、Microsoft Dynamics CRM の展開に含まれる組織、サーバー、お

よびライセンスを管理します。 

 

</Roles> 

 

関連項目 
Microsoft Dynamics CRM 2011 Server の XML 構成ファイル 

WebApplicationServer ロールのみをインストールする XML 構成ファイルのサンプル 

WebApplicationServer ロールのみをインストールす

る XML 構成ファイルのサンプル 

次の例では、WebApplicationServer ロールのみをローカル コンピューターにインストールします。 構成

データベースは既に存在します。 

<CRMSetup> 

 <Server> 

<Patch update="true">\\server\share\patchfile.msp</Patch> 
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<LicenseKey>XXXXX-XXXXX-XXXXX-XXXXX-XXXXX</LicenseKey> 

<SqlServer>SQLServer</SqlServer> 

<database create="false" /> 

<WebsiteUrl create="true" /> 

<InstallDir>c:\Program Files\Microsoft CRM</InstallDir> 

<Roles> 

<Role name="WebApplicationServer"/> 

</Roles> 

<SQM optin="true" /> 

<muoptin optin="true" /> 

 

<CrmServiceAccount type="DomainUser"> 

   <ServiceAccountLogin>contoso\user1</ServiceAccountLogin> 

   <ServiceAccountPassword>password</ServiceAccountPassword> 

</CrmServiceAccount> 

 

</Server> 

</CRMSetup> 

指定した <ServiceAccountLogin> 値および <ServiceAccountPassword> 値が入っている構成

ファイルを管理する場合は、パスワードがプレーン テキスト形式で格納されるため、セキュリティ

上のリスクがあります。 このような構成ファイルを使用して Microsoft Dynamics CRM Server 

2011 をインストールした後は、速やかにこれらの要素を削除してください。 

関連項目 
Microsoft Dynamics CRM Server 2011 の役割のインストール 

Microsoft Dynamics CRM レポート拡張機能のインストール (2) 

HelpServer ロールのみをインストールする XML 構

成ファイルのサンプル 

次の例では、ヘルプ サーバー ロールのみをローカル コンピューターにインストールします。 

注意  
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<CRMSetup>  

<Server> 

 <Patch update="true"/> 

 <licenseKey>XXXXX-XXXXX-XXXXX-XXXXX-XXXXX</licenseKey>  

<SqlServer>SQLServerName</SqlServer> <database create="false"/>  

<WebsiteUrl create="true" port="5555">LM/W3SVC/1</WebsiteUrl>  

<Help anonymous="true">http://LocalHost/Help </Help>  

<InstallDir>c:\Program Files\Microsoft CRM</InstallDir>  

<Roles>  

 <Role name="HelpServer"/> 

</Roles>  

<SQM optin="true"/> <muoptin optin="true"/>  

<CrmServiceAccount type="DomainUser"> 

  <ServiceAccountLogin>contoso\CRMHelpservice</ServiceAccountLogin>  

 <ServiceAccountPassword>password</ServiceAccountPassword>  

</CrmServiceAccount> 

 </Server>  

</CRMSetup> 

<Help anonymous="true"> を使用しない場合は、IIS の ヘルプ サーバー のコンテンツは匿名

アクセス用に構成されません。匿名アクセスの ヘルプ サーバー のアプリケーションが匿名アク

セス用に構成されていない場合、ユーザーが Microsoft Dynamics CRM ヘルプ にアクセスする

とき、資格情報を検証するメッセージが繰り返し表示されることがあります。 

既定では、ヘルプ サーバー は 展開マネージャー に表示される Web アプリケーション サーバ

ー web アドレスを使用します。また、ユーザーが別のコンピューターに ヘルプ サーバー をイン

ストールするとき、Microsoft Dynamics CRM Server セットアップ は URL を更新しません。URL 

を手動で変更する必要があります。URL を変更するには、展開ツール サーバー ロールを実行

するコンピューター上で、以下のトピックの Windows PowerShell コマンドを実行します。 

Microsoft Dynamics CRM HelpServer URL を変更します。 

次の Windows PowerShell コマンドレットは、Microsoft Dynamics CRM ヘルプ サーバー URL を、SSL 用

に構成されたインターネット接続用 ヘルプ サーバー の https://crmhelpserver.contoso.com に変更しま

す。Microsoft Dynamics CRM 2011 ヘルプ サーバー コマンドレットを実行する前に、これらを登録する

必要があります。詳細については、 Operating Microsoft Dynamics CRM. 

重要  
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既存の web アドレス設定を表示します。次の Windows PowerShell コマンドを実行するときに 

Helpserverurl web アドレス設定が空白である場合、ヘルプ サーバー が Web アプリケーション サーバ

ー (WebAppRootDomain) と同じ web アドレスを使用することに注意してください。 

Get-Crmsetting webaddresssettings 

ヘルプ サーバーの URL を設定します。 

$websetting = Get-CrmSetting WebAddressSettings 

$websetting.HelpServerUrl = “https://crmhelpserver.contoso.com” 

Set-CrmSetting $websetting  

 

web アドレス設定を再度表示して、新しい URL を確認します。 

Get-Crmsetting webaddresssettings 

関連項目 
WebApplicationServer ロールのみをインストールする XML 構成ファイルのサンプル 

Microsoft Dynamics CRM レポート拡張機能のインストール (2) 

Microsoft Dynamics CRM レポート拡張機能のイン

ストール (2) 

Microsoft Dynamics CRM レポート拡張機能は Microsoft SQL Server Reporting Services サーバーにイ

ンストールされるデータ処理拡張機能です。Microsoft Dynamics CRM レポート拡張機能は Microsoft 

Dynamics CRM Server 2011 から認証情報を受け取り、Microsoft SQL Server Reporting Services サー

バーに渡します。 

Microsoft Dynamics CRM レポート拡張機能をインストールすると、Microsoft Dynamics CRM フェッチ デ

ータ処理拡張機能と SQL データ処理拡張機能という 2 つのデータ処理拡張機能がインストールされま

す。フェッチ データ処理拡張機能は、Microsoft Dynamics CRM 2011 でフェッチベースのレポートを作成

、実行、およびスケジュール設定するために必要です。SQL データ処理拡張機能は、Microsoft 

Dynamics CRM 2011 で SQL ベースのレポートをスケジュール設定するために必要です。 

Microsoft Dynamics CRM レポート拡張機能の要件 
Microsoft Dynamics CRM レポート拡張機能には次の要件があります。 

 Microsoft Dynamics CRM レポート拡張機能セットアップを実行する前に Microsoft Dynamics CRM 

Server セットアップを済ませておく必要があります。 

 Microsoft Dynamics CRM レポート拡張機能は、Microsoft SQL Server 2008 Reporting Services ま

たは Microsoft SQL Server 2008 R2 Reporting Services がインストールされたコンピューターで実

行する必要があります。 
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 Microsoft Dynamics CRM レポート拡張機能セットアップは、Microsoft SQL Server 2008 Reporting 

Services がインストールされたコンピューターで実行する必要があります。データ セットやユーザー

数が少ない場合は、単一サーバー展開または複数サーバー展開のいずれかを使用できます。デー

タ セットやユーザー数が多い場合は、複雑なレポートを実行するとすぐにパフォーマンスが低下す

ることがあります。複数サーバー展開で、SQL Server を実行する 1 台のコンピューターを Microsoft 

Dynamics CRM に使用し、別のサーバーを Microsoft SQL Server Reporting Services に使用します

。 

コマンド例 
Microsoft Dynamics CRM レポート拡張機能は、Microsoft Dynamics CRM Server 2011 と同じコマンドラ

イン パラメーターを受け取ります。Microsoft Dynamics CRM レポート拡張機能を自動モードでインストー

ルするときは、install-config.xml という名前の XML 構成ファイルが使用され、log.txt という名前のログ 

ファイルが作成されます。自動モードでインストールするには、インストール メディアまたは Microsoft 

Dynamics CRM Server 2011 インストール ファイルの SrsDataConnector フォルダー コマンドにあるセッ

トアップ プログラムを次のように実行します。 

SetupSrsDataConnector /Q /CONFIG folderpath\install-config.xml /L c:\logfiles\crm\log.txt 

関連項目 
コマンド プロンプトを使用した Microsoft Dynamics CRM 2011 のインストール 

Microsoft Dynamics CRM レポート拡張機能の XML 構成ファイル 

Microsoft Dynamics CRM レポート拡張機能の 

XML 構成ファイル 

Microsoft Dynamics CRM レポート拡張機能セットアップをコマンド プロンプトで実行する前に、XML 構

成ファイルに変更を加えて、構成データベースのあるコンピューターの名前などの情報を追加する必要

があります。サンプルの Microsoft Dynamics CRM レポート拡張機能の構成ファイル install-config.xml 

が、Microsoft Dynamics CRM Server 2011 インストール ファイルのインストール メディアまたはダウンロ

ード場所の SrsDataConnector フォルダーにあります。 

/config [ドライブ:] [[パス] 構成ファイル名.xml]] というコマンドライン パラメーターで、Microsoft 

Dynamics CRM レポート拡張機能セットアップに必要な情報を提供します。この構成ファイルが提供する

情報は、各インストール画面で必要な情報と同じです。XML 要素は米国英語である必要があり、特殊文

字および拡張文字は使用できません。XML 要素がローカライズされている XML 構成ファイルは正常に

動作しません。各 XML 要素の説明と XML ファイルのサンプルを次に示します。 

<CRMSetup>  </CRMSetup> 

構成ファイルは、ルート要素として <CRMSetup> を使用する有効な XML ファイルである必要

があります。 
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<srsdataconnector> 

構成ファイルは、プライマリ要素として <srsdataconnectorinstall> を使用する有効な XML ファ

イルである必要があります。その後に続く Microsoft Dynamics CRM レポート拡張機能のエン

トリはすべて、<srsdataconnectorinstall> タグの内側に存在する必要があります。 

 

<InstallType>Uninstall/Repair</InstallType> 

セットアップによって実行されるインストールの種類を指定します。次のオプションを選択でき

ます。 

Uninstall: Microsoft Dynamics CRM レポート拡張機能をアンインストールします。 

Repair: セットアップを修復モードで開始します。 

 

<Patch update="true"/"false">\\ServerName\ShareName\Patch_Location</Patch> 

場所を指定しない場合、セットアップによって Microsoft が管理するサイトにオンラインで接続

され、使用可能な更新プログラムが検索されます。または、内部共有などの別の場所から、

Microsoft Dynamics CRM レポート拡張機能セットアップの更新プログラムの .msp ファイルを

インストールするよう、セットアップで指定できます。 

update 

Microsoft Dynamics CRM Server セットアップの更新プログラムの検索、ダウンロード、および

適用をセットアップで実行するかどうかを指定します。true を選択して、最新バージョンをセット

アップでダウンロードすることをお勧めします。既定では、この値は false に設定されています

。値が false の場合、セットアップはこの手順を省略し、インストールを続行します。 

 

<configdbserver>SQLServerName\Instancename</configdbserver> 

構成データベースを格納する SQL Server のインスタンスを指定します。既定のインスタンスを

指定する場合は SQLServerName を使用し、名前付きインスタンスを指定する場合は 

SQLServerName\InstanceName を使用します。 

 

<InstallDir>c:\program files\Microsoft CRM</InstallDir> 

Microsoft Dynamics CRM レポート拡張機能のファイルがコピーされるフォルダーを指定します

。 

 

<autogroupmanagementoff>1/0</autogroupmanagementoff> 

<automanagegroupsoff> が 1 (true) の場合、セットアップ は Active Directory ディレクトリ サ

ービスのセキュリティ グループのメンバーを追加または削除しません。したがって、SQL 

Serverの関連するインスタンスの Microsoft SQL Server Reporting Services サービス アカウ

ントを、PrivReportingGroup セキュリティ グループに手動で追加する必要があります。 



 

 172 

 

関連項目 
Microsoft Dynamics CRM レポート拡張機能のインストール (2) 

Microsoft Dynamics CRM レポート拡張機能の XML 構成ファイルのサンプル 

Microsoft Dynamics CRM レポート拡張機能の 

XML 構成ファイルのサンプル 

以下の XML 構成サンプルにより、Microsoft Dynamics CRM レポート拡張機能 がインストールされます

。ここでは、すべてのデータベースが SQLServer という名前のローカル コンピューターに存在します。 

<crmsetup> 

<srsdataconnector> 

<configdbserver />  

<autoupdateconfigdb>1</autoupdateconfigdb>  

<autogroupmanagementoff>0</autogroupmanagementoff>  

  <instancename>MSSQLSERVER</instancename>  

  <patch update="false" />  

</srsdataconnector> 

</crmsetup> 

 

 

ログ機能 

既定では、セットアップ によって、SrsDataConnectorSetup.log という名前のファイルが、セットアップを実

行しているコンピューターの <ドライブ:>%appdata%\Microsoft\MSCRM\Logs フォルダーに作成されます

。 

関連項目 
Microsoft Dynamics CRM レポート拡張機能の XML 構成ファイル 

コマンド例: Microsoft Dynamics CRM Report Authoring 拡張 
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コマンド例: Microsoft Dynamics CRM Report 

Authoring 拡張 

次のコマンドを実行すると、Microsoft Dynamics CRM レポート拡張機能がインストールされます。 

SetupBIDSExtensions.exe [/Q] [/config configfile.xml] 

/Q 

自動モードでのインストールです。このパラメーターを指定する場合、XML 形式の構成ファイ

ルが必要です。/config パラメーターで、その XML 構成ファイルの名前を指定します。画面に

はダイアログ ボックスやエラー メッセージが表示されません。 

 

/config [drive:] [[path] configfilename.xml]] 

/config パラメーターで指定された XML 構成ファイルによって、インストールを正常に完了す

るために必要な追加情報をセットアップに提供します。XML 構成ファイルのサンプルについて

は、次のセクションで説明します。/Q パラメーターを指定せずに構成ファイルを指定した場合

、表示されるセットアップ画面に、構成ファイルの情報が入力されることに注意してください。 

 

/uninstall 

Microsoft Dynamics CRM レポート拡張機能をアンインストールします。これは、アプリケーショ

ンが既にインストールされているときのみに使用できるメンテナンス モード オプションです。 

 

関連項目 
Microsoft Dynamics CRM Report Authoring 拡張の XML 構成ファイルのサンプル 

Microsoft Dynamics CRM Report Authoring 拡張の XML 構成ファイル 

Microsoft Dynamics CRM Report Authoring 拡張の 

XML 構成ファイル 

次に、各 XML 要素の説明と、Microsoft Dynamics CRM Report Authoring 拡張 のインストール用のサ

ンプル XML ファイルを示します。 

<CRMSetup> </CRMSetup> 

構成ファイルは、ルート要素として <CRMSetup> を使用する有効な XML ファイルである必要

があります。 
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<patchUpdateValue>True/False</patchUpdateValue> 

更新セットアップ テクノロジの動作を決定します。この機能を利用して、セットアップで 1 回限

りの検索を実行し、Microsoft Dynamics CRM の最新のインストール ファイルが適用可能であ

れば、それをダウンロードして適用します。 

 

<muoptin optin="true”/“false" /> 

Microsoft Update を使用して Microsoft Dynamics CRM Server 2011 および他のインストール

済みアプリケーションの更新プログラムをダウンロードおよびインストールするかどうかを指定

します。インストールの完了後は、この機能はコンピューターを常に最新の状態に保つのに役

立ちます。 

 True。このオプションを指定すると、セットアップは更新サービスとして Microsoft Update 

を選択し、コンピューター上の Windows 自動更新設定を使用します。Windows 自動更新

設定は、コントロール パネルの Windows Update で表示できます。Microsoft Update は、

お使いのコンピューターが最新のテクノロジを使用するように保ち、脆弱性やセキュリティ

の問題のリスクを低減させます。 

 False。このオプションを指定すると、セットアップは既存の Windows 自動更新設定を変更

しません。コンピューターが Microsoft Update を更新サービスとして使用するように構成

されていない場合は、コンピューターに更新プログラムをインストールするために別の方

法を使用することをお勧めします (Microsoft Windows Update Services (WSUS) を使用す

るなど)。この値を空白にすると、false が選択されます。 

 

<InstallType>uninstall</InstallType> 

Microsoft Dynamics CRM Report Authoring 拡張をアンインストールします。これは、アプリケ

ーションが既にインストールされているときのみに使用できるメンテナンス モード オプションで

す。 

 

<InstallDir>c:\program files\Microsoft Dynamics CRM</InstallDir> 

アプリケーション ファイルがインストールされるフォルダーを指定します。既定では、フォルダ

ー C:\Program Files\Microsoft Dynamics CRM がセットアップで使用されます。 

 

関連項目 
Microsoft Dynamics CRM レポート拡張機能のインストール (2) 

Microsoft Dynamics CRM レポート拡張機能の XML 構成ファイルのサンプル 
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Microsoft Dynamics CRM Report Authoring 拡張の 

XML 構成ファイルのサンプル 

次の XML 構成コンテンツを使用すると、Microsoft Update の使用をオプトインする Microsoft Dynamics 

CRM Report Authoring 拡張をインストールし、既存の更新プログラムを検索して適用した後、Microsoft 

Dynamics CRM Report Authoring 拡張を C:\Program Files (x86)\Microsoft Dynamics CRM Report 

Authoring Extension フォルダーにインストールします。 

<crmsetup> 

<bidsextensions> 

  <patch update="True" />  

  <muoptin optin="True" /> 

  <installdir>C:\Program Files (x86)\Microsoft Dynamics CRM Report Authoring Extension</installdir> 

</bidsextensions> 

</crmsetup> 

関連項目 
Microsoft Dynamics CRM Report Authoring 拡張の XML 構成ファイル 

コマンド プロンプトを使用した Outlook 用 Microsoft Dynamics CRM のインストール 

コマンド プロンプトを使用した Outlook 用 Microsoft 

Dynamics CRM のインストール 

ここで説明する内容は、設置型バージョンの Microsoft Dynamics CRM 2011 にのみ適用されます。 

Outlook 用 Microsoft Dynamics CRM のインストールは 2 つの手順で行います。まず、セットアップを実

行してファイルをコンピューターにインストールする必要があります。次に、Microsoft Dynamics CRM 構

成ウィザードを実行して、アプリケーションを構成し、インストールを完了します。 

構成ファイルとコマンドライン パラメーターの値が異なる場合は、コマンドライン パラメーターが

優先されます。 

このトピックの内容 
手順 1: ファイルのインストール 

手順 2: XML 構成ファイルを使用した Outlook 用 Microsoft Dynamics CRM の構成 

重要  
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Outlook 用 Microsoft Dynamics CRM を構成するためのコマンドの例 

Outlook 用 Microsoft Dynamics CRM の XML 構成ファイルの要素 

Outlook 用 Microsoft Dynamics CRM XML 構成ファイルのサンプル 

手順 1: ファイルのインストール 
次のコマンドにより、コマンド プロンプトで Outlook 用 Microsoft Dynamics CRM セットアップを実行する

ときに使用できるオプションを表示できます。 

Setupclient.exe [/A] [/Q] [/X] [/L または /LV "[drive:][[path] logfilename.log]"] [/targetdir 

"[drive:][path]"] [/installofflinecapability] [/disableofflinecapability] [/ignoreofflinequeue] 

Outlook 用 Microsoft Dynamics CRM をインストールするためのコマンド

の例 

外出先にいるときや、Microsoft Dynamics CRM Server 2011 に常時接続できないユーザーも、オフライ

ン アクセス対応 Microsoft Office Outlook 用 Microsoft Dynamics CRM によって顧客データにアクセス

できます。オフライン アクセス対応 Microsoft Office Outlook 用 Microsoft Dynamics CRM を自動モード

でインストールするには、次のように入力します。 

Setupclient /Q /l c:\clientinstalllog.txt /installofflinecapability  

/targetdir "c:\Program Files\Microsoft Dynamics CRM Client" 

オフライン アクセス対応 Microsoft Office Outlook 用 Microsoft Dynamics CRM を自動モードでアンイン

ストールするには、次のように入力します。 

SetupClient /x /q 

 

Outlook 用 Microsoft Dynamics CRM のインストールのパラメーター 

なし 

パラメーターを指定しないと、ディスプレイの画面全体を使用して Setupclient.exe が実行され

ます。 

 

installofflinecapability 

オフライン機能をインストールするかどうかを指定します。このパラメーターを使用すると、オフ

ライン機能とコンポーネントがインストールされます。このパラメーターを指定しないと、オンラ

イン専用クライアントがインストールされます。 

 

/targetdir <"drive:\path"> 

Outlook 用 Microsoft Dynamics CRM ファイルがインストールされるフォルダーを指定します。 
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/A 

Windows インストーラー パッケージを作成することによって、Outlook 用 Microsoft 

Dynamics CRM の管理者用インストールが作成されます。このパッケージによって、ユーザー

がネットワーク共有からセットアップを実行したり、管理者ではないユーザーがグループ ポリシ

ーの適用を受けながらセットアップを実行したりできるようになります。このパラメーターは前に

説明した /targetdir パラメーターと一緒に使用する必要があります。このパラメーターを使用

する場合、/targetdir の値はローカル コンピューター上に存在する必要はありません。マップ 

ドライブまたは \\share\mscrm_client_admin などのネットワーク共有を使用できます。 

重要  

/targetdir パラメーターを使用してターゲット フォルダーを指定しない場合は、セットアップ によって既定

のフォルダー <drive:>Program Files\Microsoft Dynamics CRM に管理者用インストールがインストール

されます。 

たとえば、次のコマンドを使用します。 

Setupclient /Q /A /targetdir "\\share\mscrm_client_admin" 

 

/Q 

自動モードでのインストールです。このパラメーターを指定する場合、XML 形式の構成ファイ

ルが必要です。/i パラメーターで、その XML 構成ファイル の名前を指定します。画面にはダ

イアログ ボックスやエラー メッセージが表示されません。エラー メッセージの情報を取得する

には、ログ ファイル パラメーター (/L または /LV) を指定します。 

 

/L [drive:][[path] logfilename.log] 

インストール動作のログ ファイルを作成します。ログ ファイルの名前および作成先を指定する

必要がありますが、%appdata%\CRMLogs などの相対パスは使用できません。 

 

/LV [drive:][[path] logfilename.log] 

インストール動作の詳細ログ ファイルを作成します。ログ ファイルの名前および作成先を指定

する必要がありますが、%appdata%\CRMLogs などの相対パスは使用できません。 

 

disableofflinecapability 

このパラメーターを指定すると、アプリケーションでオフライン切り替えボタンが非表示になるよ

うに Outlook 用 Microsoft Dynamics CRM が構成されます。このボタンは、ユーザーがオフラ

イン機能付きの Outlook 用 Microsoft Dynamics CRM に簡単に切り替えられるようにします。 

 

ignoreofflinequeue 

このパラメーターを指定すると、セットアップ は、アップグレード中にオフライン キューに残る可

能性があるアイテムの同期を試行しません。 
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/X 

Outlook 用 Microsoft Dynamics CRM をアンインストールします。これは、アプリケーションが

既にインストールされているときのみに使用できるメンテナンス モード オプションです。 

 

Outlook 用 Microsoft Dynamics CRM のインストール用 XML 構成ファイ

ルのサンプル 

次の構成ファイルのサンプルでは、Program Files フォルダーへのオフライン アクセス機能を与えずに 

Outlook 用 Microsoft Dynamics CRM をインストールします。 

インストールおよび構成の両方の要素を含む同じファイルを使用できます。セットアップ および 

構成ウィザードは、処理に関係しない要素は無視します。 

<Deployments> 

   <TargetDir>c:\program files\Microsoft Dynamics CRM\Client</TargetDir> 

   <InstallOfflineCapability>false</InstallOfflineCapability> 

</Deployments> 

手順 2: XML 構成ファイルを使用した Outlook 用 

Microsoft Dynamics CRM の構成 
Outlook 用 Microsoft Dynamics CRM をインストールしたら、構成する必要があります。これには、コマン

ド ラインでクライアント 構成ウィザードを実行します。クライアント 構成ウィザードファイルは 

Microsoft.Crm.Application.Outlook.ConfigWizard.exe という名前が付けられ、Outlook 用 Microsoft 

Dynamics CRM がインストールされる Client\ConfigWizard フォルダーに置かれます。既定では、このフ

ォルダーは C:\Program Files\Microsoft Dynamics CRM です。 

Outlook 用 Microsoft Dynamics CRMを実行しているユーザーの資格情報は、Microsoft 

Dynamics CRM での認証に使用されます。そのため、Outlook 用 Microsoft Dynamics CRM の

自動構成を行うには、Outlook 用 Microsoft Dynamics CRMをユーザーのコンテキストで行うこと

をお勧めします (ユーザー呼び出しのバッチ ファイルの実行またはログイン スクリプト内のワン

タイム エントリとするなど)。System Center Configuration Manager を使用して Outlook 用 

Microsoft Dynamics CRM を構成する方法については、このガイドの「Microsoft System Center 

Configuration Manager 2007 を使用した Outlook 用 Microsoft Dynamics CRM のインストール」

を参照してください。Microsoft グループ ポリシーを使用して Outlook 用 Microsoft 

Dynamics CRM を展開するには、『計画ガイド』の「Deploy Microsoft Dynamics CRM for 

Outlook by using Group Policy」を参照してください。 

メモ  

メモ  
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構成ファイルのパスが指定されない場合、構成ウィザードは既定の構成ファイル 

(default_client_config.xml) を非移動ユーザー プロファイル フォルダー 

(%localappdata%\Microsoft\MSCRM\) で探します。非移動ユーザー プロファイル フォルダーに

ファイルがない場合、構成ウィザードは Outlook 用 Microsoft Dynamics CRM がインストールさ

れたフォルダーを探します。既定では、Outlook 用 Microsoft Dynamics CRM は C:\Program 

Files\Microsoft Dynamics CRM フォルダーにインストールされます。 

構成ファイルが他のアプリケーションで使用される移動ユーザー ロケーション 

(AppData\Roaming\Microsoft\MSCRM\) にある場合は受け入れられません。 

Outlook 用 Microsoft Dynamics CRM を構成するための

コマンドの例 
次のコマンドは、config_client.xml という名前のファイルを使用して自動モードでオフライン アクセス対応 

Outlook 用 Microsoft Dynamics CRM を構成し、clientinstall.log という名前のログ ファイルを出力します

。 

Microsoft.Crm.Application.Outlook.ConfigWizard.exe /Q /i /xa c:\config_client.xml /l c:\clientinstall.log 

/Q 自動モード構成パラメーターを使用する場合は、XML 形式の構成ファイルが必要です。画面にはダ

イアログ ボックスやエラー メッセージが表示されません。エラー メッセージの情報を取得するには、ログ 

ファイル パラメーター (/L) または詳細ログ (/LV) を指定します。 

/i [ドライブ:] [[パス] 構成ファイル名.xml]] というコマンド ライン パラメーターで、Outlook 用 Microsoft 

Dynamics CRM セットアップ に必要な情報を提供します。この情報は、各インストール画面で必要な情

報と同じです。XML 要素は米国英語である必要があり、特殊文字および拡張文字は使用できません。

XML 要素がローカライズされている XML 構成ファイルは正常に動作しません。各 XML 要素の説明と 

XML ファイルのサンプルを次に示します。 

/xa パラメーターを /q パラメーターと共に使用すると、Outlook 用 Microsoft Dynamics CRM で構成され

ているすべての組織が削除されます。 

/R パラメーターを使用すると、構成ウィザード ユーザー インターフェイスを表示しないで、進行ダイアロ

グ ボックスのみを表示することができます。このパラメーターには、ローカル ユーザーの AppData また

はクライアントのインストール フォルダーに置く必要がある、Default_Client_Config.xml という名前の有効

な XML セットアップ ファイルが必要です。 

Outlook 用 Microsoft Dynamics CRM の XML 構成ファイ

ルの要素 
<Deployments> </Deployments> 

構成ファイルは、ルート要素として <Deployment> を使用する有効な XML ファイルである必要

があります。 
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<InstallOfflineCapability>true/false</InstallOfflineCapability> 

Outlook 用 Microsoft Dynamics CRM のインストールの種類を指定します。true を指定すると

、オフライン アクセス対応 Outlook 用 Microsoft Dynamics CRM がインストールされます。 

 

<TargetDir>drive:\path</TargetDirectory> 

Outlook 用 Microsoft Dynamics CRM ファイルがインストールされるフォルダーを指定します。 

 

<Deployment> </Deployment> 

以下のすべての要素の親要素です。 

 

<DiscoveryUrl>https://Web サイト:ポート番号</DiscoveryUrl> 

Microsoft Dynamics CRM 検出 Web サービス の URL を指定します。サポートされるバインデ

ィングは HTTPS または HTTP です。検出 Web サービスが既定のポート 80 (HTTP) または 

443 (HTTPS) 以外のポートを使用する場合は、ポート番号を指定する必要があります。これが 

Microsoft Dynamics CRM Server 2011 のフル サーバー展開である場合、検出 Web サービス

の URL は Web アプリケーションの URL と同じです (http://crmserver など)。 

 

<Organizations> </Organizations> 

以下の <Organization> 要素の親要素です。 

 

<Organization FriendlyName="組織のわかりやすい名前" 
IsPrimary="true"/"false">OrganizationName</Organization> 

クライアントから接続する接続先の組織の名前を指定します。 

FriendlyName。Outlook の組織名以外の別の表示名を指定します。 

IsPrimary。Outlook 用 Microsoft Dynamics CRM で同期対象の組織として構成される組織を

指定します。 

メモ  

OrganizationName では大文字と小文字が区別されます。 

 

Outlook 用 Microsoft Dynamics CRM XML 構成ファイル

のサンプル 
次の構成ファイルのサンプルでは、Contoso という名前のプライマリ組織、および、crmserver という名前

の Microsoft Dynamics CRM Server 2011 上にある AdventureWorksCycle という名前の別の組織に接

続するように Outlook 用 Microsoft Dynamics CRM を構成しています。 
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インストールおよび構成の両方の要素を含む同じファイルを使用できます。セットアップ および 

構成ウィザードは、処理に関係しない要素は無視します。 

<Deployments> 

         <Deployment> 

               <DiscoveryUrl>http://crmserver</DiscoveryUrl> 

              <Organizations> 

                   <Organization IsPrimary='true'>Constoso</Organization> 

                   <Organization>AdventureWorksCycle</Organization> 

             </Organizations> 

       </Deployment> 

</Deployments> 

上のサンプルでは、ユーザーがアクセスできる 2 つの別々の組織を指定しています。組織の要

素の値には、特殊な文字またはスペースを含めることはできません。組織名は、展開マネージ

ャーの [組織] 領域の [名前] 列に表示されます。 

関連項目 
Microsoft Dynamics CRM レポート拡張機能のインストール (2) 

Microsoft Dynamics CRM E-mail Router のインストール 

Microsoft Dynamics CRM E-mail Router のインスト

ール 

E-mail Router は、Microsoft Dynamics CRM Server 2011 と同じコマンド プロンプト パラメーターを受け

取ります。E-mail Router を自動モードでインストールするには、インストール メディアの、または 

Microsoft Dynamics CRM Server 2011 インストール ファイルのダウンロード場所の、EmailRouter フォル

ダーで、次のように SetupEmailRouter.exe コマンドを実行します。 

SetupEmailRouter /Q /CONFIG フォルダー パス\install-config.xml /L c:\temp\log.txt 

このインストールでは、install-config.xml という名前の XML 構成ファイルが使用され、log.txt という名前

のログ ファイルが作成されます。 

メモ  

メモ  
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E-mail Router の XML 構成ファイル 
/config [ドライブ:] [[パス] 構成ファイル名.xml]] というコマンドライン パラメーターで、Microsoft 

Dynamics CRM E-mail Router セットアップに必要な情報を提供します。この情報は、各インストール画

面で必要な情報と同じです。 

E-mail Router をインストール後に使用するには、E-mail Router 構成マネージャーを実行して

構成する必要があります。XML 構成ファイルを使用して E-mail Router を構成することはできま

せん。 

XML 要素は米国英語である必要があります。XML 要素がローカライズされている XML 構成フ

ァイルは正常に動作しません。 

各 XML 要素の説明と XML ファイルのサンプルを次に示します。 

<CRMSetup> </CRMSetup> 

構成ファイルは、ルート要素として <CRMSetup> を使用する有効な XML ファイルである必要

があります。 

 

<EmailRouter> </ EmailRouter> 

Microsoft Dynamics CRM E-mail Router のインストールを指定します。<EmailRouter> タグは

、<CRMSetup> の開始タグと終了タグの中に存在する必要があります。その後に続く E-mail 

Router のエントリはすべて、<EmailRouter> タグの内側に存在する必要があります。 

 

<InstallType>Uninstall/Repair</InstallType> 

セットアップによって実行されるインストールの種類を指定します。次のオプションを選択でき

ます。 

Uninstall 

Microsoft Dynamics CRM E-mail Router をアンインストールします。 

Repair 

セットアップを修復モードで開始します。 

 

<Patch update="true"/"false">\\ServerName\ShareName\Patch_Location</Patch> 

場所を指定しない場合、セットアップによって Microsoft が管理するサイトにオンラインで接続

され、使用可能な更新プログラムが検索されます。または、内部共有などの別の場所から、

Microsoft Dynamics CRM E-mail Router セットアップの更新プログラムの .msp ファイルをイン

ストールするよう、セットアップで指定できます。 

update 

Microsoft Dynamics CRM E-mail Router セットアップの更新プログラムの検索、ダウンロード、

および適用をセットアップで実行するかどうかを指定します。true を選択して、最新バージョン

をセットアップでダウンロードすることをお勧めします。既定では、この値は false に設定されて

重要  
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います。値が false の場合、セットアップはこの手順を省略し、インストールを続行します。 

 

<InstallDir>c:\Program Files\Microsoft CRM Email</InstallDir> 

E-mail Router をインストールするフォルダーを指定します。既定では、E-mail Router は 

"C:\Program Files\Microsoft CRM Email" にインストールされます。 

 

<Features></Features> 

値を指定しない場合は、E-mail Router サービスと E-mail Router 構成マネージャーがセットア

ップによってインストールされますが、ルール展開ウィザードはインストールされません。 

次の機能を使用できます。 

<SinkService /> 

E-mail Router サービスと E-mail Router 構成マネージャーをインストールする場合は、この

エントリを追加します。 

 

<RulesWizard /> 

ルール展開ウィザードをインストールする場合は、このエントリを追加します。 

 

 

 

Microsoft Dynamics CRM E-mail Router の XML 構成フ

ァイルのサンプル 
次の構成ファイルの例は、E-mail Router セットアップの使用可能な更新プログラムが Microsoft Web サ

イトにあるかどうかを確認するよう、セットアップに指示します。更新プログラムを適用した後、E-mail 

Router サービスおよびルール展開ウィザードを C:\Program Files\Microsoft Dynamics CRM Email 

Router フォルダーにインストールします。 

<CRMSetup> 

<EmailRouter> 

<Features> 

<SinkService /> 

<RulesWizard /> 

</Features> 

<Patch update="true"></Patch> 

<InstallDir>c:\Program Files\Microsoft Dynamics CRM Email Router</InstallDir> 
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</EmailRouter> 

</CRMSetup> 

関連項目 
コマンド プロンプトを使用した Outlook 用 Microsoft Dynamics CRM のインストール 

Microsoft Dynamics CRM Server 2011 のインストールに関するトラブルシューティング 

Microsoft Dynamics CRM Server 2011 のインスト

ールに関するトラブルシューティング 

以下では、Microsoft Dynamics CRM をコマンド プロンプトでインストールする際の既知の問題とトラブル

シューティング手順について説明します。 

Microsoft Dynamics CRM Server 2011 のインストール後

に接続を試みると、セットアップが失敗するか、処理され

ない例外がクライアントに表示される 
Microsoft Dynamics CRM Server 2011 への接続を試みたときに、セットアップが正常に完了しなかったり

、どの Microsoft Dynamics CRM 2011 クライアントでも次の一覧の項目のようなエラー メッセージが表

示されたりすることがあります。 

HRESULT からの例外。0x80048306。 

説明。現在の Web 要求の実行中に、処理されない例外が発生しました。スタック トレースを調べ、エラ

ーの詳細と、コード内でのエラーの発生場所を確認してください。 

例外の詳細。System.Runtime.InteropServices.COMException: Exception from HRESULT: 0x80048306。 

ソース エラー。現在の Web 要求の実行中に、処理されない例外が発生しました。以下の例外スタック ト

レースを使用して、例外の発生源と発生場所に関する情報を特定できます。 

この問題は、次の条件が成り立っている場合に Microsoft Dynamics CRM Server セットアップを実行す

ると起こることがあります。 

 次の Active Directory セキュリティ グループの 1 つ以上が、Microsoft Dynamics CRM 2011 をイン

ストールしている組織単位で作成された場合。 

 PrivUserGroup 

 ReportingGroup 

 SQLAccessGroup 

 PrivReportingGroup 

 上記のセキュリティ グループは正しいグループ メンバーシップを持っていません。 
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 セットアップ の XML 構成ファイル の <Groups> エントリで、automanagegroupsoff=false の属性と値

を使用します。構成ファイルを使用するには、Microsoft Dynamics CRM Server 2011 をコマンド プロ

ンプトでインストールする必要があります。 

この問題を解決するには、Active Directory で必要な各セキュリティ グループに正しいメンバーシップを

手動で追加した後、Microsoft Dynamics CRM Server セットアップを再度実行する必要があります。 

Microsoft Dynamics CRM の privusergroup セキュリティ グループに対する直接のユーザー ア

カウント メンバーシップが必要であり、privusergroup の下に入れ子になったメンバーシップは現

在サポートされていません。たとえば、mycrmprivgroupusers という名前のセキュリティ グルー

プを追加した場合、mycrmprivgroupusers のメンバーは privusergroup のメンバーとして解決さ

れません。これには CRMAppPool や SQL Server Reporting Services のサービス ID も含まれ

ており、privusergroup のメンバーシップが別のセキュリティ グループを通じて付与されている場

合、Microsoft Dynamics CRM Web アプリケーションやレポート機能でシステム全体のエラーの

原因となる可能性があります。 

Active Directory にオブジェクトを手動で追加するには、Active Directory ユーザーとコンピューターを使

用します。各セキュリティ グループに追加する必要のあるユーザーとコンピューターを次の表に示します

。 
 

セキュリティ グループ オブジェクトの種類 内容 

PrivUserGroup ユーザー Microsoft Dynamics CRM Server 

セットアップを実行しているユーザ

ー。 

PrivUserGroup コンピューター Microsoft Dynamics CRM Server 

2011 がインストールされているコ

ンピューター。 

PrivUserGroup コンピューター Microsoft Dynamics CRM E-mail 

Router がインストールされている

コンピューター (E-mail Router を

使用している場合)。 

SQLAccessGroup コンピューター Microsoft Dynamics CRM Server 

2011 がインストールされているコ

ンピューター。 

PrivReportingGroup コンピューター Microsoft Dynamics CRM レポート

拡張機能がインストールされてい

るコンピューター。 

ReportingGroup ユーザー Microsoft Dynamics CRM Server 

セットアップを実行しているユーザ

ー。 

重要  
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セキュリティ グループ オブジェクトの種類 内容 

ReportingGroup ユーザー Microsoft Dynamics CRM を実行

するすべてのユーザー。 

 

自動モードでのインストール中に "不明なエラー 

(0x80005000)" のエラー メッセージが表示される 
自動モードでのインストール中に "不明なエラー (0x80005000)" が表示されることがあります。この問題

は、インターネット インフォメーション サービス (IIS) のインストールと構成が済んでいない Windows 

Server コンピューターに Microsoft Dynamics CRM Server 2011 をインストールしようとした場合に起こる

ことがあります。この問題を解決するには、インターネット インフォメーション サービス (IIS) をインストー

ルした後、もう一度セットアップを実行します。インターネット インフォメーション サービス (IIS) のインスト

ール方法の詳細については、Windows Server のヘルプを参照してください。 

関連項目 
Microsoft Dynamics CRM E-mail Router のインストール 

Microsoft Dynamics CRM 2011 のインストール後および構成のガイドライン 

Microsoft Dynamics CRM 2011 のインストール後お

よび構成のガイドライン 

このセクションでは、アプリケーションのインストール後に管理者が構成する必要がある、Microsoft 

Dynamics CRM のいくつかのコンポーネントとタスクについて説明します。Microsoft Dynamics CRM には

豊富な機能群が用意されているため、このセクションの説明だけですべての展開の構成に対応すること

はできません。このセクションは、組織のニーズに合わせて構成する必要があるコンポーネントを判断す

るためのガイドラインとして使用してください。 

このトピックの内容 
Microsoft Dynamics CRM のクライアント サーバー間ネットワーク通信のセキュリティ強化 

Microsoft Dynamics CRM のインターネットに接続する展開の構成 

サンプル データの追加または削除 

新しい展開の構成のガイドライン 

Microsoft Dynamics CRM Marketplace からソリューションをインストール 

リソース センターの削除手順 
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Microsoft Dynamics CRM のクライアント サーバー間ネッ

トワーク通信のセキュリティ強化 
どのようなネットワーク設計でも、組織のクライアントとサーバー間の通信のセキュリティを考慮すること

は重要です。効果的なデータ保護に必要な意志決定を下す際は、Microsoft Dynamics CRM のネットワ

ーク通信について、およびより強力なセキュリティで保護されたデータ伝送の実現に利用できるテクノロ

ジ オプションについて理解することをお勧めします。 

Microsoft Dynamics CRM をインストールした場合、または HTTPS が未構成の内部接続型 Web サイト

に Microsoft Dynamics CRM 2011 をアップグレードした場合、Microsoft Dynamics CRM のクライアント 

サーバー間の接続は暗号化されません。HTTP のみをサポートする Web サイトでは、Microsoft 

Dynamics CRM クライアントからの情報はクリア テキストで送信されるため、"man-in-the-middle" のよ

うな攻撃の標的となる可能性があり、有害なアクションを実行するスクリプトが追加されてコンテンツのセ

キュリティが侵害されるおそれがあります。 

Microsoft Dynamics CRM での HTTPS の構成 

サイトで HTTPS を構成するときは、Microsoft Dynamics CRM アプリケーションが中断されるため、なる

べくユーザーの作業が中断されないタイミングを選んで行うようにしてください。Microsoft Dynamics CRM 

で HTTPS を構成する高度な手順は次のとおりです。 

1. Microsoft Dynamics CRM 展開マネージャーで、Web アプリケーション サーバー、組織 Web サービ

ス、検出 Web サービス、および展開 Web サービスの役割を実行しているサーバーを無効にします

。これがフル サーバー展開の場合は、サーバーの役割はすべて同じコンピューターで実行されます

。サーバーを無効にする方法については、Microsoft Dynamics CRM 展開マネージャーのヘルプを

参照してください。 

2. Web アプリケーション サーバーの役割がインストールされている Web サイトを、HTTPS を使用する

ように構成します。方法の詳細については、インターネット インフォメーション サービス (IIS) のヘル

プを参照してください。 

3. Microsoft Dynamics CRM 展開マネージャーでバインドを設定します。これは、展開の [プロパティ] 

ページの [Web アドレス] タブで行います。バインドの変更方法の詳細については、Microsoft 

Dynamics CRM 展開マネージャーのヘルプの「Microsoft Dynamics CRM の展開プロパティ」を参照

してください。 

4. 別の Microsoft Dynamics CRM サービスのセキュリティを強化し、別のサーバーの役割を使用して 

Microsoft Dynamics CRM をインストールする場合は、追加するサーバーの役割に対して前の手順

を繰り返します。 

Microsoft Dynamics CRM のインターネットに接続する展

開の構成 
Microsoft Dynamics CRM は、リモート ユーザーがアプリケーションにインターネット経由で接続できるよ

うに展開できます。詳細については、 Configure a Microsoft Dynamics CRM Internet-facing 

deployment. 
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サンプル データの追加または削除 
サンプル データを通じて Microsoft Dynamics CRM の機能に慣れてください。サンプル データを利用し

てレコードを操作し、レコードどうしの関係、データのグラフ化、およびレポートの情報を確認できます。 

サンプル データは Microsoft Dynamics CRM アプリケーション内から追加または削除できます。サンプ

ル データの詳細については、『Microsoft Dynamics CRM ヘルプ』の「サンプル データの管理」を参照し

てください。 

新しい展開の構成のガイドライン 
Microsoft Dynamics CRM のインストールが完了したら、組織のビジネス ユーザーが使用を開始する前

に、 Microsoft Dynamics CRM 管理者として実行する必要がある基本的なタスクがいくつかあります。こ

れらのタスクには、部署とセキュリティ ロールの定義、ユーザーの追加、およびデータのインポートが含

まれます。 

詳細については、「Getting started for Microsoft Dynamics CRM administrators (Microsoft Dynamics 

CRM 管理者のための基本)」を参照してください。 

Microsoft Dynamics CRM Marketplace からソリューション

をインストール 
機能とユーザー インターフェイスを拡張するには、ソリューションを使用します。カスタマイズおよび開発

作業の結果は、ソリューションとして配布します。組織でソリューションをインストールおよびアンインスト

ールするには、Microsoft Dynamics CRM を使用します。 

の詳細については、 ソリューションをインストールする方法については、「Microsoft Dynamics 

Marketplace からのソリューションのインストール、アップグレード、またはアンインストール」を参照してく

ださい。 

リソース センターの削除手順 
Microsoft Dynamics CRM リソース センターでは、Microsoft Dynamics CRM 2011 を使用および設定す

るうえで、ユーザー、管理者、および実装者にとって役立つ情報が得られます。リソース センターには、

マイクロソフトがホストするコンテンツが表示されますが、これはユーザーがオフラインの場合には表示さ

れません。 

Microsoft Dynamics CRM のユーザーがリソース センターのコンテンツへのアクセス権を持っていない場

合は、リソース センターをアプリケーションから削除できます。 

1. [カスタマイズのエクスポート] 機能を使用して、サイト マップをエクスポートします。 

2. 次のいずれかのオプションを選択してください。 

 既定のソリューションをエクスポートする。 

リソース センターをアプリケーションから削除する 

http://rc.crm.dynamics.com/rc/2011/en-us/on-prem/5.0/getting_started_admins.aspx
http://rc.crm.dynamics.com/rc/2011/en-us/on-prem/5.0/getting_started_admins.aspx
http://rc.crm.dynamics.com/rc/2011/en-us/on-prem/5.0/install_solution_marketplace.aspx
http://rc.crm.dynamics.com/rc/2011/en-us/on-prem/5.0/install_solution_marketplace.aspx
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 サイト マップを新規または既存のソリューションに追加します。 

i. ソリューションで [コンポーネント] をクリックします。 

ii. [操作] ツール バーで、[既存の追加] をクリックし、[サイト マップ] をクリックします

。 

iii. ソリューションをアンマネージド ソリューションとしてエクスポートします。 

3. 圧縮ファイル (.zip) からファイルを展開します。 

4. customizations.xml ファイルを、Microsoft Visual Studio や Microsoft メモ帳などのテキスト エデ

ィターで開きます。 

5. ファイルから、次のノードを検索します。 

/ImportExportXml/SiteMap/SiteMap/Area Id="ResourceCenter" 

 

6. Id 属性が "ResourceCenter" に設定されている Area を、次のように <!-- and -- > タグを使用

してコメント アウトします。 

<!--<Area Id="ResourceCenter" 

      ResourceId="Area_ResourceCenter" 

      Icon="/_imgs/resourcecenter_24x24.gif" 

      

DescriptionResourceId="ResourceCenter_Area_Description"> 

  <Group Id="ResourceCenter"> 

    <SubArea Id="nav_lc_overview" 

              ResourceId="Homepage_LearningOverview" 

              

DescriptionResourceId="LearningOverview_SubArea_Description" 

              Icon="/_imgs/ico_18_129.gif" 

              Url="/resourcecenter/overview.aspx" 

              AvailableOffline="false" /> 

    <SubArea Id="nav_lc_customization" 

              ResourceId="Homepage_LearningCustomization" 

              

DescriptionResourceId="LearningCustomization_SubArea_Descript

ion" 

              Icon="/_imgs/area/18_settings.gif" 

              Url="/resourcecenter/customization.aspx" 

              AvailableOffline="false"> 

      <Privilege Privilege="CreateEntity" /> 

      <Privilege Entity="solution" 
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                  Privilege="Create" /> 

      <Privilege Privilege="ImportCustomization" /> 

    </SubArea> 

  </Group> 

</Area>-->  

 

メモ  

リソース センターの Area をコメント アウトすると、将来、この手順を繰り返してコメント 

タグを削除することで、この領域を復元できます。 

7. customizations.xml ファイルに加えた変更を保存します。 

8. 抽出したソリューション ファイルと編集した customizations.xml を含む、新しい ZIP 圧縮ファイ

ルを作成します。 

ヒント  

エクスプローラーで、すべてのファイルを選択して右クリックし、コンテキスト メニューの 

[送る] をポイントして、[圧縮 (zip 形式) フォルダー] をクリックします。 

9. 新しいソリューション ファイルをインポートします。 

a. Microsoft Dynamics CRM アプリケーションのナビゲーション ウィンドウで、[設定]、[カスタ

マイズ] の順にクリックし、[ソリューション] をクリックします。 

b. [インポート] をクリックします。 

c. [参照] をクリックし、手順 8 で作成した、変更したソリューション ファイル (.zip) を探し、[次

へ]、[インポート] の順にクリックします。 

d. インポートが完了したら、[すべてのカスタマイズの公開] をクリックします。 

e. [閉じる] をクリックして、[ソリューションのインポート] ダイアログ ボックスを閉じます。 

10. リソース センターの Area が削除されたことを確認します。 

インポート プロセスでは、サイト マップの検証を行います。ただし、それでも複数のエラーが発生する可

能性があります。エラーが発生した場合、既定のサイト マップが適用され、エラー メッセージが表示され

ます。サイト マップのエラーを修正して再度インポートする必要があります。 

関連項目 
Microsoft Dynamics CRM 2011 インストール ガイド 

Microsoft Dynamics CRM 2011 Operating and Maintaining Guide 
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